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　ギュネイが〈竜りゆう戦士〉と呼ばれる以前のこと。つまりはまだ、地上に二つとない魔ま法ほうの鎧よろいガイフレイムを手中にしていないときのことだ。

　エリシスも〈聖女〉とは呼ばれていなかった。王女の身分でありながら故国エレィノアを単身飛び出した彼かの女じよは、少年アレフを幽ゆう閉へいの身分から救出したのち、山さん賊ぞくにも等しい傭よう兵へい団の一員だったギュネイを強ごう引いんに仲間入りさせた。またその直後、〈聖堂騎き士し〉を自じ称しようする──このときの実態は〈盗とう賊ぞく騎き士し〉がせいぜいだったが──ジューザにも声をかけて仲間にしている。

「わたしには神のお導きがあります。あなたたちと出会うことができたのもそのため。そう、わたしには、あらかじめこの未来が予見できていたのです。よって、このお導きに沿って進んでいきさえすれば、必ずや神のご加護のもとにランドールを討とう伐ばつすることができます」

　エリシスのその主張を、ギュネイは頭から信じていたわけではない。自分をはじめとする仲間に出会えたのも「神の預言に従ったおかげ」とはいうが、単に思おもい込こみが強いだけの娘むすめではないか、という考えが捨てきれずにいたし、彼かの女じよが本当にエレィノアの王女なのかどうかも、正直、半信半疑だった。

　ともあれ、このときのギュネイには、友人を救うために仲間の存在が不可欠だったから、エリシスの論にあえて異を唱えはしなかった。

　ジューザを味方に加えた直後、ギュネイは友人の捕とらえられた場所へ急いで、そこではじめて大きな戦いを経験した。結局のところ友人を救うことはできなかったのだが、

（これで終わりじゃない。終わらせてたまるもんか。ランドールの奴やつらをひとりでも多く葬ほうむっておまえの霊れいに手た向むけてやるからな）

　ギュネイはそんな決意を胸に抱いだいた。

　旅をつづけること数か月。

　いくつかの戦いがあった。ランドールに侵しん略りやくを受けているさなかのザッハは危険に満ちていた。ランドール軍の威い力りよく偵てい察さつ隊に襲おそわれることもあれば、ギュネイが所属していたような自国の傭よう兵へい団に追いかけまわされることも多々あった。

　神の声が聞けるというエリシスはその時々の目的がはっきりしていて、道に迷いすらしない。戦うべきときとそうでないときもきっちり区別して、ギュネイたちに指示を下した。このときはまだ流されるしか術のなかったアレフはともかく、れっきとした騎き士しの身分であったこともあるジューザすら、エリシスを〈預言者〉としてすっかり信しん奉ぽうしており、その指針にひと言も疑問を挟はさまなかった。

　ギュネイはというと。

　いく多の戦いを経て、自分の剣けんの腕うでが磨みがかれているという実感はあった。

　故郷で、大工である父の仕事を手伝っていたときとは別人のようになった、という自負もある。あのころは三人の兄貴たちに力負けしていたが、いまなら引けを取らない。つまらない用事をいいつけてきやがったら剣けんの柄つかで思いきり頭をぶん殴なぐってやろう──そんな楽しい夢想をすることだってある。が、だからといって、

（このまま仲間たちと腕うでを磨みがきつづければ、いずれはランドールの戦士の誰だれよりも強くなって、そしていずれは必ず邪じや神しんをも討とう伐ばつできる）

　などと、無む邪じや気きに信じられはしない。

　エリシスは「運命」「神の導き」と繰くりかえし口にする。

「あなたも神の導きに沿って、運命に選ばれたひとりなのです、ギュネイ」

　と、王女というにはやや頼たよりなげな細い声を張りあげる。

　最初のうちこそ、少年っぽい自尊心がくすぐられないでもなかった。が、敵の追っ手が増えていくにつれて、どうしても戦いではなく逃とう亡ぼうを選せん択たくせざるを得ない場面も増えていく。たとえば街の裏通りを怪あやしげな男たちに金を握にぎらせながら走はしり抜ぬけていくとき、たとえば雨を吸ってじっとりした山道に身を沈しずめながら騎き馬ば隊をやり過ごすとき、たとえば街にも村にも寄れずに食しよく糧りようが底をついたので、小動物が罠わなにかかるのを期待して狩かりの真ま似ね事ごとをせねばならないときなどに、

「なにが運命だ。なにが神の導きだ」

　そう大声をあげて、なにもかも投げ出したい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

　悪いことに、そんな苛いら立だちが積み重なりつつあったころ、アレフとジューザと離はなれ離ばなれになった。ランドールの支配域において『四人組の男女』に手配書が出ていたため、ザッハの国境を越こえるまでは、二人組でそれぞれ別行動を取ることになったのだ。

　エリシスと二人きりになったことで、ギュネイの感情を妨さまたげるものもなくなり、

「国境を越こえる道はどうする？　沼ぬま地ちを越こえて北西？　そこになにがあるんだ。美う味まい食い物があるのか、金が少しでも手に入るのか。神さまはおれたちに干ひ上あがってしまえとでもおっしゃっているの？」

　愚ぐ痴ちをそのままぶつけてしまう。エリシスはそんなとき唇くちびるを嚙かんで、目を細めて、悲しげな顔をする。ギュネイは女性に慣れていない。たちまち後こう悔かいする羽目になるし、そんな顔をさせた自分を恥はじもする。が、いまのままでいいとも決して思わない。

（いい加減、目的の見えない冒ぼう険けんごっこはうんざりだ。こんなまわりくどいことなんてしないで、ザッハで抵てい抗こうをつづけている騎き士し団や市民軍に合流するほうが早い。泥どろ水みずを啜すすりながら逃にげつづけるより、そのほうが奴やつらをひとりでも多く葬ほうむることができるじゃないかよ）

　そういって何度かエリシスを口説こうともしたのだが、エリシスは「すべてはお導きのままに」と繰くり言ごとを重ねるばかり。いつもは気弱で、他人に強く出られるとおろおろしてどうしていいかわからないといった態度を取るのに、「神のお導き」と口にするときばかりは、気弱な態度も悲しげな表情もたちまちのうちに消えて、あたかも聖母像をかたどったような無機質な顔になる。

　そして。

　いまだアレフたちと別行動をつづけている途と上じようで、ギュネイはエリシスの〈預言者〉としての力を目の当たりにする場面に遭そう遇ぐうした。とともに、それはエリシスその人に大きな失望を覚える場面でもあった。

　──彼かの女じよのいうとおりに、「沼ぬま地ちを越こえて北西」にある村に向かったときのことだ。

　エリシスは、その村に「わたしたちの旅に必要なもの」があるという。ギュネイは半ばやけっぱちになってついていった。辺りにはまだランドールの手は伸のびていない。国土中央の城じよう砦さいでかろうじて敵軍の北上を喰くい止めているためだった。近きん隣りんの村々を治めている領主も、騎き士しとしてその城じよう砦さいに赴おもむいているらしい。

　そんな緊きん迫ぱくした情勢下にある村を訪ねた二人を、村の人々はいっせいに指差して、食べ物にたかるアリさながらに集まってきた。

（敵と誤解されたか）

　ギュネイのほうこそ緊きん迫ぱくし、腰こしの剣けんに手を伸のばしかけたが、

「お待ちしておりました。エレィノアの姫ひめ君ぎみ──いえ、運命の聖女どの」

　集団のなかからあらわれた、長なが衣ぎぬ姿の神父──ザッハ国において教会を預かる司祭職の名だ──と思おぼしき高こう齢れいの人物が頭をさげたので、ギュネイは仰ぎよう天てんした。エリシスが〈聖女〉と呼ばれたのはこのときがはじめてだったのだが、当時のギュネイはそれよりも神父がはっきりと『姫ひめ君ぎみ』と口にしたことのほうが驚おどろきだった。信心深い土地柄がらであるらしく、神父が、

「あなたがここへいらっしゃるというお告げを、わたしはまどろみのなか、何度も耳にしました。あなたこそが、神に選ばれた、世界に訪おとずれる災さい厄やくの雲を吹ふき払はらう聖務を担になった方であることも。ですから、あなたが望むものがこの地にあるならばすべて差しあげましょう」

　そういうと、人々はいっせいに神の印を切った。

　国土の半分ほども敵軍の進しん撃げきを許している状じよう況きようとは信じがたいほど、村の人々はみな穏おだやかで、表情も晴れやかだった。〈聖女〉エリシスが必ずやこの危機を追おい払はらってくれると信じていたのだろう。

　歓かん迎げいの席で、ギュネイは実にひと月ぶりに、木の実やちっぽけな小魚、川の水などではない、まともな食事を胃に入れることができた。「聖女をお守りする騎き士しの方」と持ちあげられて、多少はいい気にもなった。慣れない酒までも、勧すすめられるまま飲み干した。ザッハ人はもとより歌と踊おどりを愛する陽気な民たみだ。女たちが即そつ興きようで踊おどりはじめれば、男たちが陽気に口笛を揃そろえた。

（なんてことだろう）

　宴うたげを心の底から楽しみながら、ギュネイはエリシスを見なおさないわけにはいかなかった。

（お告げですべてを知っていただって？　エリシスとこのお坊ぼうさんが同じ夢を見るだなんて、そんな偶ぐう然ぜんがあるわけがない。ってことは、お姫ひめさまとか、〈預言〉とやらも、まんざら噓うそじゃないってことだ）

　村の人々に囲まれて、おどおどとした、それでも清せい廉れんそのものといったエリシスの笑え顔がおを見やりながら、ギュネイは彼かの女じよに愚ぐ痴ちをぶつけてしまったのを今度こそ悔くいた。

（じゃあ、おれが神に選ばれた勇士のひとり、っていうのも本当なんだろうか。エリシスのいうとおりにしていれば、おれは、ランドールを滅ほろぼす英えい雄ゆうにもなれるってこと？）

　英えい雄ゆう、という言葉にギュネイは少年っぽい憧あこがれを抱いだいた。故郷の村に凱がい旋せんしたなら、あの偏へん屈くつな親おや父じも、人間の醜みにくくて汚きたない部分を凝ぎよう縮しゆくしてそれぞれきっちり三等分したかのような馬ば鹿か兄貴たちも、さぞ驚おどろくだろう。落ちた顎あごが地面を転がって二度と拾えないくらいになるんじゃないかと想像して、「うふふ」とギュネイは忍しのび笑わらいを洩もらした。

　夜も深くなって。

　村の修道院に呼ばれたエリシスとギュネイは、礼拝堂に通されて、そこで神父から包みに入ったあるものを手て渡わたされた。

「この修道院に古くから伝わる聖遺物です。ミルド人の悪あく霊りようと戦った聖人トリトォンが、自ら切断した五指の骨でおつくりになったという、五色の霊れい薬やく。それぞれの霊れい的てきな効能が、聖女どのの旅と戦いを救ってくださることでしょう」

「ありがとうございます。必ずや、聖務に役立ててご覧に入れます」

　エリシスは礼をいったが、霊れい薬やくとやらをギュネイが受け取ると、まだこのことで語りたそうな神父を尻しり目めに、さっさと席を立ってしまった。

　あわててあとを追ったギュネイは、夜道でエリシスと二人きりになった。

「エリシス。……いや、エリシス王女。その」

　自分で声をかけておきながらギュネイはまごついた。いままでのことを謝罪すべきだとは思うものの、いまやエレィノア王女であることがはっきりした彼かの女じよに、どんな言こと葉ば遣づかいをしたらいいものやらわからない。

　と、エリシスは急に足を止めて、ギュネイと正面から向きあった。

「ギュネイ」

　と早口でエリシスはいった。その澄すんだ目がかすかに揺ゆれている。ギュネイの胸がどきりと高鳴った。どういう状じよう況きようなんだろう、これは。暗がりのなか、一国の王女に見つめられている。遠くから、主役が去ったのちもまだ宴うたげに居残っているらしい男女の笑い声、歌声、手て拍びよう子しの音が、かすかな夜風に運ばれてくる。あたかも幼少時に胸を焦こがしながら読みふけった物語の一場面のようだったが、

「ギュネイ。このまま、村を発たちましょう」

　エリシスのほうは特に感かん慨がいを覚えた風もなく、冷れい淡たんともいえる口調でいった。

「え、い、いまから？」ギュネイは目を丸くした。「もう夜も遅おそいよ。明日には、村の人たちが近くの森を抜ぬけるまで送ってくれるといっていたし、朝になるのを待ってからでも……」

「いいえ、それでは遅おそすぎるのです」

　エリシスはいいながらも、しきりに南の方角に視線をやっている。

「遅おそいって、いったいなにが」

「敵が来ます」エリシスは早い口調でいった。「一タード……いいえ、半タードもしないうちに、この村にはランドール軍が押おし寄よせてくるでしょう。あなたがいま手にしている五色の霊れい薬やくを狙ねらってのことです。それを奪うばわれては元も子もありません。さあ、いますぐに……」

「ま、待て。待ってくれ、エリシス王女」ギュネイは動どう揺ようしつつ、すぐにでも駆かけようとする少女の細い肩かたを手で押おさえた。「敵が来る？　城じよう砦さいが落ちるってこと？　それも、神のお告げというやつなのか？　い、いや、それよりなにより、敵が来たら、この村はどうなるんだ？」

「敵は霊れい薬やくを狙ねらっているのです。欲ほしいものがすでにないと知ったら、村をあきらめて、捜そう索さく隊を四方に出すでしょう。ですから──」

「ランドール軍のやり口はなんべんも見てきたじゃないか！」思わず大きな声が出る。「奴やつら、『噓うそをつくな、どこかにあるはずだ』って家々に火をかけてまわるにちがいない。せめて、おれたちで足止めするとか、村の人たちに襲しゆう撃げきがあるのを教えるべきなんじゃないのか？」

　エリシスが下した唇くちびるを嚙かむのを、ギュネイは見み逃のがさなかった。と同時にはっとなる。わかっているのだ、こんなことは。きっと、自分たちが去ったあと、村に火がかけられるだろうなんてことは、いわれるまでもなくわかっているのだ。それが〈預言〉かどうかはともかくも──、

「時間がないのです、ギュネイ。わたしたちには邪じや悪あくな力を地上から消し去るという、重要な使命があるのを忘れないでください。ここでつまずくわけにはいかないのです。そう……すべては神のお導きのままに」

　例の、無機質な表情になってそう訴うつたえる少女の顔を、ギュネイは息を吞のんで見つめた。

　遠く、男女の笑い声はいつまでも聞こえていた。
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「おおう、あらわれおったな、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉！」

　と大声で呼ばれたギュネイは、もともと、密みつ偵ていの任を負ってランドールの地にやってきたはずだった。

　かつて邪じや神しんを奉ほうじていたこの国の現状を、ひそかに観察、調査するという任務の性質上、決して派手な行動を起こしてはならない。というより、密みつ偵てい以前に、ギュネイはランドールを壊かい滅めつ状態に追いやった六英えい雄ゆうのひとりであるからして、正体が露ろ見けんするような恐おそれのあることはなにひとつするべきではなかった。どこにいても目立たず、誰だれからも怪あやしまれず、気づけばその場の風景に溶とけ込こんでいて、そしてまた気づいたときにはいなくなっている。見た目、ごくごく平へい凡ぼんな若者であるギュネイにはそれが比ひ較かく的てき容易にできるはずだった。

　だというのに、

「ランドールの邪じや教きよう徒とどもよ。遠からん者は音に聞け、近くば寄って目にも見よ、われこそはフォーゼ白鳥騎き士し団員メッテル！　対ランドール戦せん役えきにおいて邪じや教きよう徒と三十名の首を持ち帰ったわたしは、すでに教会より現世の罪を赦ゆるされておる。のちの人生は余りものと考えていたところ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらの噂うわさを聞きつけた。フォーゼに譲じよう渡とされたはずのカノンの城を卑ひ劣れつにも強ごう奪だつしたばかりか、聖せい騎き士しジルどのをも葬ほうむったと聞いては、わが剣けんが黙だまってはおらぬ。さあ、正々堂々、一いつ騎き打うちせよ！」

　はるばる隣りん国ごくからやってきた騎き士しに大声で〈竜りゆう戦士〉とはちがう名前を呼ばれ、そして武器を向けられる立場にあるのはなぜだろう。

「人ちがいです。さようなら」

　ギュネイはそういうこともできたはずだ。〈竜りゆう戦士〉と同様に、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉もまた、全身を覆おおった鎧よろい兜かぶと姿で知られている。近くの茂しげみにでもいって鎧よろいを脱ぬいでしまえば、誰だれも、ギュネイを噂うわさの騎き士しなどとは思いもしない。「騎き士しさま、あ、ちょっとそこをお通しくださいませ」と、メッテルや従者一団の脇わきをするりと通りぬけて、あとは一路、ザッハに戻もどりさえすれば、密みつ偵ていとしての役割は終わりを告げる。そこでかつての仲間である〈賢けん者じや〉ケイオロスに、ランドールで見聞きしたことを漏もれなく伝える。行動を起こすのはそれからでも決して遅おそくない。

　それも、ギュネイにはわかっている。十分すぎるほど。だというのに、

「フォーゼの騎き士しとやら、わざわざの名乗り、痛み入る」黒い色の甲かつ冑ちゆうを鳴らしつつ、笑っている自分は何者なのだろう。「ただし貴公の名前は風に乗って右の耳から左の耳へと抜ぬけていった。一いつ瞬しゆん後には命を失っているか、そうでなくとも憐あわれに地べたを転がっているそのほうの名前にいかほどの価値があるだろう。おれはいま、城の厩きゆう舎しやで預かっているフォーゼ騎き士し団の馬の名前を覚えるのにいそがしい。おお、よく見れば貴公の馬もなかなかよいな。貴公の名前などどうでもよいから、馬のほうの名前を教えてくれ。あとで跨またがってみるのが楽しみだ」

　メッテルの白い顔がにわかに赤く染まった。

「ぬかしたな、邪じや教きようの騎き士しめ。武器を取れ！　神に戴たい冠かんを許されしわが女王の御み名なにおいて、その首、兜かぶとごと持ち去って城の門にさらしてくれる！」

　すると、ギュネイの背後十数クラットに位置していたカノンの住民や兵たちがどっと笑い声を揃そろえる。決けつ闘とう見物のため、わざわざ城外の勾こう配ばい地まで集まった人々だ。

「フォーゼの騎き士しさま、お怒いかりになられたぞ」

「その調子で持ちこたえてくれるといいんだが。こちとら、かかあの目を盗ぬすんで商売を抜ぬけ出だしてきたんだ。三タルンは楽しませてくれなきゃ割にあわねえ」

「いやいや、おれは一タルン以内で勝負がつくのに今日の売りあげ全部を賭かけるぞ」

　などと聞こえよがしにいうものだから、メッテルの顔は血の色を通とおり越こしてどす黒い。ギュネイは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としてそれをも嘲ちよう弄ろうしながら、兜かぶとの下でこっそりため息をついた。




　一刻も早くランドールを去らねばならない──、と、ギュネイはもうずっと以前から同じことを考えている。

　なのに、カノンの地に長々と留まっているのは、カノンを『取ってしまった』責任が自分にもあるからだ。それまではなんとか、目立たぬよう目立たぬよう、と自分を律してきたのに、〈聖せい杯はいの運び手〉ジルが、「カノンの住民を皆みな殺ごろしにする」と宣言したのに我が慢まんならず、一いつ騎き打うちで彼かれを破ってしまった。

　以前、ギュネイは、ランドール軍の若き騎き士し見習いクルスに、

「敵が住民を盾たてに使うという卑ひ怯きような手段を用いようとも、犠ぎ牲せいを覚かく悟ごに戦うべきだった。勝利をもってほかの住民を救うためにも、敵に同じ手段が通用しないと悟さとらせるためにも」

　などと、ご高説を述べた。つまりは目の前のことのみにとらわれず大局的に物事を見よ、という教えなのだが、それをいうならばギュネイだって、

（カノンの住民を見捨ててでも、仲間たちのもとに走って今後のことを話しあうべき）

　だった。六英えい雄ゆうが揃そろって声をあげれば諸王とて耳を貸してくれる可能性が高い。そうしていれば、いまごろは──とはさすがにいわないものの、近い将来には、ランドール一国を救えたかもしれないのに。

　あくまで推測の域だ。どう考えたところで、あのときのギュネイにカノンの人々を見捨てられたはずはないのだし、『取ってしまった』のはもはや仕方ない。

　それからのギュネイは多た忙ぼうを極きわめた。

　まずはフォーゼ王国への備え。

　フォーゼは、亡国ランドールに二度までもしてやられた格好だ。女王は激げき怒どして──とともに、旧ランドール領内に軍を進める格好の大義名分を得て──すぐさま第二波を送おくり込こんでくるかもしれない。いや、もともとジルのいた騎き馬ば隊は先せん遣けん隊に過ぎなかったはずだから、その本隊が今日明日にもカノンに迫せまる、という事態さえあり得た。

　ギュネイは、クルスの手も借りて、まずは市内で生き残っていたカノンの兵たちを手て当あたり次し第だいに搔かき集あつめた。同時に、これまで王都バン＝シィから辿たどってきた道のりに馬を走らせると、村々からも義勇兵を募つのった。これは思いのほか数が揃そろった。というのも、クルス率いる一隊が、道中の敵対勢力をことごとく駆く逐ちくしていたため、比ひ較かく的てき治安が保たれていたのと、

「これほど強い方々がいらっしゃるなら、おれたちの暮らしも守られるかもしれない」

　という希望が生まれていたためだ。

　英えい雄ゆうギュネイとて、まさか、道中さんざん悩なやまされていたクルスの独断専行がこんな形で実を結ぶとは思わなかった。

　男手が揃そろえば、次は、外がい壁へきの修理や、防衛施し設せつ──筆頭は、ジルに焼かれた南砦とりで──の改修だ。これには男女問わず、大勢のカノン住民が自発的に参加した。

　ギュネイの従者リーリンは、城じよう壁へきからそうした人の流れを見おろしながら感かん嘆たんした。

「工事の速度が凄すごいですね。これなら、今日フォーゼ軍が来たって持ちこたえられますよ」

　もちろん、それはいいすぎだ。リーリンは、

（だから、今日ここを去ったって大だい丈じよう夫ぶですよ、ギュネイさま）

　と暗にいいたいのだが、ギュネイは苛いら立だった声を出した。

「いいや、まだだ。誰だれだよ、あそこの図面を引いたのは。……あああ、人夫の組みわけも上う手まくできてないし、物資の運うん搬ぱんも効率が悪い。なっちゃいない。なっちゃいないな。よし、ちょっといってくる」

「はい？」

　リーリンが詰つめ寄よろうとしたときには、ギュネイは城じよう壁へきの下へと走っている。ついでに鎧よろい兜かぶとも脱ぬいでいた。彼かれの鎧よろいガイフレイムは一いつ瞬しゆんにして脱だつ着ちやくが可能だ。

　……数タルン後には、ギュネイは「近くの村から出で稼かせぎにやってきたジャック」という若者に扮ふんして、汗あせまみれになって木材を担かついでいた。もともと大工の息子むすこだけあって、こうした仕事には手て馴なれている。が、ケイオロスと再会したときを思い出してみるまでもなく、人に溶とけ込こむのが上手とはいえないギュネイだ。さっそく親方に目をつけられて、むしろ彼かれのほうが「段取りが悪い」と叱しかられているのを眼下にしながら、リーリンは宙を仰あおいだ。

　──などとしているうちに、いよいよ恐おそれていた事態がやってきた。

　フォーゼの旗が西にはためいているのが目もく撃げきされたのだ。

「敵の数は？　弓兵、騎き馬ばの編成は？」

　ギュネイもすばやく反応して、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の姿で状じよう況きようを確かく認にんする。

　予想に反して、数百、数千の規模ではなかった。それどころか、騎き馬ばの数が若じやつ干かん名、それも甲かつ冑ちゆうを着き込こんでいるのは先頭のひとりだけだった。馬から下りた数名がフォーゼの旗を突つき刺さしたのち、甲かつ冑ちゆうを着たそのひとりが、城じよう壁へきの下へ馬を進ませてくるや否いなや、

「聞けいっ、邪じや神しんの使徒ども」

　と大だい音おん声じようを放った。それから長い名乗りがはじまった。要約するに、彼かれはフォーゼの騎き士しで、「こたびの狼ろう藉ぜきは女王陛下に剣けんを捧ささげた騎き士しとして見過ごすわけにはいかぬ。ジルどのを破ったという邪じや悪あくなる騎き士しよ、われと一対一で堂々と勝負せよ」ということだった。

　ギュネイが呆あつ気けに取とられていると、隣となりに並んだクルスが、

「フォーゼの、『騎き士し道』というやつですな。貴婦人崇すう拝はいやら、敵前退たい却きやくを例外なく生いき恥はじとするなど、独自の倫りん理り規き範はんがある模様です。あの男はその騎き士し道を刺し激げきされて、ひとり、カノンへとやってきたのでしょう」

　といったが、説明されるまでもなく、フォーゼの騎き士しや部隊と行動をともにしたことのあるギュネイにもそれはわかっている。だが、

「ここは敵地だぞ。ひとりでノコノコやってくるだなんて、命知らずなんてものじゃない。ただの馬ば鹿かだ」

「誰だれがなにをおっしゃるのやら」

　リーリンがこっそりいったが、幸い、ギュネイの耳には届かなかった。一方、

「確かに馬ば鹿かではあるが、いやさ、騎き士し道というのもなかなか見あげたもの」クルスは感心したようにしきりと顎あごを引いている。「では参られますか、騎き士しどの。武器はなにを用意しましょう。馬上での決けつ闘とうとなると槍やり、最初から馬を下りての決けつ闘とうとなると、やはり剣けんですかな」

「は？」

　とギュネイがいえば、

「は？」とクルスも目を丸くする。「まさか、無手でいかれるというか？　騎き士しどのがお強いのはここの子供でも知っている事実ですが、無む謀ぼうが過ぎる。というより、それはさすがに礼を失しておりましょう。いかに相手が真実の神の庇ひ護ごを知らぬ蛮ばん人じんであっても、心意気に応えるのが武人たるもの」

（馬ば鹿かがもうひとりいましたね）

　リーリンはさらに小声でいったが、ギュネイもこの展開に素知らぬ顔はできなくなった。

　なにせ、カノンを『取ってしまった』。なにせ、ジルを『討うってしまった』。

　城じよう壁へきをぐるりと見わたすと、領内で募つのったばかりの新兵たちが期待の眼まな差ざしを返してくる。

　こういう場面には何度か覚えがあった。過去、邪じや神しん軍と戦っている際も、兵を集め、味方を増やさねばならない局きよく面めんにおいては、まずはなにより勝てる見み込こみを彼かれらに示すのが重要となった。要は、〈運命の勇士〉アレフの剣けんと神から授さずかった力を、〈竜りゆう戦士〉ギュネイの槍やりを、〈賢けん者じや〉ケイオロスの魔ま術じゆつの力を見せつけるのだ。

　またか、とギュネイは鳥とり肌はだが立つ思いをしながらも、決けつ闘とうを承しよう諾だくした。

　……以降、昼は土木作業に従事し、夕刻には、数日に一度フォーゼからやってくる騎き士しの相手をせねばならなくなった。

「そこにいるのが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉であるか。過日、貴き殿でんが丸まる裸はだかにして送り返してきた騎き士しメッテルは、わたしの弟である。あれほどの恥ち辱じよくを受けては生きていられぬと、自じ刃じんしそうな勢いの弟を縛しばりつけて、兄であるわたしがはるばるやってきた。さあ、勝負せよ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉、わが槍やりは弟などとは比べものにならぬぞ！──」




　　　　　　　２




　ギュネイが多た忙ぼうを極きわめている原因はもうひとつある。

　城じよう壁へきと市街地のちょうど境目辺りに建てられた石造りの建物に、ギュネイは二、三日に一度は足を踏ふみ入いれていた。

　入り口近辺では三人の番兵が木のテーブルについていたが、ギュネイの姿を見ると大急ぎで直立した。さっとカードを後ろ手に隠かくしたことからして、賭と博ばくでもやっていたのだろう。

「こ、これは騎き士しどの。今日も大だい活かつ躍やくだったようで──」

「異変はないか」

「はっ。ひとり言をブツブツいう以外は、大人しいものです」

　いつものように、ひとりが先導役をつとめた。建物には窓ひとつないため、昼日中でも真っ暗だ。通路の右手側には、石いし壁かべで区切られた小部屋が並んでいる。もともと倉庫かなにかだったのを牢ろう屋やに改修したものだが、現在はほとんど空き部屋になっている。唯ゆい一いつの例外が、もっとも奥おくまった箇か所しよにある部屋だった。蠟ろう燭そくを掲かかげた番兵が足を止める。鉄てつ格ごう子しの奥おく、一いつ穂すいの灯ひに照らされたのは、祈いのりを捧ささげている男の姿だった。敷しき詰つめられた干草をわざわざどかしたうえで、石床ゆかに直接膝ひざをついている。

　あちこちで布が擦すり切きれて糸もほつれているが、裾すそも袖そでも長いその赤い僧そう衣いは、まぎれもなくフォーゼ司祭の証あかし。

　先ごろ、このカノンに軍勢を率いてやってきた、フォーゼの聖せい騎き士しジル・オ・ルーンだった。

「相変わらず、日がな一日、あの姿勢で祈いのっています」薄うす気き味み悪わるそうに番兵はいった。「くどいようですが、騎き士しどの、本当に、あの祈いのりによって、例の炎ほのおがあらわれる、ってことは……」

「くどい」

　ギュネイは念を押おした。ジルが見せつけた炎ほのおの威い力りよくは、兵たちの記き憶おくに新しくも生々しい。なにしろその炎ほのおの一いち撃げきだけで百名前後の弓兵がいっせいに命を落としているのだ。

「奴やついうところの『聖せい杯はい』は、おれが保管している。いまの奴やつに炎ほのおは使えない」

「そ、そうですか、しかし……」

「あの火が怖こわいから、おまえたちはいつも入り口近辺にいるわけか。無理もない、といいたいが、このカノンには、少なくともおまえたち以上の勇者が育ちつつあるようだな」

　ギュネイは番兵の手から蠟ろう燭そくを奪うばうと、奥おくまった柱のほうに灯あかりを向けた。すると、その向こう側へと何者かの姿が引ひっ込こんだが、

「遅おそい」笑いを隠かくしながらギュネイはいった。「トーマ、それに影かげがくっきり伸のびている。この〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の目はごまかせんぞ」

「ちぇっ」

　舌打ちしながら柱の陰かげからあらわれたのは、まだ、七、八歳さいの男の子だった。瘦やせた手足をぶらぶらさせながら、まるで勿もつ体たいをつけるような態度でゆっくり進んでくる。

「ま、またおまえか」番兵がいよいよ面めん目ぼくを失ったような顔をした。「毎度毎度、どうやって忍しのび込こんでくるんだ？」

「そっちが遊んでるからだよ。あれで、誰だれかを入れないつもりだったの？　へえー、知らなかった」

「このガキ」

　顔を赤くした番兵と、舌を出す子供とのあいだに、ギュネイは身体を入れながら、

「もっと楽しい遊び場所はほかにいくらもあるだろう。トーマはここのなにが気に入ってるんだ？」

「うっせえ」トーマというその子供は、大人の口くち真ま似ねをしているような口ぶりで毒づいた。「そんなの、おれの勝手だろ。強いからって偉えらそうにすんな。おれ、いつか絶対あんたより強くなるからな」

　大口を開けると、あちこち歯が欠けているのが見える。「こいつ、騎き士しさまになんてことを」と番兵が踏ふみ込こもうとするその脇わきをするりと抜ぬけて、

「ここ、臭くさくって仕方ねえ。干草は毎日代えろ、って『上』の人にいわれてるだろ。あっ、おまえたちが便所みたいな臭においを好きなのか。便所好き。便所好き！」

　トーマは笑いながら駆かけ去っていった。

「も、申しわけありません、騎き士しさま」

「いや。それより、しばらく外してくれ」

　これもいつものことなので、兵は蠟ろう燭そくをギュネイに預けたまま、従順に立ち去った。足音が小さくなっていき、やがて絶えると、辺りに重苦しい静せい寂じやくが落ちた。まったくの無音ではない。ジルはいまのトーマや兵とのやり取りなど、まったく頓とん着ちやくせず、最初に見かけたときと同じ姿勢のまま、祈いのりの文句を小声でずっと唱えている。

　今日に限ったことではない。あれから──ギュネイとの一いつ騎き打うちから──ずっとこの調子だ。

　ギュネイは石いし壁かべに甲かつ冑ちゆうの背を預けてじっとしている。蠟ろう燭そくが半分ほどの高さになったとき、

「処しよ刑けいの日が来ましたか」

　祈いのりを終えたジルのほうから声をかけてきた。といっても姿勢は変わらない。あたかもひとり言のようだ。「いや」とギュネイ。このやり取りも何度繰くりかえしたかわからない。

「わたしを生かしておいて、あなた方にどのような得があるというのです」

「自分で考えてみるといい。司祭だの司教だのは、答えがあるかないかもはっきりしないことを日がな一日考えるのが好きなのだろう」

「邪じや神しんの企たくらみに想像を巡めぐらせたところで、無む駄だな時間を費ついやすばかり。わたしはこの地上からいかにして邪じや悪あくを駆く逐ちくするか、そのことばかりに心を砕くだいてる。鋼はがねの専制に健すこやかな想念を折られてはならない、という聖人ガスパーノさまの教えを常々思い出しながら」

　口調は静かだ。カノンでまみえたときにギュネイが感じた、恐おそろしいほどの敵対心も、嘲ちよう弄ろうも、狂きよう気きもそこにはない。その穏おだやかでぼそぼそとした語り口調は、〈竜りゆう戦士〉として肩かたを並べて戦った当時の彼かれを思い起こさせる。それがギュネイにある種の期待を抱いだかせているのだが、

「いまも？」

「いまも」ジルはほんのかすかに顎あごを引いた。「邪じや神しんに仕える騎き士しであるあなたを筆頭に、ふたたび邪じや悪あくが根づきはじめたこの地ランドールをいかにして清めるべきか、いかにして神のご意志に沿った土地につくり変えるべきか、そればかりを考えています」

「おまえにはもう聖せい杯はいはない。それでどうやって戦う？」

「この手に戻もどりさえすれば、いますぐにでもあなたを屠ほふり、このカノンの地を丸ごと灰にするものを。が、もう戻もどらないというのなら、それはそれで神のお導きなのでしょう。殉じゆん教きようの運命に身を委ねるのみです。横たえたわたしの亡なき骸がらが種となり、流した血が養分となって、悪徳と背信に腐ふ敗はいしたこの土地にも、やがて真の信しん仰こうが芽め吹ぶきはじめることでしょう。それもわれら神の忠実な下げ僕ぼくとしての戦いなのです。剣けんを取って敵の命を奪うばうことのみを『戦い』と呼ぶあなた方にはわからぬことなのでしょうけどね」

　語ご尾びに、「ほほ」と女性じみた笑いをまじえてジルはいった。

　ギュネイは、ジルが仲間であったときの記き憶おくを捨てきれずにいた。カノンの城を巡めぐって再会したときは状じよう況きようが悪すぎたのだ。フォーゼ軍勢にも死者が出ていたし、カノンはカノンでイドリオに散々苦しめられたあとだった。だから結局戦わざるを得なかったのだが、落ちついて話しあえば、きっと以前のように慈じ愛あいある司祭としての一面を見ることができるはずだ、とギュネイは考えていた。

（ランドールの現状や、民たみの苦境を話せば、彼かれならばきっとわかってくれる）

　そう信じているのだが、会話はいつもこの調子だ。顔をあわせるごとに落らく胆たんが大きくなるのが自分でもわかる。立場ひとつで人はこうも印象を変えるものだろうか。神に仕える者の慈じ愛あいとは、そうも偏へん狭きようなものなのか。

　ギュネイも〈竜りゆう戦士〉と呼ばれるほどの英えい傑けつだが、実際は剣けんを取っての戦いをはじめてから数年にもならない。「思いを改めないというなら、おまえはランドールの民たみを苦しめる敵だ。殺す」とまでは割りきれない。かといって、『敵』である彼かれをこのまま帰すこともできない。ギュネイは自分のそんな立場のあやふやさも含ふくめて、隠かくせないほどに苛いら立だちを募つのらせはじめた。

　いつもなら「また来る」といって立ち去るところだが、今日はあえてもう一歩踏ふみ込こむことにした。

「お導きか。生まれ落ちたことも、戦うことも、勝利も敗北も、死ぬことさえも」

「ええ。邪じや悪あくに対してあまりに無力で、奪うばわれる一方だったわたしが、あなた方のいう『戦い』に身を投じることができたのも、神が聖せい杯はいを与あたえてくださったから。それが神のご意志ならばわたしとて『戦う』し、手もとから奪うばわれたのならば、それもまたお導きの証あかし。神はきっと、わたしに殉じゆんぜよ、とおっしゃっているのでしょう。だからわたしは死を恐おそれない。──おや、まさか、わたしから命いのち乞ごいを引き出そうなどと考えていたわけではあるまいな？　おやめさない、それこそ時間の無む駄だだ。すべてを神に委ねてきたわたしにとって、死は新たな門かど出で、という以上の意味はない。そう、すべて……」

「すべてか！」突とつ然ぜん、ギュネイの感情がある一線を越こえた。「すべてといったな。物を食うことも、便をすることも、石につまずいて膝ひざを擦すりむくのも、しらみを潰つぶすのも、卑ひ猥わいな冗じよう談だんも、金を落とすのも、夢を見るのも、病気になるのも、火事で財産を失うのも、ひもじさに耐たえるのも、好きな女が奪うばわれるのも、屁へをするのも──すべて。すべてか！」

　息せき切ってギュネイは叫さけんだが、やはりジルは微び動どうだにしなかった。

「幼子のような方だ。あなたは、まだ信しん仰こうの入り口にさえ立っていない。驚おどろきはすまい。それがランドールという土地の……」

「そうだ、そうだよ。なにもかもが神のお導きだというなら、このランドールに生まれ落ちた人たちはどうなる。誰だれも、親を選べない。生まれる土地だって。おまえのいう邪じや神しんの信しん仰こうをランドールに広めたのはハーディンだ。王家もそれに結びついた。人々はそれに従うしかなかった。でなければ生きていけなかったからだ。彼かれらにいったいなんの罪がある？　たまたまランドール人として生まれついたその『お導き』のために、おまえに殺されなければならないのか？　それも神のご意志か！」

　ほほほ、ともう一度ジルは笑った。

「なんとも醜みにくい。まるで、あなたのほうこそ命いのち乞ごいをしているようではありませんか。そう、あなたの恐おそれているとおりです。ふたたび邪じや神しんを崇あがめようと、このカノンを奪うばおうとも、神の威い光こうの前ではいっさいが無む駄だ。ランドール人に天国の門は決して開かれない。たとえわたし自身の手で聖なる炎ほのおを振ふるうことができなくなったとしても、信しん仰こうを正しく受うけ継ついだ者たちはこの世に無数といる。裁きは必ずやくだりましょう」

「なぜ、そういいきれる？」

「邪じや神しんは一度討うたれたではありませんか。本来、人の力などおよぶはずもないその存在が、人の手によって討うたれた。真実の神がそれを望まれたからです。だから大勢の人々に奇き跡せきの力が発現した。六英えい雄ゆうがまさにその象しよう徴ちようではありませんか」

「おれこそが、おまえのいう六英えい雄ゆうのひとりだよ、くそったれ！」

　そういって、いっそすべてをぶちまけてやろうかという誘ゆう惑わくに駆かられたギュネイだったが、すんでのところで踏ふみとどまった。

　ここはランドール。かつての敵地であり、まさしく『奇き跡せき』が数多く発現した地。いったいどこに誰だれの目、誰だれの耳があるかわからない──という理性的な判断に思えて、しかし、その裏側には、とある、荒あら々あらしくも寒々しい感情がある。ひと言でいうならば恐きよう怖ふだ。

　ギュネイは煮にえた湯を飲むような苦労をしていったんは激情をやり過ごした。代わりに、われながら底意地が悪いと思える考えが浮うきあがってきた。

「なるほど、また神のお導き、神のご意志とやらか。では、おれがその神の意志に介かい入にゆうしてやるとしよう」

「ほう。邪じや悪あくな勢力に与くみする者が、神にどうして介かい入にゆうできるというのです？」

　ジルはせせら笑ったが、ギュネイが懐ふところから木製のコップを取り出すと、表情が一いつ瞬しゆんにして消えた。いうまでもない。〈聖せい杯はい〉だ。

「聖せい杯はいが手に戻もどらなければ、殉じゆん教きようするのが神のご意志といったな。では、おれがここでつまずいた振ふりをして、聖せい杯はいが鉄てつ格ごう子し越ごしにおまえの手に戻もどったならどうなる。決まっている、おまえはそれで『戦う』のが神のご意志といった」

「なにがいいたいのです？」

「おれがいまから起こす些さ細さいな気まぐれひとつで、神のご意志とやらは極きよく端たんに割れる、ってことだ。おまえの運命もろともな。つまり、この場合の『神』とは、ははは、ほかでもない、このおれ、ということになる」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「ほう、馬ば鹿かか。神に愚おろかしい口を利きくものだ。われを崇あがめたてまつれ、ジル。さすれば奇き跡せきを授さずけてやろうぞ」

「あまりに馬ば鹿かげていて、怒おこる気にもなりませんね」

「本当だぞ。ほれ」

　そっぽを向きかけたジルが、強く目をみはった。ギュネイが、鉄てつ格ごう子しの隙すき間まにコップの飲み口をそろりと差し入れたのだ。

「ほれ、手の届く距きよ離りに聖せい杯はいがあるぞ、ジル。われを崇あがめる祈いのりの文句をひと声唱えれば、この聖せい杯はいをくれてやろう。たったひと声でいいのだぞ。それだけでおまえは牢ろう獄ごくを抜ぬけ出だせるばかりか、おれを殺し、街の住民を皆みな殺ごろしにして、カノンの地を灰にもできる。それこそ神のご意志に沿うことであろう？　それとも誇ほこりが邪じや魔まをしてそんなことはできぬ、とでもいうか？　はん、おまえの信しん仰こうはそのていどか」

「悪あく魔まめ、この場から立ち去れ！」

　ジルははじめて祈いのりの姿勢を崩くずした。立ちあがりながら信しん仰こうの印を切る。目が憎にくしみに釣つりあがっていた。ギュネイも兜かぶと越ごしに赤い僧そう衣いをにらみつけながら、

「もうひとつ、馬ば鹿かげたことを教えてやろう。本当は、この聖せい杯はいなどなくてもおまえは炎ほのおを操あやつれるはずなんだ。前にいったな。おまえに宿ったのは奇き跡せきなどではなく、魔ま術じゆつなのだと。だが、おまえはそれを決して認めないだろう。神の奇き跡せきが宿ったこの聖せい杯はいがあるからこそ、自分は力を振ふるえるのだと信じている──というよりも、それをなによりの大義名分にしているからだ。聖せい杯はいを神がお与あたえになった、だから戦うのだ、だからランドール人を殺すのだ、だから復ふく讐しゆうしてもよいのだ、と」

　復ふく讐しゆう、と聞いたジルの様子に変化が起こらぬものか、とギュネイはこれも意地の悪い期待をしたものの、もはや聞く耳を持たないと決めたのか、ジルは祈いのりの姿勢に戻もどって、目を閉じている。

「いちばん馬ば鹿かげているのはおまえだよ。その気になれば、聖せい杯はいなどなくとも一いつ瞬しゆんでこの場を切きり抜ぬけられるだろうに。なにもかも神のご意志とやらで決めつけているから、自分自身の目を曇くもらせ、自分自身の手足を縛しばりつけていやがる。いいさ、そこで好きなだけ祈いのっていろ、ジル。残念ながらおまえの運命を決めるのは神にあらず、おれだ」

　ギュネイは鉄てつ格ごう子しに背を向けると、石造りの壁かべに足音を高く反はん響きようさせながら、建物内から出ていった。

　あとに、荒あら々あらしい呼吸だけが渦うずを巻いて残っていた。
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　今朝も訪問者があった。早くから祈いのりを捧ささげていたジルは、閉じた瞼まぶた越ごしにもその気配を感じている。鉄てつ格ごう子し越ごしにこちらをじっと観察しているようだ。確か、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はトーマと呼んでいたか。

　あの騎き士しの言葉ではないが、なにが面おも白しろくて、囚しゆう人じんひとりきりの牢ろう屋やに忍しのび込こんでくるのだろうか、と思う。他国人がそれほどに珍めずらしいのか。ジルは雑念を振ふり払はらって祈いのりにふたたび集中した。

　どれほど経たったろう。あっちへうろうろ、こっちをうろうろしていた気配がぴたりと止まるのをジルは感じた。なぜか誘ゆう惑わくに耐たえかねて、ジルは薄うす目めを開いてみた。すると、鉄てつ格ごう子しの真ん前で、トーマがジルと同じ姿勢になっていた。片かた膝ひざを床ゆかについて、両手を組みあわせている。どのような圧力や恐きよう怖ふにも屈くつせぬジルの姿に感かん銘めいを受けたに相そう違いない。そう、邪じや教きようの国家に、ついにジルと心同じくする心清らかな信者が誕生した瞬しゆん間かんだ──などとはさすがにジルも思わない。大人の真ま似ねをしているだけだ。すぐに膝ひざが痛くなってか、左右の足を入いれ替かえては、難しい顔をしている。

（この人、ずうっとこんなことしてるけど、これでなにか楽しいんだろうか）

　という感情が手に取るようにわかって、思わずジルは微ほほ笑えみそうになった。

　と同時に、瞼まぶたの裏に思いがけないほどの熱さがこみあげてきた。

「あなたの真ま似ねをしているのよ」

　柔やわらかな声。

「お父さんみたいな司祭さまになりたいんだ、っていってたわ」

　いまのいままで固く閉ざされていた扉とびらが、あたかも予期せぬ突とつ風ぷうで開け放たれたかのようだ。あわてて扉とびらを閉めようにも、次から次に吹ふきつけてくる記き憶おくの暴風に、さしものジルも抗あらがえない。

（ああ……、そうだ、わたしは、二人も息子むすこを失った）

　ジルは、フォーゼ東の国境近くで、平へい凡ぼんな馬飼いの息子むすことして生まれた。若くして妻を得て、長男にも恵めぐまれたが、その直後に地方一帯が飢き饉きんに見み舞まわれた。大勢の人が冬を越こえることができなかった。ジルたちはなけなしの財産だった家か畜ちくを潰つぶすか、二束三文で売りさばいて、かろうじて食いつなぐ以外になかった。そこへ、食いはぐれた末に盗とう賊ぞくとなった男たちの襲しゆう撃げきを受けた。抵てい抗こうしたジルの父はそのときに亡なくなった。生きのびたその他の家族も、食しよく糧りようがないのでは命を長らえられない。長男の泣き声は日増しに小さくなって、そしてついには絶えた。

　ジルや妻も瘦やせ衰おとろえて、死の瀬せ戸と際ぎわにあった。そこを救ってくれたのが、地方で唯ゆい一いつの修道院だった。この飢き饉きんで人心が乱れ果てたさなかにあって、神の敬けい虔けんなる使徒だけは人としての健すこやかな魂たましいを持ちあわせていた。盗とう賊ぞくに襲おそわれる危険を冒おかしてでも、村々に馬車を飛ばして糧りよう食しよくを届け、同じく馬車で運んだ病人に修道院での治ち療りようを受けさせた。

　青白い顔をして床ゆかに伏ふくせっきりだった妻の顔に血の色が戻もどった。ふたたび生きる活力を得たジルは、ごく自然のなりゆきとして修道士としての道を歩みはじめた。まずは農夫として、次いで、覚えのよさと手先の器用さを買われて記述者として、修しゆ行ぎよう僧そうの道のりを順調に進んでいったジルは、二人目の子供が生まれたのとほぼ同時に司祭となった。フォーゼ教会においての僧そうは、司祭に叙じよ階かいされる前までならば妻帯が認められている。

　やがて山をひとつ越こえた先にある修道院つきの教会に赴ふ任にんし、そこからジル一家の新しい生活がはじまった。人々は素そ朴ぼくで優やさしく、なにより信心深かった。子供もすくすくと成長した。まだ二歳さいの半ばを過ぎたばかりのころ、たまたま家に戻もどったジルは息子の姿に驚おどろいた。

　片かた膝ひざをついての祈いのりの姿勢になっていたのだ。

「あなたの真ま似ねをしているのよ。司祭さまになりたんだって」妻はくすくす笑っていた。「でも、神さまへの愛に目覚めたわけじゃないみたい。あの子はまだあなたが祈いのっている姿しか知らないから、きっと、ほかのお家うちのお父さんたちみたいに汗あせまみれ泥どろまみれになって働いているより、そっちのほうが楽に見えたんじゃないかしら」

　そういうことか、とジルは笑った。

　息子むすこもこれからいろいろな経験をするだろう。ジルが子供の時分にしていたようなことが大半だろうが、息子むすこならではの独自の経験もあるにちがいない。友人と川で魚さかな釣つりをするだろう、森で木の枝を拾い集めては自分のものがより丈じよう夫ぶで強そうで剣けんみたいだと友達に自じ慢まんするだろう、喧けん嘩かもする、鹿しかや猪いのししに追いかけられる経験もするかもしれない、恋こいだってするはずだ。自分ならではの道を見つけてくれるといい。決して楽な生き方に逃にげるのではなく──どっちみち、そんなものなどこの世にはないのだと、遠からぬ将来に気づいてくれるだろうから──、ただただ健すこやかに時を重ねていってくれさえすれば。

　そんな折りだった。ランドール軍の襲しゆう撃げきを受けたのは。

「わたしになにを説こうとも無む駄だですよ」

　数日前──、というより半月ほど前にもなるだろうか、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が最初にこの牢ろう獄ごくを訪ねてきたとき、ジルは祈いのりの姿勢を崩くずさぬままいった。

「わたしに邪じや神しんの声など届かない。いかなる魔ま術じゆつをもってしても無む駄だなことです。いますぐわたしを殺すといい。さもなくば、いずれわたしがこのカノンを灰にするでしょう」

　強がりではない。ジルにとってそれはごくごく単純な事実にして、ゆるぎない決意。つましい人々の幸せを奪うばって燃やしつくすランドールの炎ほのおを、それ以上に強く、それでいて清せい冽れつな炎ほのおで吞のみ込こまねばならぬのだという。

「馬ば鹿かな」と騎き士しはいった。「ここにいるのは、皆みな、おまえが自国の領内で見てきたような、ごくごく普ふ通つうの人たちばかりだ。赤く目を輝かがやかしては、生いけ贄にえの血を啜すするような、そんな狂きよう信しん者たちじゃない。今日糧かてがあるのを神に感謝して、糧かてがない隣りん人じんがいれば喜んでわけ与あたえるような、そんな人たちを、おまえは皆みな殺ごろしにするというのか？」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の啞あ然ぜんとしたような声は、奇き妙みような響ひびきを持っていた。この男、意外と若いのではないか、とそのとき思ったが、死をも受け入れる境地にあったジルにはさほどかかわりのないことだ。

「そうでなくては、終わらないのですよ。わたしの教会を襲おそい、信者や妻、子供を殺したランドール兵たちは、わたしの息の根を止めるべきだった。そうであれば、その後のわたしの戦いなどは起こり得なかった。それと同じ理由で、ランドールはいまここで灰かい燼じんとならねばならない。ここで火種を残さず踏ふみ消してしまわねば、また同じことの繰くりかえしになるからです。それをいみじくも、あなたのごとき存在が証明しているではないですか」

「それは」

「いくさとは元来、土地や財産、諸もろ々もろの権利を奪うばいあう類のものだった。王おう侯こう貴族の遊ゆう戯ぎですよ。しかしランドールの起こした戦争はそれではない。神の威い光こうをも秤はかりにかけ、人の尊厳を最初からなかったものにするがごときもの。ただの略りやく奪だつ、殺さつ戮りくですらない。ですから、いまのランドールもまた、ただの敗戦国ではない、そう振ふる舞まうことも許されない。神の秩ちつ序じよをこの世に永続させていくためには、そこにそうした存在があったという痕こん跡せきを残さず消し去る必要があるのです。かつて、悪あしき魔ま術じゆつを振ふるい、邪じや神しんカダッシュを信しん仰こうしていたミルド人の帝てい国こくを、アンバー人がそうしたように──」

　なぜ遠い記き憶おくと重なって、こんなごく最近交かわした会話をも同時に思い出すのか、ジルにはわかりかねた。そんな一いつ瞬しゆんの混乱に陥おちいったせいだろうか、

「神さまの声が聞こえる？」

　不意に投げかけられた声に、はっとしてジルは目を開けてしまった。例の、トーマという子供が鉄てつ格ごう子しの向こうからこっちを見ている。祈いのりの姿勢はそのままだ。ジルは息を吞のんだ。

「……神のお声を耳にしたいのですか」

　なぜ答える。ジルは自分に問いかける。子供といっても、ほかならぬランドール人だ。灰かい燼じんと帰さねばならぬ存在だ。

「だって、死んだ人って、神さまのところにいくんでしょう？」トーマは、また左右の膝ひざを入いれ替かえながら、ぽつぽつと言葉を重ねた。「おれの、母ちゃん、父ちゃんもそこにいるんだ。神さまの声が聞こえる人には、だから、母ちゃん、父ちゃんの声も聞こえるはずでしょ？」

（あなたの両親が、神の御みもとに辿たどり着つけたはずはない）

　ジルならばそう答える。わたしのよく知るジル・オ・ルーンならば。なのに、なぜだ、そう言い放つことができない。

「……わたしには、死した人間の声などは聞こえません」

　これはランドール人に答えているのではない。あくまで、司祭として、神に関する疑問に自分自身のなかで答えを出すため、そう、そのためだけに声を発している。

「六英えい雄ゆうの〈竜りゆう戦士〉ギュネイどのにはそうした奇き跡せきの力が宿っている、と噂うわさには聞いたことがありますが、普ふ通つうは──、たとえそれが教皇さまであれ、大司教さまであれ、この世に生を受けて生きている以上は、死した人と直接触ふれあうことはできません。ただ」少しためらうような間をおいて、「あなたは、亡なくなる前のその方たちのことを覚えていますか。お父さんを、お母さんを。どんな些さ細さいなことでもよい、こんなことが好きだった、こんなことが嫌きらいだった、こんなことで自分は叱しかられた、こんなことで笑っていた──」

「覚えてるよ。いつもおれ、父ちゃんに怒おこられてたけど、釣つりの餌えさにしようと思って捕つかまえたミミズを抽斗ひきだしに入れていたときは、母ちゃんにも死ぬほど怒おこられたな。でも、次の日みんなで釣つりにいったときは、おれの捕つかまえたミミズがよく釣つれる、って褒ほめてもらった！」

「なら、それでもう、あなたはご両親と会話をしているはずです。このとき、父さんならなんというだろう、こんなとき、母さんはどんな顔をして叱しかるだろう、と、そう想像を巡めぐらせることができるはず。あなたのなかから、その人たちの声やぬくもりが消え去らぬ以上は──」

「トーマ！」

　と、建物の向こうから高い声が響ひびいてきた。あわてたような番兵を後ろに引きつれて、十四、五歳さいと見える少女が歩いてくる。番兵がトーマの姿を見つけて、

「あ、ま、また来てやがったな、こいつ……」

　怒いかりの声をあげるより早く、少女のほうがトーマの肩かたを摑つかんで立ちあがらせていた。

「ここに来てはいけない、って何度もいったでしょう！」

「リンダ、だ、だってさ──」

「だってじゃない！　こいつと話しては駄だ目め。見てもいけない。絶対に！」

　有う無むもいわさぬ口調で金切り声をあげる少女は、そのまま半べそを搔かいたトーマの腕うでを摑つかんで引きずっていった。

　ジルはため息をついて、ようやく祈いのりに集中できる、と姿勢を正そうとした。

　しかし、どうにも雑念が飛とび交かっていけない。先ほど思い出してしまった昔の記き憶おくだけでなく、トーマとの会話や、去り際に一度だけ牢ろう獄ごくのほうを向いた、リンダという少女の眼まな差ざしが、胸に焼きついて離はなれない。

「あの二人は、姉弟きようだいだ」

　気づいたときには、鉄てつ格ごう子しの向こうに〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がいた。無視せねばならぬところ、

「ご両親を、亡なくされたとか」

　なぜだかそう問いかける。

「ああ。亡なくなったばかりのトーマの父が、おまえに似ているのだそうだ。あの子自身が、ほかの子供にそんなことをいっているのを聞いたことがある」

「そうですか、だから日も置かずしてここへ」

「姉のほうは、おまえのことを弟に教えてない、といっていたからな」

「わたしのこと、とはどういう意味です？」

「トーマの父は、もともとカノン城の守衛だった。おれたちがこの城をフォーゼの手から取とり戻もどしたときも、弓を持って駆かけつけてきた。そして新たにやってきたフォーゼの軍勢に立ち向かおうとした」

　ジル・オ・ルーンは声を失った。「新たにやってきたフォーゼの軍勢」とは、ジル自身が率いていた先せん遣けん隊のことにちがいない。

「守衛として、というより、父としての心意気だったんだろう。イドリオが盾たてにするべく捕つかまえていた女子供のなかにはリンダが含ふくまれていたんだ。娘むすめが連れられていくのを、立場上、彼かれはどうすることもできなかった。トーマだけは守らねばならなかった。そんな決意をしてしまった自分を恥はじたかもしれない。今度こそ、子供たちを守るという固い決意をもって城じよう壁へきに上がり、敵に矢を射かけて……」

「わたしの炎ほのおで焼かれたのですね」

　ジルはカノン攻こう略りやくの手はじめに、城じよう壁へきから矢を射てきた兵たち百名前後を、〈聖せい杯はい〉から立ちのぼる青い炎ほのおで焼いた。そのなかにトーマたちの父がいたわけだ。

「わざわざご説明していただいてありがとうございます」ジルはうっすらと笑った。「わたしに罪の意識が芽生えるとでも思ってのことですか？　馬ば鹿かな、何度も繰くりかえしいったではないですか、ランドール人は……」

「『何度も繰くりかえし』聞いたから、もういい」

　ぴしゃりと〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は遮さえぎった。

　ジルはいまさら挑ちよう発はつの笑えみを引ひっ込こめられず、なんとも無様な表情になった。

「おれが説明したのは、あんたがそうしてほしそうだったからだ。それ以外の理由はない」

　いつしか〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がいなくなったあとになっても、リンダの眼まな差ざしは胸に焼きついたままだった。

　あの少女にとって、自分は父親の仇かたきというわけだ。顔も似ているという。それならなおさら憎にくしみを駆かり立たてられる存在なのだろう。構いはしない。誰だれかの憎にくしみを買うこと自体は聖職者としての不徳であろうが、その『誰だれか』がことごとくランドール人であるなら、まったく問題はない。彼かれらは端はなから神の理念を共有できぬ、いわば獣けもの同然の存在であるからだ。

　理路整然とした答えを導き出せてジルは満足した。

　それなのに、この日、祈いのりに没ぼつ頭とうすることはついにできなかった。




　　　　　　　４




　つまり、ギュネイはカノンの復旧作業に汗あせを流す傍かたわら、次々にやってくるフォーゼの騎き士しを相手にせねばならないし、かつての戦友であり現在は激しく対立するジルの扱あつかいにも苦く慮りよしている──。多た忙ぼうなわけだ。

　今朝は、兵の募ぼ集しゆうに応じた男たちが訓練をする様子を眺ながめていた。フォーゼの騎き士しを日々打うち倒たおしているギュネイだから、時折彼かれらから送られる視線はまさしく神を見るそれのようだ。

「あの方とクルスさまがいらっしゃれば、たとえ青白い顔の女王がじきじきにフォーゼの軍勢を率いてやってこようと恐おそれることはない」

「いや、明日にもこっちから攻せめかかってやろう。奴やつらがこのカノンでやったことをそっくりそのままフォーゼの都市都市でやりかえしてやるんだ」

　そういった声もあちらこちらから聞こえてくる。

（困ったな）

　ギュネイがそう思いつつ、中庭を囲っている柵さくの角にまで来て、ひと息つこうとしたとき、

「〈竜りゆう戦士〉。いやさ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どの。日々お忙いそがしいようだな」

　もうひとつ、多た忙ぼうの原因が向こうからあらわれた。ギュネイはいついかなるときであれ、遠くから弓の狙ねらいを定められているのだ。

「またも評判をあげているようだ。救国の英えい雄ゆうよ、気高き騎き士しさまよ、とな。おまえがごとき小人はさぞ気分がよかろう」

　ディドーが高い柵さくの上に立って弓を構えている。なぜか、あらわれるときは、ギュネイより高い位置でないといけない決まりでもあるらしい。

「だが、いまここで、わたしがおまえの正体を暴いてやったらどうなるかな。おまえの集めた兵たちはそっくりそのまま敵となっておまえを襲おそい、肉にく片へんひとつ残さぬほどに切り刻まれるだろうな、ははは」
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　いちいちディドーを正面から相手にしていたのでは身がもたない。ギュネイは無視をして、柵さくに背を預けて座すわり込こんだ。

　数タルン後、目の前にディドーが飛び降りてきた。多少時間がかかったのは、飛んでも大だい丈じよう夫ぶな高さまでじりじり降りてきたからだろう。

「どうするつもりだ？」汗あせまみれになりつつも、その眼まな差ざしや声には刃やいばの鋭するどさがある。「ここで兵を集めようと、おまえがどれほど強かろうと、カノンだけでフォーゼの襲しゆう来らいを喰くい止められるとは思えぬ。おまえが敵てき陣じん営にまで単身赴おもむき、女王を討うち取とりでもしない限りは」

「悪くない考えだ」

「まさか、なにをいう。諸王の犬になりさがって、神にさえ牙きばを剝むいたおまえが、いまさら諸国を敵にまわすというのか」ディドーは冷れい笑しようした。「大体、自分でいっておいてなんだが、いくらおまえであろうとそのようなことができるとでも──」

「〈竜りゆう戦士〉なんだよ、おれ。世界を救った英えい雄ゆうのひとりが会いにいけば、拒こばまれることはないんじゃないかな。女王陛下、ランドールについてお話したいことがあります、できればお人払はらいを──とでもいえば、二人きりにだってなれるはず」

「はん、騙だまされはせぬぞ。おまえはいつもそのように調子のいいことばかりいって、その結果はどうだ。ランドールの実情を探さぐるだの、戦いはもう終わったから無む駄だな血は流させたくないとかいって、結果は……結果は……、ええと、確かにおまえはそのとおりにしてきたけれど、え、待って、でも……本当に？」

　ディドーはたやすくうろたえた。育ちがいいんだろうな、とギュネイは思いつつ、

「そう、討うち取とるかどうかはともかくも、会おうと思えば会えるのは確かなはずだ」

　ぼんやりとした声こわ音ねでいった。これはギュネイにしてみれば重要な決意を打ち明けたつもりであったのだが、ディドーはなぜか顔をいままで以上に真っ赤に染めて、

「討うち取とるかどうかはともかく二人きりにはなれる、だと？　ま、まさかその場で押おし倒たおして、女王にいうことを聞かせるとでもいうつもりか、この〈強ごう姦かん魔ま〉、女の敵め！」

「ち、が、い、ま、す！」

　ディドーにいわれるまでもなく、

（この先、どうすべきか）

　とは常に考えてきた。親方に怒ど鳴なられながら力仕事をしているときだって、フォーゼの騎き士しと剣けんを交えているときだって、ジルと無む為いな会話を繰くりかえしているそのときだって。

　ここでフォーゼの襲しゆう来らいに備えて、たとえ二、三度は上う手まく敵の軍勢を喰くい止めたところで、中央の政治が安定しない現在のランドールでは、フォーゼ一国を相手にそうそう長くは戦えないのも、また目に見えている。おまけに、この事態が諸国の耳に入れば──それは決して遠くない将来のことだろう──相手はフォーゼだけでは済まなくなるだろう。

（敵だから戦う、敵の大将だから討うち取とる。こんな単純な図式でなんとかなる事態じゃない）

　ギュネイとてわかっているから、あれこれ考えた挙げ句に、

（フォーゼの女王とじきじきに会う）

　という選せん択たく肢しを脳のう裏りに浮うきあがらせていたのだ。

「捕ほ虜りよのジルを解放する名目で、彼かれを連れて、フォーゼへいく。もちろん〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としてではなく〈竜りゆう戦士〉として女王に会って、直接ランドールの現状を訴うつたえることで、彼かれらがフォーゼと敵対するつもりではないことを伝えよう。おれだって一応は前大戦を終結させた立役者のひとりだ。女王だって、端はなから聞く耳を持たないということはないはずだ」

　決して心から望むような選せん択たく肢しではない。旅立つ直前には、〈竜りゆう戦士〉の鎧よろいをもとあった場所に戻もどす決意さえ固めていた。つまり、戦いに身を投じることも、歴史の表おもて舞ぶ台たいに立つことも、ギュネイは拒きよ絶ぜつしていたのだ。

「し、しかし、ギュネイ。諸王は、ランドールをミルド人の帝てい国こくに匹ひつ敵てきする邪じや悪あくな勢力と位置づけているのだぞ。そのランドールの肩かたを持つようなことをひと言でも口にすれば、そいつはすなわち大悪党だ。おまえの英えい雄ゆうとしての肩かた書がきも、この先の生しよう涯がいで約束された栄光も、地に落ちるかもしれないのだぞ」

「おれは、いまだってろくに顔を知られちゃいないんだ。〈竜りゆう戦士〉はもともと歴史から葬ほうむるつもりだったし、その〈竜りゆう戦士〉が世間からどんな評価を得ようとも構いやしないよ」

「おまえは、なぜ」

　ディドーは衝しよう動どうに駆かられるように口を開いたが、結局それ以上はなにもいえなかった。

　ギュネイ自身はもう先のことを考えている。

（とはいったものの、どうしよう？　ザッハの酒場で会ったみたいなおれの偽にせ者ものだって世のなかにはごまんといるだろうから、フォーゼ女王がおれを〈竜りゆう戦士〉として信しん頼らいしてくれるかどうか。聖せい槍そうエル・スリーンをケイオロスに預けてきたのは失敗だったかなあ。あれこそ〈竜りゆう戦士〉の象しよう徴ちようみたいなものだったから）

（やっぱり、まずはジルにおれの正体を打ち明けておいたほうがいいか。いっしょに戦ったこともあるし、なおかつ一いつ騎き打うちさえした。ほかの奴やつよりは信じてくれるだろう──）

　無論、ジルが自分を〈竜りゆう戦士〉と信じてくれたところで、「ランドールのために女王を説得する」自分に協力してくれるかどうかは別問題だ。

　翌日。

　その日はフォーゼ騎き士しの到とう来らいもなく、陽が出ているあいだはずっと力仕事に従事できた。

　夕刻近くになってから仕事を切りあげて、誰だれにも見られていない場所でガイフレイムを身にまとってから、ジルが囚とらわれている建物に向かう。その途と中ちゆう、

「あっ、騎き士しさまだ」

「決けつ闘とうのお話を聞かせて！」

「おかげさまで商売を再開できました。近きん隣りんの村々から新しん鮮せんな卵や野菜も届いております。あとでお部屋に届けさせていただきますよ」

　往来のあちこちから声をかけられるのを、ギュネイは時々足を止めて返事する。

　こういった場面を、ギュネイは〈竜りゆう戦士〉として何度も経験していた。かつてランドール軍に侵しん略りやくされた土地を奪うばいかえした直後のことだ。それと同じ経験を、今度は〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として、ほかならぬランドールの地で繰くりかえしている。

　歩みを進めながら、ギュネイは、ジルにどう切り出したものか考えている。

〈竜りゆう戦士〉とジルの共通の思い出を、二、三、語ってみようか。ジルも鈍にぶい男ではないから、まさか、と気づいてくれるだろう。果たしてどんな顔をするか。ぞくりと恐きよう怖ふに似た思いがまたギュネイの足もとから這はいのぼってきた。

　立場が人をどれほど変えるものか、ギュネイは嫌いやになるくらい見てきた。

　たとえば、さっきまで笑え顔がおで手を振ふってくれた人たち。ギュネイが黒ずくめの鎧よろいではなく〈竜りゆう戦士〉としての鎧よろいをまとっていたならどうなったか。皆みないっせいに風を巻いて逃にげ出だす、窓や戸口から「父の仇かたき」「息子むすこを奪うばった悪あく魔ま」といった罵ば声せいと石が同時に飛んでくる──。

　例の建物の近くまで来たときにはギュネイは肩かたを落としていた。と、

「もし」

　その肩かたを後ろから叩たたかれた。

　振ふり向むくと、小太りの、いかにも人のよさそうな男が立っている。男は羽根つきの帽ぼう子しを脱ぬいで、滑こつ稽けいな仕草で一礼した。

「噂うわさの、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのとお見受けしました。足を棒にして探し出す覚かく悟ごでありましたが、こんなに早くお目にかかれるとは運がいい。わたくしは、しがない旅芸人でしてな。つまらぬ見世物で日々糊こ口こうをしのいでおります。どうか、わたくしの芸をご覧になっていただきたい。騎き士しどののお墨すみつきとあれば、このカノンでも商売がしやすくなる」

「悪いが、忙いそがしい身だ。よそを当たってくれ」

「ああっ、つれないことをおっしゃる。どうかお待ちを」

　ギュネイは無視をして建物のなかに入ろうとする。それについていこうとする男を番兵が止めた。

（さて──）

　結局考えはまとまらなかった。ともあれ、恐おそれている場合ではない。〈竜りゆう戦士〉がどうなろうと知ったことか、とディドーにいったばかりだ。たとえ正体が明るみになって、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がランドールでの名声を損そこなうことになろうとも、それも知ったことか、という覚かく悟ごを持つべきだ。

　ギュネイはいささか大おお仰ぎようといえるほど、力強く建物のなかへ足を踏ふみ入いれた。




　対するジル・オ・ルーン。

　暗がりでひとり、今日も祈いのっている。

　目を閉じて唇くちびるを結んだその表情はいつにも増して険しい。今日はやたらと膝ひざの痛みが気になって仕方がないうえに、気がつけば祈いのりとは別のことを考えている自分がいる。まったく集中できていないのだ。

　ともすれば、手から青白い炎ほのおを放って、城じよう壁へきの弓兵を焼きつくした一場面が脳のう裏りをよぎる。

　身み悶もだえ、その場に横たわるか、城じよう壁へきからばらばらと落ちていく兵たち。子供が玩具おもちやの兵を指で弾はじくかのようにまったく他愛もない。ジルはそれを見て涙なみだが出るほどに笑うのだ。

（いいや、笑った覚えなどはない。これは主から与あたえられたわが天命だ。そこに個人の思いが含ふくまれてはならない。たとえ悪あく魔まを滅めつするそのときであれ、喜びの感情などはあってはならないのだ）

　繰くりかえし繰くりかえしそう思うのに、なぜかこの場面が浮うかぶとき、必ずジルは笑っている。

（なんだこれは？──今日のわたしはどうかしている。これもランドールの地に住みつく悪あく魔まの仕業というのか。負けてはならぬ、悪あく魔まの声に耳を傾かたむけてはならぬ）

　自分を奮い立たせて、目に見えない敵に挑いどみかかる。

　しかし炎ほのおに包まれる人々の群れは、いくら目をきつく閉じあわせようと、瞼まぶたの裏側にたやすく忍しのび込こんでくる。と、炎ほのおに焼かれて絶命した兵に取りすがる人ひと影かげが新たに見えてきた。トーマと、その姉リンダ。そら来たぞ、とジルは自分に言い聞かせた。やはり悪あく魔まの仕業だ。ありもしない罪の意識を植えつけるためにこんな手の込こんだことをしているのだ。

　トーマがもう動かない父の遺い骸がいにすがりついて泣なき叫さけんでいた。惑まどわされるな、ジル。いますぐ去れ、悪あく魔ま。無む駄だなことだ。神が与あたえたもうたこの聖なる任務に罪の意識を感ずるなどあり得ない。

　ほどなくして、焼かれた遺い骸がいは、風に吹ふかれて漂ただよう灰と化す。と、弟と同じく父にすがりついていたリンダが、顔をあげて、高笑いをつづけていたジルをまっすぐに見つめてくる。

　あの眼まな差ざしだ。憎にくしみのみに純化された、それこそ焼けつくような眼まな差ざし。父の仇かたきと断じて、必ずおまえを殺してやるぞ、という、矢のように鋭するどくて強い意志のあらわれ。

（馬ば鹿かめ！　なにをにらむ、なにを憎にくむ、なにを恨うらむ。おまえのほうこそわたしから奪うばっていったのではないか。おまえこそ善良なものを焼きつくしたのではないか。忘れたとはいわさない、いわせるものか！）

　すると、瞼まぶたの裏側で展開されていた光景が一変した。いっぱいに広がった炎ほのおは、今度は青白いそれではなく、猛たけ々だけしいまでに赤い。ジルの教会を焼いた炎ほのおだ。ジルの愛する信者たち、そして家族を無む慈じ悲ひに奪うばった炎ほのおだ。ジルの目がいまこそ釣つりあがった。

（見たことか！　これでわかったか！　いったいこれが悪あく魔まの所業でなくてなんだというのだ。だからおまえたちも燃やされるのだ。思い知るがいい、それが報むくいなのだと──）

　ジルは哄こう笑しようした。そんな風に高笑いする自分を、もうひとりのジルが、半歩ほど距きよ離りを置いて見つめていた。笑っている？　そうだ、笑っている。わたしは笑っている。

　さらにもうひとりのジルが、赤い炎ほのおから這はい出でてきた。日常の残ざん骸がいが、その握にぎりしめた両手から灰となってこぼれ落ちていた。どんなに搔かき集あつめようと、どれほど強く握にぎりしめようとも、もはや決して取とり戻もどせはしないのだ、と訴うつたえかけるかのようだった。

　炎ほのおから出てきたジルは泣なき崩くずれた。女性じみた泣き声がやがて絶えると、彼かれは顔をあげた。灰がこぼれ落ちたばかりの両手から、今度は青い炎ほのおが洩もれている。力を手にした瞬しゆん間かんだった。

　それに気づいたジルは、燃えてはいるが決して熱くはないその炎ほのおをうっとりと眺ながめはじめた。そしてうっすらと笑った。笑っている？　距きよ離りを置いたほうのジルが半ば愕がく然ぜんとしながら思った。そうだ、笑っている。わたしは笑っている。

　またも場面が一変。

　今度は戦場だ。ひとり馬を進めているジルへ、黒い鎧よろいの巨きよ人じん兵たちが群れをなして襲おそいかかってくる。そして、ジルは見た。青い炎ほのおを放って敵を焼きつくしたときの彼かれ自じ身しんの目を。

　あの眼まな差ざしだ。リンダが去り際に自分に投げかけた、憎にくしみの眼まな差ざしだ。

　いまになって気づいた。わたしは、そう、『あれ』と同じ目をしながら戦っていたのだ。

　いつしか、ジルの両目は開いていた。暗がり。カビと糞ふん尿にようの臭においがする建物のなかで、ジルは呆ぼう然ぜんとしていた。

「泣いてるの？」

　鉄てつ格ごう子しの向こうから少年の声がした。トーマだ。今日も潜もぐり込こんできていたらしい。

「どこか痛い？　ひょっとして、あいつらに『ごうもん』された？　あの騎き士しにいいつけてやろうか」

「いや……痛くなどは」

　噓うそだ。石床ゆかで磨すり減へった膝ひざが痛んで仕方がない。一日中祈いのりを捧ささげているから、こわばった筋肉が、きしんだ骨が、痛くてたまらない。

「本当？」

　父に似ているという自分を、心底から案じてくれているのか、トーマが近づいてくる。もっと近づけ、とジルは胸中で思った。そうすれば──、鉄てつ格ごう子し越ごしにその肌はだに触ふれてやれる。あたたかみのある肉体を感じられる。そして、トーマの首に指を這はわせよう。細っこい首だ。ぎゅっと力を入れさえすれば、弱った自分でも絞しめ殺ころすことができる。

（悪あく魔まめ）

　ジルは痛んだ振ふりをしてよろめきながら、ひそかにあざ笑った。

（どうせこれも貴き様さまが見せている幻げん覚かくだ。わたしは負けはしない──、神との契けい約やくをたがえたりはしない──、ランドールを焼きつくすその日までは──）

　トーマの顔が鉄てつ格ごう子しに触ふれた。ほとんどがもう無意識のうちに、ジルの手がその首に伸のびていた。触ふれた。やはりあたたかった。涙なみだぐむほどに、血の通う肌はだはあたたかかった。

（悪あく魔まめ）

（消え去れ、悪あく魔まめ！）

　内心の雄おたけびとともに、ジルはただのひと息で、おのが望みをかなえた。
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　建物に入りかけたギュネイは、突とつ然ぜん、空を切り裂さくような悲鳴を耳にして振ふりかえった。

「なにっ」

　思わず声が洩もれたのは、腰こしを抜ぬかして座すわり込こんだ大道芸人の向こうに、〈異形〉──すなわち魔ま獣じゆうが複数あらわれているのが見て取れたからだ。ランドールの僧そうたちが別次元から呼び寄せる、偉い大だいな神の御み使つかいとも、おぞましき魔ま界かいの住人ともされる、この世ならぬ生命体。

　それは、ザッハの酒場にあらわれた、翼つばさあるものとは異なっていた。四つ足をついて俊しゆん敏びんに移動するさまは野をうろつく獣けものそのものだが、首はずっと細長く、その先で牙きばを剝むいた頭部などは、禿はげあがった中年男性のそれに似ている。ただし、目はひとつしかなく、それは顔の中央に埋うずまりながらも、ぎょろぎょろとよく動いて獲え物ものを見さだめているかのよう。──主にフォーゼ攻こう略りやく戦でよく見られた魔ま獣じゆうで、その顔が稀き代たいの悪王を描えがいたレリーフに似ていたことから、『インダルフの飼い犬』と呼ばれていた。

　魔ま獣じゆうは、ランドール国民からすれば、神がこの国に与あたえたもうた力の象しよう徴ちようであり、崇すう拝はいの対象だったはずだ。が、崇すう拝はいとは恐きよう怖ふをも孕はらんでいる。実際、街中に突とつ如じよとしてあらわれたこの世ならぬ獣けものが、家々の壁かべや塀へいにぴたりと吸いつくように足をつきながら耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうをあげると、往来の人々は芸人に負けず劣おとらず金切り声をあげて、一目散に逃にげていった。

　数は三体。

　いや、もっとも高い位置で通りを睥へい睨げいする魔ま獣じゆうの隣となりに、まるで空をナイフで切りつけた痕あとのような、真っ黒いひずみが生まれつつある。さらに一体が次元の門を越こえてこの世にあらわれつつあるのだ。

　ギュネイは反射的に腰こしの剣けんに手をやりながら、しかし冷静さをいくらか保っていた。

「何事か！」怒ど鳴なりながら往来の真ん中に進み出る。「神の聖せい獣じゆうをこの世に招き入れられるほどの力をお持ちの方が近くにいらっしゃるか。ならば、ここに方々の敵はおらぬ。牙きばをおさめていただきたい──」

　当然、ギュネイにも事態は吞のみ込こめていない。いったい誰だれがなんの目的で魔ま獣じゆうを出現させたのか？　その誰だれかはおれの敵なのか、味方なのか。ただでさえその区別が難しくなっているというのに、

（これ以上ややこしくしないでくれ）

　というのがギュネイの本音だったが、そういう意味では、四体にまで増えた魔ま獣じゆうははっきりとわかりやすい意図をもって行動を起こしてくれた。

　それぞれが銀色の涎よだれを振ふりまきながら牙きばだらけの口を開けると、いっせいに地上に飛び降りてきて、往来の真ん中に立ったギュネイめがけて襲おそいかかってきたのだ。

　ギュネイは剣けんを抜ぬき払はらった。『インダルフの飼い犬』とも戦せん闘とう経験がある。この魔ま獣じゆうは見た目以上に俊しゆん敏びんだ。体重はないも同然と考えたほうがいい。人間にはまるで予測できないタイミングで横っ飛びしたり、思いがけないほど高く跳ちよう躍やくしたりと、自由気ままに戦場を駆かけまわるのだ。

　いままさに。

　ギュネイの前方に着地したと見えた獣けものが、急激に右方へと跳はねて、気づいたらギュネイの背後に位置していた。が、ギュネイの対応も速い。動きをあらかじめ読んでいたために剣けんを抜ぬきざま一回転。魔ま獣じゆうは大きく開かれた口を横一文字に斬きり裂さかれて、涎よだれの色と同様の体液をぶちまけながらギュネイの傍かたわらに転がった。

　まずは一体。そのときには残り三体も動いている。

　彼かれらに動物もしくは人間並みの知性が宿っているのか、あるいは〈鎖くさり〉を打った術者が操あやつっているのか、その辺りはギュネイにも不明確だが、しかしギュネイを警けい戒かいしたのは事実らしい、まとめてかかってくることはせず、まずは剣けんの届かない距きよ離りで跳はねまわった。それらの動きを目で追いつづけるのは不可能だ。こちらの疲ひ労ろうを待っているとも考えられたので、ギュネイは自ら一体に跳とびかかっていった。

　その一体が後方に跳はねる。側面に位置していた別の一体がしなやかに跳ちよう躍やく。ギュネイが振ふるった剣けんのぎりぎり真上をかすめて、首もとに牙きばを立てかけた。ギュネイが魔ま獣じゆうの身体ごと路面に倒たおれ込こんだ。きゃあっ、という女性の悲鳴じみた声はしかしギュネイのあげたものではない。ギュネイの装そう甲こうされた左手が魔ま獣じゆうの口に埋うめ込こまれている。牙きばを喰くいとめようという動きか。並みの鎧よろいならば嚙かみ砕くだかれていたろうが、そこはガイフレイム。左手首から先が刃やいば状に変化していたのだ。結果、魔ま獣じゆうは自ら刃やいばに裂さかれる運命を辿たどった。

　残り二体。すばやく立ちあがったギュネイだが、そのときまたも大道芸人の悲鳴が聞こえた。見ると、牢ろう屋やのある建物の壁かべ際ぎわでへたり込こんだ彼かれの頭上に魔ま獣じゆうがいる。壁かべに四つの足をついた『インダルフの飼い犬』は、涎よだれを滴したたらせながら芸人の頭にかぶりつかんとしていた。

「伏ふせろ！」

　叫さけびざま、ギュネイは剣けんを投とう擲てきした。魔ま獣じゆうが空へと駆かけあがる。ギュネイは魔ま獣じゆうにも劣おとらぬ速度で壁かべ際ぎわに寄った。芸人が首をすくめたそのほんの上に突つき刺ささった剣けんを抜ぬき取とろうとしたとき、

「やるなあ、あんた」大道芸人がいった。「われらの神しん獣じゆうをああもたやすく可愛かわいがってくれるとは。正直、血の気が引くほどだが、ここまでだ」

　ギュネイが跳とび離はなれようとした刹せつ那な、芸人の口からびゅっと白い靄もやめいたものが吐はき出だされていた。ギュネイは顔に届く寸前、かろうじて剣けんで断たち切きった──かに見えたが、剣けんの衝しよう撃げきで四散したそれは、数千もの糸と化してギュネイの身体に降りかかった。蜘く蛛もの糸さながらに強い粘ねん着ちやく力がある。手足に貼はりついて、ギュネイは壁かべ際ぎわから身を剝はがせなくなった。

（こいつ、魔ま術じゆつ師か！）

　気づいたときには、先ほど空を駆かけあがった魔ま獣じゆうが同じ経路を経て舞まい戻もどってきていた。大道芸人を襲おそったように見えたのは、ギュネイを引ひき込こむ罠わなだったのだろう。口を大きく搔かき開く。ギュネイの頭部をそっくり包くるめるほどに。見た目が人間に似ているだけにぞっとするような形相になった魔ま獣じゆうは、そのままギュネイに覆おおいかぶさってきた。

　魔ま術じゆつ師は勝利を確信したろうが、しかしギュネイはあっさりと前方に宙がえりして難を逃のがれていた。彼かれはこの瞬しゆん間かん、いったん鎧よろいを解くことで糸から解放されて、そして転がりながらふたたび装着したのだが、誰だれの目にもとらえることはできなかった。

　むなしく牙きばを嚙かみあわせた直後の魔ま獣じゆうの首が刎はねられて、魔ま術じゆつ師の喉のどもとにも剣けんの柄つかが叩たたき込こまれていた。

　残り一体。ギュネイが視線をさまよわせると、その最後の一体が建物内に入っていくのが見えた。なかにはジルがいる。ひょっとしたら、今日もトーマが。

　ギュネイは急いであとを追おうとしたが、右足が地面に貼はりついて動けなかった。振ふり向むくと、昏こん倒とうさせたはずの魔ま術じゆつ師の口から一本の糸が伸のびて足もとに絡からみついている。その執しゆう念ねんたるや感かん嘆たんするほどだが、ギュネイの剣けんも果断に糸ごと魔ま術じゆつ師の首を刎はねた。

　改めて建物内に入ろうとするギュネイの耳に、幼子のものと思おぼしき絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。




　ジル・オ・ルーンは荒あら々あらしい息をついて、鉄てつ格ごう子しに頰ほおを寄せていた。

（勝った。わたしは、誘ゆう惑わくの声をかける悪あく魔まに）

　誇ほこらしい達成感とともに、

（わたしは負けた。神のお声を正しく聞くことのできる耳を失ったのだ）

　凄すさまじいまでの敗北感と寂せき寥りようの念がある。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶ？」

　その声の主は、鉄てつ格ごう子し越ごしにこちらをうかがうトーマだ。ジルの両手はだらりと腰こしの位置にさがっている。ジルが「退け」と念じた悪あく魔まは、トーマそのものではなく、トーマを殺そうとする内心の声のほうだった。ジルはひとつ大きく息を吸って、意を固めた。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶだ。さあ、ここから出ていきなさい。二度とここへ来てはいけない」

「でもさ、こんなところでひとりでいてもつまらないでしょ。おれが……」

「わたしはあなたの父ではない」ジルは決心が鈍にぶるのを恐おそれるみたいに早口でつづけた。「むしろ、あなたの父を殺したのは、わたしなのだ。城じよう壁へきからわたしめがけて矢を射ようとしたあなたの愚おろかな父を、わたしは神の炎ほのおで焼きつくした」

　トーマはなにをいわれたかわからないような、愚ぐ鈍どんそのものの顔つきになった。それから左右の眉まゆが互たがいちがいにぴくりと動いて、顔が引きゆがんだ。鉄てつ格ごう子しを握にぎっていた手が離はなれかける。

　そのとき不気味な咆ほう哮こうが聞こえた。おぞましき『インダルフの飼い犬』が、床ゆかではなく、壁かべを地面に見立てて駆かけてきたのだ。ジルははっとなって、

「逃にげなさい！」

　叫さけんだが、時すでに遅おそい。獲え物ものを見つけた獣けものはすでに跳ちよう躍やくしていた。ジルは精いっぱい腕うでを伸のばして、かろうじてトーマを突つき飛とばした。小こ柄がらな身体が後ろ倒たおしになる。魔ま獣じゆうの牙きばが眼前でがちんという音を立てるのをジルは耳にした。

　着地した魔ま獣じゆうは、しかし結局のところやすやすと望みをかなえられる立場にあった。起きあがろうとするトーマにのっそりと足を運ぶ。ジルの手はもはや届かず、トーマに逃にげ道みちはない。

　ジルは鉄てつ格ごう子しを拳こぶしで叩たたいて、無む我が夢む中ちゆうで叫さけんだ。

「こっちだ！　こっちへ来い、化け物。邪じや神しんの落とし子め。飢うえに任せて信者の子をも喰くらおうとはなんたる浅ましき所業。そうだ、こっちへ来るのだ。わたしはおまえの仲間を何匹びきも炎ほのおで消し去ってきた。その牙きばを向けるべきはわたしなのだ！」

　魔ま獣じゆうはジルを見たものの、うるさそうに人間のものによく似た耳を動かしただけで、ふたたびトーマのほうへと向きなおった。まずは食べやすい獲え物ものから、ということなのだろうか。ジルは狂きよう奔ほんに駆かられてなおも鉄てつ格ごう子しを叩たたきつづけた。そんななかにも、

（おかしなことだな、ジル）

　また、幻まぼろしのなかに別のジルがあらわれて、耳もとで囁ささやきかけてくる。

（ランドールの子供だぞ。喰くわせてやればいい。だって、いずれはわたしもそうするはずだったじゃないか？）

（ちがう）

　ジルはそう応じられる自分のことを、ひそかに安あん堵どした。が、

（あの子供は神の炎ほのおで焼かれなければいけない。邪じや神しんの産物に喰くわれたのでは浄じよう化かにならないのだ）

　ジルは愕がく然ぜんとなった。それもまたもうひとりの自分。

　いや、それぞれが別人のはずはない。すべてがジルの声だ。彼かれはいままで、こうした内心の声に従って戦ってきたのだ。「邪じや悪あくを燃やせ、邪じや悪あくを殺せ」と何度も自身に言い聞かせてきた挙げ句に、いつしか自身の欲求や衝しよう動どうをも、『神のお声』ということにしてきたのではないか？──そんなぞっとするような思いから目を背そむけつつも鉄てつ格ごう子しを叩たたきつづけるジルだったが、魔ま獣じゆうの身体にトーマの姿が隠かくれて見えなくなった。トーマの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

「やめろ！」

　無む駄だだと知りつつも声を張りあげるのは、まさしくランドール軍の襲しゆう撃げきを受けたあの日の状じよう況きようと酷こく似じしていた。信者や家族に剣けんを振ふりあげる兵士たちに、喉のどから血を噴ふかんばかりに叫さけびつづけたあの日。

（またもわたしは失うのか？）

　無意識のうちに鉄てつ格ごう子しを強く握にぎりしめたそのとき。冷たくも硬かたい感かん触しよくが手のなかでぐにゃりと崩くずれた。涙なみだを溜ためていたジルの目が大きく見開かれる。鉄てつ格ごう子しが手のなかで溶とけている。そしてその手は青白い光を放っていた。

　時間が止まったように錯さつ覚かくしたこの一いつ瞬しゆん、ジルは自分の右手から音もなく燃え立つ青白い炎ほのおをまじまじと眺ながめていた。知らず知らずのうちに、

「おまえに宿ったのは奇き跡せきなどではない、魔ま術じゆつだ」

　あの〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の声が次々と脳のう裏りを走り去っていった。

「本当は、聖せい杯はいなどなくてもおまえは炎ほのおを操あやつれるんだ」

「だが、おまえはそれを決して認めはしないだろう。聖せい杯はいを神がお与あたえになった、だから戦うのだ、だからランドール人を殺すのだ、だから復ふく讐しゆうをしてもよいのだと──それを大義名分にしているからだ」

　ジルの膝ひざが崩くずれかかった。汗あせにまみれた長ちよう髪はつから覗のぞいた顔面は蒼そう白はくになっている。

（わたしは神ではなく、悪あく魔まに導かれていたのか？）

　神が与あたえてくださったと信じていた聖せい杯はいがただのコップでしかないというなら、自分は悪あく魔まに騙だまされていたのか。悪あく魔まは、魔ま術じゆつの炎ほのおをこっそり自分に貸し与あたえて、「これぞ神の力よ」と殺さつ戮りくを繰くりかえすジルを陰かげから見つめながら大笑いしていたのか。

　底なしの穴に叩たたき込こまれた気分だった。手足をかける場所もなく、ただもう真っ逆さまに落ちていくなかにあって、ジルはこのときなぜか、「うふふ」と忍しのび笑わらいを洩もらしていた。

　絶望に陥おちいる場面でありながら、右手を切り落としてでも悪あく魔まの力を否定せねばならない場面でありながら、このときジルの胸中に雑多な感情を押おしのけてでも浮うきあがってきたものは、歓かん喜きにほかならなかった。

（魔ま術じゆつだと？　結構じゃないか）

　そうとすら思えた。ジルの唇くちびるが不気味な笑えみを浮うかべた。

　鉄てつ格ごう子しから放した右の手を胸にかざす。炎ほのおの色しき彩さいと形とが倍近くに膨ふくれあがった。

（もしも、あの日──ランドール軍がわたしの教会を襲おそったあのとき。そう、信者や、妻や子供が殺されていくあの場面で、もしも、悪あく魔まがわたしの耳もとで囁ささやいたならば）

　もはや触ふれてもいない鉄てつ格ごう子しが形を失って溶とけ崩くずれていく。

（──力をくれてやるぞ。あいつらを皆みな殺ごろしにする力を。おれと契けい約やくをするならば）

（そういわれたならば。きっと……わたしは）

　冒ぼう瀆とく的な考えに身と心をなげうつ、一種の破は滅めつ的な悦えつ楽らくに、涎よだれを垂らすほどの絶頂感を味わいながら、ジルは右手を大きく振ふるった。

　熱と気配を感じてか、魔ま獣じゆうが振ふり向むいた。

「もう遅おそいのですよ」ジルは高笑いした。「このわたしを捨て置いた報むくいを受けなさい」

　魔ま獣じゆうがいかに俊しゆん敏びんであれ、こうも接近していては逃のがれられようもない。青い熱波が吹ふき荒あれたのちには魔ま獣じゆうはあとかたもなく消え去っており、そして、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がおっとり刀で駆かけつけてきたのはその数タック後のことだった。




　　　　　　　２




　ギュネイはその後、建物を中心に数クルー範はん囲いを捜そう索さくした。魔ま獣じゆうがあらわれた以上、それに〈鎖くさり〉を打った術者が必ず近くにいるはず。魔ま獣じゆうは大道芸人が死んだのちも動いていたから、それとは別にいたことになる。しかし、術をおこなっている最中ならばともかくも、一いつ般ぱん人じんにまぎれ込こんだ術者を見つけるのはギュネイとて困難だ。わかりやすくランドール僧そうの法ほう衣えを着ているはずもなく、結局のところ成果はなかった。

　道中、騒さわぎを聞きつけたクルス・アインに会ったので、彼かれ率いる兵たちに「念のため警けい戒かいを」と呼びかけた。

　クルスらと離はなれて戻もどりすがら、

「聞いたぞ」

　ディドーが肩かたを並べてきた。表情が緊きん迫ぱくしていて、さしもの彼かの女じよも高い位置からあらわれる状じよう況きようではないと判断したらしい。その理由はギュネイにもなんとなく想像がついた。

「魔ま獣じゆうを呼び寄せる司祭たちが、暗殺をおこなう魔ま術じゆつ師の手助けをする。──きみと同じ、双そう蛇じや兵団か」

「遺い骸がいを見たが、顔も名前も知っている男だった」

　といわれたところで、さすがに、「そうか、顔見知りを斬きって悪かったな」というほどにギュネイも人がよくない。ディドーも望みはしていないようだった。

　往来のあちこちに人出があって、噂うわさ話ばなしを交かわしあっている。前にも述べたとおり、大司教ハーディンとその一派に関しては国内でも評価が割れていた。実際に神の力を得た彼かれらをいまだ信しん奉ぽうする者もある一方、「奴やつらこそ国を焼いた張本人」として激しく憎ぞう悪おする者もある。今回の魔ま獣じゆう騒そう動どうは、カノン内でのそうした議論に油を注ぐかもしれない。

「おれに関しては、きみに暗殺が任せられたんじゃなかったのか？」

　ギュネイが尋たずねると、ディドーは暗い面おも持もちでかぶりを振ふって、

「おそらく、おまえのことを〈竜りゆう戦士〉と知って襲おそったのではあるまい。カノンをフォーゼの手から奪だつ回かいした騎き士しのことが噂うわさになって父の耳に届いたのではないか」

　そういったが、ということは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が〈竜りゆう戦士〉であるという事実を、ディドーはいまだ味方にも伏ふせているということだ。

「ランドールのために外国の軍勢と戦っているんだから、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は彼かれらの味方のはずじゃないか。なぜ襲おそう？」

「わ、わたしとて、父上のお考えすべてがわかるわけではない」膨ふくれっ面つらになってディドーはいった。「だが、おまえは怪あやしまれるには十分すぎる。正体を隠かくした凄すご腕うでの剣けん士しなど、『さあ、謎なぞが謎なぞを呼んでください』といわんばかり。〈黒こく狼ろう〉などと呼ばれていることもな」

「その仇あだ名ながどうかした？」

「自覚がないのか。黒こく狼ろう王、といえば、地上の民たみのために太陽を喰くらったとされる、ランドールに伝わる神話上の生き物だ。屈くつせぬ勇気と、不老不死の象しよう徴ちようとされて、わが父コンラットもこの黒こく狼ろう王を紋もん章しようのモチーフにしている」

（あ、そうか）

　いまさらながらギュネイは心中で手を打った。もともとガイフレイムの形状を変えざるを得なかったのは、ザッハの軍人たちに正体を気取られたくなかったからだが、そのときはあまりに切せつ迫ぱくした状じよう況きようだった。細かくデザインをするゆとりなどあるはずもなく、最前まで目の当たりにしていた〈赤目〉の鎧よろいをもとにするしかなかった。また、数日前にはまさしく黒こく狼ろう王を描えがいた壁へき画がを目にしており、記き憶おくの片かた隅すみに引っかかっていたその印象がデザインに作用したか、「そういわれれば狼おおかみに似ていなくもない」というような形になった。

　ギュネイ自ら名乗ったわけではないのだが、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉と呼ばれる騎き士しが派手な活かつ躍やくをしているとあれば、確かにコンラットも怪あやしまないわけにはいかないだろう。

「力を試ためしたうえで、おまえの素す性じようを探さぐるおつもりだったのではないか」

「にしても、やり方が過激すぎる」

　例の建物の前にも人だかりができていて、増員された番兵たちが彼かれらを追おい払はらうのに懸けん命めいになっている。ギュネイが歩いていくと、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を気き遣づかう声があちこちから投げかけられた。

「お怪け我がはありませんか、騎き士しさま？」

「騎き士しさまを襲おそうなんて、邪じや神しん信しん奉ぽう者たちはなにを考えてやがるんだ！」

「いや、フォーゼの罠わなにちがいない。ランドール内で同どう士し討うちをさせようって腹だ──」

　ギュネイは手をあげて彼かれらの声に応じつつ、再度建物のなかに入った。

　ジルは手を拘こう束そくされたうえで別の牢ろう屋やに移されていた。見張りが複数ついている。とはいえ、ジルがその気になれば脱だつ出しゆつするのはたやすかろう。聖せい杯はいがなくとも力を発動できるのだと知ったいまならば。

　もう一度、ジルと改まって二人きりで会話すべきだろう──と考えたとき、

「騎き士しさま、ここへおいででしたか」

　息を切らしながら飛とび込こんできた兵がある。緊きん急きゆうの報告があるという。この兵が周囲の目を気にしたので、奥おくまった場所で聞くことにした。しかし、いくらカノン奪だつ還かんの立役者であるといっても、正体の知れぬ騎き士しに率そつ先せんして情報が渡わたるというのも妙みような話ではある。

　ギュネイは苦笑いをしかけたが、報告を受けると、すぐさま兜かぶとの下で真顔になった。

　その後、兵たちを下がらせると、ギュネイ以外、ディドーとジルだけとなる。

「どうした、なにかあったのか」

　ディドーが聞くと、

「王都バン＝シィが包囲を受けているらしい」

　ギュネイはあっさりとこの情報を口にした。

「な、なんだと。バン＝シィに駐ちゆう留りゆうしているダスケス王子の軍勢か？」

「それなら包囲するまでもないだろう。だけど王子も無関係じゃない」

　ダスケス王子ブルートは、ランドール王女ミネルバに促うながされて──というよりそそのかされて──ディラ・ロゴス山に攻せめ入いっていた。ディラ・ロゴスといえば、ハーディンの娘むすめを旗はた頭がしらとした司祭クラスの生き残りが集まっている場所であり、かつて四天王と目されたひとり、コンラットもここに合流しているという。ブルートは、ランドール王族との結けつ婚こんに必要な聖火台を奪うばうために兵を進めたものの、過日、ここに攻せめ入いったフォーゼの部隊と同じ運命に見み舞まわれた、というのだ。つまりは、返かえり討うちにあって、敗走させられた。

「ふふん、当然だ。どのような国の兵だろうと、父上に勝てるものか」ディドーは誇ほこらしげな顔になったが、またいつものようにすぐ表情を変えて、「王都が包囲されたというのはしかし、何事だ？　いったい何者が──」

「その、『お父上』の軍勢だよ」

「な、なに？」

　これまで、王都駐ちゆう留りゆう軍が武装解除を促うながそうと、フォーゼの部隊が攻せめかかろうと、座して動かずにいたディラ・ロゴス勢が、ブルートを返かえり討うちにした余勢を駆かってか、突とつ如じよ、山を下りてダスケス軍を追つい撃げきにかかった。泡あわを喰くった王子が命からがらバン＝シィへ逃にげ込こむと、ディラ・ロゴス勢は王都を包囲する構えを取ったのだそうだ。

　たったいま届いたばかりの情報だが、王都との距きよ離りを考えると、それから五日以上は経たっていることになる。無論、現状は知りようもない。

「きみのお父上はブルートをどうあっても許さないつもりか。それともこの状じよう況きようを利用して王都を制圧するつもりだろうか」

「わ、わからぬ。父上の考えすべてが、わかるわけではない──」

　ディドーはそう繰くりかえした。あきらかに動どう揺ようしている。

　ギュネイは口を閉ざして考えにふけった。予定どおりフォーゼへいくべきか。それとも一刻も早く王都へ赴おもむくべきか。ギュネイは「ランドール国民は狂きよう信しん者ではない」とジルに説いたが、ハーディン一派──そのなかでも再起を図はかって雌し伏ふくしていた連中だ──となると、まさしく狂きよう信しん者のレッテルがふさわしい連中だとも思える。

（もともと、おれがランドールへ来た理由のひとつは、そういった狂きよう信しん者たちが『六英えい雄ゆう』に暗殺の刃やいばを放ってまで、なにをしでかすつもりでいるのかを確かく認にんする、というものだった）

　それが、なぜかランドール復興の手助けをするようなおかしなことになっていたのだが、ここに来て、ようやくかつて剣けんを交えた『敵』に近しい存在が首をもたげてきた。ギュネイの、普ふ段だんは凪なぎのように穏おだやかな心の奥おく底そこから、抑おさえがたい感情の荒あら波なみが押おし寄よせてきた。

（『奴やつら』だ。また『奴やつら』がなにかをやろうとしている）

　ハーディン一派こそが、世界を、国を焼いた当事者であり、また、個人的な観点でいっても、ギュネイからたったひとりの親友を奪うばって、故郷の村を火で包んだ、いわば『仇きゆう敵てき』だ。

「ジル・オ・ルーン、正々堂々一いつ騎き打うちをした相手として、おまえにひとつ頼たのみがある」

　数タルクののち、ギュネイは閉ざしていた口を開いた。

　以前までなら、「邪じや神しんの加護を受けた者になにを頼たのまれようが聞く耳など持ちません、ほほほ」と笑ったろうが、いまのジルは、

「なにを？」

　とだけ聞く。

「いますぐおまえを解放する。その足で故郷のフォーゼへ帰れ」

　ディドーが目を剝むき、ジル本人は、ほう、と無感動に頷うなずいて先を促うながした。

「頼たのみというのは？」

「書状を持たせる。それを、女王陛下にお届けしてほしい」

「どなたからの書状です？　バン＝シィにランドール王族最後の生き残りがいる、という噂うわさを番兵から聞いたことがあります。その方でありますか」

　ミネルバ王女生存の噂うわさはもうカノンにまで届いているらしい。が、

「誰だれが王都にいようとも、いまから書いてもらうには遅おそすぎる。おまえに届けてほしいのはおれがこれから書く書状だ」

「ほっ」ジルは小さく失しつ笑しようした。「あなたの書状でありますか。確かに〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の名前は、いまやフォーゼの王宮にも知られていましょうが、それはカノンを奪うばい、騎き士しの誇ほこりを次々奪うばっている仇きゆう敵てきとして、でしょう。失礼ながら、その書状を届けたところで、果たして陛下がお読みになってくださるかどうか」

「読んでくださる。おれが真の名をあきらかにし、おまえがそれを女王に証明してくれるなら」

　ジルから笑え顔がおが消えた。ディドーも息を詰つめて二人の顔を代わる代わる眺ながめている。すでに陽は落ちつつあった。昼ですら暗いこの牢ろう屋やの一角は、もう真夜中と変わりない。

「……妙みようだとは思っていました」ジルはまるで闇やみをも見とおせるかのような目で、じっとギュネイの兜かぶとを見つめながらいった。「ランドールは六英えい雄ゆうと諸王の軍勢によって、完かん膚ぷなきまでに敗れた。名のある戦士、騎き士し、司祭、領主、軍略家……ことごとくが討うち取とられた。あなたほどの戦士が生きのびていたなら、敵味方双そう方ほうで、必ずや噂うわさになっていたはず。となると、あなたは、ランドール人ではないのですね。陛下にこの国の知りあいなどおられるはずもない。ふむ……、陛下への手紙になんと書かれるつもりなのです？」

「ランドールとフォーゼの不幸ないきちがいについて、一からご説明さしあげる。いまのランドールに、諸国と事を荒あら立だてるつもりなどいっさいないことも含ふくめて。必ずや、おれ本人がのちのち王宮にまで赴おもむいてお話しさせていただくので、まずは槍やりを収めていただきたい、と」

　それを聞いて、ジルはふたたび視線を落とした。

　ギュネイはこれ以上なにもいわない。いまの言葉で、正体などほとんど明かしたようなものだった。一国の統治者を相手にしながら「自分の名前を無視できるはずがない」と確信を抱いだける存在など、そうそういない。

　しばらくあって、ジルが出した答えは、

「お断りします」

　というものだった。

「こいつ！」ギュネイより先にディドーが荒あら々あらしく反応した。「人の話など端はなから聞くつもりがないんだ、この手の男は。一念に凝こりかたまって融ゆう通づうが利きかない！」

　リーリンの台詞せりふではないが、誰だれがいうのやら。

　と、ジルは床ゆかに手をつきながら、ゆっくり時間をかけて立ちあがった。彼かれの力はディドーも見知っている。弓を構えかけたが、

「書状は、わたしが書くとしましょう」とジルは妙みようなことをいった。「騎き士しどの、本来、あなたは自分の足でフォーゼに向かい、女王を面と向かって説得したかった。しかしバン＝シィでのことがあったため、断念せざるを得ない。そうですな？」

「……そのとおりだ」

　ギュネイは率そつ直ちよくに認めた。と、ジルも頷うなずいて、

「どうせ、近いうちにまたフォーゼから一いつ騎き打うちの騎き士しがやってくるでしょう。その騎き士しに、わたしが手ずから書状を渡わたして国に帰らせれば、女王とてお読みになってくださるはず。しばらくの時じ間かん稼かせぎにはなりましょう。その代わり」

　長い牢ろう屋や暮らしのためと、祈いのりの姿勢で無理を強しいたためか、足もとをふらつかせながら、ジルは穏おだやかに、かつ力強くいった。

「わたしも王都まで連れていっていただけませんか」

　ほう、と今度はギュネイがいう番だった。試ためすような視線にさらされつつ、ジルは自分のかさかさに乾かわいた両手を眺ながめた。

「あなたのいわれたとおり、あの聖せい杯はいがただのコップだったのかどうか、わたしの身に宿ったのが奇き跡せきだったのか魔ま術じゆつだったのか、それはわからない。ただ、わたしは自分の心を偽いつわっていたのかもしれない、とは思うようになった。わたしは神の愛と、使徒としての使命をこの口で説きながら、その実、復ふく讐しゆうにこの力を利用していただけではないか。家族や信者を失った痛手と悲しみに向きあいきれず、これを乗のり越こえることができず、憎にくい敵を燃やしつづけていくのが心ここ地ちよかったがためだけに、『この力を授さずかったからには、邪じや神しんを滅めつするのが神より与あたえられた使命』などと都合よく解かい釈しやくしたのではないかと。そう──、わたしは、神のお声に従って茨いばらの道に足を踏ふみ入いれたのではなく、むしろそのまったく逆に、神が与あたえてくださった痛みから逃にげただけなのではないか」

「──」

「わたしはランドールを、その土地に住まう人々を、もう一度この目で見てみたい。いままでとはちがう目線で。そして、悲しみ、憎にくしみを──剣けんや炎ほのおで戦うことなく──乗のり越こえられる自分でいられるかどうかを確かめたい。騎き士しどの、お願い申しあげる。両りよう腕うでを鎖くさりで縛しばりつけても、足に鉄球をつないでも構わない。わたしをバン＝シィに同行させてはもらえまいか」




「やあやあ、邪じや悪あくな騎き士しにも恐おそれず立ち向かうわれこそは、山脈を越こえて南、フォーゼはウズイールの生まれ。妖よう精せい住まうというウズイールの清せい涼りような湖に育まれ──ぐおっ」

　名乗りをあげさせる暇ひまも惜おしんで、ギュネイは手早く片かたをつけた。これで七人目にはなるだろうか。

「お、おのれえ……いきなりしかけてくるとは、卑ひ怯きよう者」

　フォーゼ騎き士しが悶もだえ苦しんでいると、傍かたわらにジルが立った。亡なくなった、もしくは凄せい惨さんな捕ほ虜りよの身にあると思っていた仲間がいきなり健康な姿であらわれたので、ウズイールの某なにがしとやらも目を丸くする。そのジルが屈かがみ込こむや否いなや、さっとなにかを差し出してきて、

「わたしからの文ふみです。女王陛下に届けていただきたい」

　という。

「ま、待て。どういうことだ？」

「見てのとおり、わたしはランドール人の信しん頼らいを得て、自由に動ける立場となっています。わが信心が邪じや教きよう徒とにも届いたのですよ。もうしばらくすればカノンにいる大勢の民たみを味方につけることができよう。さすれば、労せずしてカノンを奪うばえるはず。また、この立場を利用してランドールの内情を調べるつもりでいるので、いましばらくのあいだ、カノンには手出し無用でお願いする」

　早口でいう。もとより芝しば居いの上う手まい男ではない。書状には、いま彼かれが口にしたような内容が、もう少しは体てい裁さいをととのえて書かれてあった。

　フォーゼ騎き士しが従者に肩かたを担かつがれながら帰っていくのを見届けると、ギュネイも旅立ちのときを迎むかえる。同行するのは、リーリンとジル。そしておそらくは、遠くで、

「〈邪じや竜りゆう〉め、どこへいこうと、わたしが常におまえを見張っているのを忘れるなよ。おかしなことをしたらすぐさま矢で射貫ぬいてやる」

　とばかりに身をひそませているディドー。

　ほとんどの者には内密だ。早朝、限られた人間の見送りを受けて、彼かれらは目立たぬように出立した。ギュネイとジルはすでに馬上にある。ということは、ジルの腕うでにも足にも枷かせはない。ギュネイがそれでいい、と判断してのことだ。

「カノンのことを頼たのむ」

　とギュネイがいえば、馬の轡くつわを取ったクルスが、

「王都をお頼たのみ申す」

　という。表情がどこか不満げなのは、本心では、「自分も騎き士しどのに同行して王都の危機を救いたい」と思っているからだろう。が、ギュネイはクルスに「重要な任務」としてカノンの防衛を命じていた。

「おまえになら、託たくすことができると思えばこそだ」

　すでに敬愛の域にまで達している騎き士しにそういわれては、クルスも承しよう諾だくせざるを得ない。

　空に薄うすく雲が漂ただよう下、門を抜ぬけようとしたとき、ジルが馬の足を止めた。門の傍かたわらに、リンダと弟トーマの姿がある。ギュネイも気づいた。なにか声をかけようとするより早く、

「父ちゃんの仇かたき！」

　トーマの叫さけびが雲を突つき抜ぬけたように聞こえた。

「いつか、おまえより強くなるからな。おまえより強くなって、おまえと『いっきうち』をする！」

　ジルは表情ひとつ変えず、

「待っています」と馬上で言い放った。「ただし、日々、お父上との対話は──祈いのりは、欠かさぬよう。そのうえで、お父上が、あなたが命を落とすかもしれぬと知りつつ、なお、自分の仇かたきを討うて、というのであれば、おいでなさい。そのときは容よう赦しやしない」

　トーマはいくらかひるんだ顔つきになった。言いかえそうとしたが、まともな言葉にはならず、「あっ」と泣き声に似た大声を放ったのみ。その隣となりで、リンダは弟の肩かたを抱だきながら、ジルの顔をあの眼まな差ざしでにらみつづけていたが、最後にはぎくしゃくとした一礼をした。

　複雑な心持ちではあっても、一応は、弟を救ってくれた礼をしたのだろう。

　一行は門を抜ぬけた。

　途と端たんに、

「ああ、あ」ギュネイの腰こしにつかまっていたリーリンがわざとらしく欠伸あくびをした。「次はどこへいくものやら、と思っていたら、バン＝シィに逆ぎやく戻もどりですか。まったく、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉さまはお忙いそがしいですねえ」

「仕方ない。ロゥラだかコンラットだかの一派が王都を占せん拠きよするような事態になれば、いま以上の混乱が起きてしまう。それも、諸国を巻まき込こんでの大混乱にまで膨ふくれあがる可能性だって否定できないんだ」

「まったくもって正しい言い分なのでしょうけど、そんな大変な事態ならなおさら、頼たのもしいお味方に協力してもらうべきだと思いますけどね」

「急がなきゃ、人死にが出る」

　ギュネイは切り捨てるような言い方をした。自分が『言い訳』に近い言葉を並べていることは自覚していたからだ。リーリンも無言になった。当分は機き嫌げんが悪いだろう。

　馬を飛ばしながら、ギュネイは馬の首にくくりつけた包みを開けて、なかから『聖せい杯はい』を取り出した。

「フォーゼの聖せい騎き士し、これをお返しする」

「こちらへ」

　いわれたとおりにギュネイが放り投げた『聖せい杯はい』は、ジルの開いた手に辿たどり着つく寸前、青白い炎ほのおによって搔かき消きえてしまった。
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　匹ひつ夫ぷの勇、とは思わない。

　ダスケス王子ブルートは実戦の経験も多いし、ランドールとの戦争に参さん陣じんしていた以上、決して勝ちいくさのみを重ねてのぼせあがっている男ではない。敗戦の屈くつ辱じよくも、引ひき際ぎわも、陣じんを立てなおす方策も心得ており、一軍の将としてそれなりの器うつわがある──、とミネルバ王女は踏ふんでいた。

　対するディラ・ロゴス。その陣じん容ようは多くの点で未知数なれど、フォーゼの部隊五百を返かえり討うちにした実績がある。

　この双そう方ほうがぶつかったとき果たしてどちらが勝利をおさめるか。ミネルバにもそれは読みきれなかったが、多少の時じ間かん稼かせぎにはなるだろう、と考えていた。ブルートの軍が王都を離はなれたあと、かつて城に仕えていた兵士たちを呼び集めて、

「決して短たん絡らく的な行動は起こさぬよう」

　と釘くぎを差したうえで、そのうち数十名を、直属の守衛兵としてちゃっかり離り宮きゆうで雇やとい入いれつつ、王子の留守を預かっているダスケス勢のもとへ自分から足を運んで、彼かれらに労ねぎらいの言葉を与あたえた。かつては離り宮きゆうを出ることもままならない立場だったが、王子との婚こん姻いんが現実的になっており──少なくとも王子側はそう信じている──、その王子が不在のいま、ミネルバはなし崩くずし的に行動範はん囲いを広げにかかっていた。

　ブルートが勝つにせよ、ディラ・ロゴスが勝つにせよ、決着がつく前に多少の影えい響きよう力は取とり戻もどしておきたい。そう思えばこそだったが、まさかこれほど早く王子が帰き還かんしてくるとは予想外だった。

　王子がバン＝シィの門をくぐったときの青ざめた顔は、しばし市中でも噂うわさになった。

「も、門を閉ざせ。早く、早くしないか」

　あのブルートがぶるぶる震ふるえていたというのだ。

　追つい撃げきを受けていた。いうまでもなく、ディラ・ロゴス勢によるものだが、この報告をミネルバはにわかには信じられなかった。長いこと山に座して動かなかった彼かれらが、なぜいまになって？　しかも、大司教の娘むすめロゥラその人までもが山を下りてきて、部隊の旗はた頭がしらになっているという。

　ブルートが逃にげ込こんできた翌日には、門前に〈異形〉の軍勢があらわれ、さらには門を破ってでも突とつ入にゆうする構えを見せた。「いかん」とブルートは傍はた目めにも狼ろう狽ばいした。そこへミネルバが兵数名をともなって訪ねた。

　離り宮きゆうから自由に動けている姫ひめの現状にブルートは驚おどろいたが、状じよう況きようが状じよう況きようであるために表立って激しくとがめることはしない。

「なにがあったというのです、殿でん下か。ディラ・ロゴスでいったいなにが」

「なにが、などというものではない」ブルートは姫ひめの手前、体てい裁さいを取りつくろいながらも、声の震ふるえは隠かくせなかった。「邪じや神しん勢力は滅ほろんでなどいなかった。あれは、いますぐにでも国のひとつは取れるほどのものだ。あたかも悪夢が群れなしてあらわれたかのようだったわ」

　敵の使し役えきする魔ま獣じゆう、〈赤目〉の群れに前進もままならず、むしろディラ・ロゴスの地形を熟知している敵に、天てん嶮けんを利用しての奇き襲しゆう、挟きよう撃げきをかけられて、ダスケス陣じん営えいは崩くずれる一方。おまけに、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉たちの軍勢がカノンを取った」

　という報告が飛とび込こんできて、ブルートは汗あせまみれの顔に驚きよう愕がくを刻んだ。

　戦いに気を取られていて、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のことなどすっかり失念していたというのが本音だ。しかし、たかだか時じ間かん稼かせぎのコマになりさえすればいいと思っていた彼かれらがカノンを取って「しまった」となると事態そのものが変わる。

「え、ええい、くそ」

　なにもかもがままならぬ。ランドール王、ダスケス王としての輝かがやかしい未来を目の前にしておきながらも、ブルートとてさすがに引ひき際ぎわはわきまえている。断腸の思いで「退け、退け」と号令を下した。

（まさか、このおれがフォーゼの二にの舞まいになるとは）

　奥おく歯ばを嚙かみしめたブルートだったが、フォーゼよりなお悪い。敵は山を下ってまで追つい撃げきをかけてきたのだ。ブルートは終始後ろを気にしながら、バン＝シィまで必死の思いで逃にげ帰かえった。

　だが、敵は王都の外がい壁へきや門を崩くずしてでも押おし入いろうとしてきている。怪かい力りきの〈赤目〉や、空を飛ぶ種類の魔ま獣じゆうがいては、市内に攻せめ込こんでくるのも時間の問題だった。

（ディラ・ロゴスの勝利か）

　王女はちらりと思った。どちらの勝利を望んでいたかは自分でもわからないものの、このままでは市街地に被ひ害がいが出る。それに、狂きよう信しん的で恐おそろしい力を持つ一派よりは、当面、結けつ婚こんをちらつかせておけば、まだ協力的な存在にもなり得るブルートのほうに肩かた入いれしたい気持ちもあった。

（そう、わたしにとっては、まだ王子のほうが身近で御ぎよしやすい仲間だ）

　理性的に判断をするなら、確かにそうなる。

　なのにこのとき、ミネルバは自分でも思いがけないほど動どう揺ようしていた。ディラ・ロゴスを必要以上に恐おそれたのではない。むしろ、正反対の感情が湧わきあがってきたのであるが、

（馬ば鹿かな。いまは、とにもかくにも、バン＝シィを戦場にしないことだ）

　自分でも不思議と思える感情を必死で吞のみくだして、

「このまま侵しん入にゆうを許すわけにはいきません。どうでしょう殿でん下か、ここは王家の人間であるわたしが、双そう方ほうのあいだに立つというのは」

　王子に訴うつたえかけた。自分の生存をあきらかにせよ、というのだ。そしてただひとりの勢力でありながら『王家』として一定の影えい響きよう力があるように取りつくろえ、ともいっている。

　ブルートとて簡単に吞のめる訴うつたえではなかったが、しかし部隊の態勢を立てなおす時間さえないのが実情だ。この提案を受け入れざるを得なかった。

　すぐに、使者が用意された。

　ミネルバは自分の生存を明かしたうえで、王家の許しなくして兵を王都内に入れることを禁じた法律を持ち出し、相手を牽けん制せいする内容の書状を送った。

　返事はすぐにあった。ディラ・ロゴス勢──すなわちロゥラ一派は、ブルートのことを、「神に刃やいばを向けた背教者」であるとして、身み柄がらの引ひき渡わたしを要求。

「われらは異教徒の手から都を解放するために来た。そちらが本当にランドール王女ミネルバだというならば、むしろ率そつ先せんして異教徒の蛮ばん人じんをこちらに差し出していただきたい」

　とも書かき添そえてあった。

　が、同時に、

「神に、かりそめの足場として降りていただいたこの地を戦場にするのは本意ではない」

　ともあった。バン＝シィは、大司教ハーディンが神を降ろす儀ぎ式しきをおこなった地でもあるため、彼かれらにとっての聖地でもある、というわけだ。

　ミネルバはさらに書状を返した。

「こちらとて、教会の方々をないがしろにするつもりはない。されどランドールの情勢は決して以前のままではなく、この混こん沌とんとした事態のなか、互たがいの進む道をあきらかにするための席を用意したい」

　と申し出た。軍勢を門の内側に入れるわけにはいかないが、代表者数名ならば受け入れて話しあいをする用意がある、と伝えたのだ。

　この返答には一日を要した。

　日にち没ぼつ寸前に届けられた書状の内容を、ミネルバは忠実な侍じ女じよターシャに読みあげさせた。二度繰くりかえさせたあと、ミネルバの白い容よう貌ぼうが引きしまった。書状には、会談を受け入れる、とある。

　大司教の娘むすめロゥラその人が、バン＝シィへ来るという。

　無論、会談の席にはダスケス代表としてブルートが、そして『王家』の代表としてはミネルバ本人がつくこととなるのだ。

　十七歳さいの王女は深々と息を吸った。




「あなたが、わたしが思っているとおりの人物であるなら、随ずい分ぶん、お変わりになられたものですな」

　ジル・オ・ルーンがそういった相手はギュネイだ。木々がまばらに生えた森を歩いている。

「そうかな？」

　答えたギュネイは、数歩歩いては屈かがみ込こんで、てきぱきと枝を拾い集めていた。

「どの辺りが？」

「あなたはもう少し寡か黙もくで──わがフォーゼのガンダーほどではないにせよ──、どっしりと腰こしが据すわっており、どのような窮きゆう地ちにあっても決して取り乱さず、そこにいるだけで周囲の者たちのいく道を照らすような、一国の重じゆう鎮ちん、古こ豪ごうのような雰ふん囲い気きがありました」

「いまはちがう？」

「そうですな、いまは……」

「あっ、ウサギだ！」

　ギュネイはまるで敵を見つけたときのように鋭するどい声を発した。小こ脇わきに抱かかえた薪たきぎを放り出して、

「ジル、左手にまわり込こめ！　挟はさみ撃うちにしてやる」

　その気になれば風よりも速く動けるギュネイだから、逃にげる人間なら捕つかまえるのもたやすいが、小まわりの利きく小動物相手となると勝手が異なった。いく手を塞ふさいだときにはもうウサギは進路を変えて、ギュネイの横合いを跳はねていく。

「ジル、今度は右手側だ。いや、後ろ。ちがうちがう、前、前、目の前だ！」

　二人して右往左往した挙げ句に、地面に飛とび込こんだギュネイは、ようやくのことで長い耳を手におさめた。ギュネイはほくほく顔が容易に想像できる声で、

「リーリンの好物なんだ。やっと機き嫌げんをなおしてくれるかな。よく追おい込こんでくれた、さすがだ、ジル」

　といいつつ、早くも、先ほど放り投げた薪たきぎを集める作業にかかっている。

「それで、なんの話だったかな？　ああ、おれが変わった、って話。具体的にはどの辺が？」

「……まあ、諸もろ々もろです」

「ふうん」

　ギュネイは意に介かいした風もなかったが、ジルは、この瞬しゆん間かん奇き妙みような感かん慨がいを覚えていた。

（よくやってくれた、さすがだ、聖せい騎き士しジルどの）

　過去のとある戦場において、そういって肩かたを叩たたいてくれた人物がある。聖せい騎き士しの称しよう号ごうを受けてはいても、当時のジルはまだ戦いに不慣れで、思うように戦果を挙げられずにいたのだが、そこを上う手まく補ほ佐さしてくれた武人だった。ジルの能力を理解したうえで、適した場面で、適した作戦をもって、ジルに大きな手て柄がらをあげさせてくれた。肩かたを叩たたかれたのはそのときだ。

（まさか、ウサギを追おい込こんで同じことをいわれるとは）

　薪たきぎを抱かかえた二人は、リーリンが火を熾おこしているところへ戻もどっていった。

　リーリンはギュネイの従者だから、普ふ段だんは薪たきぎ集めだって彼かの女じよがやるのだが、「今日はおれがやろう」とギュネイが率そつ先せんして腰こしをあげたのだ。カノンを旅立って以降、無口で、むっつりとしている──まあ、要はへそを曲げている──従者を気き遣づかってのことだ、とはジルにもわかった。そのリーリン、二人の姿をじっと冷たい目で眺ながめて、

「ああ、お帰りなさいませ。ご苦労さまです」

　いかにも事務的に迎むかえたが、

「リーリン、当ててみろ。後ろになにを持っていると思う？」

　ギュネイが勿もつ体たいぶってウサギをちらつかせると、リーリンはこれも傍はた目めにわかりやすいくらい目を輝かがやかせはじめた。

「まだ、まだ森にいましたか？」

　人犬としての本能なのだろうか、リーリンは食べるのも好きだが狩かるほうも大好きだ。うずうずして、いまにも駆かけ出だそうとしている彼かの女じよを制して、

「いや、見かけたのはこの一羽わだけだ。むしろ、この辺りのウサギは気が早くて、みんなもう冬とう眠みんしてるんじゃないか、ってくらい見かけない」

「ウサギは冬とう眠みんなどしませんよ」ジルがやんわりと訂てい正せいした。「ランドールのウサギがわたしの知っているウサギと同じものならば、ですが」

　その後、すっかり機き嫌げんをなおしたリーリンは、慣れた手つきでウサギを解体しはじめた。肉は鍋なべに落おとし込こみ、剝むいた皮は傍かたわらにまとめている。ギュネイはこれを川へ洗いにいった。のちのち、毛皮にするのだ。

　その帰り道、突とつ如じよ、近くの木の枝から何者かが飛び降りてきた。敵の刺し客かくならば、この距きよ離りのこと、ギュネイならば一いち撃げきで斬きり伏ふせているところだが、

「剣けんを忘れているぞ」

　飛び降りてきた当人のディドーに指し摘てきされた。「あっ」とギュネイが腰こしに目をやる。焚たき火びのところに置いてきてしまった。

「これじゃ、またダカン隊長に怒おこられるな」

「なんの話だ？」

「い、いや」

「ふん、わたしがその気になっていれば、ここでおまえの命運も尽つきているところだ」

「以後、気をつけるよ」

「あと、狩かりが下手くそだ。わたしならば、矢を一本放つだけで、鳥の二、三羽は落とせるぞ」

　びん、と得意げに弦つるを鳴らして、豊かな胸をそびやかした直後に、

「なにを笑う？」

　険悪な顔になる。表情がころころ変わるのは彼かの女じよの特とく徴ちようみたいなものだが、

「いいや、アー・シェも似たようなことをいっていた、と思って」

　六英えい雄ゆうのひとりに数えられる女性の名前を耳にして、またも極きよく端たんな反応を示した。「ほう、アー・シェさまが」と顔をほころばせたかと思えば、「あ、あの裏切り者か」とまた一気に表情を険しくさせたのだ。

　それに関して、ギュネイには前々から気になっていたことがあった。

「きみとアー・シェは、どちらも女性のランドール軍人で、どちらも弓の達人。ひょっとして、二人は面識があるんじゃないか？」

「……ああ、そうだとも。隠かくしはしない。アー・シェは、わたしに弓を教えてくれた人だ」

　いまは〈星落としの射手〉として名を讃たたえられるアー・シェは、もとはランドールの武人であり、さらには、本来、アンバー人たちが忌いみ嫌きらうミルド人の末まつ裔えいマーゴス人でもある。ほかの文明圏けんでは都市部に近づいただけでも追おい払はらわれるような種族だが、実力主義のランドールにおいてのみ居場所があった、とアー・シェから聞かされて、ギュネイは複雑な心境になったのをよく覚えている。

「ラクロアさまの身辺警護を任されるほどにその力を認められながら、よくもランドールを裏切ってくれた。なにが英えい雄ゆうだ。ただの薄はく情じよう者の、恩知らずではないか」

「その辺の話を詳くわしく聞かせてくれないかな。アー・シェはあまり自分の話をしてくれなかったんだ」

「断る」

「そういわずに。そうそう、狩かりの技術もぜひ教授してほしい。ほら、火の近くにいこう。もう夜は冷えるし、きみだっていつまでも遠くで見張っているような真ま似ねをしないで、おれたちといっしょに旅をしたほうが」

「ランドールの冬はまだこんなものではないぞ。雪山でじっと息を殺す訓練をしていたこともある。気き遣づかわないでもらいたい。それに、おまえや、あの男と行動をともにできるものか」

「あの男、って、ジルのことか」

「おまえにはつくづく呆あきれ果はてる。六英えい雄ゆうにはおよばずとも、あいつだってランドール兵を何人も殺した憎にくむべき敵だ」

　毒をも吐はきそうな顔でディドーはいう。

「いまはちがう目でランドールを見たいといっているんだ。信じてやろう」

「ふん、アー・シェがランドールを裏切ったように、今度はあいつが祖国を裏切ってランドールについてくれるとでもいうのか」

「いや、まあ、そこまでは」

「ああそうか、アー・シェのことを持ち出すまでもない、もっと馬ば鹿かげた奴やつがひとりいたな」

「誰だれのこと？」

「馬ば鹿かだ馬ば鹿かだとは思っていたがこれほどとは。まあいい、とにかくわたしの弓はおまえだけではなく、あいつにも狙ねらいを定めている。せいぜい気をつけろと忠告しておけ」

　ディドーは跳ちよう躍やくし、姿を消した。

　ギュネイは嘆たん息そくすると、リーリンたちのところに戻もどって、洗ったばかりのウサギの皮を火で乾かわかす作業をはじめた。ジルが傍かたわらに立って、

「どなたかと、ごいっしょでしたか」

「ああ、いや、森の精と声を交かわしていた」

「そうですか。森の精とは、実に美しいものですな」

　見えていたらしい。ギュネイはぎょっとなりつつも、ジルが気にしていない風なので、あえて自分も無関心の振ふりをして頷うなずいた。話を逸そらす意味もあって、それぞれの食器に鍋なべの中身をよそっているリーリンに、

「さっき、ジルに、おれが前とは別人みたいだといわれたよ。誰だれと比べているかは知らないけど」

　と話しかける。リーリンは小首を傾かしげた。

「ケイ──、いえ、あたしのご主人さまも似たようなことおっしゃってましたね。『いつから、ふぬけた、童どう貞てい臭くさいツラになりやがった』って」

　ギュネイは渡わたされたばかりの食器を取り落としそうになる。

「……おれは、自分が、そんなに変わった自覚はないんだけど。ザッハで再会したとき、リーリンにはおれがどんな風に見えた？　やっぱり、変わっていた？」

「ん、んー」リーリンは自分の食器を手に取りながら、顎あごを突つき出だして考かんがえ込こんだ。「そりゃ、顔つきや、しゃべり方が変わったな、と思わなくもなかったですけど、『人が変わった』とまでは思わなかったです。あたしにとっては、目や耳で感じることより、この鼻で嗅かぎ取とれる匂においがいちばん確かなものですから。ギュ──ジャックさまの匂においがしたなら、それがどんな顔をしていようと、ジャックさまにちがいない、って」

「いろいろと面めん倒どうでしょう。少なくともわたしの前ではもう、ジャックではなく、本名で呼んでもよいのではないですか」

　ジルはいったが、ギュネイは黒い兜かぶとを左右に振ふった。

「いまはジャックが本名だ」

「神に誓ちかって、他人にいいふらすような真ま似ねはしませんよ。まあ、まだ信用ならないのも無理もないですが。これから、わたし自身の行動で自分を証明するしかないようですね。わかりました、無む理り強じいはしませんよ。ほほ、それにしても『童どう貞てい臭くさい』とは」

「おい、司祭さまよ」

「いずれ、わたしもその兜かぶとの下の素す顔がおを見てみたいものだ。この数日の経験と、いまの言葉で、大体の想像はつきましたがね」

　焚たき火びに照らされながら、ほっほ、とたおやなか仕草で笑う。

　ジルという男も、個性豊かな六英えい雄ゆうに負けず劣おとらず変わっている、と、つくづくギュネイは思う。

　じかに剣けんを持って戦ったのは二月前にもならない。『聖せい杯はい』をあっさり燃やしたのもそうだ。何食わぬ顔をしているが、いまのいままで身近にあると思っていた神の存在を消し去るのは、それこそ絶えず吹ふ雪ぶいている雪山にあって、ぬくもっていた火のそばから離はなれて目的地も定さだかではないただはるか遠くへと一歩を踏ふみ出だすも同然のことだろう。

（いままでのものを捨てて、がらりと立場を変えるなんて、実に大変なことだろうな）

　ギュネイは他ひ人と事ごとのように感心した。
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　貴人の部屋はぶ厚く頑がん丈じような扉とびらで守られていたはずだったが、それがすっかり開け放たれている。おまけに護衛の兵士は、二名とも白目を剝むいて倒たおれていた。

　お茶を運んできた女性はトレイを床ゆかに置くや、すばやく部屋のなかを確かく認にんした。貴人の姿が消えている。荒あらされた形けい跡せきはない。女は倒たおれた兵士たちのほうに視線を戻もどした。

　ちっと小さく舌打ち。

「やられた」

　いうなり、駆かけ出だした。

　ひらひらのフリルがたっぷり波打つエプロンは、彼かの女じよが仕える貴人の趣しゆ味みだが、そのうちもどかしくなったようにこれを脱ぬぎ捨すてた。男にも引けを取らない速度で角を曲がるや、さらにもどかしくなったか、「ええい」とばかりに両の手をいきなり床ゆかについて、なんとその姿勢で走りつづけた。野を駆かける獣けものさながらだ。当然、端たん正せいな顔立ちの女性には似つかわしくなかったが、これが二本の脚あしで駆かけていたときよりずっと速い。

　もうひとつ角を曲がったところで、若い男が悲鳴をあげて立ちすくんだ。すれちがいざまに顔がちらりと見える。面識があった。この屋や敷しきを所有する貴族の執しつ事じで、

「なにかご不便なことがありましたら、遠えん慮りよなくお声がけしてください」

　そういってくれたときの笑え顔がおがまぶしかった。社交辞令のたぐいではない。あきらかに気がある素そ振ぶりだった。

「お恨うらみします」女はしなやかに床ゆかを駆かけていきながら、そうこぼした。「今夜にも、あの方のほうから食事のお誘さそいがあるはずだったのに。わたしの未来をまたも台無しにしてくださった。お恨うらみします、お恨うらみします、お恨うらみします」

　廊ろう下かの向こうから衣類を抱かかえた侍じ女じよが三名、横並びにやってくる。こちらが見えていない、と判断するや、女は両りよう腕うでをたわめながら前ぜん傾けい姿勢になり、次いで、両足で床ゆかを鋭するどく蹴けりつけた。三人の頭上を軽々と飛とび越こえる。

「それで、子し爵しやくなんて名乗っていたあの男はどうしたのよ？」

「話にならないわ。贈おくり物ものは安物ばっかりだし、口説き言葉も陳ちん腐ぷだし。わたし、お城勤めをしたことがあるのを隠かくして、かまをかけてみたんだけどさあ……」

　三人はいま起こった出来事にも気づいていない。

　女は無表情に、前のみを見み据すえたまま駆かけつづけた。




　この通りは旧囲壁沿いにあたり、南西裏門の近くにあった。ごみが山と積まれている。離はなれていても臭におってくるほどだが、そのごみの山に、数人の男たちがハエのごとくたかっていた。

「あれはなにをしているのだろう」

　男たちの後ろ姿を眺ながめる位置で、少女は小さく声に出してつぶやいたあと、ふっと小さく笑った。

「わたしの知らないことはおまえも知らない。わかっている。これは質問したんじゃなくって、ただのひとり言だ」

　年のころ十一、二と見える少女はひとりきりだ。誰だれと会話しているのかはわからない。

　ぼろぼろの衣類を見つけては地面に広げている男が、少女のほうを振ふりかえって「おいガキ、見世物じゃねえ」と怒ど鳴なろうとしたが、不意に口をつぐんで、自分の作業に戻もどった。

　少女の、それこそ身につけている服装を見てのことだろう。この辺りで見かけるようなものではない。絹の滑なめらかさが見て取れる服、足もとには柔やわらかそうな革かわ靴ぐつ。おまけに髪かみには宝ほう飾しよく類が輝かがやいている。この通りにはあまりにも不ふ釣つりあいだ。ごみを漁あさっている男たちは、

（ひとりか？）

（どこかに護衛がいるはずだ。じゃなきゃ、とっくに人さらいに連れていかれてる）

（放ほっとけ、下手にかかわると厄やつ介かいごとに巻まき込こまれるぞ）

　すばやく視線を交かわしあって、あとは無視することに決めた。急がねば、食べ物も、まだ着られる服も──臭くさすぎず、穴の空いていない布切れであればよい──、これから先に待ち受ける冬を越こすための燃料も、『同どう僚りよう』に根こそぎかっさらわれてしまう。

　少女はそんな男たちをいまだ飽あきずじっと眺ながめていた。目鼻立ちのくっきりとした、ドレスに近い衣い装しようを着た少女が、そうやって動かずに一点を見つめていると、なにやら薄うす気き味み悪わるくさえある。

　と、少女は、ごみを漁あさっている者のなかに、自分より年下の子供が混じっているのに気づいた。ちょうど、目当てのものを見つけたらしい。揃そろいの革かわ靴ぐつだ。小さな穴だらけで、ひどい悪あく臭しゆうのしそうなそれを宝物のように抱かかえると、ごみの山を離はなれた。

「おい、待て」

　それを、先ほど少女に怒ど鳴なろうとした髭ひげだらけの男が引き止めた。小さな肩かたを捕つかまえて、

「おれのために見つけてくれてありがとうよ。さ、置いていってくんな」

「い、嫌いやだよ。これ、ぼくが見つけたんだもの」

「おまえには大きすぎる。おまえが履はけるようになるまでおれが預かっておいてやるから、さっさとよこせといってるんだ」

「嫌いやだ！」

　子供は男の手を振ふり払はらうと、やにわに駆かけ出だした。男が追う。二、三歩もいかないうちにその手がふたたび子供の肩かたに触ふれようとした。瞬しゆん間かん、奇き妙みようなことが起こった。男が前のめりに転んでしまったのは、足もとの石か道のでっぱりにつまずいたのだろうと思えるが、そのまま子供を巻まき込こんで倒たおれるかに見えたとき、なぜか突とつ然ぜん後ろ倒たおしになったのだ。見えない手で突つき飛とばされたかのように。

　その瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていたのは少女ひとりだったが、彼かの女じよは特に疑問に思った風でもなく、もう子供のほうを小走りに追いかけていた。

「な、なんだ？」

　当とう惑わくの体で男が顔をあげたときには、彼かれが下手をしたのに気づいた『同どう僚りよう』連中がどっと笑い声を揃そろえるばかりだった。




　少女がふたたび足を止めたのは、通りを北に向かって数タルン後。

　ランドールが破竹の勢いで領土を広げていた時期、王都バン＝シィも度たび重かさなる拡張工事がおこなわれた。ここは、以前は壁かべの外に追いやられていた貧ひん民みん層が暮らしていた辺りだが、現在は急ごしらえの建物が並んでいる。国が栄えているときは人手も多く欲ほつされる。仕事に困っていた人々も、建築の手伝いや、資材の運うん搬ぱん、またはそれぞれの警備など、それなりの給金で雇やとわれるようになって、また、「彼かれらが安心して国のために働けるように」と大司教ハーディンのひと声で、拡張した領域に家を建てる民たみには援えん助じよ金さえ出た。

　入り組んだ通りの入り口に突つっ立たって、無む駄だ話ばなしをしている子供たちも、そうした貧ひん民みんからなりあがった──そしていままた仕事を失った──父親たちの子なのだろう。皆みな、一様に瘦やせてはいたが、なにか冗じよう談だんをいいあっては身を反らして笑っている姿に、敗戦国の暗がりはない。

　そこへ、靴くつを抱かかえた例の子供が声をかけた。

「いいものを見つけた」

　と自じ慢まんする。見ると、ほとんどの子が素す足あしか、粗そ末まつな木き靴ぐつを履はいていた。例の子は、この集団のなかにあっても年少だったから、「おまえじゃ大きすぎる」とさっきと同じからかい方をされたが、

「ボロ布詰つめれば誰だれだって履はけるよ」

　とひとりがいい、靴くつを持ってきた子が、

「これ賭かけて勝負しよう！」

　宝物を頭上に掲かかげてそう提案した。

『勝負』とは、石蹴けり遊びだった。通りの真ん中に、これもゴミ捨て場で拾ったと思われる、粗そ末まつな騎き士しの人形を置く。それに、各おの々おの、手ごろな石をみつくろってきては、同じ建物の軒のき下から順番に蹴けりあげて、人形に何個命中させたかを競きそうのだ。

　単純な遊びだが、彼かれらなりにルールが厳格で、蹴けった石はあるていどの高さにまでいかないと無効とみなされたり、人形の倒たおれ方ひとつひとつに細かく点数がついていたり、年少の子は軒のき下から一歩くらいなら出てもいいとされていたりと、長いこと、あれこれ工く夫ふうしながら遊んできたのがわかる。

　歓かん声せいやら悲鳴やらをあげて勝負に興じる子供たちを見ていると、少女もウズウズしてきた。

　誰だれかの蹴けった石が足もとに転がってきたのをきっかけに、彼かれらのもとに近づいていくなり、

「わたしも混ぜろ」

　と尊大にいった。

　子供らは当初、やはり少女の場ちがいな服装に戸と惑まどったが、それよりも優先されたのはやはり彼かれらなりの厳格なルール──『掟おきて』とさえ言いい換かえていい──だった。

「女は駄だ目めなんだ。おれたちとじゃ勝負にならないし、負けるとすぐに泣き出して、大人にいいつけるからな」

　そういって追いかえそうとしたが、少女も引かなかった。

「くだらない。勝負ごとに、男も女もあるか」

「なんだと、女が偉えらそうに」

「おんな、おんな、おんな、とうるさい。どうせ女に負けるのが恥はずかしい奴やつが、そんなルールをつくったんだろう」

「な、なにを」

　むきになる子もある一方、

「いいじゃない、一回くらいやらせてやれば」

　少女の参戦を認める子もある。子供たち同士でいさかいがはじまりそうになったとき、「よし」と少女はいきなりなにを思ってか、自分の靴くつを大急ぎで脱ぬいだ。それをさっきの子みたいに頭のてっぺんに捧ささげて、

「なら、これを賭かけてやる。賞品を出すんだ、それならわたしが参加しても問題ないだろう」

　子供らは呆あつ気けに取とられた。

　数タルン後、順番待ちをしている列のなかに少女の姿があった。いざ順番がまわってくると、待ちきれなかったように「それっ」と勢いよく蹴ける。が、石はあらぬ方向に飛んでいった。

「下手くそ」

　先ほどいがみあった子がさっそくからかう。少女はむすっとした。次の番も、その次の番も失敗した。四回目で、かろうじて騎き士し人形の肩かたに命中した。

「どうだ、見たか」

「倒たおれていないから、一点だけだ」

　それぞれに許された回数は五回。ほかの子たちはそれなりに点数を取っている。少女に最後の番が来た。少女が勝つには、石を兜かぶとの角飾かざりに当てて、なおかつ人形を後ろ倒たおしにさせたうえで、二回以上は地面を転がさなければならない。

　ほかの子たちは、自分がどうすれば勝てるかの計算に気を取られていた。もう勝ち目のない少女には目もくれない。最後の石を手にしたまま、少女はひとつ深呼吸をした。

「早くしろよ」

「黙だまって見てろ」

　少女はいうなり、最後の石を蹴けりあげた。力が入りすぎて、一回目よりも目標を大きく逸それた。やれやれ、と次の子が少女を押おしのけて位置につこうとしたとき。

「あっ!?」

　子供たちが甲かん高だかい声を揃そろえた。でたらめに飛んでいったはずの石が、カツンと音を立てて騎き士し人形の角飾かざりに命中。人形はいったんぐらついたが、すぐに直立した。男の子たちがほっとしたのも束つかの間ま、人形はまるで気が変わったみたいに後ろ倒たおしになって、さらに、地面をきっちり二回転がった。

「わたしの勝ちだな」

　女の子が腰こしに手を当てて勝かち誇ほこった。するといがみあっていた子が、

「い、いんちきだ」と叫さけんだ。「石に細工しただろ。あんな飛び方はおかしい！」

「どうやって細工をすればああ飛ぶっていうんだ」

「し、知らないよ。人形の倒たおれ方だっておかしかっただろ。おまえ、なにをしたんだよ」

「それをわからない奴やつがいんちきだと決めつけるのはおかしいだろう。おまえ、ちゃんと考えてしゃべっているのか」

　騒さわがしいくらいのいいあいになる。しまいには取っ組みあいにもなりそうになったところ、

「ガキども、うるせえぞ。商売の邪じや魔まをするな」

　大人の怒ど声せいが全員の注目を集めた。荷車が通りの角に停とめられている。パンが積まれているのを見た子供たちが、石蹴けり遊びも喧けん嘩か騒さわぎもほったらかしにして、荷車のほうに群がった。

「金もないのに来るんじゃない。こらっ、汚きたない手で触さわるな」

　大人の男は商品を守ろうと必死だ。

　朝に焼いたパンの売れ残りを、日にち没ぼつ直前に安価で売り歩いている。ランドールの敗戦前は、地域の教会がこうしたことをやっていた。金のある者には金で売り、貧しい者たちには、次の休日に教会への無む償しよう奉ほう仕しをさせることを条件に、無料でパンを手て渡わたししていた。

　現在、都市部の各地にあった教会は大半が取とり壊こわされている。田園部の収しゆう穫かくが全盛期の半分以下になったいまのランドールでは穀物の値段も高こう騰とうしており、貧しい者たちはパンひと切れを買い求めるのも困難だ。ここにいる子供たちの大半は、親が戦争で亡なくなったか、仕事を失ったかしているので、常に腹を空かせていた。

「なんだおまえら、パンが欲ほしいのか」

　荷車に群がる子供たちの輪から一歩引いたところで、少女がくすりと笑った。商売人の男は不ふ機き嫌げんな声で、

「いくら欲ほしくても金がない奴やつには売れないよ。これから常連の客がわんさと押おし寄よせてくるんだ。ガキどもは帰った、帰った」

　そういったが、少女はさらに一歩進み出てくると、

「お金があればいいんだろう」

　右の手を突つき出だした。指のあいだにきらりと光る硬こう貨かがある。目を白黒させる男の手に硬こう貨かを落としたあと、少女はパンを物色しはじめた。いわゆる雑穀パンであまり質のいいものではない。それでも少女はその場にいる人数ぶんを見つくろって、小こ脇わきに抱かかえようとしていたが、

「おい、待て」

　突とつ然ぜん男に手を摑つかまれたので、びっくりした少女はパンを全部荷車の上に落としてしまった。

「なんだ、なにをする」

「なにをする、ってのはこっちの台詞せりふだ。こんな金、使えるわけないだろう。危あやうく騙だまされるところだったぜ」

「なに？　偽にせ物ものなんかじゃないぞ。本物の銀貨だ」

「本物ならなおさらだ。こんなもの、どこも取り引きしちゃくれねえよ。『祟たたり』がありそう、ってんで加工してくれる職人もいやしねえんだ」

　そういうと、男は少女の手を放す代わりに、銀貨を少女の足もとに投げ捨てた。子供たちが先を競きそってそれを手に取ろうとしたが、せっかく最初に摑つかみ取とりかけた男の子が、「げ」といってすぐに手を放した。

　銀貨の表面に、とある男の横顔が描えがかれている。ランドールで──というより、世界中で知らぬ者はない。かつて『邪じや神しん国家』において国王よりも強い権勢を誇ほこったといわれる、大司教ハーディンの顔だ。この硬こう貨かは、ランドールが各国国境付近に橋きよう頭とう堡ほを打ち立てたころに、世界制せい覇はの第一歩を踏ふみ出だした記念として発行されたものだった。

　少女は子供たちを押おしのける勢いで銀貨を拾いあげた。服の裾すそで泥どろ汚よごれを拭ぬぐいつつ、血の気の引いた青白い顔を男に突つきつけた。

「貴き様さま、大司教さまを侮ぶ辱じよくするのか」

「大司教さまだ？」男は思いきり鼻をすぼめて、嫌いやな顔になった。「そうかい、妙みような格好してやがると思ったが、街の者じゃねえな。お山からおりてきなすった、例の連中だろう。いいか、バン＝シィでもう好き勝手できると思うなよ。おれたちには、この街を蛮ばん人じんの手からお救いくださった騎き士しさまがついてるんだ。しかも、その騎き士しさまに命令を下しているのは、誰だれあろう、ミネルバ王女だって話さ。そうだ、バン＝シィは王家の手に戻もどったのさ！」

「そんな話はどうでもいい。貴き様さま、いますぐ膝ひざをついて神と大司教さまに許しを請こえ。でなければその魂たましいはいますぐ地じ獄ごくへ落ちようぞ！」

「もう騙だまされるか。国ぐるみでハーディンの野や郎ろうに騙だまされちまって、どうだい、いまのランドールは。神に許しを請こえ？　はっ、手前らの信じる神さまとやらは人間に倒たおされちまったじゃねえか。地じ獄ごくに落ちるだと？　本物の神さまに裁かれて地じ獄ごくにいくのは手前らのほうだ！　おれの従い兄と弟こだって、〈赤目〉にされちまったんだ。あんな、いい奴やつだったのにようっ」

　しゃべっているうちに激してきたらしい男は、相手の肩かたを荒あら々あらしく突つき飛とばした。少女は「きゃっ」と小さく悲鳴をあげて倒たおれ込こんだ。

　そうしたやり取りのさなか、子供たちはあとずさりをはじめている。大司教の名はこの区画では嫌きらわれていたが、同時に、非常に恐おそれられてもいて、子供心にかかわりあいを避さけたくなったのだろう。もっとも、手て癖くせの悪い子供はこの間にもパンをひとつひったくっている。

「貴き様さま」

　子供たちの姿が見えなくなったころ、少女は地の底から噴ふきあがるような声を発して立ちあがった。服や顔を泥どろまみれにしながらも、目は戦場に立つ武将そっくりに釣つりあがっている。

「そこまでいうなら、この場で、神の裁きを受けるがいい」

「やってみせろ、この小こ娘むすめ──って、いいたいがな。こっちだって商売があるんだ。いつまでもガキと遊んでいる暇ひまはねえんだよ」

　さすがにやりすぎたと後こう悔かいしてか、男はいくらか頭が冷えていた。

「ほれ、これをやるから、さっさと帰んな」

　パンを半分にちぎってそれを渡わたそうとさえしたが、その手が急激にこわばった。いや、手だけではない。顔も、肩かたも、胸も、足も、小刻みに震ふるえを帯びている。

「な、な、な」

　なにかいおうとするのだが、唇くちびるも歯も激しく震ふるえて、言葉にならない。あまつさえ、パンを差し出した姿勢はそのままに、男の足が地面を離はなれはじめていた。顔が血の色に染まっていくのと同時に、その身が宙に浮ういていく。まるで縛しばり首くびにされている囚しゆう人じんさながらの姿だが、首にかかっているはずの縄なわはまったく見えない。

「どうした、背教者め」少女はにやにや笑いながらそれを見ている。「神が人間に倒たおされただと？　では、いまおまえを苦しめている力はなんだ？　唱えてみろ、偉い大だいなる神の名を。祈いのってみよ、その身の救いを。貴き様さまがまだ声を発せられるものならな！」

　男の手足がこれまで以上に激しく震ふるえた。空中で蹴けり出された足が荷車に当たって、大量のパンごと横転。男の開いた口からだらりと舌が垂れた。白目を剝むきかけている。

　少女は、年ねん齢れいに似つかわしくない──というより、この年ねん齢れい特有のといってもよいか──嗜し虐ぎやく的な笑え顔がおでそれを眺ながめていたが、

「待て！」

　突とつ如じよ、駆かけ込こんできた人ひと影かげがあった。

「それ以上は駄だ目めだ。死んでしまう」

　若者らしい声で叫さけぶや、少女の両りよう肩かたを強く摑つかんだ。すると少女の笑えみが消え、同時に、はっとなったようにその目が丸く見開かれた。男がばたりと地面に倒たおれたのも、これまた同時。

　少女は大きい目をぱちくりとさせた。




　　　　　　　２




　男は泡あわを噴ふいていたが、命に別状はなさそうだ。

　そう判断したあと、若者は横転していた荷車を戻もどして律りち儀ぎにパンを拾い集めはじめた。すると、ちょうど買い出しの時間になったのか、近所の女たちが籠かごを持って集まってくる。

「まあ、なに、なんの騒さわぎ？」

「なんでこの人寝ねているの？」

　わいわいとさっそく蜜みつ蜂ばちの巣箱を突ついたような騒さわぎになった。若者があわてて、

「あっ、す、すいません。パンを落としちゃいまして。表面を削けずれば大だい丈じよう夫ぶです」

「そりゃそうだけど、いつもよりはお安くしてくれるのよね？」

「パンの目方を誤ご魔ま化かすとあとでお役所が怖こわいわよ。近ごろになって、やっとそういうこともやってくれるようになったんだから」

「それってやっぱり、ミネルバさまがお城に戻もどられたからでしょ？」

「ねえねえあなた、見ない顔だけど、この人の息子むすこさん？」

「若い男なんてほとんど戦争にいったから、ここらじゃ珍めずらしいわね。戦地帰り？」

　奥おくさま方の好こう奇き心と話の種は尽つきることがない。

　若者は気を失った男の代わりに、なぜだかパンを売る羽目になって、あたふたとせわしなく働かねばならなくなった。

　パンが売りきれるまで一タードとかからない。が、売りきったころには若者はへとへとになっていた。売りあげぶんの金を袋ふくろに積めて、ようやく目を覚ました男に渡わたしてやる。

「な、なんだ、あんた。この金は？」

　当然、男は目を白黒させている。若者は笑って、

「いやだな、あなたがパンを売りきったお金じゃないですか。そこに落としていましたよ」

「売りきった、って……ありゃ、本当だ。なくなってやがる」

「昨日、飲みすぎたんですか？　急に倒たおれちゃって皆みなさん心配していましたよ。でもまあ、パンが売れてよかったですね。それじゃあ」

　適当なことを早口でいってから、若者はまだ釈しやく然ぜんとしない様子の男を残して、その場を去った。路地を曲がったところで、「ふう」と息をつく。青い布を額に巻いている、この若者は──いうまでもない、〈竜りゆう戦士〉にして〈黒こく狼ろうの騎き士し〉であるところの、ギュネイだ。

　カノンから馬を飛ばして数日、バン＝シィに戻もどり着いたのが三タードほど前だった。

　以前、領内を旅していたときと比ひ較かくするまでもなく、安全な道のりだった。山さん賊ぞくや傭よう兵へい崩くずれに命を狙ねらわれることもない。これも、クルス率いる一隊が辺りの無法者をすでに駆く逐ちくしていたからだ。

　いく道の村々から話を聞いたところ、ロゥラ一派はいったん都から距きよ離りを置いて、廃はい村そんの建物を使うか、天幕を張っての野営をしているらしい。確かに街かい道どうからは姿が見えなかった。ちなみに「都が包囲された」という報告だったが、もとよりロゥラ一派にさほどの兵力はない。が、恐おそろしいのは兵士の数ではなく、彼かれらの使し役えきする魔ま獣じゆうや〈赤目〉たちだ。魔ま獣じゆうを呼び出せる司祭が五十名もいれば、いまのバン＝シィを陥かん落らくさせるには十分すぎるほどだろう。

　ギュネイはすぐに離り宮きゆうに向かってミネルバ王女に会ってもよかったが、まずは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としての鎧よろいを解いて、情報を集めることにした。

　王女ミネルバ生存の件は、もはや噂うわさではなく、真実となって人々の口から語られている。ダスケス王子を追ってここまでやってきたディラ・ロゴス勢の説得に当たった、という話もあった。

（遅おそすぎはしなかったみたいだ）

　ひとまず、ギュネイは安あん堵どの息をつく。ディラ・ロゴス勢とて、力押おしで王都を制圧するという愚ぐは犯おかさなかった。なんべんも繰くりかえしてきたことだが、彼かれら、いわゆるハーディン一派の残党に対しては民衆の対応も割れている。パンを売っていた男のように、彼かれらを親の仇かたきのごとく憎にくむ者もある一方で、たとえばギュネイが話を聞くため立ち寄った村では、

「フォーゼにつづいて、ダスケスまでお山から追おっ払ぱらったとは、さすがハーディンさまの教えを継つぐ方々だ。この方たちがまたランドールを盛り立ててくださるにちがいない」

　と、ランドール信しん仰こうの証あかしである十字を切る人々も多数いた。

　王家の生き残りとして名乗りをあげたに等しいミネルバと真っ向から対立すれば、そうした民心が極きよく端たんなほうに傾かたむきかねないことを、一応のこと警けい戒かいはしているのだろう。

（今日のうちに王女に会うべきか。それとももう陽も落ちそうだから明日にするかな）

　ギュネイが路地の壁かべに背を預けながら考えていると、

「おい」

　と幼い声を投げかけられた。

　例の少女だ。ギュネイが荷車の片づけやら、商売を肩かた代がわりしているあいだ、路地のあいだに入って、じっと待っていたらしい。

「あっ、き、きみ」

　すっかり忘れていた。

　ギュネイはたまたまこの路地に入ったのだが、このとき妙みような寒気を覚えて足を進めていくと、パン屋の身体が宙に浮ういているところを目もく撃げきした。黒っぽい、なにやら煙けむりじみたものがパン屋の身体にまとわりついている。魔ま術じゆつの力だ、と直感したギュネイは、急いで止めに入った。

　魔ま術じゆつといえば、それに誰だれよりも詳くわしいのがかつての旅の仲間、〈賢けん者じや〉ケイオロス。ケイオロスがいっていたところによれば、子供が魔ま術じゆつを発動する例は稀まれにあるらしい。

「本人に素養さえありゃ、知識や訓練がなくても、本人も気づかぬうちに発動することがある。というより『たまたま発動する』なんてケースは、子供にこそ多い、といっていいかもしれないな。魂たましいの器うつわである肉体がまだ現世に馴な染じみきっていない時期だからこそ、その魂たましいから生じる『意志の力』が肉の枷かせを飛とび越こえることがたまにあるんだよ。もっとも、一回、二回、発動できたところで、その厳密な仕組みややり方を知っているわけじゃないから、大方は本当にただの偶ぐう然ぜんで終わるのさ」

　が、先ほどの場面、少女は眼前の光景に驚おどろいたり怯おびえたりはしていなかった。少なくとも過去に何度か同じような経験をしているのだろう。もしも自分の意志で魔ま力りよくを操あやつっていたとするなら、彼かの女じよは、ギュネイが出会ったなかでは最年少の魔ま術じゆつ師しということになる。

「ああいうこと、きみはいつも自由にできるの？」

「やはり、おまえもわかっていて、止めたんだな」少女はギュネイの質問を無視して、しかつめらしい態度でいった。「もしかして、見えたのか？」

「黒っぽい、煙けむりみたいな」

「わたしの『ミスラ』だ！　そうか、見えたのならおまえも素質があるぞ。よかったな」

　なにがよいのやらわからないが、笑え顔がおでそう請うけ負おった少女は、しかし急に顔を怖こわくさせて、

「だが、わかっていたなら、どうしてわたしを止めた？」

　とギュネイに詰つめ寄よった。少女ながら、こうやって感情をくるくる変えるところはまさしく女性そのものだ。

「ど、どうして、って……あのままじゃ、パン屋の人は死ぬところだったじゃないか」

「殺すもんか。少しばかりお仕置きしてやろうとしただけだ。ミスラがそれをやるということは、つまり、神さまがそれをやっていい、とおっしゃっているのと同じこと。誰だれにも止める権利はないはずだ」

（神さま）

　ギュネイの脳のう裏りに、宿に残してきたジルの姿がよぎった。重なる部分が多々ある。

「大体、あいつは、神さまも、わたしの父をも侮ぶ辱じよくした！」少女は細い足で地面を何度も踏ふみつけた。「知ってるか、知ってるだろう、わたしの父上は偉い大だいなお方だ。神さまに次いでとてもとてもお偉えらい方だ。そんな方を悪しざまにいうなど、世が世なら、わたしが力を振ふるうまでもない。おつきの兵隊に捕つかまえさせて、絞こう首しゆ台だい送りにさせていたところだ。あの男はわたしの慈じ悲ひ深ぶかさにむしろ感謝すべきなのだ」

　ギュネイは眉み間けんに皺しわを寄せた。言こと葉ば遣づかいからすると、貴族の娘むすめといったところか。『父』を大変敬愛しているらしいところは微ほほ笑えましいものの、その『父』の名めい誉よを守るためなら他人に懲ちよう罰ばつを加えても構わないと思おもい込こんでいる辺り、やはり、ジルと同じくらいに厄やつ介かいで、恐おそろしい。放っておくとまた騒さわぎを起こしかねなかったので、

「きみ、見たところ、お城かお屋や敷しきに住んでいそうだけど、どうして、たったひとりで外に出ているの？　家まで送ってあげようか」

　親切にもギュネイはそう申し出たのだが、

「イヤだ！」少女はツンとそっぽを向いた。「せっかく出てきたんだ。おまえにはわからないだろうが、これもなかなか苦労が要いるんだぞ。イシスの鼻ときたら凄すさまじいからな。あいつに用事をいいつけて、十分離はなれたころあいを見計らって一気に計画実行、だ。それでも油断できないぞ。なにせイシスは走りも凄すさまじいからな。外に出る寸前で何度捕つかまったことか。今日はやっと成功したんだ。それなのに家まで送るなどと、無責任なことをいうな、この穀ごく潰つぶししめが」

　意味がわかっているのかそうでないのかはともかく、なんとなくギュネイはよろめいた。と、

「そうだ！」

　いきなり大声をあげながら手を叩たたいたので、ギュネイは目も耳もびっくりさせられた。

「まだ石蹴けりの賞品をもらってなかった。あいつら、どこへいった？」

「あっ、おい、待って」

　少女はスカートの裾すそをつまみながら、それでも決してお上品とはいえない走り方でさっきの場所まで戻もどっていく。その後あちこちを走りまわったが、子供たちの姿はない。

「なんだ、あいつら、卑ひ怯きよう者め。逃にげたな」

「賞品って？」

「靴くつだ」

　ギュネイはそこではじめて彼かの女じよが素す足あしなのに気づいた。辺りを見まわすと、路地の角の軒のき下に革かわ製せいの靴くつが揃そろって置かれている。見た目上等な代しろ物もので、いままで誰だれの目にも触ふれずにそこにありつづけたのが奇き跡せきのようだ。「あれだろう」とギュネイがいうと、

「あれはもともとわたしのだ。賞品じゃない」

　軒のき下に近づいた少女は、靴くつを履はくのかと思いきや、そのままぺたんと座すわり込こんでしまった。

「それにあいつら、腹を空かせてるんじゃなかったのか。まったく、意味のわからない連中だな」

　隠かくし持もっていたらしいパンを取り出したので、「あっ」とギュネイが声をあげると、

「代金は渡わたそうとしたぞ。あいつが受け取らないからいけないんだ」

　この場合の『あいつ』とはパンを売っていた男のことだろう。話についていくのにも苦労させられる。なぜか急に不ふ機き嫌げんの極きわみになって、少女はパンをひと口、二口、まるで獣けものが肉をむしりとるように齧かじってから、残りをギュネイに差し出した。

「くれるの？」

「不ま味ずい。あとは、おまえが残さず食べろ」

　ギュネイはなんともいえない顔つきになった。空は色を失いつつあり、その代わりに星がぽつぽつと灯ともりはじめている。座すわりながらも、少女の目がきょろきょろとせわしないのは、まだ路地の角からいっしょに遊んでいた子供たちが出てくるのを期待しているのかもしれない。

「もう、みんな家に帰ったんだよ」ギュネイはなるべくやんわりとした口調でいった。「きみも帰ったほうがいい」

「さっきの話だ。なぜ、わたしのミスラが見えていて、すなわちそれが神の所業だと知りながらわたしを止めたのだ？」

　となかなかに少女はしつこい。いい加減、ギュネイも子供の相手に疲つかれてきたので、思ったままの言葉が口を衝ついて出た。

「確かに見えたけど、神の所業だとは思わなかったから」

「なんだと？」

　さっそく少女の小鼻が膨ふくらむ。

「その力は神さまからの授さずかりものだとは限らない。だから、その力で人を苦しめていいということにはならないんだ」

「なにをいう。わたしの父も、叔お父じも、神さまに直接言葉を届けられる方々だ。それだけじゃなくって、おつきの兵のなかにも、神に力を授さずかった者は大勢いた。それで悪を殲せん滅めつさせることこそ、神さまがわたしたちに下された使命なんだ」

　ますますジルの論理に似ている。ギュネイは少し頭を悩なやませた。

「ええと、そうだな、神さまは、きみたちを試ためしているのかもしれない。力を与あたえてみて、それをどう使うのか。人を助けるのか、あるいは、人を苦しめるのか。神さまはどっちをお望みだと思う？」

「おまえは馬ば鹿かか。悪と戦うことで、人を助けているんだ」

「じゃあ、あのパン屋の男は悪だったの？」

「そうだ！」顔を赤くして少女は怒ど鳴なった。「さっきもいったろう。あの男は、神を、父を侮ぶ蔑べつした、愚ぐ弄ろうした！　それが悪でなくてなんだというんだ」

「いや、だから」

　感情的になる子供をなだめようとしつつも、ギュネイは、ジルを牢ろう屋やで説得しようとしていたときに感じた苛いら立だちを思い出さないわけにはいかなかった。神の後うしろ盾だてを得たつもりになった人間というのは、どうしてこうも腹が立つほどに頑がん迷めいなのか。

「神さまがお力を与あたえてくださったのだから、なにをしてもいいのだ」

　という、ハーディン側が主張していたのに近い理り屈くつは、結局のところ、諸国側に立ってみると、

「邪じや神しんを崇あがめていたランドールはなにをされても仕方がないのだ」

　というジルの理り屈くつと同義になる。こうした頑がん迷めいな理り屈くつこそが、いまのギュネイの立場をあれこれ翻ほん弄ろうさせている要因といっていい。

「みんないなくなったんだぞ。母も、父も、遊んでくれた男も、女たちも！　全部敵がわたしから奪うばっていったんだ。これ以上誰だれもいなくさせたりなんてしないんだからな！」

「それも、だから」

「わかった！　おまえも敵か。わたしの敵なんだな。見ていろ、ミスラがおまえを倒たおしていいというのなら、それが、わたしにとっておまえが敵である証あかしなんだ」

「自分勝手な理り屈くつばかりいうなといってるんだ！」

　ギュネイは思わず怒ど鳴なりかえした。少女は目をこれ以上はないというほど丸くして、それからますます激げき昂こうした。

「黙だまれ黙だまれ黙だまれっ。さっきからわたしに馴なれ馴なれしい口を利きいて！　世が世なら、おまえだって縛しばり首くびだぞ！」

「脅おどしたり、力ずくだったり、それで他人を自分のいいなりにしようなんて、ふざけた子供だ。貴族だろうが王族だろうが、きみのまわりに、きみをひっぱたく大人はいないのか！」

「な、な、な」

　スカートが風で膨ふくらむほどの勢いで少女は立ちあがった。小こ柄がらなその身体から、嫌いやな気配が渦うずを巻くように立ちのぼるのを感じて、ギュネイは、

（しまった）

　と後こう悔かいした。しまった、もなにもない。歴戦の戦士が子供相手に本気になってどうするというのか。子供に手をあげたくはないが、しかし目の当たりにしたあの力は並なみ大たい抵ていのものではない。ギュネイは身構えつつも、どうするべきか本気で頭を悩なやませた。それはひょっとすると、大戦後、〈竜りゆう戦士〉が迎むかえたもっとも困難な局きよく面めんであったかもしれないのだが、

「ここにおられましたか、お嬢じようさま」

　突とつ然ぜん、妙みように涼すずやかな声が聞こえた。

　見ると、ワンピース姿の女性が路地の入り口に立っていた。二十歳さい前後。声の印象と同じく涼すずしげな美び貌ぼうの主だったが、右の目に黒い眼帯をしている。「お嬢じようさま」と声をかけたからには、この少女を捜さがしていた家の者なのだろう。しかしどうしてか、その表情にも、腰こしの前で手を組んだ立ち姿にも、およそ、令れい嬢じようを見つけられた喜びというものが感じられない。
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「イシス！　いいところに来た。いまからこいつを神のご意志に従って成敗する。おまえは人が来ないように見張っていろ」

「それもよろしいでしょうが、他の方をどうこういう前に、まずはご自分の胸に手を当てて、神に恥はずべき行こう為いがなかったかどうかを確かく認にんすべきでしょう」

　イシスと呼ばれたその女性は、ギュネイが驚おどろくほど無造作に少女の背後へまわると、幼い腰こしに手をかけた。「うわっ!?」と少女が悲鳴をあげたのも無理はない。女性はその細ほそ腕うででよくもというほど、これも無造作に少女を抱かかえあげたのだ。

「さあ、帰りましょう」

　事もなげにいってから、イシスはいきなり駆かけ出だした。数歩走った直後、地面を蹴けりつけて、ギュネイが見あげる高さにまで跳ちよう躍やくする。少女ひとりを抱かかえたままだ。建物の屋根に着地すると、また疾しつ走そう、跳ちよう躍やくを繰くりかえして、見る見るギュネイの視界から遠ざかっていく。「うわあああ」と少女の悲鳴が長く尾おを引いた。

　常人離ばなれしたあの身のこなしはなんだろう。二人の姿が見えなくなると、ギュネイは一気に脱だつ力りよくした。

（さすがはランドールの元王都。おかしな連中でいっぱいだな）

　その一方──、イシスという女性は風を切りながら、屋根を蹴けってはまた次の屋根へ、という跳ちよう躍やくを繰くりかえしていた。空は青あお紫むらさきの色に沈しずんでいる。

「風が冷たくて気持ちようございますね、お嬢じようさま」

「う、うるさいっ」

「おや、お嬢じようさま。裸足はだしじゃありませんか。どうせ遊びに夢中になられて脱ぬいでしまったんでしょう。靴くつだって安くはないんですよ」

「お、おまえのせいで置いてきてしまったんじゃないか。わたしの命令を無視しおって！　あとで叔お父じ上うえにいいつけて、鞭むち打うちの刑けいに処してやるぞっ」

「どうぞ、ご随ずい意いに。しかし、はて、今日の件が叔お父じ上うえさまに知られて困るのはいったいどちらなのでしょうね。大事なご用を明日に控ひかえているのに、護衛してくださる方々を痛めつけてまでも遊びに出かけた、などと叔お父じ上うえさまがお知りになったら、ひょっとして鞭むち打うたれるのはわたしなどではなくお嬢じようさまのちっちゃなお尻しりのほうかもしれませんよ」

「お、おまえ……」小こ脇わきに抱かかえられながら屋根の上を駆かけているこんな状じよう況きよう下で、いまさらながら少女の顔が青ざめた。「主人を脅おどしているのか」

「わたしにご給金を払はらってくださっているのはあくまであなたの叔お父じ上うえさま。そのご命令であなたのお世話をしているに過ぎません。どちらの命令が優先されるかは、いわずもがな」

「こ、この、権けん威いの犬めが」

「犬などとは失礼な。わたしは誇ほこり高たかき、つるぎ岩の狼おおかみ。おまちがいなきよう。ところで、いっしょにいたあの殿との方がたはどなたです？」

「ぶれいせんばんな愚おろか者ものだ！　馴なれ馴なれしい口は利きくわ、わたしをひっぱたく大人はいないのか、などというわ！」

「あら、ご立派な殿との方がた」イシスは小さく微ほほ笑えんで、濡ぬれた眼まな差ざしを後方に注いだ。「そういえば、去り際、わたしをじっと見つめておいででした。きっと、わたしをひと目見て恋こいに落ちたのでしょう。もう二度と会うこともないでしょうに、なんと不ふ憫びんな」

「おまえは男に会うといつもそうだな！」

「事実なので致いたし方なし。あと、おとこというのはおやめなさい」

　少女がぎゃあぎゃあわめくのを無視して、イシスは足もとひとつ乱すことなく、屋根の上を疾しつ走そうしつづける。が、

「ただ、あの殿との方がた」

　一度、ひくひくと鼻を動かしながら、小さな声でこういった。

「剣けんの臭においがしました。それも濃のう厚こうに」
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　結局、陽が落ちたので城にいくのをあきらめて、ギュネイは宿に戻もどった。

　同じく街で調査に当たっていたリーリンと情報交こう換かんした結果、ランドール王家、ダスケス、そしてディラ・ロゴスの代表者が会談をする運びになっているのではないか、と推測する。

　ジル・オ・ルーンは顎あごを撫なでた。

「ダスケス王子を引ひき渡わたすわけにもいかず、ディラ・ロゴスの部隊も受け入れられず、さりとて戦って追おい払はらうわけにもいかず。バン＝シィ側としては、代表者と話しあいの席を設けることで妥だ協きよう点を見み出いだそうとしている、と見るのが自然ですな」

　となると、この場合、バン＝シィ側の代表はミネルバ王女だろう。ギュネイは彼かの女じよの葛かつ藤とうぶりが目に浮うかんだ。いまのロゥラ一派は、王家としては相当に扱あつかいにくい存在だ。ある意味では、民たみに害をなしていたブルートよりも厄やつ介かいといっていい。王子にはわかりやすい野心がある。しかし、神をこの世に招き入れんとしていた教会の生き残りとなると、そこにいかなる考えがあるのか余人では想像もつかない。

「しかしどう考えても、この会談でなにかが解決するとは思えませんな」

　ギュネイも同意見だった。

　翌日。ギュネイは会談の正式な場所と日取りを探さぐるべく、王城に足を向けた。

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として訪ねれば王女との面会もすんなりかなうだろうが、カノンにいた際、ギュネイは双そう蛇じや兵団に命を狙ねらわれている。明確な理由はいまも定さだかではないが、ともかく双そう蛇じや兵団はディラ・ロゴスを指揮するコンラット配下の一団だ。ここで〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としてのこのこあらわれれば、また要いらぬ騒そう動どうと争いを招きかねない。

　ギュネイはなけなしの金で荷車を買うと、近きん隣りんの村々で買い求めた野菜やら卵やらを積んで、ジルとリーリンにこれを引かせた。ちなみにジルの赤い僧そう衣いはフォーゼ教会の証あかしだから、バン＝シィ入りする前から、農夫が着るような毛け織おりの服に替かえさせている。

　大手門のアーチを潜くぐり抜ぬけたリーリンが、門番に荷車のなかを見せて、

「取れたての卵に、新しん鮮せんな野菜ばかりですよ。城の料理人さんに見せたら、全部買かい占しめてくれると思うんですが」

　などと交こう渉しようしているあいだ、その遠くにいたギュネイは門番の鎧よろい姿を記き憶おくし、ガイフレイムにこの姿を模も倣ほうさせた直後、高い跳ちよう躍やく力を発揮して塀へいの上に立った。




　時同じくして。

　バン＝シィ王城は、初代ランドール国王の名を取ってレルリック城と呼ばれることも多い。大手門から三つの跳はね橋ばしを越こえた先、本丸の最上階において、いままさに、三者会談がはじまろうとしていた。

　正午、小さく鳴らされた鐘かねが開始の合図だ。

　控ひかえの間からそれぞれの代表者があらわれてテーブルに着く。

　まず、ランドール王家代表はいわずもがな、ミネルバ・ディオン・ランドール。若じやつ干かん十七歳さいにして、王家最後の生き残りといわれる盲もう目もくの少女。おつきは侍じ女じよのターシャ。

　ダスケス代表は、これも改まっていうまでもない、バン＝シィ駐ちゆう留りゆう軍の指揮官にして、ダスケス国第二王子ブルート。覚かく悟ごを示すためか、あるいはいまだディラ・ロゴスでの悪夢のような経験が尾おを引いているのか、甲かつ冑ちゆうを着き込こんでいる。おつきの副官もそうだが、さすがに室内では武器の携けい帯たいは禁じられていた。

　ただ、会談の場を守る必要上、各おの々おのの陣じん営えいから数名ずつの武装兵が部屋の外で待機している。ダスケス兵が三名、王女が身辺警護のために再雇こ用ようした城兵が三名、そしてディラ・ロゴスからは二名。ディラ・ロゴスの兵は、他陣じん営えいの屈くつ強きような男たちから失しつ笑しようを買うほどに瘦やせ細ほそっていた。しかしブルートは神経質だった。頰ほおのこけた顔をじろじろ眺ながめながら、

「何食わぬ顔をしているが、まさか、魔ま獣じゆうを召しよう喚かんできるのではあるまいな。だとするなら、この規則に反しているぞ。魔ま獣じゆうは兵十名以上にも値あたいするのだからな。いますぐ別の奴やつに代われ」

　としつこい。男二人が揃そろって頭をさげ、

「われらに眷けん族ぞくの方々をお招きする力はありませぬ」

　といってもなかなか信じず、

「神にかけて誓ちかえるのだろうな。この際、貴き様さまらの信じる邪じや神しんでも構わぬ、いいや、そうでなくては意味がない。さあ、どうなのだ」

　と念を押おす。兄弟なのだろう、よく似た顔をした二人の男が「神にかけて」と誓ちかいを述べたので、ようやくのことでブルートも安心して会談の席に臨のぞんだ。もっとも、ディラ・ロゴス勢を警けい戒かいしているのは彼かれだけではない。もともと彼かれらによい感情を持っていなかったターシャなど、「あの狂きよう信しん者どもが姫ひめに少しで仇あだなそうとしたならば、このターシャが斬きりつけてごらんに入れます」と包丁を振ふりかざすので、ミネルバは苦労して取りあげねばならなかった。

　そして──、そのディラ・ロゴスからの代表者が、まるでもったいぶるような足取りで最後にあらわれた。

　ミネルバ以外の全員の目が一点に集中し、そして丸くなる。

　もしもギュネイがこの場にいたなら、彼かれもまたあんぐりと口を開けて驚おどろきを表現したことだろう。小さな足でずかずかと歩いてきたのは、昨日、バン＝シィでギュネイが出会ったあの少女だった。

　かつてランドールの権勢をほしいままにし、世界をもその手に摑つかみかけた大司教ハーディンの娘むすめにして、現在、一応のことディラ・ロゴスに集った勢力の頂点とされているロゥラ。

　ブルートは驚おどろきを隠かくせなかった。十四歳さいという話だったが、見たところ、それよりも幼い。大人用の椅い子すに勢いよく飛び乗った彼かの女じよは、十歳さいを一つ二つ超こえたくらいがせいぜいだ。ターシャも、目の見えない主人にそれを小声で伝えている。ミネルバの眉まゆが動いた。

（ほう。ディラ・ロゴスにて、生き残りを集めるための檄げきを飛ばすのに、いくら偉い大だいなる大司教の娘むすめとはいえ、十一、十二の少女が旗はた頭がしらでは心もとないと考えたか）

　宣伝する際に年ねん齢れいを嵩かさ増ましししたということだろう。十四ならば、まあ成人扱あつかいされてもおかしくはない歳としだ。

　おつきは、眼帯をしている女性イシス。これもターシャに耳打ちされたミネルバはかすかに顎あごを引いた。イシスとは面識がある。

　一方、ブルートは失しつ笑しようを通とおり越こして、苦々しい思いに駆かられていた。ロゥラなどは大人たちに担かつがれた存在に過ぎず、あくまで代表として顔を見せるのみで、実際の交こう渉しよう事はコンラットに指名された年配の司祭クラスがやるのだろう、と思っていたのに、おつきまでもが若い女性と来た。

（なんだこれは。大人と呼べるのはおれひとりじゃないか。十七歳さいの王女に、せいぜい十二歳さいていどの小こ娘むすめ。これが国の行ゆく方えを占うらなう三者会談だと？　おままごとのようだ）

「さて、揃そろったな」

　口火を切ったのはその少女──ロゥラだ。偉えらそうにテーブルに両りよう肘ひじをつきながら、ランドール王女と、ダスケス王子を代わる代わる見つめて、

「長々と話をする気なんてこっちにはないぞ。要求はただひとつだ。そちらにいるダスケス王子の身み柄がらを、われらに引ひき渡わたしてもらう。この要求を、われらは一歩たりとも譲ゆずる気はない。こういうのを、なんというのか。ええと」

　背後のイシスに耳打ちされてから、ロゥラは快活につづけた。

「そう、『じょうほ』する気がない、ってことだ。両者、そのつもりで口を開きたまえ」

（なにを。小こ娘むすめは飴あめでも舐なめていろ）

　ブルートはかっとなりかけたがさすがに短気は避さけた。代わって口を開いたのはミネルバ。

「ロゥラさま。お名前は存じておりましたが、こうしてお目にかかるのははじめてのこと。先代王の娘むすめ、ミネルバ・ディオン・ランドールであります」

「知っている」ロゥラは大たい儀ぎそうに顎あごを引いた。「さすがに双ふた子ごだな、ラクロアにそっくりだ」

「さようでありますか」

　ミネルバは静かな口調で、しかし確固たる意志をもって、現在のランドール代表として、ダスケス国と敵対するつもりはなく、むしろ率そつ先せんして和平を結びたいという旨むねを口にした。「ならん！」とロゥラの小さな拳こぶしがテーブルを叩たたく。

「ダスケスの蛮ばん人じんがなにをしたか、王女も知っているだろう。ランドールの街に次々火を放ち、信者たちをことごとく槍やりの林に飾かざり立たてた。神の依より代しろ──つまり、おまえの姉ラクロアが死んだのも、こいつらが畏おそれ多おおくも神のご意志に歯向かったからだぞ！」

「ですが」

「貴き様さまの事情だけではない。こ奴やつらは聖地ディラ・ロゴスにも兵を進めてきおった。それだけで『ばんし』に値あたいする罪。さっさと王子を渡わたせ。ダスケスとの和平なんてもってのほかだ」

「もってのほか、だと」早くも我が慢まんの限界を超こえて、ブルートが荒あら々あらしい声を放った。「黙だまって聞いていれば調子に乗りおって。貴き様さまにいったいなんの権限がある。おつきの坊ぼう主ずどもに、政治もいくさもわからぬ輩やからは山に引ひっ込こんで祈いのりでも唱えていろと伝えろ！」

　腰こしに剣けんがあればいまにも抜ぬきかねない勢いだったが、ロゥラはにっと笑い、

「はて、その、『山に引ひっ込こんで祈いのりを唱えていた』ところにわざわざ攻せめ込こんできて、その挙げ句に『いくさもわからぬ坊ぼう主ず』に敗れて、泣きながら山をくだったのは誰だれだったかの」

　という。「ぬっ」と唸うなったブルートの顔色が赤く染まる。

「こ、こちらが態勢をととのえるために山を下ったのを、劇的勝利と勘かんちがいしておるようだな。やはり坊ぼう主ずには大局が見えておらぬわ。第一、おれの身み柄がらを受け取ってどうするつもりでいる？　人ひと質じちにでもしてダスケスから金をむしるか、それとも邪じや悪あくな神の生いけ贄にえにでもするか。どちらにせよ、おまえらはダスケス一国と敵対することになるのだ。貴き様さまらていどの軍容では三日ももつまいぞ！」

「お待ちを、お二方」

　相手を嘲ちよう弄ろうするロゥラと、感情の激したブルートのあいだに立つ格好で、ミネルバは両手を広げた。

「ランドールの現状をお考えください。いまは諸国と融ゆう和わし、国を立てなおすことが急務。ふたたびいくさとなれば、今度こそこの国は地上から消え去りましょう」

「国を立てなおす？」ロゥラが鼻で笑う。「そんな気の長いことをやっている場合か。現状を考えればこそ、なによりも素す早ばやい──ええと、なんだ、そう、『じんそく』な行動が求められるのだ。わたしはここにもうひとつ要求する。バン＝シィは門を開いて、わが一派の勢力をそっくり受け入れよ。民たみに命じて聖せい殿でんをつくりなおし、いまふたたび神をこの地に降ろすのだ」

　そのひと言に、さしものミネルバも息を吞のんだ。席を蹴け倒たおしてブルートが立ちあがった。

「本ほん性しようをあらわしたな！　神を降ろすだと？　またも邪じや神しんの名のもとに世界を制圧するつもりか。王女、これをいまのランドール王家は許すのか。まさしく王女のいわれたとおり、今度こそランドールは諸国に滅ほろぼされるぞ！」

「滅ほろぼされはしない。そうはさせないためにこそ、というより、今度こそ、この地上から馬ば鹿かげた争いやいさかいをなくすために神のお力を借りる必要があるのだ。ブルート王子よ、ダスケス相手には三日ももたぬといったか？　ミネルバ王女よ、諸国と融ゆう和わするといったか？　そのどちらも、神のお力さえあれば一いつ瞬しゆんにして可能だ！　ダスケスの軍勢などあっという間に『かいじん』と化し、それを見たほかの国々も、神の前にひれ伏ふして、今度という今度こそ、地上に神の千年王国が築かれよう。それこそわが父ハーディンの夢見た理想郷である！」

　ロゥラもまた席を立って、腰こしに手を当てて、さながら支配者のように叫さけんだ。

　ブルートは大口を開けたまま、ミネルバだけは腰こしをおろしたまま、しばらく声を出せなかった。

　──ふたたび神を降ろす？　ミネルバは骨までも涼すずしくなった気がして、肩かたを震ふるわせた。

　馬ば鹿かげている、と思う。とともに、なぜか失望に似た思いが胸中に広がった。

「……話にならん」鼻息を強く噴ふいてブルートは腕うでを振ふった。「第一、おまえのような子供では、それがディラ・ロゴスの総意かどうかもわからぬ。会談はまた日を改めてするとしよう。今度はコンラットをこの場につれてこい。そうすれば多少は聞く耳を持ってやろう」

「おまえはひょっとすると馬ば鹿かなのか。いや、馬ば鹿かなのだろうな。馬ば鹿かの国の王子さまだ。コンラット叔お父じ上うえがわたしを代表として認めている以上、わたしの言葉がディラ・ロゴスの意見でなくてなんなのだ」

「やかましい。子供の相手なんぞ、これ以上してやれるか」

　ブルートは副官をともないつつ部屋の出入り口に向かった。

　ただ短たん絡らく的に行動したのではない。いまのロゥラの意見をミネルバが許容するはずがない、という計算があった。であれば、バン＝シィがディラ・ロゴス勢を王都に受け入れるはずもないから、ここは時じ間かん稼かせぎをしても平気だろう、と踏ふんだのだ。

　ただ、なぜかここでロゥラがほくそ笑えみながら、むしろ落ちついた様子でふたたび椅い子すに腰こし掛かけたのにブルートは気づかなかった。

　扉とびらを開けながら「どけっ」と怒ど鳴なった相手は、その外で護衛に当たっていた兵士たちだ。ダスケス兵、王女おつきの兵が面めん喰くらいながらも左右に割れたが、

「ブルート殿でん下か、どちらへ」

　王子のいく手に立ちはだかったのが、例の、ディラ・ロゴス陣じん営えいの男二人。ほかの兵のように武装しておらず、ゆったりとした長なが衣ぎぬを着ているが、その中身がすかすかなのが見てわかるくらいに瘦やせ細ほそっている。

「会談はまだつづいておりましょう。どうぞお戻もどりあれ」

「うるさい。なにが会談だ。貴き様さまらはきちんと子こ守もりをしておれ」

　ブルートは歩ほ調ちようをゆるめず、立ちはだかった男の肩かたを突つき飛とばそうとした。体重差を思えば相手は造作もなく吹ふき飛とぶはずだったが、肩かたに触ふれる寸前、その手を摑つかまれた。ブルートの足が止まる。振ふり払はらおうにもかなわない。ブルートとて、戦場では、剛ごう剣けん、剛ごう槍そうで鳴らした男だ。腕わん力りよくには自信がある。だというのに、どれほど力を込こめようと、軽々と吹ふき飛とんでしかるべき相手がびくともしないのだ。

（こ、こいつ。この細ほそ腕うででよくも……。い、いや、細ほそ腕うでではない。細ほそ腕うでなどではないぞ？）

　ブルートの目がくわっと上下に見開かれた。枯かれ木きのようだったはずの手が、いつの間にやら見事な筋肉に覆おおわれていたのだ。それも、見る見るうちに太く、大きくなっていく。ブルートは啞あ然ぜんとなって男のほうを見やった。相変わらず頰ほおのこけた顔に、瘦やせ細ほそった体たい軀く。だというのに王子の手首を固定したその手だけが、異様なほど膨ぼう張ちようしている。

「貴き様さま、殿でん下かから手を放せ！」

　ダスケス兵が筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした腕うでを摑つかみあげた。この兵士もなかなかの力ちから自じ慢まんだったが、それでも歯が立たない。

「放さぬというか、この──」

　二人目の兵が腰こしの剣けんを抜ぬいた。腕うでを根本から断たとうというのだ。と、ディラ・ロゴス側のもうひとりの男が無造作に歩み寄ると、長なが衣ぎぬの裾すそから右みぎ脚あしを高く放りあげた。立ったままよくもというほど高々とあがったその足首から先が、次の瞬しゆん間かんには、急角度と急降下の速度を得て、剣けんを振ふりあげた男の側頭部に叩たたきおろされていた。

　ブルートは骨の砕くだける嫌いやな音を間近に聞いた。

　兜かぶとごとあらぬ方向に首の曲がった兵が崩くずれ落おちる。即そく死しはあきらかだ。

　ブルートは戦せん慄りつの眼まな差ざしを注いだ。血を滴したたらせる蹴けり足がまだ宙に残っていたが、その脚あしもまた太く、たくましい。いいかえるなら、脚あしだけが。

「貴き様さまっ！」

「よくもっ、この邪じや教きよう徒とめが」

　仲間を殺されたダスケス兵の残り二人が、抜ぬき身の刃やいばを手に躍おどりかかった。

　宙に残っていた蹴けり足が左右に一往復した。それで事足りた。もう一段階太く、大きくなった脚あしが、剣けんの届く距きよ離りに入られるより早く、兵二人の頭部を鎌かまで雑草を薙なぐようなたやすさで胴どう体たいからもぎ取ったのだ。

　兵三人ぶんの血を浴びたブルートは声も発せない。

　腕うでの太いひとりは王子を連れたまま、強ごう引いんに室内へ戻もどろうとする。すると、事態を青白い顔で静観していたランドール側の兵が、

「王女、お逃にげください！」室内に向かって叫さけんだ。「まともじゃない。われらが時を稼かせぎますゆえ、姫ひめはお急ぎを──」

　三人の兵が怒ど号ごうをあげながらいっせいに剣けんで打ちかかる。直後、彼かれらはそれぞれの方向へと吹ふき飛とんで、甲かつ冑ちゆうの破は片へんが、そしてこそぎ取られた血肉が、床ゆかや壁かべにびしゃりと跳はねた。

　開かれた扉とびらの向こうからそれを目もく撃げきしたターシャが悲鳴をあげた。

　さすがにミネルバも異常を察して、顔色を青ざめさせつつ席を立つ。

　男二人が王子を連れて室内に戻もどってきた。二人は勝かち誇ほこるでもなく、無表情。イシスもまた。この場において、椅い子すに座すわったまま微ほほ笑えんでいるのはロゥラひとりきりだった。

「わが教会の誇ほこる双そう蛇じや兵団の兵だぞ。二人ともミルド人の末まつ裔えいで、彼かれらが極ごく秘ひ裏に伝える格かく闘とう術を心得ているのだ。王子、すでにおわかりかと思うが、これ以上余計な真ま似ねはしないほうが身のためだぞ」

　腕うでを固定されたままのブルートは口をぱくぱくと喘あえがせたが、まともな声にはならない。

　ただひとり、ミネルバが、ロゥラをにらみつけた。気配で各人の位置を摑つかめるらしく、顔の向きはごく正確だった。

「……おびただしい血の臭においがする。兵たちを殺したというのですか、ロゥラ」

「おまえも余計なことをすると同じ運命を辿たどることになる」

　幼い少女が、血臭しゆうが風に漂ただよってくるなか、無む邪じや気きな声で脅おどす。

「馬ば鹿かな」ミネルバは青ざめた唇くちびるを震ふるわせた。「ここで人死にを出してまで、いったい、なにをしようというのだ？」

「最初からいっている。こっちは長々と会話をする気もなければ、王子を渡わたせ、という要求を一歩たりとも『じょうほ』する気はない、ってな。そっちが応じないというのなら、無理矢理にでも応じさせるまでだ」

「なに？　だから、なにを──」

「おまえもものわかりの悪い王女だな。ダスケス王子の身み柄がらを使い、神にあだなそうとする愚おろか者ものどもがどんな末路を辿たどるのか、皆みなにわかりやすい形で示してやるのだ」

「そのようなことをすれば、ダスケスといくさになる！」

　悲鳴に近い声でミネルバは叫さけんだが、ロゥラはいかにもうるさそうに頭を振ふった。

「だから、馬ば鹿かだといってるんだ。その話はさっき済んだろう。さあ、もう時間をかけすぎたくらいだ。イシス、帰ろうか」

「は、お嬢じようさま」

　耳打ち以外ではこれまで声を発してこなかったイシスが頷うなずき、ロゥラの椅い子すを後ろに引いた。

　脚あしの太いほうの男が窓を開くと、風が吹ふき込こんできた。腕うでの太いほうがブルートの腕うでを摑つかんだまま窓まど際ぎわに寄る。ここから脱だつ出しゆつを図はかろうというのか。と、

「お待ちなさい、ロゥラ」

　ターシャが「姫ひめっ」と腕うでを引くのを振ふり払はらって、ミネルバは少女の前に立ちはだかった。

「なんだ？」ロゥラがうんざりした顔をする。「また同じことをいうのか？　眠ねむくなる、あっちへいけ」

「なんといわれようと、見過ごすわけにはいきません。決して──、決して。ロゥラ、王家の人間として、先代王の娘むすめとして、あなたの振ふる舞まいを許すわけにはいきません」

　ロゥラは一いつ瞬しゆんきょとんとなり、それから肩かたを上下させながら笑った。

「許さない？　もうとっくに滅ほろんだ王家が、わたしたちを許さないだと？　あはははっ、い、いまの冗じよう談だんは面おも白しろかったぞ！」

「冗じよう談だんなどではない。ミネルバ・ディオン・ランドールの名において命じます。いますぐ殿でん下かの手を放しなさい」

　するとロゥラは笑いをやめて、むすっとした顔になった。

「せっかく面おも白しろかったのに、しつこいと台無しだ。命じる？　いまの王家、いまのおまえにいったいなんの力があるっていうんだ。兵を呼ぶか？　三タルンくらいなら待ってやる。ただ、この城にいるていどの兵が集まってきても、死人が増えるだけだと思うがな」

　ミネルバは下した唇くちびるを嚙かんだ。外にいた兵が一いつ瞬しゆんにしてやられたのは事実のようだ。ここで何人か搔かき集めたとて、結果はロゥラのいうとおりにしかならないだろう。

　王女の葛かつ藤とうを読んでか、ロゥラはにたりとした。

「どうした、やらないのか？　ふふん、王家最後の生き残りといったって、ていよく担かつぎあげられて『お飾かざり』になるのがせいぜいだ。おまえにはなんの力もない。〈神の楔くさび〉としても役立たずだったしな。双ふた子ごのラクロアは命をも懸かけて神に尽つくしたというのに、おまえは──」

　最後までいいきれなかった。つかつかと過あやまたず近づいてきたミネルバに、頰ほおを思いきり引っぱたかれたのだ。パンッと乾かわいた音がする。

「力などはない。いまのわたしにあるはずがない。が、子供を引っぱたく大人の手ならここにある！」

　ミネルバは一いつ喝かつし、頰ほおを赤くしたロゥラはしばし呆ぼう然ぜんとしていたものの、すぐに涙なみだ声ごえで「イシス！」と叫さけんだ。

「はい、お嬢じようさま」

　という声はミネルバの背後で聞こえた。王女ははっとなる。目が見えないとはいえ、だからこそ他人の気配に敏びん感かんなはずのミネルバが、背中にまわり込こまれていたのにまったく気づかなかった。抵てい抗こうする間もなく右みぎ腕うでをひねりあげられる。

　それほどの身体能力の持ち主であるなら、ミネルバが主人を引っぱたくのも楽に阻そ止しできたろうと思えるのに、そうしなかったのは、イシスにもミネルバの行動が意外すぎたのか、あるいは別の思おも惑わくがあったからなのか。

「姫ひめ、どうぞお静かに。一度はあなたをお守りしていた身。乱暴はしたくありません」

「イシス、おやめなさい。こんなことをして……」

　ミネルバは必死で抗あらがおうとしたが、ますます腕うでをひねりあげられるのみ。

　ロゥラは仕返しとばかりに、一発ミネルバの頰ほおに平手打ちを見み舞まってから、

「そうだ、いっそこのまま王女も連れていくか」

　息を荒あららげながらいう。

「そこまではご命令に含ふくまれていません」

「よいのだ。このままさらって、王女はダスケス兵に殺されたという噂うわさを流せば、怒おこった民たみがわれらのもとに団結してくれる」

　今度こそミネルバは慄りつ然ぜんとなった。

　ディラ・ロゴス勢は本気でダスケスといくさを起こすつもりのようだ。イシスが「ご命令」といったのはコンラットの、という意味か。ミネルバはコンラットとも面識がある。まさかあの男がそれほど狂きよう乱らんじみた計画を立てるとは──。

（なんてことだ。こんな、こんなことになるなんて。『期待はずれ』もいいところだ）

　ミネルバは驚おどろきと失望、そして悔くやしさと惨みじめさに、涙なみだを禁じ得なかった。

　閉じた瞼まぶたからはらはらと真しん珠じゆ色の粒つぶがこぼれ落ちていく。

「ひ、姫ひめっ。姫ひめから手をお放しなさい──」

　ターシャがそれこそ狂きよう乱らんの声をあげたが、イシスに片手で突つき倒たおされたか、その気配は小さな悲鳴ごと床ゆかに崩くずれ落おちた。「ターシャ！」とミネルバは声をあげながらも、

（この小こ娘むすめのいうとおりだ。わたしには実質的な力も、兵もない）

　脳のう裏りを駆かけ巡めぐるのは、情けのない言葉ばかり。

（それでも、ランドール王家最後の人間として、身にそなわったなにがしかの力があると信じた。それで、ひとりでも多くの民たみが救えるものだと。なのに──）

　実質的な力の前に、そんなあるかなしかの力はぽっきりと折れて、いまはむしろその名を敵に利用されようとしている。民たみを苦しめる計画の片棒を担かつがされようとしている。

　ミネルバは赤く腫はれた頰ほおに冷たい涙なみだを伝わせながら、イシスに窓まど際ぎわまで移動させられた。

「ウー・フォン、王女を。わたしはお嬢じようさまを連れて飛び降ります」

　イシスがいい、姫ひめの身み柄がらを、先ほど足あし技わざで兵を斃たおした男に預けようとした。

　と──、ウー・フォンと呼ばれた男がぴたりと足を止め、部屋の入り口を見やった。

　頭を失った兵たちの死し骸がいが、血だまりに沈しずんでいる。

「どうしました、人が集まれば多少は厄やつ介かいです。お早く──」

　そうせっついたイシスもまた、ぴくりと眉まゆを動かし、それから鼻を大きくひくつかせた。

　血だまりに黒い影かげがかかったと見えた瞬しゆん間かん、その影かげは兵の死し骸がいを飛とび越こえて室内に入っていた。

　黒いつむじ風のように見えた。

「姫ひめ！」

　風が声を発したとき、それは同時に人の四し肢しを備えた。

　ランドール王女ミネルバに見えたはずはない。が、

（ああ）

　ある直感を抱いだいたとき、頰ほおを伝う涙なみだにある種の熱が混じった。

　あった。

　ちっぽけで、なんの力も、兵もない王女ミネルバにも、あった。

　ただひとりで、百の兵にも匹ひつ敵てきする力が。

　それは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉という名で呼ばれていた。










[image: 四章　女たちのいくさ]
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（正面から〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として乗のり込こんでは、ディラ・ロゴス勢に警けい戒かいされるだろうから、ちょっと無断でお邪じや魔まさせてもらおう）

　ギュネイとしては、そのくらいの気持ちだった。

　姫ひめには、カノンでの出来事やフォーゼの女王に書状を届けたことなどを伝えて、逆に姫ひめからは、三者会談の日取りやら、ディラ・ロゴス勢に対してなにか定まった方針があるのかどうかを聞き出すつもりだった。というのにまさか、城に潜もぐり込こんだこの日が三者会談の当日であり、そして人死にが出ている事態に遭そう遇ぐうしようとは。

　ギュネイは廊ろう下かで首なしの死体を目もく撃げきするや否いなや、守衛兵に扮ふんしていた鎧よろいを〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のものに変化させると、黒い風と化して駆かけ出だした。

　室内では、ミネルバとブルートが羽は交がい絞しめにされていた。

　それを目にした刹せつ那な、ギュネイは、頭のてっぺんから噴ふきあがるほどの昂たかぶりを覚えた。

　会談の席で、武力を行使してでも思いどおりにしようなどという暴挙は、まさしく〈竜りゆう戦士〉が戦っていたときの『敵』そのままの卑ひ劣れつさであり、それこそがギュネイが憎にくんだ『悪』そのものの姿でもあった。

（貴き様さまらはまだそんなことをして！）

　いままでの曖あい昧まい模も糊ことした感情とは大きく異なる、はっきりとした火のような怒いかり。

（邪じや神しんの崇すう拝はい者どもめ、おれがいる限り、邪じや神しんが世界に火を放つ日などはもう二度と訪おとずれないのだ。それをもう一度教えてやろうか！）

　──そう思いざまに腰こしの剣けんに手をやったギュネイの行こう為いは、あるいはランドールを再訪してからはじめてといっていいほどに『六英えい雄ゆう』としてまっとうなものといえたが、

「な、何者だ、貴き様さま！」

　突とつ然ぜんあらわれた黒くろ装しよう束ぞくの騎き士しにロゥラが驚おどろきの声をあげると、そちらを見やったギュネイもまた、相手と同じかそれ以上に驚おどろいてしまった。

（き、昨日のあの娘こじゃないか）

　さすがに見まちがえはしない。あの生意気そうな顔が、またギュネイをにらみつけている。

「お嬢じようさま、お下がりを。こ奴やつ、噂うわさの〈黒こく狼ろうの騎き士し〉かと」

　姫ひめの手をねじあげている眼帯の女性──イシスがいう。

「だから、何者だ、そいつは？」

「お嬢じようさまにも何度か騎き士しに関する噂うわさを伝えたはずですが、ええい、お嬢じようさまの記き憶おく力に期待したわたしが愚おろか。覚えてないなら結構です」

「なんだその態度は」

「解げせぬのは、こ奴やつがいたはずのカノンには、すでにわが兵団のてだれを派は遣けん済みだということです。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらが邪じや魔まになるようなら討うて、との命を与あたえて。司祭さま方も同行させていたというのに、まさか斃たおされたとは考えにくい。よもやいきちがいに──」

「はっ」

　とこのとき、ロゥラ側からするともっとも意外な人間が鼻で笑った。イシスに腕うでを取られたままのミネルバだ。

「あれほどに目立つ男といきちがいになるようなことなどあろうか。事実を受け止めなさい。そのてだれとやらに勝利したからこそ、彼かれはおまえたちの邪じや悪あくな企たくらみに気づいて王城にまで駆かけつけてくれたのです。しかと見よ、ミネルバ・ディオン・ランドールの忠実なる剣けんを！　わたしの命令ひとつあれば、いくさばどころか、嵐あらしの海であれ冥めい界かいであれ、愛馬をひるまず進ませるその男、おお、高潔なる〈黒こく狼ろうの騎き士し〉！　彼かれがひとたび剣けんを握にぎれば、何者も勝てはしない。そう、たとえ〈漆しつ黒こくの冠かんむり〉コンラットといえども！」

（姫ひめ、あまり好きにいわんでください）

　ギュネイは先ほどのまっすぐとした怒いかりも忘れて、いまは情報を整理するのに手いっぱいだ。まず、イシスが「お嬢じようさま」と呼んだ例の少女。彼かの女じよこそが、三者会談におけるディラ・ロゴス陣じん営えいの代表、ロゥラと見ていいだろう。

　なんということか。ロゥラは、かのハーディン大司教の娘むすめ。つまり、ギュネイはロゥラにとって父の仇かたきなのだ。があん、と頭のなかで鐘かねが鳴りひびいた。まさかなにも知らずに出会った二人が敵であったとは、なんという悲劇的な運命。

（──って、いまさらか。ここにいる以上、おれはいつだって誰だれかの仇かたきなんだから。ランドールにいるならそれくらいの覚かく悟ごは常にしておくべきだ）

　とりあえず、そういった感傷はもろもろ味わってきたし、こののちもそうだろうから、いまはよそにおくとして。

　いくつからの言葉から推察するに、イシスはディドーと同じ双そう蛇じや兵団なのだろう。そしてギュネイをカノンで襲おそったのは、やはりコンラットの命令あってのもの、と考えられる。

（〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はランドールに味方する存在として知られているはずなのに、どうして）

　と思っていたのだが、眼前の事態が答えの一いつ端たんを示していた。現在のコンラットは、ランドール王家を軽視、もしくは敵視すらしているということだ。そして王家が敵であるからには、当然その王家に味方する〈黒こく狼ろうの騎き士し〉も同様だということだろう。

　ギュネイは考えをすばやくまとめてから、改めて腰こしの剣けんに手をかけた。

「どれほど強かろうが、ただひとりでなにができる」

　ロゥラがせせら笑うと、イシスも、

「それに関してはお嬢じようさまに同意。ウー・フォン、ラー・フォン、仲間を殺した仇かたきです。始末なさい」

　冷たくいった。すると、二人の男が「応」ともいわぬままギュネイに近づいてくる。腕うでを解放されたブルート王子がその場にへたり込こんだが、見向きもしない。すぐに邪じや魔ま者ものを片づけられる自信があってのことだろう。いずれも瘦そう身しん。ただし、一方は腕うでが、一方は脚あしが異様に太い。ギュネイがそう見て取った瞬しゆん間かん、異変が起きた。

　双そう方ほう、「はあああ」と大きく息を吸いはじめるや、肉体が急激に膨ふくれあがったのだ。「ぷうっ」と強く息を吹ふき込こまれた風船よろしく、手足も、胸も、肩かたも、恐おそろしいほどに筋肉を隆りゆう起きさせていく。ギュネイがたたらを踏ふんでいるあいだにも、二人は、瘦やせ細ほそった体格を一転させ、いくさばに数々立ってきた〈竜りゆう戦士〉ですら見たこともないほどの巨きよ漢かんと化した。

　まるで黒光りする縄なわを巻いたような筋肉がうねったと見えるや、二人、ほぼ同時にギュネイに襲おそいかかる。無手のままだ。

　ひとりが大きく踏ふみ込こんで拳こぶしによる突つきを放った。速い。ギュネイは側面に移動してかわしたが、

（なにっ）

　身体がよろめいた。肉体の容積と、ひと突つきの威い力りよくとが、嵐あらしに匹ひつ敵てきするほどの突とつ風ぷうをも巻き起こしていたのだ。そしてその風に乗るように、突つきを放った男の後方から、もうひとりが跳とび蹴けりを放ってきた。

　体勢を乱したギュネイはこれをよけられない。とっさのところで、両りよう腕うでを交差させて蹴けりを防いだ──が、それで終わりではない。ギュネイの身体が衝しよう撃げきを殺しきれずに後方へ吹ふき飛とんだ。そして敵はまるでそれを見み越こしていたかのようにさらに跳ちよう躍やく、空中で追おい討うちの蹴けりを二回、三回、と見み舞まった。

　ギュネイの身体が部屋の壁かべに激げき突とつ。ぶ厚いはずの壁かべが、木材や石の破は片へん、そして大量の埃ほこりをまき散らしながら穴を空ける。

「見たか」ロゥラが叫さけんだ。「なにが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉だ。誰だれもあいつには勝てぬだと？　あまり思いあがったことをいうと恥はじを搔かくぞ、王女！　神の加護を受けしわれらに、ただの人間が勝てるものか──」

　が、このとき、蹴けりを放ったほうの男が着地するや、苦しげな唸うなりを発して屈かがみ込こんだ。

「兄者」

　突つきを見み舞まったほうの巨きよ漢かんが驚おどろきの声をあげる。相棒の太い脚あしから血が滴したたっていたのだ。ギュネイは空中で追おい討うちをかけてきたその脚あしを、後方に吹ふき飛とばされながらも剣けんで迎むかえ撃うっていた。そう説明されて信じられる者が果たしてどれほどいるだろう。

　当のギュネイは壁かべ穴から飛び出してきた。まさしく通り名どおりの、黒い狼おおかみそのものといった俊しゆん敏びんさだ。

「こ奴やつ！」

『兄者』に斬きりかかるつもりだと気づいた弟のほうが、腰こしを低く落として、もう一度突つきを放った。その踏ふみ込こみの速度と、移動距きよ離りの長さはまさしく人にん間げん離ばなれしている。彼かれならば、射程ぎりぎりの位置から矢を放たれようと、一足飛びで射手の頭を吹き飛ばしているだろう。

　ギュネイはしかし最初から『兄者』が目的ではなかった。弟がそうするだろうと予想していたからこそ、早い段階で床ゆかを蹴けりつけて、空中に身を躍おどらせていた。弟のほうの突つきが眼下をよぎる。ふたたび巻き起こった突とつ風ぷうに乗ったギュネイは体勢を逆さまにしながら、空中で剣けんをひと振ふり。

「ぐぁっ」

　首の後ろから鮮せん血けつを散らしつつ、弟が前方によろめいた。

　ともに傷ついた兄弟拳けん士しは、しかしすぐに着地したギュネイめがけて身構えなおした。

「こ、この鎧よろい武者」

「ラー、気をつけよ。遣つかい手てぞ」

　兄弟は厳しい顔に警けい戒かいの色を浮うかべていたが、ギュネイもまた、相手への驚おどろきを禁じ得なかった。風をも巻き起こす突つきや、両りよう腕うでで受け止めた蹴けりの威い力りよくはともに凄すさまじかった。ガイフレイムでなければ、おそらくあの一いち撃げきで腕うでが粉ふん砕さいされていたのではないか。

　攻こう撃げきだけではない。ギュネイは弟のほうの後頭部を斬きりつけたはずだ。普ふ通つうならそこで終わっている。しかし、背中と首の筋肉が隆りゆう起きしすぎていたため、それが生身の壁かべとなって剣けんの狙ねらいを逸そらしていたのだ。

（ランドールに、まだこんな奴やつらがいたのか）

　戦せん慄りつを抱いだく。戦せん慄りつとは、すなわち恐きよう怖ふだ。いかに歴戦をくぐり抜ぬけてきた戦士であれ、命いのち懸がけの戦いに際してこれを覚えぬときはない。勇者とは恐きよう怖ふを感じぬ者のことではなく、恐きよう怖ふを飼い慣らす術を心得ている者のことだ。

　いつもながら、ギュネイの決断と行動は素す早ばやかった。

「王家に歯向かう者ども。兄弟の首を仲良く王女に差しあげよ」

　鋭するどく言い放って、ふたたび兄弟のほうに向かう──と見せかけて、二人が応戦の構えを取った瞬しゆん間かん、左手に隠かくし持もっていた瓦が礫れきを投げつけた。『遣つかい手て』の技わざゆえに、ウーもラーも過か剰じように警けい戒かいしたか、ただの石くれにたたらを踏ふんだその好機をギュネイは見み逃のがさなかった。兄弟の傍かたわらを走はしり抜ぬけるや、王女を拘こう束そくしたままのイシスへと迫せまる。「なにっ」とイシスが声をあげたときには、その手を剣けんの柄つかで打っていた。黒いつむじ風は苦鳴をあげたイシスを置き去りに、王女を巻まき込こんでその場を跳とび離はなれた。ちなみに、兄弟拳けん士しがギュネイに手間取っているあいだに、ブルート王子もへっぴり腰ごしで室内から逃にげている。

「貴き様さまあっ」

　出だし抜ぬかれたと気づいた拳けん士したちが追つい撃げきに移ろうとしたとき、

「そこまでだ！」

　手を押おさえたままのイシスが叫さけんだ。

　ギュネイからは見えなかったが、窓の下にも兵たちが集まってきている。イシスはすぐさまロゥラの身体からだを抱かかえた。「わっ」と少女が声をあげる。

「な、なにをしている!?　早くあいつを片づけろ。王女と王子を奪うばい返かえし──」

「『早く』片づけられる相手ではない模様。まさかあれほどの敵がいたとは。これ以上予測不能の事態になると厄やつ介かいなので、逃にげます」

　こちらも決断が速い。ロゥラは癇かん癪しやくを起こしかけた。

「わ、われわれが逃にげるだと!?　そんなこと、ゆ、許さんぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、お叱しかりを受けるのはわたし。たとえ鞭むち打うたれるにしても。ですから、お嬢じようさまのお尻しりはわたしが保証します」

「そういうことじゃないっ」

　少女の抗こう議ぎも無視して、イシスはためらいもせずに窓から飛び降りていた。

「ラー、つづけっ」

　二人の巨きよ漢かんは未練を残しつつも、ギュネイが追おい討うちをかけるべく踏ふみ込こもうとすると、そのまま呆あつ気けなくイシスのあとにつづいた。ギュネイは急いで窓辺に寄って見おろした。巨きよ漢かんは当然のこと、イシスもまた昨日見せたような跳ちよう躍やく力をもって、群がりかかる兵たちを置き去りにしてすでに城から遠ざかりつつある。

　追うか、と思いもしたが、追ってどうするか、となるとギュネイひとりでは決断できないのが現在の彼かれを取り巻く状じよう況きようだ。ギュネイは苛いら立だたしげに兜かぶとを手で叩たたいた。

「姫ひめ、ご無事で──」

　気を取りなおして振ふりかえったところに、「騎き士しさま！」と間近で声がした。窮きゆう地ちを救われた姫ひめを差し置いて、英えい雄ゆうの胸に飛とび込こんできたのは、涙なみだと鼻水で顔中をぐしゃぐしゃにしたターシャだった。

「き、騎き士しさま、騎き士しどの、よくぞ、よ、よくぞ駆かけつけてくださいました──。このターシャ、必ずや、騎き士しどのが来てくださると、信じて、信じておりましたとも」

「あ、ああ、うむ、さようであるか」

「姫ひめさま！」感情が不安定になっているのか、安心した途と端たん、ターシャは主人のほうを涙なみだ目めでにらみつけた。「だから、だから申しあげたではありませんか。お山に籠こもっている連中など、狂きよう信しん者でしかない、と！　あの連中、こともあろうに、姫ひめを、な、亡なき者にしようと──」

「いいえ」

　王女はスカートの裾すそを払はらいながら、鼻と口を手で覆おおっていた。もうもうと舞まいあがっている埃ほこりのせいか、それとも血の臭においを嫌きらってのことか。

「彼かれらがわたしを亡なき者にするつもりでいたなら、わたしはとうにここで屍しかばねを横たえています。なんといっていたか──、そう、わたしをさらい、わたしがダスケスに殺された風に見せかける？　そうすれば民たみが自分たちのもとに集つどうはずだと、そのようなことをいっておりました」

　相手の思おも惑わくはどうあれ、力ずくで拉ら致ちされかけたのはまちがいない。だというのに、平然としている風なミネルバの態度にギュネイは感かん嘆たんした。が、

「ターシャ、すぐに城の者を呼んでください。遅おそいとは思うが、城と街、両方の門を閉ざさなくては。それと場所を移しましょう、騎き士しどの。お互たがい、早さつ急きゆうに話しあわねばならぬことがあるようです」

　そうもいうので、さすがにギュネイのほうが気を使つかった。

「し、しかし姫ひめ。あのようなことがあった直後です。少しお休みになられては」

「そのような暇いとまはない。もし騎き士しどののほうがお疲つかれだというなら、多少時間を開けてもよいが」

　どこか白茶けたような顔で薄うすく笑いさえする。気を吞のまれたギュネイは「いえ」としか返せない。ミネルバはそれにも笑って、

「おかしなものだ。長らく国政をも取り仕切ってきた司教の一派がわたしをかどわかそうとした。それを救ったのは、いまだに名前も素す性じようも知れぬ騎き士しであり、わたしはその騎き士しに、これからのことを相談しようとしている。ふむ、いまいっても詮せん方かたないことでしたね。申しわけない。それと、わたしからも改めて礼をいいます、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉。よくぞランドール王家最後の人間を守ってくださいました」

　冷静このうえない口調のようでありながら、なぜか感情の欠落したようなその声こわ音ねと笑え顔がおとに、ギュネイは、とある既き視し感かんを覚えていた。その正体について考えるより早く、

「あっ、騎き士しさま、剣けんが──」

　ターシャが声をあげる。見ると、ギュネイの手にした剣けんの先せん端たんに亀き裂れつが入っている。先ほど斬きりつけた肉体の壁かべによるものだろう、と思うと、ギュネイはさすがにぞっとした。
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　コンラットは、扉とびら越ごしに報告を受けた。

「わかった。新たな任を伝える。文ふみを書き終えるまでさがっておれ」

　イシスからの使者は怒ど髪はつ天を衝つくほどの怒いかりを向けられるのを覚かく悟ごしていたが、かつて〈漆しつ黒こくの冠かんむり〉として恐おそれられた男にして、大司教ハーディンの弟の返事はごく簡素なものだった。

　ディラ・ロゴス山の頂上にある、古い聖堂。傍かたわらには簡素なつくりの屋や敷しきがあり、コンラットはその一室に籠こもっている。ディラ・ロゴスに来て以来ずっとだ。一歩も外を出歩くことはなく、また、限られた者以外は室内に通さない。ゆえに、ある種の噂うわさがディラ・ロゴスには絶えなかった。

「わたしは、お山へ来られたときの司教さまを、この目で見ている」若い僧そうが震ふるえ声でその噂うわさを流していた。「複数の手に担かつがれたコンラットさまは、右みぎ腕うではおろか、両りよう脚あしをも失っておられ、すでに虫の息であられたのだ。あれでは、三日ともたずに神の御みもとへ旅立たれても不思議ではなかったはずだ。われらの前にお姿をまったくお見せになられないのも、あるいは司教さまはすでにお亡なくなりになられており、われらの士気が落ちるのを危き惧ぐされた上層部の方々がひた隠かくしにされておられるのではないか──」

　大戦末期のこと。

　英えい雄ゆう物語などで広く世間に知られているとおり、コンラットは、国ざかいに大きな砦とりでを構えて、諸王国連合軍を迎むかえ撃うった。手をひらめかせるごとに神の眷けん属ぞくを召しよう喚かんできるというその力は絶大で、なおかつコンラットに従う兵たちは、

「戦場で前のめりに死んだ兵士はみな神の御みもとへ招かれて、そして神がラクロアさまのお身体を借りて降臨なされた際に、新たな命を得てこの世に舞まい戻もどることができる」

　という、大司教ハーディンでさえ口にしたことのない、不可思議かつ狂きよう気き的な信しん仰こうを胸に抱いだいており、

「敵兵をひとり道づれにするごとに、天へのきざはしが一段ずつ宙にかかるともいう。さあ、殺せ。そして、死ね」

「殺せ、そして、死ね」

　不気味な合言葉を唱えつつ、この世での死をまったく恐おそれずに戦った。

　狂きよう気き的な士気を維い持じする兵卒と、この世ならぬ魔ま獣じゆうの群れ。数が多くとも実質は寄せ集めに近い連合軍は、史上もっとも不気味な軍勢との戦いに腰こしが引けてしまい、砦とりでを攻せめあぐねた。

「さすがは大司教の弟どの、十数万もの軍を釘くぎづけになさった」

　ランドールの将兵、僧そう侶りよたちは喝かつ采さいをあげた。ここで時を稼かせぎさえすれば、ほどなくして神が王都に降り立つ。神の放つ光を受けた烏う合ごうの衆は塵ちり芥あくたのごとく吹ふき飛とぶか、兜かぶとの向きをきっちり揃そろえてひざまずくことだろう──とランドール中の人間がそう思った。

　その希望をもろくも崩くずし去ったのは、のちの世にいう六英えい雄ゆうだった。

　諸王国連合軍が、一見、益もなさそうな前進後退を繰くりかえしてランドール兵の目をひきつけている隙すきに、アレフ、ギュネイ、エリシス、ジューザ、ケイオロスは、裏切り者アー・シェの誘ゆう導どうに従って砦とりでに侵しん入にゆう、砦とりでにしつらえられた礼拝堂で祈いのりを唱えていたコンラットに挑いどみかかった。

　その戦いたるや、神話上の神と悪あく魔まの戦争に匹ひつ敵てきするほどに凄すさまじいものだったという。

　数多くの眷けん属ぞくを呼び寄せることのできるコンラットも、結局は神ならぬ人の身、連日、夜を徹てつしての祈いのりがつづいていたために体力の消しよう耗もういちじるしく、最後には六人の悪あつ鬼きに敗れた。

〈運命の勇士〉アレフの剣けんで右みぎ腕うでを斬きり飛ばされたエピソードは特に有名だ。

　陥かん落らくした砦とりでを背に、諸王国軍はいよいよランドール領内へ烈れつ火かのごとき進軍を開始する──というのが大体の英えい雄ゆう物語で語られている顚てん末まつであり、コンラットはその後の物語にはまったく登場しない。そのため、大司教の弟はこの砦とりでと運命をともにしたと誤解する者が多いのだが、実際は、かろうじて砦とりでから落ちのびていた。

「まだだ。まだ──」全身に手傷を負いながらも、コンラットの目は活いき活いきと輝かがやいてた。「兄上のもとへ急ぐのだ。神が地上へ降り立たれる日は近い。それまでの時間を稼かせぎさえすればいいのだ。いざとなれば、わたしが最後の盾たてとなる」

　だが、運が尽つき果はてたというのは、こういうことなのだろう、闇やみにまぎれてバン＝シィを目指していた一団は、王都まであと一歩というところで敵の哨しよう戒かい隊に発見された。しかもそれがアルギアの戦士団からなる部隊だったのだ。

　いまは地図にその名を残さぬ王国アルギア。この国が滅ほろんだ要因をつくったのは、誰だれあろう、コンラットだ。彼かれは、まったく別の素す性じようをよそおってアルギアの王宮に接近すると、純じゆん粋すいな信しん仰こうが途と絶だえて久しいこの国において、『宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師』という、よそのどの国にもない役職と、王からのまたとない信しん頼らいを得たのだが、時機が来るとその信しん頼らいをあっさり裏切って、アルギアを内部から崩ほう壊かいせしめたのだ。

「おれは、神というものを信じたこともなければ、祈いのったこともない」

　アルギア戦士団のリーダー、〈七つの牙きば〉のアケロンは、かがり火の中央で大笑した。

「だが、いまは信じられる思いがする。コンラット、貴き様さまをこの手で討うてる好機を授さずけてくださった偉い大だいなる力の存在を。貴き様さまの手で魔ま獣じゆうの餌えさへと捧ささげられた第二王女はおれの婚こん約やく者だった。〈漆しつ黒こくの冠かんむり〉よ、楽には死なさぬぞ！」

　コンラットにとって、あとの日々は生きながらにして地じ獄ごくに堕おちたようなものだった。

　逃にげられないようにと両りよう脚あしを断たち切きられ、全身に鞭むちと焼きごての当たらない箇か所しよはないというほどに痛めつけられた。表向きはバン＝シィにおける軍容を聞き出すためだとしていたが、拷ごう問もんのほとんどの時間に立ちあったアケロンの目的が別のところにあったのはあきらかだ。

　が、半月後、攻こう勢せいに転じようとするランドール軍の決死の働きによって、アケロン率いるアルギア最後の戦士団は壊かい滅めつ。コンラットの身み柄がらは救出された──。

　そして現在。すでに亡なき者になっているのでは、との噂うわさが敵味方かかわらず、まことしやかに囁ささやかれていたが、しかし、このとおりにコンラットは生きている。

　イシスの使者からの報告を受けて数タルン後、コンラットは狭せまい部屋の窓まど際ぎわへと移動した。

　両りよう脚あしもなく、杖つえもなく、もちろん介かい護ごする者もないのにどうやって移動しているのか、余人にはおそらく想像もつかない。

　その晩は月が出ていた。射さし込こむ青白い光に濡ぬらされたコンラットの顔は、かつてギュネイが「恐おそろしい」と評したとおりの容よう貌ぼうをしている。ただしいまはそのとき以上だろう。剃そりあがった頭部も、鼻も唇くちびるも、ことごとく傷きず跡あとに埋うめつくされている。

「黒こく狼ろう王は、神によって月から遣つかわされた使者であるという」

　誰だれに語るともなく、コンラットはひとりつぶやいた。

「あるとき、太陽が『自分は神よりも強い』と増長して、その証あかしに、地上の民たみをひとり残らず焼きつくそうとした。川が干ひあがり、作物は干ひからびて、人々も陽炎かげろう立ちのぼる地表に屍しかばねを横たえていく。それを嘆なげいた神は月から黒こく狼ろう王をお遣つかわしになられて、太陽の炎ほのおを喰くらわせた。神と地上に無む償しようの愛を注ぐ黒こく狼ろう王の姿は、兄を陰かげから支えるべきわたしにふさわしい」

　コンラットはそう思って、自らの聖堂や、司教服、あるいは配下についた兵たちの武具に黒こく狼ろうのレリーフを使ったり刻印を施ほどこしたりしてきた。

「コンラット、そなたほどの力があれば、その黒こく狼ろう王をも地上に招き寄せられるのではないか」

　あるとき──ランドール兵たちが諸国を馳ち駆くし、無知で愚おろかな人民を改宗させていたさなか──兄ハーディンがおおらかに笑った。対するコンラットは渋じゆう面めんになった。

「大司教の身でありながら、またも愚ぐ弟ていと益もない議論をしようというのですか」

「おまえとの神学的な議論は心楽しいものだよ。益もないということはない」

「楽しい、ねえ。この前は議論が白熱するあまりに、あなたはぶどう酒の瓶びんを床ゆかに叩たたきつけなさったはずだが」

「そしておまえはわたしに帽ぼう子しを投げた。あははは、あれほど熱くなったのは子供のとき以来だったな」

「お笑いなさるか。あとで片づける者の身にもなっていただきたい」

　兄と直接の面識があるなしにかかわらず、大勢の人間にとっては信じかねることかもしれないが、弟から見た兄を的確にいいあらわすなら、それは『無む邪じや気き』のひと言に尽つきた。

「さて、話は黒こく狼ろう王だ。どうだ、試ためしてはみないか。ランドールに伝わる神話でもっとも有名な神の使つかいを、おまえがこの地上に招き入れることができたならば、それは神の世の再来を約束するまたとない場面となる。黒こく狼ろう王を目の当たりにすれば、わが国の民たみは無論のこと、真実の神をいまだ認めようとしない諸国の王とて、まことの信しん仰こうに目覚めるのではないか」

「前にも申しあげたとおり。わたしは、神話がすべて事実に基もとづいたものであったとは考えていません。わたしどもが召しよう喚かんしている眷けん属ぞくの方々も、神話や聖典で語られる天使、神使のたぐいではない、とも考えています。あれは、神の世に無数存在する形なき魂たましいを、われわれが地上への門を開くことによって解き放ったものであり、そのお姿も、地上にあらわれる際に召しよう喚かん主が思い描いた想念イメージが投とう影えいされているに過ぎない。六つ脚あしの神しん馬めも、翼つばさある要よう塞さいも、黒い息を吐はく天使も、徳なき者を喰くらう暴ぼう竜りゆうも、すべて、信しん仰こうによって培つちかわれた僧そうたちの想念イメージによって受肉したもの──である、とわたしは考えております」

　それで話を終える気であったが、兄は、目を閉じて「ふむふむ」といっている。先を促うながしているのだ。祝日の正せい餐さんのときだから、それなりの料理が食しよく卓たくには並んでいる。これを消費しつくすまでの退たい屈くつしのぎのつもりだろう。コンラットはため息をついた。

「ですから、神話上に語られる黒こく狼ろう王も実在はしません。この世に招き入れようとしても無む駄だなこと。少なくともわたし自身がそう信じておりますれば、実現は不可能かと」

「いや、無む駄だにはならんさ」

　ハーディンはなんのつもりか、皿に乗っていた菓か子し細工を取り寄せると、それをじかに手で弄いじくりはじめた。「大司教」とコンラットがたしなめたが、

「まあ待て。ほらできた」

　もともと建物の形に似せてあったそれを、ハーディンはかろうじて人の形だと判別できるものに変えていた。べとべとになった手をハンカチで拭ぬぐいつつ、

「要は、こういうことだろう。神の領域を漂ただよう神聖なる魂たましいを、想念イメージとやらを器うつわにすることでこの世に受肉させる。その器うつわの形は、いいかえるならば自由自在。そうだな？」

「ただ想念イメージと申しあげても、確固たる『形』が念頭になければできないことです。大勢の僧そうたちが神話上の生き物を具現化させているのも、彼かれらが信しん仰こうによってそれらの実在を強く信じればこそ。まったくの自由自在というわけには──」

「そう、大勢の僧そうたちは、神話上の概がい念ねんに囚われすぎている。だが、おまえはそうではない、という。そのおまえだからこそできるのではないか？　実在するとか、しないとかはかかわりない。おまえが黒こく狼ろう王にふさわしい器うつわを心のなかに練りあげることさえできるなら、必ずや黒こく狼ろう王はこの地上に降り立つ、そうではないか？」

「……ふむ」

　コンラットは思案顔になった。が、すぐに呆あきれ顔になったのは、兄が手で弄いじったばかりの菓か子しを口に運んだからだ。

「無論、黒こく狼ろう王というからには、太陽を喰くらうほど、とはいわんまでも、普ふ通つうの大きさでは駄だ目めだ。強くなくてはならんのは無論のこと。偉えらそうにも見えなくてはいけない」

「注文の多いことですな」

「ともかく、やってみせてくれ、コンラット。わたしがラクロア姫ひめを依より代しろに神のご降臨を成じよう就じゆさせるその日まで、信しん仰こうの拠よりどころとなる存在が欲ほしいのだ」

　コンラットはこのとき、やってみせましょう、とはいわなかった。昔から安やす請うけあいは嫌きらいだった。が、兄が満足した風に食しよく卓たくを立ったのは、やはり弟の性格を知しり抜ぬいていたからだろう。

　実際、コンラットはその日から、黒こく狼ろう王が地上に降り立つにふさわしい図を練りはじめた。しかし彼かれ自じ身しんが兄にいったとおりだ。思おもい浮うかべるだけではいけない。砂の器うつわに水を満たそうとて、器うつわが崩くずれ去さるのみ。あらゆる角度、あらゆる面において、針の穴ていどの隙すきもつくってはならない。それは、数多くの眷けん属ぞくを召しよう喚かんして意のままに従えることのできるコンラットにして、困難で、難解で、実現できるかどうかもわからぬ事業でありながら、同時に、久しぶりに、わくわくするような、それこそ子供時代に戻もどったような遊びの延長でもあった。

　──が、それも長くはつづかなかった。ランドールが領土を拡大するにつれて、本来の仕事が忙いそがしくなった。自分がもう五人ほどいれば、と思うほどだったが、これもほどなくして、忙いそがしさの質が変わった。六英えい雄ゆうの台頭によって、拡張したばかりの領土は奪うばいとられ、あまつさえ、以前の国境線さえも侵おかされるようになったのだ。

　六英えい雄ゆうがまだその名で呼ばれていなかったころより、〈不死将軍〉ゼオの報告などによってその存在を危険視していたコンラットは、彼かれらがいま以上の脅きよう威いにならぬうちに取り除くべく、双そう蛇じや兵団を設立した。が、各地の戦線が激化すると、思うような人材、また、予算も得られなくなって、結局は戦争中にこの部隊を投入することはできなかった。

　結果、兄も、神の依より代しろも討うたれて、コンラット自身も先ほど述べたような辛しん酸さんを舐なめた。

　大戦後、ディラ・ロゴスに籠こもったコンラットは、兄の娘むすめロゥラを旗はた頭がしらとして、僧そうたちを呼び集めることに成功した。双そう蛇じや兵団を改めて設立しなおしたコンラットは、まず手はじめに、六英えい雄ゆうたちのもとへ彼かれらを派は遣けんすることを決めた。暗殺の任を与あたえたのだ。

（国家の復興も、神を新たに降臨させる計画も、奴やつらを排はい除じよせぬことには進められない）

　その当時、ディラ・ロゴスはフォーゼ軍の包囲を受けていた。こちらの意図に気づかれぬよう、敵をあえて深く陣じん地ちに引ひき込こんだうえで、兵にまぎれさせながら精せい鋭えいたちを外へと解き放った。計画の初動こそ上う手まくいったが、

（いま思えば、わたしもいささか焦あせりすぎていた。兄を子供のようだなどと笑えんな）

　いまだ六英えい雄ゆうの誰だれそれを討うち取とった、という報告はない。志半ばにて散ったのだろうか。

「しかし終わりではない。神の御みもとへ旅立った多くの命のためにも、これで終わりにするわけにはいかぬ」

　コンラット司教は目を閉じた。

　束つかの間ま月光をも遮さえぎって訪おとずれた闇やみに、無数の幻げん影えいが浮うかんでは消えた。ランドールの敵対国が魔ま獣じゆうなどと呼びならわす、この世ならぬ生き物、神の眷けん属ぞく、幻げん獣じゆうたち。

（より強い力を）

（六英えい雄ゆうの剣けんも槍やりも通じず、彼かれらの魔ま術じゆつごとき、鼻息ひとつで吹ふき飛とばすほどの）

　すなわちこの世の定義に当てはまらぬ、この世の現象と無関係でいられるほどの存在。

　そうした強い存在を呼び出すには、彼かれが神の国と考えている別次元においても、相当に深い階層を探さぐらねばならない。すなわち、現世から距きよ離りがあるということだ。そんな深い階層に『手』を伸のばすということは、術者もまた、現世から置き去りにされる危険性を孕はらんでいた。

　コンラットはふたたび目を開いて、青白い光を浴びながらひとりごちた。

「いまさら、どうなろうとも構わん。この身が滅ほろぼうと、この魂たましいが永遠に救われることのない煉れん獄ごくにうっかり迷まよい込こむ羽目になろうとも。神の奇き跡せきがこの地上に舞まい降おりるその瞬しゆん間かんのためであるなら、このコンラット、何度でも死んでみせよう」




　今宵こよい、月を見あげているのは無論コンラットばかりではない。

　テラスに出ていたロゥラは、月に向かって十字の印を切っていた。

　すると、壁かべに小石がぶつかったような音がしたので、そちらを見やると、なにやら黒っぽい影かげが蠢うごめいている。獣けもののようだ。壁かべに次々足をつきながら接近してくる。

　気づいたときにはもう、テラスに一頭の狼おおかみが降り立っていた。頭部の高さはロゥラの胸にも達している。毛並みは灰色。ロゥラを見つめる金色の瞳ひとみが月光を薄うすく反射していた。ただし左目だけ。右目は傷きず跡あとで白く塞ふさがっている。ロゥラは息を吞のんで立ちすくむ──かと思いきや、

「無礼者。こんなところから入ってくる奴やつがあるか」

　まったく恐おそれた様子もなく、むしろきつい口調で叱しかりつけた。命知らずもいいところだが、次の瞬しゆん間かん、狼おおかみの姿が人間のものへと変化。上体をゆったりと起こしながら、ロゥラをやはり金色の瞳ひとみで見つめているのはイシスだった。灰色の長なが衣ぎぬを着て、傷きず跡あとで塞ふさがったほうの目には眼帯をしている。ロゥラはそれをしげしげと眺ながめて、

「前も聞いたかもしれないが、おまえ、狼おおかみでいるときは、その服や眼帯はどうしているのだ？」

「前にも話しましたが、記き憶おく力が欠落されているお嬢じようさまのためにいま一度申しあげましょう。服も眼帯も、わたしの体毛が擬ぎ態たいしているものです。擬ぎ態たい、わかりませんか、わからないでしょう、要は、毛を変化させて、それっぽく見せているだけ。つまりいまのわたしは丸まる裸はだかと同じことです。お嬢じようさまの趣しゆ味みでおかしなエプロンをつけさせられていますが、人間の服をこの上から着ると、人じん狼ろう族は暑くて仕方ないのですよ」

「いちいちひと言多い奴やつだな。それより、どうしてこんなところから入ってきた」

「お嬢じようさまがテラスから身を乗り出しておいででしたので、まさか今度はここから脱だつ出しゆつを図はかる気か、とお止めに参った次し第だい」

「今日はよい。第一、脱だつ出しゆつしても、ここにはなにもないではないか」

　ロゥラは鼻息混じりにいった。

　ここは、バン＝シィに通じる街かい道どう沿いにある宿場街だ。以前の大戦時には戦場となっており、ほとんどの建物は打うち壊こわされたか、焼やけ焦こげている。当然人が住んでいるはずもない。街の隅すみにあった宿がかろうじて残されていたので、現在、ディラ・ロゴス山を下った者たちのうち、ロゥラをはじめとした代表格の人物が部屋をわけて使っている。

「そういうおまえは、夜のお散歩か？」

「まさか。お山に報告にいき、そしてコンラットさまからの書状を預かってきたのです」

「なんだと、噓うそをつけ。まだあれから三日だぞ。速すぎるだろう！」

「お嬢じようさまには、頭ごなしに否定する前に、まずご自分の頭で考えるということを習慣づけていただきたいものです。まあ、今回は答えを教えてさしあげます。お山とのあいだに、わが人じん狼ろう族の者たちが等とう間かん隔かくで待機しているのですよ。双そう方ほうからなにか連れん絡らくごとがあれば、彼かれらの手を伝って、すばやく情報のやり取りをすることが可能なのです。われらは馬より速く、また、知ち恵えがあるぶん、ただの狼おおかみよりも持久力に優すぐれています。なにより、襲おそわれる心配がない。敵が監かん視し網もうを広げていたとて、『あの狼おおかみ、怪あやしいぞ。密書を持っているのではあるまいか』なんて勘かんぐる者はいませんからね。敵を迂う回かいする必要もないので、より速く移動できるのです」

「おお、それで、叔お父じ上うえはなんと仰おおせであったのだ？　わ、わたしを怒おこってはいなかったか？」

　途と端たんにロゥラは心配顔になった。

「さて、わたしも書状の中身は見ておりません。すぐに司祭さまたちにお届けしたので。ただ、司祭さまたちが急いで引きはらう動きを見せていない以上、『すぐ引きかえしてこい、馬ば鹿か者』という内容の書状でないことは確かなようです」

「そうか」ロゥラはテラスの壊こわれかけた手すりに軽く蹴けりをくれてやりながら、肩かたを落とした。「叔お父じ上うえはお優やさしい方だからな。父上がわたしをお叱しかりになったときも、『よいではないですか、大司教』といつもなだめてくれた。遠くに出かけていたときは、必ずお土産みやげを持ってきてくださった」

　コンラットにも家族はある。が、司祭に叙じよ階かいされた時点で、そうした俗ぞく世せいとのつながりをなるべく断たつようにしていた節があった。生しよう涯がいのいっさいを信しん仰こうに捧ささげると決めたのだろう。が、そんな彼かれも、姪めいっ子が可愛かわいくて仕方なかったと見える。

「だからわたしを怒おこりはしない。だが、心のなかではさぞがっかりなさっておられるだろうな。くそっ、これも、あの〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらのせいだ。おまえがわたしを連れて逃にげさえしなければ、『ミスラ』でぎったんぎったんにしてやったものを！」

「それはまた次の機会に取っておいてくださいませ。わたしの苦労が増えるので」

「なにかいったか？　ああ、それにしても腹が立つ。おまえも〈黒こく狼ろうの騎き士し〉もそうだが、あのミネルバという姫ひめもだ！　王家の人間でありながらこちらに協力しようともしないのはどうしてだ？　ランドール王家の人間であるなら、神へのご奉ほう仕しの気持ちを忘れてはならないはずだ。当然、われわれが要求したことは、すべて受け入れるべきじゃないか」

「人は神の定めのままに命を得ながら、この無情なる地上において一日を経るごとに、少しずつ神の手を放していってしまう、と、いつかハーディンさまが仰おおせでありました。神の『愛』とは、ただ、人にぬくもりを与あたえるものだとは限らないのだからなおさらだ、とも」

「わからないな。神さまがこの世に降り立てば、皆みなが幸せになれるというのに、どうしてそれを拒こばむ理由があるんだ？」

「さて。国ごとに、そして人それぞれに、見える神さまがちがうのでしょう。『愛』もまた。そう、たとえば、わたしに関してもそうです」

「イシスが？」

「わたしのような人じん狼ろう族は、ほかの国においては『浄じよう化か』すべき対象なのですよ。簡単にいえば、いまのように狼おおかみから人間の姿になるところを他人に見られれば、よその国では『悪あく魔まの使つかい』とみなされて火あぶりにされても不思議ではありません。それが彼かれらの信しん奉ぽうする神の『愛』なのです」

「なんだと！」

「実際、わたしの一族の大半は、住すみ処かを奪うばわれ、集落を滅ほろぼされている。親も友人も大勢亡なくしました。ぼろぼろになって流れ着いたこの先で──このランドールにおいてはじめて、わたしの存在もまた、神に愛されし人間として受け入れられたのです。ウーやラーのようなミルド人の末まつ裔えいに関しても似たようなもの……って、お嬢じようさま、泣いておられますか？」

「お、おまえ、だって、そんなのを知ったのは、はじめてだ……」

「おやまあ、お優やさしいことです」

　イシスはロゥラの頰ほおにハンカチをあてがおうとしたが、ロゥラはハンカチだけを奪うばい取とって、そっぽを向いた。

　ロゥラもまた、父ハーディンをはじめとする大勢の知りあいを亡なくしている。

「まったく……まったく……どいつもこいつも、おかしいんだ。イシス、わたしは絶対に神の『よりしろ』となるぞ。もともと、本当なら、わたしがやるはずだったんだ。ラクロアになんか最初から無理だったんだ。わたしが今度こそ神さまをこの世に招いて、おまえも、おまえの家族も、火あぶりになんか絶対させない世のなかにしてやるからな！」

「期待していますとも」

　イシスはかすかに微ほほ笑えんだが、背中を向けたロゥラがハンカチで鼻をかむ音を耳にすると、

「それは、返さなくて結構ですからね」

　といった。
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　ロゥラ一派が、会談の席でブルートやミネルバを拉ら致ちしようとした──という事実は、ミネルバの一存で伏ふせることにした。もともとの会談すら非公式のものだ。

　しかし、死者が複数出たこの一件を隠かくしとおすのは困難であるのに加えて、何者かが率そつ先せんして噂うわさを流したらしく、ミネルバの意志とは裏腹に、都市部はたちまち大おお騒さわぎになった。

「ディラ・ロゴスの狂きよう信しん者どもめ。王女をかどわかそうなんてふざけてやがる。今度一歩でもバン＝シィに足を踏ふみ入いれたなら許しちゃおかない」

　と腕うでまくりする者もあるその隣となりでは、

「いや、会談の席を利用して、王女さまやロゥラさまに剣けんを向けたのはダスケスという話だぞ」

　と説く者もある。噂うわさは虚きよ実じつ混在していて、混乱が増す一方だった。

　素す顔がおをさらして街中を歩くギュネイは、数々の噂うわさや、住民同士の喧けん々けん囂ごう々ごうとした言い争いを耳にしながら、ますます厄やつ介かいなことになった、との実感を深めている。

　これまで見聞きしてきたとおり、ランドール国内には、ハーディンが浸しん透とうさせた教義なしでは生きていけない者たちがいるのも事実ではあるが、

（そのハーディンの教えを継つぐロゥラ派は危険この上ない。王家に従わず、ダスケスにいくさをしかけるのもためらわない過激なやり方は、ランドールを窮きゆう地ちに追いやるだけだ）

　おかげで、ギュネイはまたもケイオロスたちと合流するのを先送りにしている。いまの、明日にも争いが起こったとて不思議ではないバン＝シィをとても放置してはいられないからだ。

　王家、ディラ・ロゴス、ダスケスといった勢力が混こん沌とんとしているいまのランドール中ちゆう枢すうにおいて、ギュネイの立場にもっとも近いのは、いうまでもなく王女ミネルバだろう。

　……あの城内での争いの直後、ギュネイと王女は場所を移して、二人きりで話した。

　会談の席でロゥラが発言した内容を教えられて、ギュネイは絶句しかかった。

（ブルートを連れさらって処しよ刑けいする？　ふたたび神を降ろす？　それで、ダスケス軍を殲せん滅めつしよう、ってことか？）

　あきれた。とともに、会談の席をひと目見たあの刹せつ那な、ギュネイのなかで燃えあがった怒いかりの念がふたたびぐつぐつと煮にえたぎりはじめた。

　神を降ろして理想の世界を築きあげる──。かつてのランドールもそんなお題目を唱えながら、ギュネイの友人を魔ま術じゆつの生いけ贄にえにしようとし、知りあいを大勢、燃えさかる火に投じていったのだ。

　ギュネイはさすがに王女の手前、荒あら々あらしい感情は自制した。

「ハーディン大司教はとうになく、魔ま力りよくの宿った僧そうも大半が討うち取とられて、おまけに依より代しろもないはずなのに、奴やつらに神が降ろせるとは思えない。どこまで本気なのでしょう」

「わかりません。ただ、あのロゥラという娘むすめは、これはコンラットの意志でもあるという風にいっておりました」

（あの男が）

　ギュネイは考えた。数タック。ひとまずの結論を出すだけなら時間はそれで足りた。

「普ふ通つうに考えれば、あの女の子はただのお飾かざり。実質的指揮権はコンラットにある」

「……でしょう。あの娘むすめは、わたしをも『お飾かざり』だといっておりましたけど。他人のことはよく見えても、自分のことは案外わからぬものです」

「ならば、コンラットを討うてば、とりあえずのいざこざは終わります」

「騎き士しどの」

　さすがにミネルバが驚おどろきの声を出す。目の前にいる存在が何者であるかはいまだわからねど、その本質──剣けんをもって邪じや魔ま者の命を断たつことに、いっさいのためらいがない──に改めて気づいた、というような顔をしながらも、

「討うてますか」

　と聞く。こちらの『本質』も尋じん常じようではない。

「実際にできるかどうかはわかりません。ただし、そのための準備を進めておいて損はないはず」

「討うって、終わりましょうか」

「コンラットがいなくなれば、もうランドール僧そうに名だたる者はおりません。いくら大司教の娘むすめを旗はた頭がしらにしたところで、それを支える実力者がいないのでは、早晩、組織は崩くずれ去さりましょう。しかし信者はまだ民衆のあいだにも大勢いる。コンラット討とう伐ばつを姫ひめがやった、となれば、のちに禍か根こんを残します。ですから、姫ひめは、わたしがコンラットを闇やみ討うちにしたあとで、『あの〈黒こく狼ろうの騎き士し〉などは六英えい雄ゆうの何者かが化けた姿であるにちがいない』とでもいえばよい──」

「騎き士しどの、騎き士しどの」ミネルバは手を左右に振ふった。「いささか急せいておられる」

「でしょうか」

　ギュネイは六英えい雄ゆうのなかでも一いち番ばん槍やりをつとめてきた戦士だ。戦いの過程でどのような葛かつ藤とうや疑問が生じようとも、陣じん営えいを勝利させるための結論だけならば早々と導くことができる。それが他人には時々残ざん酷こくだったり冷れい淡たんだったりする風にも見えるらしい、とギュネイは考えていたが、

「時折思うことがある。あなたは、まるでこの世にいない人間のようだと」

　姫ひめのそのひと言に、ギュネイは兜かぶとの奥おくの目をみはった。

「戦いは日常の延長のよう。自身が動く以上は、勝利か、少なくともそれに近い結末は得られるものだと信じきっておられる。そして命を懸かける見かえりをなにひとつ求めない。金銀財宝に関心はなく、男なら当然あるべき功名心も見受けられない。それどころか、このランドールで得た名声をいっさいかなぐり捨てて、汚お名めいを着てさえ構わない、とまでいう。では、あなたはなんのために戦う？　なんのために生きる？」

（なんのために？）

　いま改まって突つきつけられた題目に、ギュネイは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、それからわざとらしく失しつ笑しようを洩もらした。

「な、なにをおっしゃるかと思えば。わたしとて、姫ひめから客分としての金は得ております。それに、戦いが日常のようだとは考えたこともなければ、わたしが戦えば勝利はまちがいなし、と信じたこともありません。無礼ながら、姫ひめは、戦地と、そこに赴おもむく兵たちの心をおわかりになられていない。わたしが『この世にいない』とおっしゃるならば、それはおそらくわれらが生きてきた──この目で見てきた、この足で歩いてきた世界が、あまりに異なるからでありましょう」

「ふん」ミネルバは軽く息をつきながら頷うなずいた。「わたしがわかっていない。確かにそうでしょう。馬ば鹿かなことを申しました、お忘れください」

「……いえ」

「話を戻もどしましょう。コンラットを闇やみ討うちにするかどうかはともかく、いまのところ、王家はディラ・ロゴスとの関係を悪化させたくはない」

　力ずくで自分を拉ら致ちしようとした相手との関係を『悪化させたくはない』と言い切れるのも、ある意味で肝きもが据すわっている。

「あなたがいったように、国内にはいまだ大勢の信者がいる。彼かれらとてランドールの民たみ。敵対したくはない、と同時に、敵にまわすほどの余力がない、というのも本音。が、味方に引ひき込こむには危険すぎる。これは、先ほどわたし自らが体感したとおりです。現在のコンラットは王家に仕える気はなく、ただその名を利用することだけを考えているようですから。さりとて、放置しておくのも、これまた危険。バン＝シィから追いやったとて、よそでまたなにをしでかすやらわかったものではない」

「情報を集めましょう」

　ギュネイはいった。前回の旅のとき、行動の指針に迷いが生じたとき、ケイオロスがよくそういって、使い魔まやリーリンを各地に放っていた。正直、あの当時のギュネイはその時間がもどかしかったのだが、事前に得られた情報ひとつで命を救われた、ということをたびたび経験するうちに、そうした行こう為いの大切さも痛感するようになった。

「そのうえで、コンラットを討うつ方策も検討します」

「わかった。わたしにできることは？」

「ディラ・ロゴスは手段を選ばぬ輩やからのようです。またなにか仕し掛かけてこないとも限らない。警備を厳重にし、なるべくお部屋から出られぬよう」

「そうか」

　ミネルバは顔を伏ふせた。

「また、窮きゆう屈くつでご退たい屈くつなことになりましょうが」

「構わぬ。慣れています」

　王女はいいながら、ギュネイが席を立つ段になると、

「情報は確かに必要です」ひとり言のようにつけくわえた。「わたしたちは、自分の目で見て、自分の足で歩いてきた世界をこそ磐ばん石じやくだと信じている。人は、あまりに『わからない』存在を前にすると、磐ばん石じやくであったはずの世界が揺ゆらぐのを感じ、不安におののくもの。その不安は、畏い怖ふにも憎ぞう悪おにも、どちらにもたやすく転ぶでしょう」

　王女のそんな声を背にしながら、ギュネイは、

「われらはしょせんかりそめの客。死してはじめて、ふるさとの平へい穏おんを知らん」

　ケイオロスが、そんな古びた詩を好んで口ずさんでいたのをにわかに思い出した。人の生のはかなさを歌ったものだろうが、「かりそめの客」という言葉が、いまのギュネイには重い。

　ギュネイはランドール人ではない。王家に忠誠を捧ささげてもおらず、目をひん剝むくほどの金を得ているわけでもない。他者から見て、命をも懸かけているその理由や、戦いのさなかにあって心の拠よりどころがどこにあるかがわからない、というのは、確かに不気味にも見えるのだろう。

（なんのために？）

　王女の問いかけを繰くりかえし脳内で反はん響きようさせながら、ギュネイは騒さわがしくなりはじめた王城をあとにして、跳はね橋ばし近くの木立を背にしたジルやリーリンと合流した。

　城の近くで門番と押おし問もん答どうしていた彼かれらは、城内でなにか騒さわぎが起こったのも察知していたらしい。ちなみに視線を上へと転じると、木の枝葉に隠かくれたつもりでいるらしいディドーも発見できた。

　ギュネイはあえてディドーにも聞こえるように、城内での出来事を簡単に説明した。

　リーリンは率そつ直ちよくに驚おどろき、ジルは不快そうな表情を浮うかべた。

「やはり邪じや神しんの崇すう拝はい者など、生かしておいてもためにならんのではないですかな。彼かれらの悪行こそがランドールの民たみを苦しめる最大の要因でしょう」

　憎ぞう悪お交じりではあるが、一応は、「邪じや神しんの崇すう拝はい者」と「ランドールの民たみ」をわけて考えるようにはなっているらしい。

　ひとまず、ギュネイは二人を宿に帰した。その数タルン後、

「まことか」

　ギュネイの背後に音もなく降り立ったのはディドーだ。

「噓うそはいわない」ギュネイは先せん端たんが砕くだけた剣けんを見せた。「きみの味方にやられた。ウーとかラーとかいってたかな、相当に強い。あれを刺し客かくに差し向けられていたと思ったら、ぞっとするよ」

「わたしだから大だい丈じよう夫ぶだった、というつもりか」ディドーは怒いかりに眉まゆを吊つりあげかけたが、すぐにその眉まゆをひそめて、「しかし……馬ば鹿かな、信じられない。王家の方を連れ去ろうとするなどと。父上が、まさか」

（この娘むすめも、あれこれと、ややこしい立場だな）

　自分とも、そしてジルとも似ている、と思う。なにかひとつ強力に信じるものがありながら、それゆえに迷うこともまた多い。

「神をこの地にふたたびお招きする──、ロゥラさまもそうおっしゃったのだな？　そ、そうだ、それさえかなえば、確かにすべてが解決する。ダスケスだろうとフォーゼだろうと、六英えい雄ゆうだろうと問題ない。そもそも神の前に万ばん民みんが平等であるという世界が実現すれば、王家とて形を失うではないか。だから、あえて父上は心を鬼おににされて……」

　なんとか自分を納なつ得とくさせる言葉を見つけようとするディドーへ、

「きみは、それが正しいと思うのか」ギュネイは問いかけた。「きみだっておれといっしょに見てきたはずだ。ランドールの現状を。大勢の人たちが苦しみに喘あえいでいるさまを。このうえ、なお戦災が招かれればどうなるか」

「い、一いつ瞬しゆんのことだ。何度もいった、神さえ降りられれば……」

「それができなかったのが先のランドールだよ。それを、なぜいまになってできると言い切れるんだ？」

「それをさせなかった張本人がなにをいうか！　おまえがふたたび邪じや魔まをするというなら、わたしが、ここでおまえを討うつまでだ」

「おれひとりを討うてば神が地上に降りられる？　いい加減にしてくれ」

　ギュネイは声を大きくした。

「ただの繰くりかえしだ。いいや、前よりもっと悪い。エレィノアも、ダスケスも、フォーゼも、今度こそこの国を根こそぎ──、住民ごと焼きつくすだろう。土地や財産を奪うばう大義名分を得たから、だけじゃない。彼かれらは、ランドールが怖こわいんだ。自分たちの崇あがめる神とはちがう神が、魔ま術じゆつが、魔ま獣じゆうが、〈赤目〉が恐おそろしいんだ。おれだってそうだった。いまだってそうなんだよ。また、黒い魔ま獣じゆうが、〈赤目〉が、ザッハにあらわれたらと思うと、怖こわくて仕方がない。そうした恐きよう怖ふから逃のがれるためにも、兵たちは思いつく以上の残ざん虐ぎやくさでランドールを荒あらしまわるぞ。さあ、神はいつあらわれて、この愚おろかな敵を討うってくれる？　いつ民たみを助けてくれる？　国土が半分以上焼かれてからか？　何千、何万もの民が火あぶりにされてから？　彼かれらは神の理想郷がため、喜んで犠ぎ牲せいになるっていうのか？　生き残るのはいったい……」

「やめろっ」

　ディドーの声を受けてギュネイは黙だまった。

　暗殺の任を帯びた女性──まだ少女の面おも影かげを顔に残した──は、声の鋭するどさとは裏腹に、深くうなだれていた。

「お、おまえに、お父上のお考えなどわからない。そうさ、おまえなどにわかるはずがない……双そう蛇じや兵団の一員であるわたしにだって、わ、わからないのに」

「だから、わからないのが恐おそろしい、という話だよ。お父さんがまちがっているとはいわない、ただ、娘むすめのきみさえわからないというなら、一度話しあってみるのもいいんじゃないか。本当にこのままでいいのかどうか」

「……前にもいったが、わたしと父上は親子であって、そうではない。あくまでわたしはコンラット司教に仕える配下のひとりでしかないのだ。おまけに」ディドーは、自じ嘲ちよう気味の笑いを浮うかべた。「その司教におおせつかった大事な任務に失敗している。そう、おまえの暗殺だよ。父上が、いまのわたしなどに会ってくださるとは思えない」

「つまり、おれの首を土産みやげにすれば会ってくれる、ってこと？」

「な、なに？」

　ディドーが目をぱちくりさせた。目に溜たまっていた涙なみだがひと筋こぼれ落ちる。

「さすがに首はあげられないけど……、そう、〈邪じや竜りゆう〉を生きながらにして捕つかまえた、ということにして、縄なわで縛しばったおれを連れてディラ・ロゴスへいったらどうだろう。敵を生いけ捕どりにするなんて、ただ殺すよりもずっと困難な任務だ。コンラットは喜んでくれるんじゃないか」

　ディドーは呆あつ気けに取とられたままギュネイを眺ながめていた。その目が、ほんの一タードほど前の王女ミネルバのものに似ている。

「確かに、そうすれば……父上は、わたしを褒ほめてくださるだろう……」

「うん、『よくやった、ディドー』と頭を撫なでてくれるコンラットの姿が目に浮うかぶようじゃないか」

「あ、あの父上がか？　馬ば鹿かな、そ、そんな、普ふ通つうの父娘おやこのようなことなど、わたしは別に望んでは……」

「いい子だ、ディドー、なでなで、とてもいい子だ、ディドー、なでなで」

「あ、いや、悪くない……」

　頭を撫なでられる光景を想像したらしい、ディドーが恍こう惚こつとなった。

「きみの好きな食べものはある？　お父上が用意してくださるかもしれない」

「そうだな、冬の祝日に食べるフルーメンティーが好きだった……その日は、父上もわたしたちのところに帰ってきてくださって……蜂はち蜜みつ、砂糖の甘あまさが口に広がって……」

「親子でいっしょに食べようじゃないか、ディドー。そこでなら、きっとコンラットもきみの言葉に耳を傾かたむけてくれるよ」

「そうだ……もともと、とても、お優やさしい方だから……わたしたちや、伯お父じ上うえのことを、自分のことより深く案じておられた……い、いや、待て！」夢から覚めたみたいにディドーはぱっとギュネイから距きよ離りを置いて、弓を手にした。「あ、危あやうく騙だまされるところだった。おまえのことだ、わたしに父上のところへ連れていかせて、そこで父上を討うつつもりだろう！」

（本当に必要なら、そうしたいところだけど）

　ギュネイはさすがにそこまではいわない。が、コンラットの真意を知りたい、というのは本音だ。敵として対たい峙じした経験から、あの男が決して考えなしの狂きよう信しん者というわけではない、ということはわかる。その男が、なぜこうも無む謀ぼうで、それこそ「気の急せいたような」計画を頭に描えがいているのか。

「と、とにかく。わたしは父上を信じるまでだ。わたしはおまえを見張る任務をつづける。わたしの矢が常におまえを狙ねらっていることだけは忘れるな！」

　ディドーの姿が搔かき消きえた。

　それから数日。

（情報を集める）

　とはいったが、いまのギュネイにできることは、バン＝シィ内で住民にまぎれ込こんで話を聞くくらいがせいぜいだ。リーリンやジルにも当たらせているが、先ほど述べたように、都市内部でもディラ・ロゴス勢への反応が割れている、くらいのことしかわからない。

（いっそ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としてコンラットの前に膝ひざをついてみるか）

　そんなことも考えた。

「噂うわさで知られているとおり、わたしはランドールのために剣けんを捧ささげた騎き士しである。わたしにも神のために剣けんを振ふるう許可を与あたえていただきたい」

　そういって、あえてコンラットの配下についてみるのはどうだろうか。欲ほしい情報も得やすかろう。いやしかし、コンラットはこちらの素す性じようを怪あやしんでいる。それゆえ命も狙ねらわれた。ミネルバ王女のときのように「素す性じようは詮せん索さくしないから存分に働いてほしい」とはなるまい。相対すれば、必ず正体を探さぐられる。

（ええい──、相変わらず）

　慣れない戦いだ。『敵』が定まらねば、彼かれのような、剣けんや槍やりを振ふるうことのみに特化した戦士は動きようがない。

　そして、ギュネイが懊おう悩のうとしているあいだに、さらに事態はややこしいものとなった。
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　ダスケスの軍勢が南方から攻せめあがってきた。

　その数、三千とも五千ともいう。

　ランドール南なん方ぽうの村々に分宿しつつ北上中。指揮官はゴードン。ダスケス第一王子、ということは、ブルートの兄に当たる男だ。

「いまだ邪じや神しんを崇すう拝はいするコンラットが、ダスケスの駐ちゆう屯とん軍に牙きばを剝むいた。弟を援えん助じよしてこれを討とう伐ばつする」

　という名目らしいが、この知らせをバン＝シィで聞いた当のブルートは腰こしを抜ぬかさんばかりに驚おどろいた。王女からの使いが敵を見るような眼まな差ざしをしているのに気づいて、

「馬ば鹿かな、おれは兄に助けなど求めてはおらんぞ」

　口から唾つばを飛ばしながら弁明した。実際、彼かれは城内でロゥラ一派に拉ら致ちされかかった件も、「このことは本国に伝えぬほうがいい」と判断して情報を遮しや断だんさせていたくらいだ。

　おそらく、兄は兄でランドールへの野心を捨てきれておらず、バン＝シィ内に間者を数人使わしていたのだろう。王都でまことしやかに囁ささやかれはじめた会談での件を、「好機」と見て、大急ぎで陣じんをまとめたにちがいない。駐ちゆう留りゆう軍の大将に選ばれた弟に先んじて、この機に王都を制圧する気ではないのか。

「コンラットの次は兄か。どいつもこいつも、おれの足を引っぱりたがることだ！」

　ゴードン王子の軍はこれを阻はばむものもないままに、王都へ着実に歩みを進めている。このままでは、いくさは避さけられない。どちらが勝つにしても、ブルートの野心にとってよい結果になるとは思えず、仕方なく兄の軍勢へ使者を放つことにした。

「都で囁ささやかれているのはただの流言飛語。このとおり、わたしはぴんぴんしている。ここで狂きよう信しん者どもの挑ちよう発はつに乗っていくさなどになれば、ランドール内で確立しつつあったわが立場も失われる。即そつ刻こく軍勢を引いていただきたい」

　そんな内容の書状を持たせたが、ゴードン側からの返事はなく、また使者も帰ってこない。

「聞く耳持たずということか。ええい、ならば、おれが直接兄に話をつけてこよう。姫ひめは、ふたたび会談の席を設けるなりして、コンラット側の動きを抑おさえておいてほしい」

　ミネルバ王女の部屋で──なし崩くずし的に、彼かの女じよの住居は離り宮きゆうから城内へと移されていた──そう鼻息を荒あらくしたブルートだったが、

「おやめになったほうがよい」

「なにっ？」

　ブルートがにらみつけた先では、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が黒光りする腕うでを組んでいる。

「バン＝シィにて会談の一件をいいふらしている連中が何者かというと、おそらくディラ・ロゴスの一派でしょう。彼かれらはいかなる理由があってか、なんとしてでも他国を挑ちよう発はつし、これを招いて一戦交える決意のよう。ということは、ブルート王子が放った使者が帰ってこないのも、ゴードン王子に捕とらえられたのではなく、道中で双そう蛇じや兵団に殺された可能性が高い。ブルート殿でん下かが自ら赴おもむかれたところで、同じ結末になるのは目に見えております。彼かれらはむしろ嬉き々きとして殿でん下かに襲おそいかかることでしょう。殿でん下かの首が陣じん営えいに届けば、ゴードン王子はまさしくバン＝シィに火を放つ大義を得るゆえ、望んだいくさができるというもの」

　ブルートは青ざめた。自分の首に触ふれながら、

「おれの首だと。ふ、ふん、結構なことだ。このブルート、なにを恐おそれるものか。おい、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやら、次期ダスケス王を護衛する誉ほまれを与あたえてやろう。おまえは会談のときも見事に戦ったな。おまえがいれば、そうむざむざと──」

「わたしは王女を護衛する立場であるゆえ、簡単には動けませぬ。また、野外にて、何人いるかもわからぬ魔ま術じゆつ師にいっせいに襲おそわれたのでは、わたしとて自分の身を守るのに手いっぱいになる」

　ダスケス王子は自分の意見を引ひっ込こめざるを得なかった。王子が退席したのち、ギュネイもこれにつづこうとしたが、

「お待ちを」

　王女に呼び止められた。

　ミネルバが手を叩たたくと、ターシャが紫むらさき色いろの布に包まれたものを抱かかえてやってきた。ギュネイはそれが自分に差し出されたので驚おどろいた。

「昨日、レトナークから届けられました」

　王女が説明する。レトナークは王都近辺にある集落で、以前、ギュネイがブルートから出された金と人員を利用して治安維い持じに当たっていた場所のひとつでもある。

「あの街には大きな修道院があったのですが、大戦時に焼やき払はらわれています。今回、多少治安が落ちついたので、改めてその焼やけ跡あとを調査したところ、地下に部屋が残っており、そこが王家の宝蔵室になっていたとのこと。これはそのなかで眠ねむっていた、王家に伝わる宝ほう剣けんシィ・ク・ハートです。鋼はがねを断っても刃はこぼれひとつしないというほどのものです。きっとあなたの役に立ちましょう」

　ギュネイは甲かつ冑ちゆうごと小さく身み震ぶるいした。王女は、彼かれの剣けんが砕くだかれたのを覚えていたのだ。

「そ、そのようなものを、一いつ介かいの素す浪ろう人にんがいただくわけには……」

「どのような名めい剣けんであっても、女の腰こしにあったのでは輝かがやきも鈍にぶろうというもの。よい剣であるからこそ、もっとも強き者の腰こしに託たくすのは当然のことです。ただ、本来は王家の人間が兵士を率いる際に用いるものです。必ずお返しください」

「わ、わかりました」

　ギュネイは、城にあてがわれた部屋にこれを持ち帰って、光ひかり輝かがやく刀身をリーリンに自じ慢まんした。

「見てよ、凄すごいだろ。アレフが持っていた〈神しん剣けん〉ラァンにも引けを取らない輝かがやきだろ」

「ええ、ええ。そうですね。凄すごいですね。かっこいいですね。ぴかぴかですね。売ったらさぞよい値ねがつくことでしょうね。で、いつザッハにお帰りになられるのです？」

「そう焦あせることもない。せっかく宝ほう剣けんを預かったんだ。いまのうちにできることは全部しておかないと。今度あの筋肉兄弟に襲おそわれても、これなら引けを取らないぞ」

　剣けんやガイフレイムとは縁えんのない生活を送りたい、とザッハでこぼしていたギュネイではあったものの、戦士として身に染しみついたものも確かにある。名めい剣けんを手にできてあきらかに浮うかれている様子の彼かれに、

「ギュネイさま、ひとつ申しあげておきます」

　リーリンが指を一本立てていった。

「な、なんだよ。改まって」

「昔ケイオロスさまにいわれたことがあるんです。おまえは乱破としては役に立つが、餌えづけされやすいのが玉に瑕きずだと。犬の状態で餌えさをもらうと、すぐに相手を『いい人』だと思おもい込こんで、しまいには『ご主人』と慕したってしまう、って」

「それで？」

「それでしまいです」
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　ギュネイは「ふうん」と頷うなずきかけて、それから自分が大事そうに抱かかえている宝ほう剣けんに視線を落として、さすがに機き嫌げんを悪くした。

　剣けんを鞘さやに戻もどしたあと、

（ミネルバ王女、ますます表情が誰だれかさんに似てきた）

　うっすら微ほほ笑えんでいた王女の顔を思い出して、ギュネイは首を傾かしげた。




　ダスケス軍が土ぼこりを巻きあげながら王都に迫せまっている。

　この一報も、バン＝シィをおおいに騒さわがせたが、さらにこの時点で、ロゥラ一派の僧そうたちがどうやって兵士の目をかいくぐってか、城下にておおっぴらに姿をあらわすようになった。

「過日、謎なぞの武装集団に扮ふんして王都を立てつづけに襲おそっていたのもダスケスだ！」

「ブルートは街を守る振ふりをしながら、財産や女を奪うばいつつ、離り宮きゆうに軟なん禁きんした王女を脅おどしつけて、ランドール王の地位をも狙ねらっていたのだ」

　彼かれらは声も高らかに暴ばく露ろしつつ、「会談での件も奴やつらに非がある」と加える。

「われらの聖地に踏ふみ入いったはいいが、惨みじめにも敗北を喫きつした彼かれらは、これを挽ばん回かいすべく、『会談』だと偽いつわってわれらをバン＝シィに誘さそい出だして、闇やみ討うちをかけようとしたのだ」

「だが安心いたせ、善良なる信者諸君。ハーディン大司教の忘れ形見であられるロゥラさまには、生まれながらにして神のご加護がある。ダスケスの穢けがれた剣けんなど、聖女ロゥラさまには傷ひとつつけられはしなかった！」

　事実と虚きよ偽ぎを巧たくみに織り交ぜながら、僧そうたちは人心の誘ゆう導どうを図はかった。

「そのダスケスが本ほん性しようを剝むき出だしにして、王都にまで迫せまりつつあるのは知ってのとおり」

「相手が十万、百万もの軍勢であろうと、ロゥラさま率いる神軍はびくともせぬ。必ずやバン＝シィを守まもり抜ぬいてみせよう！」

「その運命的な勝利を、ただ傍ぼう観かんするだけに飽あき足たらぬ者は、われらがもとに集つどうがいい」

「神の陣じん営えいの末席にあって戦う者は、皆みな、天国への道が約束されよう。神を、王家を、家族を、隣りん人じんを守るための聖なる戦いである。集つどえ、立て、ランドールの聖戦士たちよ！」

　平時ならばこれを冷ややかに見た者が大多数だったろうが、いかんせんダスケスの軍勢が迫せまっているという緊きん急きゆう時。

　ミネルバの生存が確かく認にんされたとはいえ、ただそれだけの王家に軍勢を押おしとどめる力はなく、また他陣じん営えいからの援えん助じよも望めない。一方のディラ・ロゴス側は、もちろん大司教ハーディンの死は痛手となっていたが、それ以降も、御山にて、フォーゼやダスケスの軍勢を追おい払はらったという実績がある。これが民衆に希望を抱いだかせた。目に見える脅きよう威いが間近にあるなか、人はやはり目に見える『力』に自然と寄より添そうものだ。

　若者たちが多数名乗りをあげてディラ・ロゴスの陣じん営えいに集ったのも、ごく自然ななりゆきといえた。以前ならば、僧そうたちが都市内に入ったと知れば、王城の兵が出てきて、これを追おい払はらっていたのだが、いまは民衆の一部が盾たてとなった。

「なにもしてくれない奴やつらは城に引ひっ込こんでいろっ」

「どうせ、城の兵たちはいざとなったらお姫ひめさまだけを守るんだろう。おれたちは自分の身を守るために戦わなきゃいけないんだ。放っておいてくれ！」

　ディラ・ロゴス陣じん営えいはあらかじめ、民たみのなかから熱心な信者を選んで、ほかの人々を煽あおる役目を与あたえていたのだろう、火をつけられた勢いでロゥラ一派を支持する人々が増えていった。

　……だけならばまだしも、騒さわぎはこれだけに留まらなかった。

　以前よりは数を減らしたとはいえ、いまだバン＝シィ内には、ダスケスの兵たちが駐ちゆう留りゆうしている。大きな屋や敷しきや宿などが強ごう引いんに接収されて、彼かれらの宿しゆく泊はく所となっていたのだが、そういった場所が住民に襲おそわれるという事件が続出した。

　民たみにしてみれば、ブルートであろうとゴードンであろうと、同じダスケス陣じん営えいだ。

「ダスケス人は出ていけ！」

「もうおまえらの好きにさせるものか」

　松明たいまつを手にした若者たちは声を揃そろえて、ダスケス兵を追いやりにかかった。兵は反はん撃げきしようにも、ブルートからは民たみを傷つけてよいとの許可はもはや出ておらず、またロゥラ派についた若者たちにはそれぞれ鎧よろい兜かぶとと武器が与あたえられている。ダスケス兵たちは営所の数々から、巣穴をつつかれたアリよろしく這はい出でなければならなかった。

　いよいよ王都さえもがきな臭くさくなりはじめたその時点で、ギュネイは決意を固めた。

　せっかく王女から貰もらい受うけた宝ほう剣けんも、そしてさらに〈竜りゆう戦士〉の象しよう徴ちようたる腕うで輪わをも外したギュネイを見て、

「……なにをやらかすおつもりです？」

　部屋の掃そう除じをしていたリーリンが嫌いやな予感に駆かられて声をかけると、その予感どおりの答えが返ってきた。

「ちょっと、ディラ・ロゴスの陣じん営えいにいってくる」

「はあ」

　ぼんやりと頷うなずきながらも、リーリンの手からは箒ほうきが落ちている。

「奴やつらはひとりでも多くの兵を募つのっているから、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としてじゃなく、一民間人としていけば、素す性じようをうるさく詮せん索さくされることはない、はず」

「はず、ですね。剣けんはともかく、どうしてガイフレイムまで置いていくんですか？」

「魔ま術じゆつに慣れていると、その……なんというのか、発動する前から気配を感じることがあるんだよ。おれだってそうなんだ、ディラ・ロゴスの僧そうたちにかかれば、この腕うで輪わを怪あやしまれる可能性だって低くはない。なにせあそこは魔ま術じゆつ師の巣そう窟くつだろうから」

　リーリンは天を仰あおいで、それ以上の言葉をすべて吞のみ込こんだ。ギュネイが決断した時点でなにをいっても無む駄だだとは、とうに理解している。

　そこへ、日課である祈いのりを終えたジルが近づいてきた。

「その巣そう窟くつとやらに単身赴おもむかれるというのですか？　失礼ながらひとつお尋たずねしてよろしいか。あなたが稀き代たいの戦士であることは認めるものの、なぜランドール一国を守るためにそこまで危険な橋を渡わたろうとするのです？」

「なぜそうしちゃいけない理由がある。ことはもうランドール一国だけの問題じゃない。ディラ・ロゴスの一派を放置していたのでは、前と同じことになる恐おそれだってある。おれは、もうあんな大いくさを経験するのは二度とごめんだよ。それと」

「それと？」

「おれ自身、この目でじかに見てみたいと思ったんだ。以前、仲間たちと、多くの犠ぎ牲せいを払はらいながら戦ってきた『敵』の現状を──、可能なら、コンラットその人を」ギュネイは落ちついた態度でつづけた。「会見でのやり口やら、いまのランドールを無む謀ぼうないくさに巻まき込こもうとしていることやら、どうもあのコンラットが指揮を執とっているとは信じがたい面もある。ひょっとしたら彼かれはすでに亡なくなっていて、別人がロゥラの裏で糸を引いているのかもしれない。そうなると、こちらが取るべき手段も変わってくるだろう。だから」

「あの、というほど、彼かれの人となりをご存じなのですか？　無論、あなた方六英えい雄ゆうがコンラットと直接戦ったことは知っていますが、しかしじかに顔をあわせたのはその一度だけでしょう」

「六英えい雄ゆうかどうかはともかく、おれが常に最前線にいたのは確かで、だから敵の捕ほ虜りよと話す機会も多かった。コンラットは大勢の将兵や民たみに慕したわれていた。信しん頼らいもされていたよ。ハーディンが当時のランドール人にとってはもう神に等しいほどに敬われていたのと比ひ較かくすると、より人間としての親しみを感じるのはコンラットのほうだったんだろう。宗教国家となりつつあったランドールでは、神の『教え』を必ずや徹てつ底ていせねばならない、と感ずる、いわば原理主義者たちも横行した。そのためならば人の命を奪うばってよいとすら考える連中もいたけれど、コンラットは彼かれらを上手に抑おさえる役回りだったらしい。時には、目的を急ごうと焦あせる兄をなだめる役でもあった。簡単にいうが、絶対的権限を持った人物に諫かん言げんできる存在は貴重だ。コンラットの存在が欠けていれば、ランドールは、ハーディンが実権を握にぎったその半年後には自じ壊かいしていた、という説を唱える識者もいた」

　ケイオロスのことだ。

　ほう、と唸うなったジルに先を促うながされて、コンラットのことを話すうちに、ギュネイの脳のう裏りを過去の映像がよぎった。──アレフに腕うでを斬きり飛ばされて、胸にも重傷を負ったコンラットが、床ゆかに膝ひざをついた場面だ。

　真夜中。砦とりでの礼拝堂内部。窓から射さし込こむ月光から外れた位置で、コンラットはどす黒い血を滴したたらせながら、彼かれの命を救うべく駆かけ込こんでこようとする兵たちを押おしとどめて、

「逃にげよ！」と怒ど鳴なった。「ここはもう落ちる。おまえたちは、ひとりでも多くバン＝シィへ逃にげるのだ。ひとりでも多く、兄の助けとなれ。ひとりでも多く、神の盾たてとなれ。ここでの死は許さん。ここで無む駄だ死じにすることこそ、神への冒ぼう瀆とくである！」

　あのときコンラットが浮うかべた、恐おそろしいまでにあかるい笑え顔がおを、ギュネイはよく覚えている。そこには盲もう目もく的てきな狂きよう信しん者といった印象は不思議となかった。むしろ、ギュネイが直接剣けんを交えた〈不死将軍〉ゼオによく似た、理性と、諦てい観かんと、わずかばかりの希望に生命のいく道をゆだねようとする潔いさぎよさ──ギュネイが憧あこがれるほどの、男らしいさっぱりとした気持ちが見みえ隠かくれしていた。

「だから、確かめてみたい。この目で。じかに」

　ギュネイが、ディドーに「おれの首を土産みやげに持っていったらどうか」といったのもあながち冗じよう談だんではなかった。彼かれの率そつ直ちよくな思いだ。これまでのように『仕方ない』と自分にさえ言い訳して動くのではなく、ギュネイ自身に、『いまの連中を見てみたい』という強い欲求がある。

　ジルは軽く嘆たん息そくして、神の印を切った。

「あなたの近くにいると、めまぐるしい思いがして大変ですよ。わたしになにかできることは？」

「自分で決めてくれ。もともと、おれの命令に従うつもりで来たわけじゃないんだろう？」

「それはそうですが」

　もしもバン＝シィにダスケス軍が攻せめてくるようなことが本当にあったとして、ジルはどうするだろう──想像を巡めぐらしたギュネイだったが、カノンのときのように哄こう笑しようしながら住民を焼きつくす彼かれの姿は思いつかなかった。




　通りに出たギュネイの姿を、ディドーは高い位置から見おろしていた。

　城の前に大きな宿があり、宿しゆく泊はく客が手つづきをするまでのあいだ、馬をつないでおくための太い木があるのだが、ディドーはそのてっぺん近く、普ふ通つうなら大人が足をかけただけで折れそうな枝々に、あたかも高価なソファにそうするようにゆったり腰こし掛かけている。

　よく高いところに出しゆつ没ぼつすることからわかるとおり、彼かの女じよの身のこなしは常人離ばなれしていた。昔から、木登りや、高くて細い足場を渡わたっていく危険な遊びにおいては、近所のどんな悪ガキにも負けなかった。

　その一方で、ディドーは、父や伯お父じのハーディンと比ひ較かくするまでもなく、奇き跡せきの力を発現する才は認められなかった。どれほど神さまに熱心にお祈いのりしても、父のように神の眷けん属ぞくに声を届けることはできず、風や炎ほのおを呼び寄せることもできない。

「まだおまえは幼い」父コンラットは癇かん癪しやくを起こしそうなディドーの頭に手をやりながら笑った「焦あせることもないし、そもそも、無理をして、奇き跡せきを身につけようなどと思うこともない。神さまに愛を注ぐということと、奇き跡せきを扱あつかえるというのは、また別のことなのだ」

　が、ディドーは、幼いながらも、父や伯お父じが『戦っている』ことを知っていた。敵は、教会の旧勢力であったり、王家の権限を過か剰じように守ろうとする連中だったりと様々だったが、やがてはランドールを取り巻く国すべてとなった。

「なんとしても父さまのお役に立ちたい」

　小さいころからそういって、ディドーは自分なりの、兵となるための訓練に励はげんだ。父は、兄ハーディンの補ほ佐さ役やくとして重役に就ついたころから、家族のもとに帰ってくるのは年に一、二度くらいのものだった。そのたびに成長した娘むすめの姿に目を細める一方で、

「またお転てん婆ばぶりが増したな」

　苦笑いとも、叱しかるとも取れない顔でそういうのが常だった。ディドーが十五になったころ、

「いくさは、もうじきなくなる。地上からそうした争いのすべてが消えるのだ。剣けんや弓の訓練など役に立たなくなるということだよ。兵士になるなどと考えず、もう少しちがう幸せを求めてはどうだ。なにか好きなことはないか、絵を描かくのでも歌を歌うのでも──、そうだ、今度ウォルテアで聖堂の設計をするのは、まだ三十にもならない女性だぞ。ランドールでは、生まれや、性別の垣かき根ねを越こえての雇こ用ようがはじまっている。いずれ世界中でそうなるだろう。どんな仕事だって、おまえが望めばやれるんだ。だから……」

「女でも、馬を駆かって、弓を射いて、敵兵を斃たおすことができる、そうですね」

　ディドーは胸を張った。顎あごを落とした父に詰つめ寄より、

「女といえば、今度、新たに設立される部隊の指揮官は、ミルド人の女性というではありませんか」

「正しくは、ミルドの血を引くマーゴス人だ──えい、どこでそんな情報を仕入れてくるのだ」

「いくさはもうじきなくなる、とおっしゃいますが、その『もうじき』を一日でも早めるためにわたしは戦います。それがわたしの好きなことなのです、お父さま」

「誰だれに似たのだろう、おまえは」コンラットはついに匙さじを投げた。「わたしとも母さんともちがう。強しいていうなら兄さん──大司教さまの血だな。あの方も、あれで頑がん固こなのだ。他人にあれこれいわれると余計に、自分の意見を通したくなるところもそっくりだ」

　ディドーに相変わらず奇き跡せきを発現する力はなかったが、持ち前の運動神経のおかげで、実際に兵士としての訓練をはじめても男たちにそうそう引けは取らなかった。

　特に、弓の腕うでは抜ぬきん出でていた。その力を認められて、父との話題にも出たマーゴス人の女性が指揮をする部隊に加えられた。腕うで前まえに自信を深めていたディドーだったが、その当の女性指揮官アー・シェに出会った途と端たんに鼻っ柱をぽきりと折られた。

　それほどに、アー・シェの弓は凄すさまじかった。放たれた矢が縦じゆう横おう無む尽じんに空を駆かける。聞くまでもなく、これも奇き跡せきの力だった。自分にはない力に、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの念を抱いだいたが、

「おまえの生まれついての才も、いままで磨みがきぬいてきた腕うでも、神がお与あたえくださったものに変わりはない」

　アー・シェにそういわれてはっとなった。口数の多いほうではないアー・シェだったが、そればかりは熱を込こめていった。

「誰だれもがそうなのだ。わたしがマーゴス人として生まれついたのも、おまえが司教さまの娘むすめとして生を受けたのも、ともに生いき抜ぬくため、理想をかなえるために弓を取ったのも。他人の持ち物を羨うらやむ前に、自分に与あたえられたものへの感謝と、それの研けん鑽さんを怠おこたらぬことだ」

　ディドーはそんな指揮官に感かん銘めいを受けた。アー・シェの手ほどきを受けて、弓に励はげむ毎日が充じゆう実じつしていた。十七になってからは実戦も経験した。手て柄がらも立てたが、その約一年後に、ディドーは父から招しよう聘へいされた。新たに実戦部隊を設立する旨むねを告げられ、その一員となるようにいわれたのだ。

　自分がついに父に認められた気がして嬉うれしかった。とはいっても、急きゆう遽きよ、部隊を新設するのは戦せん況きようが芳かんばしくないことのあらわれでもある。

（ならば、わたしの弓で戦せん況きようを打破してやる）

　ディドーはますます修練に励はげんだ──。

　が、結局、父が新設した双そう蛇じや兵団は初うい陣じんの機会さえ認められないまま、大戦そのものが終結した。憧あこがれと羨せん望ぼうの対象だったアー・シェは敵側に寝ね返がえり、彼かの女じよもその名を連ねた『六英えい雄ゆう』などという輩やからに、伯お父じハーディンも討うたれた。

　ランドールの現状は、もはやここで繰くりかえすまでもない。ディドーも、多くの同どう胞ほうや知りあいを失った。父コンラットも同様だろう。

　父はしかし、決してあきらめはしなかった。双そう蛇じや兵団を再編し、神をふたたびこの地に降臨させるための準備をととのえている。ディドーにもそのための大事な役割を与あたえられた。

　ディドーの眼まな差ざしはいま、遠ざかっていくギュネイの背中に当てられている。右手には弓を持っていた。一本の矢を取り出してつがえようとしたが、すぐにあきらめた。

（わたしでは、あの男は討うてない）

　どれほど虚きよ勢せいを張ったところで、ディドーにも実力の差は痛いほどにわかっている。そればかりではない。あの男とじかに会って話すと、どうにもペースが乱れていけない。信しん仰こう心や、愛国心、復ふく讐しゆうの想おもいや、理想、これまでの思念──十八年以上の人生で培つちかわれてきた、自分にとって大事ななにかが形を失い、ひとつずつ掌てのひらからこぼれ落ちていくような気がする。

（きっと、あいつもまちがってはいないんだろう）

　率そつ直ちよくに、そう思えるときさえある。

（あいつはあいつの、理想や、想いがある。それはわかった。ただ邪じや悪あくで、愚おろかで、だから地上から消し去らねばならぬ相手なのだ、というわけではない。だけど……だけどギュネイ、それでも、わたしや、わたしの父がまちがっているとも、やはり思えないんだ）

　ギュネイの歩いていく方向からして、彼かれは、おそらく傭よう兵へいとしてディラ・ロゴス陣じん営えいに加わるつもりだろう。以前までのディドーならば、

「おのれ、情報を集めるためだとかいって、父を暗殺するつもりではあるまいな」

　とばかり、監かん視しのためにあとをついていくか、その場で決けつ闘とうを挑いどんだかもしれない。が、ディドーは踏ふみとどまった。まず、ギュネイには勝てない、という事実を吞のんだうえで、

（あいつは、暗殺などしない。いまのところは。きっと──いや、必ず）

　それがわかるくらいにはギュネイという男を理解してきた。

　だから追わない。かといって、ギュネイに味方する気でいるわけでもない。

（わたしまでも、父を裏切るわけにはいかない。アー・シェのようには、ならない。決して。だから……）

　ディドーはいつしか、感覚がなくなるほど強く弓を握にぎりしめている自分に気づいた。










[image: 五章　神と地上の、ほんの狭間にて]




　　　　　　　１




　バン＝シィで集められた傭よう兵へい志願の男たちは、いったん郊こう外がいへと移動させられ、そこで簡単な面接じみたことをやらされた。縦に長い行列がいくつかできて、先頭のひとりずつが、ディラ・ロゴスの僧そうとひと言二言の会話をする。

　その列のなかにギュネイの姿もあった。あとひとりで彼かれの番だ。前にいた男が、

「以前、家族がダスケス人にさらわれた。その復ふく讐しゆうだ」

　と涙なみだながらに語っていた。志願理由を問われたのだろう。面接官役の僧そうが同情するように頷うなずいている。ギュネイは、自分もなにか理由を取とり繕つくろわねば、と頭を悩なやませていたが、

「あなたのそのおつらい気持ちを、ぜひわたしにもわけていただきたい」

　僧そうが手を差しのべたので、前の男は言われるがままに手を取った。数タック。僧そうが微ほほ笑えんだ。

「ほほう、そういうあなたこそ、ダスケス人でいらっしゃる」

「な、なんだと」

「わたしの『掌たなごころの目』をごまかせはしない。あなたの脳のう裏りに浮うかぶ事こと柄がらがことごとく流ながれ込こんでくるのだ。ほう、ブルートではなく、ゴードン王子のほうの間者か」

　男が無理矢理に手をほどこうとした。が、そのときには左右の行列が乱れて、傭よう兵へい志願の者たちが男を取り囲もうとしていた。

「ダスケス人だと？」

「なら、ここでやっちまえ。いくさの前の景気づけだ」

　ギュネイが驚おどろいている間にも、間者が袋ふくろ叩だたきの目に遭あおうとしたとき、

「お待ちなさい」間者の素す性じようをあきらかにした当の僧そう侶りよが、彼かれらを制した。「ここでひとり殺したとて、大局に差はない。ただ、神への信しん仰こう心なき者をわが陣じん営えいに加えることはできません。どうぞお引きとりください」

　間者の男は表情を険しくさせ、周囲から罵ば声せいを浴びながらその場を駆かけ去っていった。

「さあ、次の方」

　まだ場が騒そう然ぜんとなるなか、ギュネイは僧そうに招かれた。さすがにギュネイの心臓が高鳴った。

「お名前と出身は」

「ジャ、ジャックといいます。出身は、レトナーク」

　最近訪おとずれた場所を口にする。ぼろが出にくいだろうと思ってのことだ。

「志願した理由は」

「カノンで大工仕事をしていましたが、仕事も減ってきたので、今度はこちらへ出で稼かせぎに」

「武器を扱あつかったことは」

「剣けんと槍やりを少々。じ、自己流ですが」

「構いません。あちらの天幕で武具を配っておりますので好きなものをお取りください。では、次の方」

「は？」

「ですからあなたはもう結構ですよ。次の方」

　てっきり手を触ふれられるものかと思っていたが、ギュネイの面接はそれで終わった。どうやらすべての人間に『掌たなごころの目』とやらを行使するには、体力的、時間的な問題があるのだろう。つまりギュネイは、ぱっと見で無害な人間と判断されたわけだ。

（腕うで輪わを外してきてよかった）

　手を触ふれただけで相手の心を読む者があるくらいだ。いにしえの、神しん竜りゆうの鱗うろこを用いた甲かつ冑ちゆうの気配──というのか、魔ま力りよくというのか──を感じる者とてあるだろう。

　その『無害な』ギュネイの、傭よう兵へい働きがはじまった。

　といっても、敵が突とつ然ぜんやってくるはずもなく、仕事はカノンでやっていたようなことと変わりない。要は土木作業だ。街かい道どうから東に逸それた、川岸にある丘おかの上を陣じん地ちに定めたディラ・ロゴス軍は、傭よう兵へいたちに命じて、本ほん陣じん周囲に堀ほりを掘ほらせ、土ど塁るいを築かせて、また隅すみ々ずみに櫓やぐらを組ませた。ギュネイは運はこび込こまれた木々で柵さくをこしらえる作業に従事した。

　土まみれ汗あせまみれになって働いていると、数日はあっという間に過ぎた。

　無論、その間にも可能な限り情報は集めている。

　ディラ・ロゴスの山から下ってきた勢力は、現在、歩兵が五百、騎き馬ば兵が二百。半分は僧そう兵へいだが、残り半分は、ランドール武人の生き残りたちだ。一いつ般ぱん兵もいれば、軍団長の補ほ佐さ官かんをやっていたという者もいる。いずれも、故国の敗戦という事実を受け止めきれず、ディラ・ロゴス頂上から飛ばされたコンラットの檄げきに応じて、捲けん土ど重ちよう来らいとばかりに馳はせ参さんじた連中だ。士気は高いが、バン＝シィで募つのった傭よう兵へいをこれとあわせても、総数は一千に届かない。ゴードン王子率いるダスケス軍は三千以上と目されている。まともにぶつかっても勝ち目はない。

　となると、鍵かぎを握にぎるのはやはり〈赤目〉──ランドールでは黒騎き士しと呼ばれる甲かつ冑ちゆう武者であり、魔ま獣じゆうを呼び寄せられる司祭たちだ。〈赤目〉の数はギュネイが確かく認にんできただけで二十。彼かれらは石材や土木の運うん搬ぱんにも大いに役立っている。そして魔ま術じゆつの心得がありそうな僧そうたちは三十名前後といったところか。

　魔ま獣じゆうにも種類があるが、ザッハの安酒場で見かけたような空飛ぶもの、そしてカノンで戦った『インダルフの飼い犬』のような俊しゆん敏びん性に優すぐれた獣けものなど、いずれも厄やつ介かいなものばかり。人じん智ちを越こえたその存在は、ただその場にいるだけでも士気を左右しかねないほどのものだ。

「司祭さまたちの力ちから添ぞえがあれば、ダスケスなど恐おそれるに足りない」

　作業の休きゆう憩けい時間や、陽が沈しずんで横になっているときなど、兵士や、バン＝シィで雇やとわれた者たちが明るく声を交かわしあうのを、ギュネイはやや離はなれた場所でぼんやり耳にしていた。

「教会から、神のために奉ほう仕しする皆みなさんへ」

　という名目で、少量のぶどう酒を振ふる舞まわれることもあり、そんな夜は大いに盛りあがった。いくさを前に昂たかぶった心や、緊きん張ちようで硬かたくなった身体が、ほんの少しの酒で柔やわらかにほぐれて、人々は故郷の歌を歌ったり、敵の手で殺された家族や友を思い出して泣いたり、かつての大戦で自分が立てた手て柄がらなどを大げさに吹ふい聴ちようしたりする。

　それこそ、ギュネイが前大戦時に経験したいくつもの夜と変わらない。ただ、周囲で笑い、歌い、げっぷをし、泣きわめく連中の生まれ故郷がそのときとは多少異なるというだけだ。

「なあ、おい、おまえはさっきからひと口もしゃべらないし、飲んでもいないな。よう、なにかいえってんだ。おまえはどうしてここへ来た？」

　ギュネイに絡からんでこようとする大男などは、ザッハで仕事を教えてくれた樵きこりのロブに似ている。「やめとけ」とやんわりそれを押おしとどめる古ふる強つわ者ものの顔はジューザにそっくりだった。

「皆みな、いろいろな事情があるのさ。すべて教えあわなきゃいけないこともない。ここにいる全員が故郷のために命を捨てる覚かく悟ごでいる。それさえわかってりゃいいじゃないか」

「おうさ、おれはやるぞ。ダスケスには、たんまりと恨うらみがあるんだ。なあ、おい──」

　作業があるていど進んだ十日目の夕暮れ、全身泥どろまみれのギュネイは丘おかの頂上に立って、陣じん地ちの様子を上から眺ながめてみた。

　堀ほりや土ど塁るいの長さ、櫓やぐらの位置を確かく認にんしながら、頭のなかで兵を配置してみる。ギュネイに指揮官の経験はないが、大軍を配した陣じん地ち、陣じん形けいならば、何度も見たことがあった。

（おれなら、〈赤目〉は中央に十を、左さ翼よく右う翼よくにそれぞれ五名を配する。魔ま獣じゆうを操あやつる司祭はそれぞれ中隊ていどの兵に守らせているはずだ。〈鎖くさり〉の届く距きよ離りや、兵の詰つめられる空間を考えると、司祭たちの位置は、あそこと、あそこと……）

　などと、あれこれ考えていると、

「ほう、形になってきたな。もう明日にでも戦えるのではないか？」

　甲かん高だかい声が背後から聞こえてきて、ギュネイはぎょっとなった。聞き覚えがある。血の気が引いた。

　ロゥラだ。傍かたわらに、武官役の僧そうが二名。後ろからは、イシスと呼ばれていた眼帯の女性がしずしずとついてきている。

　ギュネイは咄とつ嗟さに、近くの兵がそうしたように、その場にさっと膝ひざをついてこうべを垂れた。

「ええ」僧そうのひとりが応じた。「ダスケスの不信心者どもは、ディラ・ロゴスにつづいてこの地においても、神の力を痛いほど思い知ることになるでしょう」

「さすれば、バン＝シィの民たみは心を、バン＝シィの街は門を、それぞれわれらに開いてくれるというわけだな」

「さすがはロゥラさま、いい得て妙みようでございます」

「これは手記にしたためましょう。後世に残すべき名言でございますれば」

　僧そう二人が手放しでロゥラを誉ほめそやすなか、

「そうでございましょうかね」

　イシスがあきれたようにつぶやいている。ロゥラには聞こえなかったか、あるいは聞こえない振ふりをしたか、一歩一歩土を踏ふみしめながら歩いて、ギュネイの近くまで来た。

　冷たい風に銀色の髪かみをなびかせつつ、眼下の光景に手を這はわせるような仕草をしながら、

「神を降ろすには、民たみの協力が不可欠だ。いかにわたしや叔お父じ上うえの力があろうとも、立派な聖堂と、大勢の純じゆん粋すいな信しん仰こう心がなければかなわない。だからバン＝シィの民たみにはいま一度、神のご加護を信じてもらわねばならんのだ──」

　重々しい口調でそういったが、

「一字一句、まちがえずよくコンラットさまのお言葉を暗記なさいました」

　イシスのその指し摘てきに「うるさい！」と癇かん癪しやくを起こしかけた。

　ギュネイは気が気でなかったが、ひとまずは関心を引かずに済んでいる。ロゥラが踵きびすを返かえした。遠ざかる足音を耳にして、ほっとひと息つこうとしたとき、

「おや、この匂においは」

　イシスが鼻をうごめかした。とともに、まっすぐギュネイのもとに歩いてくる。ギュネイの心臓が跳はねあがった。匂においとはなんだ？　王女ミネルバのときもそうだったが、まさか自分は他人とはちがう匂においを発しているのだろうか？　イシスはギュネイの近くに屈かがみ込こんで汗あせだくの顔を覗のぞき込こんで、

「まあ」といった。「やはり、街で会った方ではないですか」

「い、いえ、わ、わたしは」

　顔を逸そらしつつ、なにか言い訳をして関心を遠ざけたかったギュネイだが、「街で会った」というイシスのひと言に少なからず引っかかりを覚えた。イシスのいう『匂におい』というのは、どうやら、ロゥラといっしょにいるところに出くわしたときのもので、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として相対したときのものではないらしい。

（そうか、おれと、ガイフレイムを着ているおれとじゃ、別の匂においがするんだな。ってことは敵だとは思われていないんだ。よかった）

　よくはない。

　このやり取りにロゥラも気づいて、おまけにイシスから逸そらそうとした顔を正面から見られる羽目になった。少女は「あっ」とひと声あげて、

「き、貴き様さま、こんなところでなにをしている！」

　大おお股またで戻もどってきた。ギュネイは進退窮きわまって動けない。

「決まっているではないですか」なぜかイシスが答えていうには、「ひと目見たわたしのことを忘れられず、こうして追いかけてきたのです。なんと可愛かわいい方」

「おまえは黙だまってろ。おい貴き様さま、わたしをハーディン大司教の娘むすめロゥラと知ったうえで追ってきたのか!?」

「お、追ってきたなどとは、とんでもない。わたしなどには知りようもないことです」ギュネイは平へい伏ふくせんばかりに顔をさげて、「た、ただ、わたしも、ランドールの民たみとして、ダスケスの狼ろう藉ぜきを許してはおけず、こうして兵に志願した次し第だい。まさか、あのとき出会ったあなたが、大司教さまのご息女であったなどとはつゆ知らず。ご無礼を働きました」

「ほほう？　あのときは、わたしを引っぱたく大人はいないのか、などと勇ましいことをいっていたな。いまやってみせろ」

「そ、それは」

「意地の悪い子供じみたことをいうものではないですよ。ねえ、可愛かわいいお方」

「黙だまっていろといった！　わたしの力が神のものではないとまでいっていたな？　わたしが大司教の娘むすめと知ったうえでなら、どうだ？　あれはやはり神の力だった。そうだろう？」

　ギュネイはこれ以上もなくかしこまりながら、ロゥラの背後にいた老ろう僧そう二人が顔を見あわせるのを見み逃のがさなかった。怪あやしい奴やつ、と近くの兵を呼ぼれでもしたら、ますます厄やつ介かいだ。

　これ以上目立たぬためにも、いまはロゥラに一も二もなく従うべきだろう。そうわかっているのに、

「……それは、わたしには、やはりわからぬことです」

　気づけば、思おも惑わくとは別のことを口走っている。

「なにっ」

「わたしでは、神のご意志ははかれません。なにもかも、世に起こったあらゆる出来事が神の思おぼし召めしというなら、ランドールは決して敗北などしなかった。ハーディンさまもお亡なくなりになることはなかった」

「ば、馬ば鹿かめ。だからそれは……」

「さだめを受け入れるということと、事象すべての原因を神に押おしつけるということは異なります。われわれは、神の前では謙けん虚きよであるべきなのです。自分の都合で神を解かい釈しやくしてはならない。神を言い訳にしてはならない。おのれの意志でなしたことはおのれの責務として生きていかねば、神はいつかわれらを見放してしまわれるでしょう」

　先ほど、ロゥラの言葉はコンラットの受け売りだとイシスがからかっていたが、いまのギュネイの言葉もまた、〈純潔の聖女〉エリシスの受け売りだ。しょせんは借り物に過ぎない。しかし、なぜかこのときギュネイは、このエリシスの言葉を、自分づてにロゥラに聞かせたい、とそう思ったのだった。

「こ、こいつ」

　ロゥラが顔を赤くして、頰ほおを膨ふくらませたそのすぐ後ろで、小首を傾かしげたイシスが重要な打ち明け話をするみたいに囁ささやいた。

「あの、可愛かわいい方？　そんな難しいことをいってもお嬢じようさまはおわかりになりませんよ？」

「わかる！」ロゥラはいったん怒いかりの矛ほこ先さきをイシスに向けたあと、「……要は、あれだろう、父上が昔おっしゃっていた、神の前では空白であれという……そう、あれだ。ふん、そんなことは貴き様さまにいわれずともわかっている。わたしを誰だれだと思っているんだ。ハーディン大司教の娘むすめに神を説こうとは大それた奴やつ。が、わたしの心はヴェーロンの大海のようにどこまでも広い。そんなあけすけな奴やつも嫌きらいではないぞ」

「噓うそおっしゃい。口答えする侍じ従じゆうは大だい嫌きらいでしょう。何人がミスラに虐いじめられて逃にげ出だしたものやら」

「おまえは『黙だまれ』という言葉の意味をいつになったら理解するのだ、イシス。ともかく貴き様さま！　わが神のために槍やりを取ろうとしてここへ来たのは確かなのだな」

「は、ははっ」

「ふん、その心意気は認めてやる。あとは、実際のいくさとなったとき、逃にげ出ださなかったら褒ほめてやろうぞ。おい、立て」

「はっ？」

「陣じんを案内しろ。敵はどこから来る？　どうやって迎むかえ撃うつ？」

「ロゥラさま、そ奴やつは一いつ介かいの雇やとわれ兵です。ご説明でしたら、われわれが……」

　老ろう僧そう二人が止めるのも聞かず、ロゥラはギュネイの手を摑つかんで引きあげにかかっていた。ギュネイは従う以外にない。

「そ、そうですね。敵は、まずは川向こうに布ふ陣じんするものと思われます」

「ふむふむ」

　ロゥラが丘おかを下りはじめたので、ギュネイもついていく以外にない。老ろう僧そうたちのほうはイシスが押おしとどめると、彼かの女じよ自じ身しんは二人からやや距きよ離りを置いてついてきた。

　ギュネイは、できたばかりの堀ほりや、土ど塁るい、馬防柵さくなどをロゥラに見せてまわる。

「敵が突とつ出しゆつしてきたら、櫓やぐらや土ど塁るいの上下から矢を射うて、勢いを削そぐ。こちらの堀ほりが一段と深くなっているのは兵士を伏ふせておくためです。低い位置から攻せめあがってくる以外にない敵からは決して見えない。これで敵の前進を阻はばんでいるあいだに、魔ま獣じゆう──い、いや、司祭の方々が呼び出される神の眷けん属ぞくのお力によって、敵軍勢を包囲し、追い落としにかかる。騎き馬ば隊はおそらく川を迂う回かいして、敵の後方を衝つく考えでしょう……」

　ロゥラが「ほう」といいながら足を止めた。夕刻の光が少女の姿を赤く燃やし、くっきりと黒い影かげを地面に落としている。

「それで、勝てるのか」

「ああ──いえ、その」

「おまえに案内を頼たのんだのは、おまえが、おべっかや都合のいい噓うそをいわないだろう、と思ったからだ。正直にいえ、勝てるのか」

　ロゥラが案外大人びたことをいうので、ギュネイは多少ためらいつつも、

「……ダスケスの第一陣じんは、退けられましょう。ただし、物量で……つまりは、その後も大勢で、ひっきりなしにかかられては、このていどの陣じんでは持ちこたえるのは難しいかと」

「そうか。『らっかん』はしてられない、ということだな」ロゥラは偉えらそうに手を腰こしにあてがいながら頷うなずき、それから、にっと笑った。「が、安心しろ。ここは決して落ちない。なにしろ、明日には叔お父じ上うえ──コンラット司教がここへ来る」

　ギュネイが息を吞のめば、後ろでイシスが「お嬢じようさま」とたしなめるような声を出す。ロゥラはイシスを鼻で笑い、

「勝利するのは難しい、と一兵士にさえ思われているようでは士気にかかわる。叔お父じ上うえの力は凄すさまじいぞ。正直、この陣じんさえ必要ないのではないかというほどだ」

　知っている。おそらくどのランドール人よりも、ギュネイのほうがコンラットの強さを肌はだ身みで感じていよう。たったひとりで、訓練された大軍勢にも匹ひつ敵てきする力の持ち主だ。〈竜りゆう戦士〉とて思い出しただけで冷ひや汗あせを禁じ得ないほどだったが、

「し、しかし、噂うわさによれば、司教さまは深手を負われているそうですが」

　ここで仕入れた情報のひとつに、大戦後のコンラットがどのような運命を辿たどったか、というものもあった。すでに亡なくなったのではないか、という噂うわさすら耳にした。

「ふふん」ロゥラは得意げに笑った。「叔お父じ上うえがディラ・ロゴスに来られたとき、医師どもは確かに青ざめていた。『あのご様子ではひと月ともちますまい』などといってな。しかしあれから三か月にはなるか。叔お父じ上うえはいまだご壮そう健けんだ。ああ、いまここでゴチャゴチャいっていても仕方ない。どうせすべては叔お父じ上うえが来られてからあきらかになる。われわれの勝利がまちがいないということも含ふくめてな！」

　少女は目をきらきらと輝かがやかせていた。




　　　　　　　２




　ここで一度、ギュネイはロゥラ派の陣じん営えいから離はなれることにした。もちろん、

「少々のお暇いとまをいただきますれば、さすれば」

　と律りち儀ぎに挨あい拶さつしたところで、無事に離はなれられるわけがない。あらかじめ陣じんの周囲に伏ふせさせていたリーリンを口笛で呼ぶと、深夜、犬に変身した彼かの女じよに周囲の匂においを嗅かいでもらいつつ、見張りのいないルートを選んで、逃にげるように這はい出でてきた。

　バン＝シィの宿に到とう着ちやくすると、

「おお、お戻もどりになりましたか」ジル・オ・ルーンが出で迎むかえた。「立場があれこれとめまぐるしいあなたのことだ、すっかりコンラット一派に懐かい柔じゆうされて、次は邪じや教きよう徒と軍の一将軍になっているのではないか、と思っていましたが」

「笑えないな」

「人を笑わせた経験があまりないもので。どうぞお座すわりを。いまお茶を淹いれましょう」

　ジルは司祭時代から茶が好きらしく、その知識と技術に関してはリーリンよりも上だ。仕事をひとつ取られた、と感じているらしいリーリンは、帰りつくや否いなや、離はなれたところで横になっている。

「さて、ここを発たつ際、あなたはじかに『敵』を見てみたい、とおっしゃっていましたが、どうですか。なにかおわかりになりましたか」

「さあ」

「命いのち懸がけで敵地に侵しん入にゆうして『さあ』とは。それもなかなかにして笑えない冗じよう談だんでありますな」

「笑わせるつもりはないんだよ。じかに見て、ますますわからなくなった、というのが本音だ。コンラットとは直接会えなかったし、また彼かれ以外に、ロゥラの後うしろ盾だてとなって一派を操あやつっている者の存在もなさそうだった」

　ギュネイ自身がそう認めるように、この十日足らずの潜せん入にゆう捜そう査さで得たものなど、

「コンラットは焦あせっているのだろう」

　という凡ぼん庸ような推測でしかない。

　コンラットは前大戦にて、敬愛する兄や、理想郷を実現するべき神の依より代しろ、そして血道をあげて兄とともにつくりあげていた宗教体系と国家を失った。さらに、深手をも負っている。ロゥラは「叔お父じ上うえはいまだご壮そう健けん」と口にしていたが、そのロゥラにしても、このごろは叔お父じの姿を見ていないらしい。人前に姿を見せないのにはそれなりの理由があるはずで、コンラットは残り少ない自分の命にも焦あせっているのではないか、とギュネイは考えた。だから、

「一日でも、一タードでも早く、兄と夢見た理想郷を実現せねばならない。この命が尽つきるまでのあいだに、少なくとも道筋だけはロゥラに用意せねばならない」

　と、拙せつ速そくなまでに行動を速めているのではないか。

　ダスケスと一戦交えようとしているのがそうだ。

　国が戦災の危機に見み舞まわれれば、民たみは、具体的な『力』を欲ほつする。いかに思し慕ぼや敬愛の対象である王家とて、『力』がないのでは自分たちを守ってくれない。バン＝シィの若者たちが少なからずディラ・ロゴス勢に馳はせ参さんじたのはそういった気持ちのあらわれだ。

　ダスケスの第一陣じんを追おい払はらったのち、

「今後は国を守るべくわれわれが軍の指揮権を掌しよう握あくする」

　と宣言する彼かれらを、いったい誰だれが止められるだろう。

　堂々とバン＝シィ入りした彼かれらは、民たみに命じて、ふたたび聖せい殿でんをつくらせ、神を降ろすための準備に入る。ダスケスをはじめとした諸国が攻せめあがってきて、バン＝シィを燃やしつくすまでのあいだに果たしてその目的が遂すい行こうできるかどうか──、コンラットにとっては最後の『賭かけ』のつもりなのではないか。強い執しゆう念ねんを抱いだいた男の、最後の晴れ舞ぶ台たいとしては悪くないかもしれないが、巻まき添ぞえを喰くう者たちはたまったものではない。

「あの男が、いくら絶望や怒いかりに駆かられて、なおかつ残り少ない命に焦あせっているにしても、こんな、破は滅めつ的な計画を急ぐほどに急変するだろうか。これじゃまるで、彼かれが諌いさめていたはずの兄になり代わったみたいじゃないか」

「人は変わりますよ。きっと、あなたが思っている以上にたやすくね」

　ジルはカップを三つテーブルに並べた。食器も彼かれがバン＝シィで買い求めたものらしい。それぞれまったく別の品だが、組みあわせにセンスがある。

「リーリンさん、お茶が入りましたよ」

「疲つかれてるんで、あとで」

　リーリンは横になったまま背中で返事をした。

「リーリン、無作法だぞ」

「誰だれかさんにこき使われているんです。やっと帰ってきたところなので、少しはゆっくりさせてください」

　ギュネイは嘆たん息そくして、それからしばし無言で茶を啜すすった。ちなみに、以前ミネルバに朝食の席に誘さそわれたときの反省で、兜かぶとの口にあたる部分を『消せる』ようにしておいた。ジルは女性っぽい眉まゆをひそめて、

「お茶を楽しむのに兜かぶとなど邪じや魔までしょう。それこそ無作法ですよ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉」

「すまないが、常在戦場の心意気だと思ってほしい」

　その言い訳に、ジルはあきれた様子だった。が、

「コンラットというその男。伝聞だけですが、まるで、わたし自身を見るようですね」

　数タック後、話を唐とう突とつに戻もどしてそういった。「ん？」とギュネイが目を細めると、カップから立ちのぼる湯気越ごしにジルはうっすらと笑っていた。

「彼かれは、多くのものを失った。失いすぎた。その絶望や悲しみを、自分ひとりでは受け止めきれずにいるのではないですか。後こう悔かいばかりは引きも切らず。あのときこうすればよかったのではないか、こうやっていれば未然に防げたのではないかと、失う以前の自分を、いまの自分が責めたてる。結果、人はもっと大きなほかのなにかに心身を委ねようとする」

「神」

　ふと、ギュネイは、ロゥラとのやり取りを思い出した。

「ええ」とジルは小さく頷うなずく。「結局、すべては神の思おぼし召めしのままだったのだ、と信じることで、心身の負担を和やわらげようとする。これそのものは、決して不徳と責められるものではありません。むしろ家族や隣りん人じんを失った人々が、悲しみや悔かい恨こんのみに自分を埋まい没ぼつさせることなく、明日に向きあう心を取とり戻もどすための一歩として、必要なことです。ですが、時に、人は信しん仰こうを逃にげ道みちにしてしまう」

　このときジルの脳のう裏りに去来していたのは、まちがいなく以前のジル・オ・ルーンその人の姿なのだろう。

「負の感情をも許容してもらうべく、信しん仰こうの形を知らず知らずのうちにねじ曲げていっている。そして破は滅めつ的な感情の赴おもむくままに行動しようとしている自分にも気づかない」

「もしそういった人が目の前にいるとして、そのことに気づいてもらうにはどうしたらいいだろう？」

「そうですね」

　ジルは二口ほど茶を飲み、じっくり味わってから、

「罪と愛は相反するものではなく、同列に存在するもの。そして、同じく、神への愛と、身近な人への愛もまた対極にあるものではない。それを思い出しさえすれば、あるいは」

「難しいな」

「ええ。でも、ある意味ではとても単純極きわまりない。要は、罪の重荷に耐たえかねて、自分の見たい神だけを見ているような人間には、『目を覚ませ、愚おろか者もの』と頰ほおを引っぱたいてくれる人が必要だということです。ただし、そういった人間は、盲もう目もく的てきで、誰だれの言葉にも耳を貸そうとはしないでしょうから、逆効果になる恐おそれだってあるでしょうがね」

　茶を飲み終えたあと、「少し街の様子を見てきます」といって席を立ったジルに代わって、リーリンがのっそり起きあがってきて茶を飲んだ。

「ああ、ちくしょう、美う味まいなあ」

「意地を張らずにいっしょに飲めばいいのに。もう冷えてるだろ？」

「意地なんて張ってません。ちょっと疲つかれていただけです」

　自分のカップを空にしたあと、ギュネイも席を立った。

「ギュネイさまもお出かけですか？」

「ああ、城にいって、王女に報告してくる。それと、近いうちにまたロゥラたちのところに戻もどるから、リーリンも支し度たくしといて」

「……また？」

　空のカップを片づけようとしていたリーリンが、ぴたりと動きを止めた。

「……あと、今日のうちに、カノンとの連れん絡らく兵のところにひとっ走りいってくれるかな。クルス・アインをここへ呼んできてほしいんだ。頼たのんだよ」

　なにかいわれる前にと、ギュネイは大急ぎで宿を飛び出さねばならなかった。




　すぐ王女に会えるものかと思っていたが、ターシャが駆かけてきていうには、

「立たて込こんでおります。騎き士しどのには、しばしお待ちいただきたい、とのことです」

　仕方なく、ギュネイは以前城にあてがわれていた部屋で時を待つことにした。

　城を訪ねたのは夕刻前だったが、徐じよ々じよに射さし込こむ陽光が赤らんできたので、狭せまい露ろ台だいへ出てみると、雲を低くはべらせた空と、バン＝シィの城下とが燃え立っている。

　胸むな騒さわぎを覚えたギュネイは反射的に、両の掌てのひらを開いた形で交差させた。ザッハ国における神の印だ。ザッハにおいて、こうした赤々とした夕ゆう陽ひは凶きよう兆ちようであるとされる。神が人間を憐あわれんで空に血を滴したたらせている、と考えられているからだ。が、

（ザッハでは凶きよう兆ちようだけれど、ランドールではどうなんだろう）

　そう思って、印を途と中ちゆうでやめてしまった。

　同じ『神』を崇あがめていながら、国ごとに信しん仰こうの詳しよう細さいは異なる。神の像も、印の形も、戒かい律りつも。そうした教えのちがいから、民たみの習慣にもまた細かな差異がある。たとえば夜や闇やみといった要素は、他国では、神の手が届かぬ領域とされているが、ランドールにおいては聖なるものとされている。これはなにもハーディン大司教が邪じや神しんカダッシュの力を借りるようになってからそう定めたのではなく、それ以前──つまりは、他国と同じ『神』を信しん仰こうしていたとき──からのことらしい。

　同じ『神』のもとにありつつも、吉きつ兆ちよう、凶きよう兆ちようも異なるそれぞれの国。いずれかが正しく、いずれかがまちがっているのか。いずれにも正解はないのか、あるいはいずれとも正解なのか。

　益体もないことを考えているうちに、赤々とした陽も黒い輪りん郭かくを帯びはじめたので、ギュネイは室内に戻もどった。

　ほどなくして陽が沈しずみ、さらに二、三タードが経過した。

　今日はもう去ったほうがいいか、と思った矢先に、ターシャが迎むかえに来た。

　三階の執しつ務む室で王女ミネルバは待っていた。シャンデリアに蠟ろう燭そくが何本か立てられていて、貴金属に反射する灯あかりで室内はそれなりに明るい。が、

「お待たせしました、騎き士しどの。その後の首しゆ尾びはいかがですか？」

　ギュネイがあらわれるなり、席から立ってそう聞いてきたミネルバの影かげが揺ゆらめくのを見たとき、ギュネイはなんとはなしに夕ゆう陽ひを見たとき以上の胸むな騒さわぎを覚えた。

　ギュネイが口を開こうとするより早く、

「ターシャ、しばし人払はらいを」

　王女が命じた。侍じ女じよはやや驚おどろいた様子だったが、すぐに「はっ」と従順に頷うなずき、部屋側の扉とびらを守っていた兵士二人とともに退室した。

　王女と対面する位置でテーブルにつくと、あらかじめターシャが用意してくれていたらしいお茶が振ふる舞まわれた。ひと口飲んで、

（ああ、リーリンが嫉しつ妬とするわけだな）

　と納なつ得とくした。城で振ふる舞まわれるものよりも、数タード前、ジルが淹いれたお茶のほうが美う味まい。

　その後、ギュネイは敵てき陣じん営えいで得た情報、そして自分が導いた推論を説明した。

「なるほど」目を閉じたままのミネルバがカップを持ちあげながらいう。「焦あせりか。コンラットも、人の子だったというわけですね。三年前、わたしが最初に神の依より代しろとして選ばれたときに出会ったハーディン大司教もコンラットも、幼きわたしには、神にいっさいを捧ささげて人間らしさを失った、それこそ神の御み使つかいを具現化した姿のように見えました」

「執しゆう念ねん、妄もう執しゆう、あるいは復ふく讐しゆう──、むしろ、数多くの、人間らしいしがらみに憑つかれているのがいまのコンラットかと」

「討うつか」

　端たん的てきに王女は尋たずねた。「いえ」とギュネイは首を左右に振ふる。

「いまのコンラットは信しん頼らいする配下の前にもなかなか姿を見せぬと聞きます。人知れず近づくのは難しいでしょう」

　ガイフレイムを装着したならなおのことだ。魔ま力りよくの気配をぷんぷんと漂ただよわせていたのでは、コンラットのもとにはおろか、あの陣じん営えいには一タルンとていられまい。かといって、いかに重傷の身であろうとも、〈漆しつ黒こくの冠かんむり〉を魔ま法ほうの鎧よろいなくして討うち取とれるとは思わない。

「闇やみ討うちはさすがの騎き士しどのとて不可能か。ふむ」

「王女、その間、こちらで変わったことは」

「またも、兵が殺されました」

「えっ？」

　思わずギュネイが『素』の声を出してしまうと、王女はゆっくりとカップを置いた。

「あなたが不在のあいだ、わたしにもできることはないかと考えて、ゴードン王子に使者を遣つかわしたのです。わたしの名を出して、侵しん攻こうを思いとどまってくださるよう。見立てが甘あまかった。ランドール王家の旗を立てていれば、司教一派とて手出しは難しいのでは……そう考えていたのですが、使者は、道半ばにて殺された模様。おそらく、例の双そう蛇じや兵団に」

「それは」

「使者に選んだ兵には、申しわけないことをした。まだ若く、ターシャが都市部との連れん絡らく役を担になっていたころから、わたしにいち早く忠義を捧ささげてくれた兵でした。使者の役を任ずると、誇ほこらしさにぱっと顔を輝かがやかせていたのを覚えています」

　取っ手に触ふれたままの指が、カップごと震ふるえているのにギュネイは気づいた。

「コンラットを笑えない。わたしとて『焦あせって』いたのです。ダスケス軍が迫せまるなか、人々の心が王家から離はなれていくのがわかった。いまのままのわたしでは民たみを守れないのだと思うと、居ても立ってもいられなかった。怖こわかった、といってよいかもしれない。これでは、コンラットばかりか、ロゥラも笑えない。わたしはあの娘むすめのいうように、『お飾かざり』で『力』なき者。怖こわいというなら、それを認めることこそ、わたしはもっとも怖こわかったのではないか──」

「王女は、これまでおひとりで民たみをお守りしてきました。だからそのように考えずとも」

「ええ、そう、そうです。わたしは、民たみを守ってきた。あのブルートとの結けつ婚こんとて一度は覚かく悟ごした。父王が愛された民たみのため、わたしは持てるすべてを捧ささげよう。そう思っていた」

　王女は急に笑えみを浮うかべた。唇くちびるの両りよう端たんが吊つりあがる。すると、頭上からの照明によってか、ミネルバの頰ほおに色いろ濃こいくぼみがつくられた。

「とともに──ふふ、面おも白しろい矛む盾じゆんだと笑っていただいて構いませんよ？　わたしはね、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どの。ディラ・ロゴスから方々が下りてきて、ブルート王子を追ってこのバン＝シィに迫せまったあのとき──、わたしは、嬉うれしかったのかもしれません」

「嬉うれしかった？」

　ギュネイは思わずおうむ返しにした。かつて国を牛ぎゆう耳じっていた大司教一派の生き残りが接近してきて、王家の人間として『嬉うれしい』ということがあろうか。いまのような混こん沌とんとした状じよう況きようはその時点から容易に想像がつくことだ。

　そんなギュネイの驚おどろきを面おも白しろがるように、ミネルバはくっくっと笑って、

「ええ、ええ。嬉うれしかった。先ほどいったように、わたしはたったひとりの王族として、あらゆるものを一身に背負っているつもりでいた。国の未来、わたしの両親をはじめとした英えい霊れいの方々の期待、そしてランドールの民たみすべてを、わたしがたったひとりで。そこへコンラットの一派が接近してきた。いうまでもなく、コンラットは国を動かしていた重じゆう鎮ちんのひとりです。わたしが気負っていたこと、背負おうとしていたことを、すべてやりこなしてきた人物であり、ハーディン大司教よりはものわかりのよい男だという印象もあった。だから、警けい戒かいするより早く、ほっとしてしまった自分がいた。ああ、もうひとりではないのだ、と。わたしひとりで背負ってきたものを、コンラットにいくらか肩かた代がわりしてもらえるのではないだろうか、と」

　ミネルバは「あははっ」と甲かん高だかく笑った。

「本当、お笑いぐさ。わたしが、なにを背負ってきました？　わたしが自分を犠ぎ牲せいにしてまで、いったいなにをしましたか？　幽ゆう閉へいされた小こ娘むすめが、あほの王子さまと、うだうだと陰いん謀ぼうめいた駆かけ引ひきごっこをしていただけ。だというのに、ちっぽけな小こ娘むすめはもう疲つかれ果はててしまっていた。ああ、ランドール最後の誇ほこり高たかき王女ミネルバよ。そなたは麗うるわしくも愚おろかしい。わたしの首など新しい国のためならいつでも捧ささげてやる、とのたまいながら、その実、大きすぎる責任と義務から一日も早く逃にげ出だそうとしているではないか！」

　大きく手を振ふりたくって芝しば居いめいた態度を取るかと思えば、

「わたしは、あの男の出方次し第だいでは、国のいっさいを任せても構わない、とすら思った」耳を澄すまさねば聞き取れないほどの声で囁ささやきもする。「そのほうが民たみのためになるなら、と。だからわたしはコンラットを警けい戒かいする振ふりをしながらも、その実、コンラットと敵対したくなかった。彼かれらが軍勢を率いてやってきたとき、わたしは王女として檄げきを発し、民たみから兵を募つのってこれに応対する構えを見せつけることもできたのに、そうはしなかった。弱よわ腰ごしの姿勢に終始してしまい──、結果、どうですか。会談の席で兵を殺され、使者を殺されて。あまつさえ、コンラットはダスケスといくさを起こそうとしている。バン＝シィの民たみも力なき王家に愛あい想そをつかそうとしている。憐あわれなものです。ランドール王女の肩かた書がきにはなんの意味も力もない。といっても、本人がその肩かた書がきをいとわしく思っているのではどうしようもないのですがね！」

　ミネルバは席を勢いよく立とうとしたのだが、スカートの裾すそが椅い子すに引っかかって、前へ転んでしまった。テーブルで激しく鼻を打ったらしく、顔を押おさえてうずくまる。

「だ、大事ありませんか、姫ひめ」

　ギュネイが立ちあがって近くと、一滴てき鼻血を垂らしたミネルバは赤面し、それからギュネイのほうを見て「あはは」ともう一度笑おうとして、かと思うと眉まゆをあげてにらみつけるような表情になって──、最終的に、左右揃そろえた掌てのひらに「わっ」と顔を伏ふせて泣きはじめた。

「ひ、姫ひめ」

「お父さま、お母さま、ごめんなさい、ごめんなさい、弱いミネルバでごめんなさい」

　一部露あらわになった肩かたがおびただしく上下するのを見ながら、ギュネイは、どうすることもできずにいる。

　激しい自己嫌けん悪おと、そこに混じった自己憐れん憫びん。そして大きな重責と、おのれの無力さに打ちひしがれて泣きじゃくる少女相手に、いったいどのような言葉をかけてあげればいいのだろう。神の問題と同じで、それこそ『正解』があるかどうかもわからない。

　ギュネイにももちろん『正解』はわからなかったが──、ただ、彼かれには、これとひどく似た場面を、過去に一度だけ経験していた。
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　二年近く前になるだろうか。

　アレフ、ジューザと離はなれて、エリシスと二人旅になったとき、立ち寄った村から五色の霊れい薬やくを貰もらい受うけた直後、

「この村から出ましょう」

　とエリシスに訴うつたえられた。「敵が来るから」だという。そしてその敵の狙ねらいも霊れい薬やくなのだという。

　欲ほしいものがすでにないと知った敵は、この村を──ギュネイたちを歓かん待たいして、エリシスを『聖女』と讃たたえた人々のいるこの村を──どうするだろう。答えはわかりきっている。そんな場面を旅の途と中ちゆうでいくつも見てきたのだ。炎えん上じようする建物、矢と槍やりで、野のけもののごとく追い立てられていく人々。エリシスが口にした「村を出よう」という言葉は、「村を見捨てて逃にげましょう」というのに等しい。

「そんな」ギュネイは呻うめいた。「世界を邪じや神しんから救うための旅だといったじゃないか。それなのに、邪じや神しんの軍に襲おそわれるとわかっている村を見捨てるのか。必要なものだけ貰もらったら、あとのことは知らない、好きに死ねばいい、って？　おれたちは、おれは、なんのために……」

「子供じみたことをいうものではありません、ギュネイ」

　エリシスは、いつも『神の導き』を口にする際の、無機質な顔になってそういった。

「一日も早くランドールの野望を阻そ止しして、邪じや神しんの企たくらみから世界を救うためにこそ、わたしたちにためらっていられる時間はないのです。わたしたちの運命が潰ついえれば、世界そのものの未来さえ失われてしまう。急ぐのです、ギュネイ。ここで口論をしている時間も……」

「ああ、そうだ、そんな時間も惜おしいね！」

　エリシスを真実『聖女』だと認めかかっていたときだからこそ、ギュネイの反発も大きかった。彼かれは手にしていた霊れい薬やくをエリシスに押おしつけると、いまあとにしたばかりの修道院のほうに向かって歩きはじめた。

「あ、お、お待ちなさい、ギュネイ。どこへいくのです、なにをするつもりですか！」

「決まってる。神父に、敵の襲しゆう来らいがあることを教えにいく。男たちを集めて、武器を手に取らせる。せめて女性や子供たちが避ひ難なんする時間を稼かせがなきゃ。おれも戦うぞ。あんたは大事な大事な『それ』を持って、とっとと運命の旅とやらに戻もどればいい！」

「お待ちなさい。ギュネイ、何度いったらわかってもらえるのですか。あなたとて神に選ばれたひとりなのです。あなたがいなければ、この旅の目的をかなえることはできません」

「へええ。おかしなもんだな、エリシス王女、エリシス聖女」

「な、なにがです」

「神に選ばれたおれが、神のお導きのままに邪じや神しん復活を阻そ止しする。それが、王女が聞いたっていう『神のお告げ』だろ？　つまりは絶対的な定め、運命。なのに、おれはいま、その運命とやらを無視して、王女と離はなれ離ばなれになろうとしている。つまり、王女のいう『子供っぽい』考えひとつで、神の定めも、運命も、台無しになっちゃうわけだ。そんなものになんの意味がある？　いいよ、おれはいち抜ぬけた。あとはあんたと、アレフたちで好きにやってくれ」

「ギュネイ、聞きなさい、聞いてください、ギュネイ……」

「なにが神のお告げの聖女だ。神さまの指令があったらなんでも受け入れるのか。たとえば神さまが『聖女よ、ギュネイをいますぐ殺せ。それが世界のために必要なのだ。さあ、さっさとなさい』なんて命じたなら、あなたはためらわずおれの首を絞しめるんだろうな。きっとなにも感じず、なにも考えず、ただいわれるがままに……」

「いい加減にして！」

〈聖女〉エリシスの怒ど号ごうに、ギュネイは仰ぎよう天てんするあまりに口を閉ざしてしまった。見ると、エリシスの顔は夜目にもそうとわかるくらい真っ赤に染まっている。いつもは、気弱とさえいっていい性格の彼かの女じよだ。それほどまでに感情を昂たかぶらせる姿ははじめて見た。

　手にしていた霊れい薬やくの包みを投げ捨てて、ギュネイのもとに歩み寄ってくる。

「あ、お、おい、それ、大事なものなんじゃ──」

「この……この、わからず屋で、どうしようもなく子供で、不信心の、愚おろか者もの！　なにも感じないですって、なにも感じないわけがないでしょう！」

　それこそ首を絞しめてきかねない勢いに、ギュネイは情けなくもおよび腰ごしになった。

「お父さまも、教会の人たちも、誰だれも、なにも、わたしのことなんてわかろうともしないで！　わたしだって神さまのお声を聞きたくて聞いたんじゃない。聞こえてしまったんだもの！　聞こえてしまったなら、わたしがしなければならないじゃない！　大勢の人たちを恐おそろしい地じ獄ごくの苦痛から守るためだなんていわれたら……神さまだって、卑ひ怯きようだよ。わたしが、そういわれて、なにもしないなんてこと、できるはずがないのだもの……」

　ギュネイを貫つらぬかんばかりだった勢いはしかしすぐに削そぎ落ちた。一転して弱々しくなった声が、ギュネイとの空くう隙げきを流れていく。

「教会は、神の声を聞いたというわたしを異い端たん視した。お父さまは教会との仲を修復しようとしているときだったから、こんなわたしを邪じや魔ま者扱あつかいした。周りに誰だれも味方はいなかった。知っている人たちも、仲のよかった人たちも、わたしを知らんぷりするようになった。わたしは恐おそろしくて仕方なかった。ひとりきりで取り残された気分になった。そして、わたしだけが世界を破は滅めつから救えるというのに、こんな、ただひとりのわたしになにができるんだろう、って不安に押おしつぶされそうだった。でもそんなとき、新しい『お告げ』があった」

　エリシスは「ふふっ」と笑った。見るのも気の毒になるくらい、下手くそな笑い方だった。

「次々と、見たこともない人たちの姿が、霧きりに映し出された幻げん影えいみたいに流れては消えていった。わたしには、わかったわ……。彼かれらが、わたしの仲間なんだって。わたしはこの人たちと旅をして、大いなる目的をかなえるための冒ぼう険けんをするんだって。わたしは嬉うれしかった。わたしはひとりじゃない。国を飛び出して、アレフと最初に会ったとき、その確信は深まった。あなたと会ったとき、胸が痛いくらいに高鳴った。ジューザに酒さけ臭くさい息を吹ふきかけられたときだって、そうよ。ああ、この人たちだ！　この頼たのもしい仲間たちとともに、わたしはこの国を、人々を、世界を邪じや神しんの手から救うんだ！」

　口だけで笑いながら、それから、エリシスは、きっとギュネイをにらみつけて、

「……それなのに。仲間のひとりが、こんなわからず屋の子供だったなんて。ああ、そうね、神さまだって時にはまちがいをされるのかもしれないわ。いえ、まちがったのはわたしのほうかしら。見誤ってしまったんだわ。あなたじゃなかった。わたしが信しん託たくを受けた勇士のひとりは、あなたみたいな子供じゃなくって、もっと立派で、もっと大人で、もっと強くて、もっとうっとりするほどにかっこいい戦士にちがいないわ。これから本当の勇士を探すことにするから、どうぞここでお別れするとしましょう、ギュネイ。雄お々おしく戦って、立派に死んでちょうだい。さようなら！」

　踵きびすを返かえすと、エリシスはそのまま修道院とは反対側に向かって歩きはじめた。その足取りは大きく、また荒あら々あらしい。ついには投げ捨てた霊れい薬やくの包みさえ素す通どおりしたので、ギュネイはあわててこれを拾い、〈聖女〉を追いかけた。

「おい、待て。待てって」

「なによ、この、無礼者の大馬ば鹿か者。村に残って戦うんでしょ。どうぞご勝手に……きゃあっ」

　追ってくるギュネイから逃にげようとするあまりに、エリシスは前のめりに転んでしまった。白い法ほう衣えが泥どろまみれになる。ギュネイは助け起こそうと手を差しのべたが、エリシスはそっぽを向いた。急に肩かたを震ふるわせて、

「……なにも感じないわけがない」先ほどの言葉をもう一度口にした。「わたしだって、なにも感じないはずがないじゃないの。だからって、どうすればいいの。ここに残って村を守ろうにも、わたしたちだけで軍勢に勝てるはずがない。あの人たちに、なるべく犠ぎ牲せいが出ないよう、祈いのるぐらいしか……わたしには、もう、祈いのるぐらいしか」

　声も震ふるえがちになって、しまいには、エリシスは自分の立てた膝ひざに顔を突つっ伏ぷして、わんわんと泣きはじめた。

　ギュネイはむなしく手を差しのべたまま、そんな彼かの女じよの姿を見おろしていた。

　こうして泣きじゃくる姿は、王女でも〈聖女〉でもない。はっきりと年ねん齢れいを聞いたことはなかったが、当時十七歳さいのギュネイより二つも三つも上ということはないだろう。きっと同じか、下手をすれば歳とし下しただ。

　小さな肩かたが震ふるえている。彼かの女じよがいったとおりなら、その肩かたに、国や、教会や、世界を丸ごと背負う覚かく悟ごで──真実はどうあれ、彼かの女じよ自じ身しんは確かにそれほどの覚かく悟ごを抱いだいて──国を捨てて旅立った。

　ギュネイはひとつ息を吸って、吐はいた。背を屈かがめてエリシスの肩かたに手を置く。ぴくりともう一度震ふるえたが、エリシスは涙なみだをあふれさせた目をあげてギュネイを見つめた。

「敵は来る。それは確かなんだな」

「ええ……確かよ。信じてもらわなくてもいいけれど」

「それで、神さまはおれたちに『逃にげろ』とおっしゃったのか？」

「神さまのお声というのは、そんな具体的な指令などではないわ。あなたにいってもわからないでしょう、だから」

「『逃にげろ』とはいっていないんだな？」

　ギュネイの手に力がこもった。エリシスは痛そうに顔をしかめたが、手を振ふり払はらいはしない。

「ええ、確かに。でも、敵は数百規模で押おし寄よせてくる。戦って勝てるはず……」

「『戦う』ともいわないよ。来てくれ、エリシス」

「え、な、なにを……あっ」

　ギュネイはエリシスの肩かたから腕うでに手を移すと、そのまま強ごう引いんに引っぱりあげた。修道院のほうに歩いていく。ギュネイはまだ礼拝堂のほうにいた神父を大声で呼んだ。

「ま、待ちなさい。わたし、こんな格好で……」

　この期におよんで泥どろまみれの衣服を気にするエリシスがおかしくて、ギュネイは思わず笑い出しそうになった。

　その後。

　一タードほどしてから、三百ていどの騎き馬ばが蹄ひづめの音を鳴らしながら村にやってきた。武装したランドール兵だ。彼かれらは皆みな殺ごろしも辞さない覚かく悟ごだったろうが、村に入るなり、深夜にもかかわらず大歓かん迎げいを受けたのでおおいに面食らった。松明たいまつを手にした村人らは、「聖なる神の軍勢」だと兵たちを讃たたえた。そこへ神父が進み出てきて、

「ランドールの方々ですな。わたしは夢のお告げをもって、あらかじめあなた方の来訪を知らされておりました。さあ、なかへ。あなた方が欲ほつしているものもわかっております。ただちに差しあげましょう。神の威い光こうで地上を余すところなく照らしあげんがため」

　エリシスが来たときとそっくり同じ言葉で兵たちを出で迎むかえた。最初は戸と惑まどったランドール兵たちも、すぐに相好を崩くずして、

「さすがはわが国の神。もはや戦わずして、勝利を得られるのだ」

　出された酒を遠えん慮りよなく飲んで、兵たちは気分よく酔よった。隊長が神父に呼ばれて、

「こちらからは聖域となります。ぜひ、運命と神に選ばれたあなたがおひとりで」

　と礼拝堂に招かれた。持ちあげられた隊長は供もつれず、いわれるがままひとりで赴おもむき、そこで包みに入った霊れい薬やくを手にした。

「手に入れよ、とおれが命じられていたものがあらかじめわかるのか。神のお告げもあながちまちがいではないようだ。よし、おまえたちはよい選せん択たくをしたな。兵たちには物資や食しよく糧りようの接収を禁じてやろう──」

　そのとき、頭上から大きな笑い声が響ひびいたので隊長は驚おどろいた。

「馬ば鹿かめ！」と三階ていどの高さに位置する回かい廊ろうから、灯あかりを手にしながら身を乗り出したのはギュネイだ。「おめでたい神父に、愚おろかなランドール兵め。手にしたものをよく見てみろ。それが真実、聖人トリトォンの聖遺物だと思ってか」

「な、なんだと」

　隊長が大急ぎで包みを開けると、そこには空の酒瓶びんが数本あるきり。神父が「あっ」と指差した先で、ギュネイが同じ大きさの包みを掲かかげた。

「すでに霊れい薬やくはいただいた。おまえらがやってきたおかげで、村の監かん視しがゆるんだ隙すきに取とり替かえていたのだ。ははは、無む駄だ足あしを踏ふんだな、ランドール人。さらばだ。神父、これはおれが高い値で異国の商人に売りつけてやるから安心しろ！」

　いうなり、灯あかりを消して姿をくらませた。

　神父は隊長の肩かたを揺ゆさぶって、

「なんということだ。聖なる薬が盗人ぬすつとの手に落ちるとは。早く、早く彼かれらを追って取りかえすのだ。さもなくば神の裁きがあなた方の頭上に落ちることになるぞ！」

　いいがかりもいいところなのだが、なにしろ目の前で薬が奪うばわれたのだから隊長も追う以外にない。すでに酔よっぱらった兵たちを無理矢理従えつつ、あわてて馬上に身を投げた。

　一方、あらかじめ裏庭につないでいた馬に大急ぎで飛び乗ったギュネイと、これを待っていたエリシスは、すでに村から何クルーも離はなれている。

　二人は馬首を並べて石くれだらけの道を走っていきながら、

「村の人たちは薬をくれようとしたのに、自分たちの不ふ手て際ぎわで盗ぬすまれてしまった。……連中、そう思ったろうから、全員でこっちを追ってくるよ。多分、村に害がおよぶことはない」

「ギュネイ。あなたという人は」

「見なおしてくれた？」

「あなたは、見た目以上に悪党だったのね！」

　エリシスが叫さけぶようにいったので、ギュネイは笑った。釣つられてか、エリシスもつつましく微ほほ笑えんだが、そのうちにギュネイと声を揃そろえて大きく笑いはじめた──。




　泣なき伏ふせた少女が、過去と現在、虚きよ像ぞうと実像、それぞれの姿をもってギュネイの眼前を交こう互ごにちらついた。

　震ふるえた肩かたに負おうとしているものの重さはどちらが上なのか。

（変わりゃしない）

　ギュネイは思った。現在のミネルバは、二年前のエリシスと同じ年とし頃ごろだろう。国王の娘むすめとして生まれついた立場こそ同じであるものの、その後の人生には大きなちがいがある。それは正義の神と邪じや神しん、勝者と敗者といった単純な図式では決してないものの、しかし二人の王女が背負おうとしたものは、実のところ本質的には同じもののように思えてならない。

　気がつけばギュネイはミネルバの真ん前に立っていた。ひとつ息を吸って、吐はく。ギュネイは背を屈かがめて、震ふるえる王女の肩かたに触ふれた。

　瞬しゆん間かん──、

　はっとしたようにミネルバは肩かたを引いて、ギュネイの手を振ふり払はらった。

　双そう方ほう、

（あ）

　というような視線を結んだ。

「い、いえ、その」王女は涙なみだに濡ぬれた目をさまよわせた。「騎き士しどのの手が、冷たくて」

　ギュネイは黒光りする自分の手を見つめた。

　シャンデリアの光を浴びるその手には、ギュネイとはちがう顔が映っている。

（かりそめの客）

　何度目かにその言葉を脳のう裏りによぎらせつつ、

「ミネルバ王女。悔くいるのはまだ早い」

　つとめて不自然にならないよう、王女とゆっくり距きよ離りを取りながらギュネイはいった。

「ええ、わかっています」

「泣くのもいい。だが、責任を負った者はそのうえで『次』を見み据すえねばならない。あなたに、ご自分をかわいそうがる時間などそう多くは許されまい」

「辛しん辣らつですね」

　ミネルバはハンカチで鼻を押さえながら、苦笑いめいたものを浮うかべた。

　ギュネイはさらに厳しい言葉を連ねた。

「忘れてはならない。ハーディン大司教は国内での評価が割れているが、それは王族も同じだ。王族こそを希望とする者もある一方で、王族など大司教に国を乗っ取られた愚おろか者ものだ、という声とてある」

「な、なんという？」

「おれをにらみつけても仕方がない」古こ豪ごうめいた芝しば居いを取とり戻もどしてギュネイは肩かたをすくめる。「民衆は、苦難にあるときに指針を求める。自分や家族を守ってくれる『力』を欲ほつする。いまバン＝シィでロゥラ一派のほうに人々の気持ちが傾かたむきかけているのはそういうことだ。──では、あなたは？　いまの王族に『力』はない、とあなたはいった。なにを馬ば鹿かな。あなたという存在を守るためなら命をなげうつ覚かく悟ごのある者など、このバン＝シィだけで千も二千もいよう。彼かれらを軽かろんじてはならない。あなたが使者を任じた兵とて、喜んで命を懸かけたのだ。あたら命を失ったことを悔くいてもいいが、決して彼かれらの気持ちを置き去りにしてはならない」

「…………」

「そして」とギュネイは王女から預かった剣けんを半ばほど抜ぬいてから、叩たたきつけるように鞘さやに戻もどした。「ここにもひとり、ランドールの健すこやかな未来のために命を惜おしまぬ兵がいる。その力もまた、軽かろんじられるものではないはずだ」

「そ、それは、あなたの力です。わたしなどではない──」

「王女自身がかつていわれたとおり。おれは名も顔も明かせぬ、素す性じようの知れぬ者。そんな男を、あなたは受け入れて、ご自分の目的のために使おうとなされた。いったいほかの誰だれにそのようなことができるだろう。あなたがその決断をされたからこそ、バン＝シィは無法者の襲しゆう撃げきから守られて、カノンも住民を盾たてに用いるような卑ひ劣れつな輩やからから解放されたのだ。誇ほこるがいい、ランドール王女。以前、名めい剣けんが女の腰こしにあっても輝かがやきが鈍にぶるだけといわれたが、その剣けんを振ふるう騎き士し自身を、あなたは腰こしに携たずさえているのだ」

　ミネルバは瞼まぶたを閉ざしたまま、黒光りする騎き士しを正面から見あげている。ギュネイはつづけた。

「おれという名めい剣けんの力と命を預かる以上、あなたも名めい剣けん士を気取ってもらわねば困る。裏で泣こうとわめこうとも構わない。ただし表の顔だけは覚かく悟ごを決められよ。あなたはひとりではないが、決してその他大勢のなかに埋まい没ぼつしてよい方でもない。孤こ高こうの意志をもって、剣けんの抜ぬきどころを見み極きわめてほしい」

　クルスのときと同様だ。他者にいっているようで、ギュネイは自分にも言い聞かせている。

　ずっと、慣れぬ戦いだと思っていた。〈竜りゆう戦士〉のときのように単純に戦えないことを嘆なげいてもいた。

（なら、おれだって慣れるまでだ）

　敵も味方もはっきりとした区別はなく、勝利も敗北もその形が見えづらいこの戦いに。

（おれは〈竜りゆう戦士〉になりすぎていた。強敵と剣けんを交えて血路を開くような戦いに慣れすぎていたんだ。いつまでも同じような戦いができるなんて思うな。これからは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としての戦いを模も索さくしなきゃいけない）

　すなわち、ギュネイは今後の振ふる舞まいを『これからの戦い』と定めた。それは、彼かれにとってもこの国にとっても影えい響きよう小さからぬ決意であったのだが、本人にもわからないことだ。

　部屋を立ち去り際、ギュネイはふと、窓辺のほうを見やった。さっきの部屋と同様に、この執しつ務む室にも狭せまい露ろ台だいがある。一いつ瞬しゆん足を止めかけたギュネイだったが、結局は、

「言葉が過ぎたることはご容よう赦しやいただきたい。では」

　王女に一礼して部屋を去った。




　残された王女はまだハンカチで顔を拭ぬぐっていた。

　血や涙なみだをあらかた拭ぬぐってしまわないと、ターシャが部屋に来たときにうるさいだろうと思ってのことだ。さて、ではこの赤く濡ぬれたハンカチをどうするべきか。

（捨ててしまおう）

　ミネルバは露ろ台だいに出た。薄うす着ぎでは風が冷たい。指で摘つまんだハンカチを欄らん干かん越ごしに投げ捨てようとして、ふと動きを止めた。

「どなたかいらっしゃいますか」

　風が、庭木の梢こずえをさわさわと鳴らしている。室外は真っ暗闇やみだ。常人ではなにも見えないだろうが、もともと盲もう目もくのミネルバには、真っ昼間だろうと雲ひとつない暗夜だろうとかかわりはない。人の気配には敏びん感かんになっていた。

「何者かの『におい』がすると思っていたが、気のせいか。……ふふ、『におい』などとすぐいうのは、イシスの影えい響きようだろうか」

　ミネルバはひとり言をいいながら小さく笑った。

　アー・シェが任命される以前は、神の依より代しろたるミネルバの身辺警護はイシスという女性がつとめていた。人じん狼ろうの一族である彼かの女じよがやたら「不ふ審しんな匂においがする」だの「あの匂においはおそらくコンラットさまが訪ねてきたようですね」などというから、ミネルバも自身が感じる気配の総そう称しようを『におい』などという癖くせがついている。

「声も姿もないのに『におい』が──気配がするというのは妖よう精せいのたぐい、いや、亡ぼう霊れいの仕業か。そういえば、六英えい雄ゆうのひとり、〈竜りゆう戦士〉とやらは死者の声を聞けたというが」

　ミネルバは欄らん干かんに両手を置いて、腕うでを伸のばしながらぐっと背筋を逸そらした。そうやって溜ためた力を一気に抜ぬいて、深い呼吸をひとつ。

「もし本当に、死者がわたしのもとへ会いに来てくれたとするなら」

　それは誰だれだろう──、と考えかけて、ミネルバはまた笑った。

「思い当たるものが多すぎる」

　ひとりずつ指折り数えていったのでは間に合わないくらいだ。

　突とつ然ぜん、ミネルバは衝しよう動どうに駆かられて顔を伏ふせた。

　先ほどこみあげた感情が、また息を吹ふきかえしてきて、ミネルバの足を伝い、背を波打たせながら、最後には嗚お咽えつとなって解放されていく。

　しばらく経たって。

「まだ捨てずにいてよかった」

　かろうじて綺き麗れいな部分が残されていたハンカチを使い終えて、ミネルバは背筋を伸のばした。

　露ろ台だいに背を向けて一歩を踏ふみ出だしてから、つと、左右に顔を巡めぐらせて、

「そこにいるのが幽ゆう霊れいであれ妖よう精せいであれ、ここで見たことを他言してはならぬ」

　ひとり遊びのつもりで、ミネルバは威い厳げんをもって命じた。

「騎き士しどのがいわれたとおりだ。わたしはランドール王女。何者の前でも泣きはせぬ」

　投げ捨てたハンカチがひらひらと空を漂ただよい落ちるのを尻しり目めに、王女は露ろ台だいを去った。

　風がぴたりとやんだ。

　それも一いつ瞬しゆん。夜に染まった梢こずえはふたたびさわさわと揺ゆれている。
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　翌日。

　城の大広間に、王国の元高官たち──引ひき継つぎ作業のためバン＝シィに残されていた貴族──や、城の兵たち、さらに〈黒こく狼ろうの騎き士し〉やブルート王子までもが顔を並べた。

　呼びつけたのはミネルバ王女。

　通常、こうした場においての帯たい剣けんは許されない。というのに、「装備をととのえてこい」とまで命じられた人々は、各おの々おのの得物を片手に当とう惑わくの表情をしていたが、

「いますぐ城下で、敵と戦うための兵を募つのりなさい」

　王女の下した命令に声が出るほど驚おどろいた。ブルートが青ざめた顔になって進み出る。

「ま、待たれよ。王女までもが兵をもって、兄の軍を迎むかえ撃うつというか。それでは、もはやダスケスとのいくさは避さけられぬ──」

「ダスケスに引く心づもりがない以上、すでに避さけられはしません」

　王女の強い断定に、ブルートは異を唱えられなかった。が、

「殿でん下か、ただし、われわれが戦う相手はダスケスではないのです」

　新たな断定に細い目をみはった。

「なんと？　で、では」

「われわれが討うつべき相手は、ディラ・ロゴスから下ってきたコンラットの一派です」

　いよいよ大広間がざわめきに包まれた。さらに、

「いまのランドールが他国といくさをしてなんになる。ようやく民たみが田畑を耕しはじめ、商人たちが軒のき下に売り物を並べ、職人たちが腕うでを振ふるいはじめたというのに。ハーディン大司教は死んだ。この地も焼かれた。というのに、自分たちにはいまだ神の加護があるなどと言いい募つのって戦火を招かんとする僧そうどもの妄もう言げんにはもはやつきあいきれぬ。彼かれらは会談の席でブルート殿でん下かと、わたしをもかどわかそうとしたのだ。もはや彼かれらは敬けい虔けんなる神のしもべなどではない、王家への謀む反ほん者である。よって、ミネルバ・ディオン・ランドールの名において、謀む反ほん者たちを討とう伐ばつする！　この決定に異はあるか」
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　王女の重ねた言葉に、皆みな、震ふるえあがるような感情を抱いだいた。

　これはすなわち、敗戦後はじめてランドールが『国』としての指針を示すということだ。すなわち、地図上から名を消しかけていたランドールが、『国』として名乗りをあげたということだ。すなわち、ミネルバ王女が国を背し負よって立たつという名乗りをあげたも同然のことだ。

「異がある者はこの場でわたしの首を刎はねよ。その首を、コンラットなり、ゴードン王子なり、望むほうに届けるがいい。武器の携けい帯たいを貴き殿でんらに許したのはそのためである。誰だれかあるか！」

「なりません、王女」

　大広間の一角から、黒い甲かつ冑ちゆう姿が出ようとしたが、

「控ひかえよ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉！」王女が手を出して制した。「そなたがわが盾たてとなったのでは、誰だれも剣けんを取れぬ。威いを振ふるうつもりはない。わが首を刎はねる資格のある者は、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よりも剣けんの腕うでが立つ者などではない、わが屍しかばねを踏ふみ越こえてまでもランドールにちがう未来をもたらそうとする覚かく悟ごのある者だ。個人の武力など問題ではない。わかったなら控ひかえておれ！」

　するとミネルバは、これまでずっと閉じていた目を開いた。

　あっ、と人々が息を吞のんだ。瞳ひとみが、まるで腰こしの定まらない老人じみてふらふらと動いている。神の依より代しろとしての儀ぎ式しきをいく度となく強制された結果、盲めしいてしまったという王女は、そのもはや視力の宿らない瞳ひとみをさまよわせつつも、

「誰だれもおらぬのだな」声ばかりは力強く言い放った。「よく考えよ。いましかこの機会は与あたえぬ。これ以降、『やはりミネルバに玉座は委ねられない』と刃やいばをわたしに向けた者は、わが兵をもってためらわず討うつ。おらぬのか。このミネルバを弑しいし、ランドールの玉座を背負おうとする者は誰だれも！」

「おりませぬ」

　ある者がいうと、

「ランドール王家に栄光あれ」

　隣となりの者がつづいて、そして同じ言葉が伝でん染せんしていくその波に押おされるように、人々は次々とひざまずいた。

　ミネルバは、先ほど制した〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を目の前に手招いた。

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、わたしが預けた剣けんを持っているか」

　騎き士しは「ここに」と剣けんを半ばほど抜ぬいてみせた。王家に伝わる宝ほう剣けんの輝かがやきに、ひざまずいた人々が、おお、と小さく声を発する。

「各おの々おの、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はわが客人の身だ。わたしに剣けんを捧ささげている身ではないが、しかしその力のほどと、ランドールのため命を惜おしまず働いてきた活かつ躍やくぶりは皆みなも知っているだろう。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、そなたの腰こしにいましばらくその剣けんを預けよう。そしてその剣けんを手にした以上は、王家の人間たるわたしの命によって一軍を預かる義務と責務がある。異存はないか」

「はっ」

　有う無むもいわさぬ決定に、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉をはじめ、人々はまたも異を唱えられはしなかった。このとき彼かれらは、敗戦からいまにいたるまで、まるで墓の下で眠ねむっていたような『王国』としての時の流れがふたたび目を覚まし、唸うなりをあげながら動き出すのを感じて、ある種の熱に包まれていた。ある者は恍こう惚こつとし、ある者は武む者しや震ぶるいをし、ある者は涙なみだを流した。

　ブルートひとりが、大広間の隅すみっこで大量の汗あせを拭ぬぐうのに忙いそがしい。

　誤算だ。ランドールの王位をうかがっていたブルートにとって、ランドールが自分の存在を抜ぬきにしたまま『国』としての立場を取とり戻もどしていくのは、これ以上もない誤算だった。が、自国の軍が迫せまるいま、王子にはどうすることもできない。

　……熱覚めやらぬ顔をした人々が大広間を去ったのち、

「どうです」

　席に着いたままの王女が、ただひとり居残った〈黒こく狼ろうの騎き士し〉──つまりギュネイに自じ慢まんげな笑えみを見せた。

「なかなかの役者でしょう、わたしも」

「あれは芝しば居いなどではなく、生まれながらに備わった王者としての風格でしょう。『控ひかえよ！』といわれたときは、いく多の戦場を踏ふみ越こえてきたおれでさえ足がすくむ思いがしました」

「ふふっ、あなたも冗じよう談だんをいうのですね」

　ギュネイは軽く一礼したきりで、肯こう定ていも否定もしなかった。

　ミネルバは真顔になって、いまはがらんとなった大広間を見み据すえ、

「これでよい」といった。「神を降ろさんとする魔ま術じゆつ師たちとの戦いであれば、かつての諸国と同じ立場。ダスケスにも、フォーゼにも付け入る隙すきは与あたえぬ。あとは、あなた方武人に託たくしました。無論、わたしにできることがあれば骨身は惜おしまぬつもりです。とうに、わたしも戦う覚かく悟ごを決めている。『勝つ』ためならば火中にも身を投じよう」

「は。『勝つ』ために」

　ギュネイはふたたび一礼した。




　バン＝シィは混乱に陥おちいった。

　当然だ。これまでロゥラ派の僧そうたちが兵を募つのっていたところへ、王家の命を受けた者たちが新たに兵を集めはじめたのだ。しかもその目的はほかならぬロゥラ派の軍勢を討うつためだ、という。

　これまで民衆に邪じや魔まをされると腰こしが引けていた兵士たちも、

「すでに王家は、コンラットとロゥラの一派を敵と定めた」

「これ以上邪じや魔ま立だてするようなら、王家に弓引く者とみなすぞ！」

　と強権を発動して、僧そうどもを都から追い出そうとし、さらに、これに反はん抗こうしようとした民衆たちをも捕つかまえると、容よう赦しやなく牢ろう獄ごく送りにした。どちらも力ずくだ。

（おそろしや）

　と身をすくめる者もある一方で、

（ふざけるな。いまさら姫ひめひとりきりの王家になにができる。王家はダスケス王子の身み柄がらは守りながらも、おれたちのことなどどうでもよいのだ）

　と反発する者も大勢いた。

「われらには神の加護がある」

　と考えてか、兵たちに立ち向かおうとする者までいて、連日、あちこちで騒そう動どうになった。逮たい捕ほ者や怪け我が人にんが続出し、ダスケス兵駐ちゆう屯とん所を巡めぐって暴動となった箇か所しよでは死人すら出た。

　それでも王女ミネルバは強権の手をゆるめない。ある朝、兵から報告を受けた王女は、

「牢ろう獄ごくが人でいっぱいになった？　なら、これからは城に入れなさい。幸い、いまは空き部屋でいっぱいだ。困ることはないでしょう」

　などと、お茶の入ったカップを傾かたむけながら笑ったという。

　王家への反発、猜さい疑ぎ心、恐きよう怖ふなどがバン＝シィに蔓まん延えんするなか、しかし王家を根強く支持する者たちも多く、

「邪じや神しんを担かつぎあげようっていう連中に比べればまだしもだ」

「忘れるな。王女さまは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を呼んで、野や蛮ばん人に襲おそわれていたおれたちを救ってくださった方だ。今度もまちがいはないはずだ」

　と、槍やりを持って城に馳はせ参さんじる男たちの数も日増しに増えていく。

　そうなるとしかし、今度はバン＝シィ住民たちのあいだでもいさかいが表面化してきて、それぞれへの支持を呼びかける連中が路上でばったり出会ってしまうと、にらみあい、罵ののしりあいはもちろんのこと、血を見るまでの争いに発展することも多々あった。これも、長くつづけば死人が大勢出る羽目になったろうが、王女が兵を募つのってから約十日後のこと。

　潮目が変わった。

　不死騎き士し団のクルス・アインが、兵を連れてバン＝シィへやってきたのだ。

　これは王家への援えん軍ぐんであると同時に、凱がい旋せん軍であるといってもいい。クルスと〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が、カノン城をフォーゼ国から奪だつ回かいした一件は、すでに領国内に知れわたっている。

　クルスは、カノンを守るために周辺で募つのった兵のうち二百に、王都を発たつ際に連れていた正規兵のうち五十を加えて、王都を目指して出立。さらに、いく道々で兵を集めて──これも、以前、クルスが賊ぞくを討とう伐ばつした土地土地であるため、苦労はなかった──カノンを出立したときの倍以上の人数になって、バン＝シィへと凱がい旋せんした。

　クルスはただちに王城に入ると、王女ミネルバに拝はい謁えつして、さらなる王家への忠誠を誓ちかったという。無論、「コンラットらを討うて」との命令にも疑問を挟はさむことなく応じた。

　こうなると人々は現金なもので、

「そうだ。われらには〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのと、ゼオ将軍の右みぎ腕うでクルスさまがついている」

「お二方は、フォーゼ、ダスケスが涎よだれを垂らして欲ほしがっていたカノンを、あっという間に奪うばいかえしたというぞ！」

「知ってる？　〈黒こく狼ろうの騎き士し〉さまはフォーゼの騎き士しが次々挑いどんできた一いつ騎き打うちにことごとく圧勝したんですって！　こんな物語じみたことってあるのかしら！」

　王家にも確かな『力』がそなわっていると実感するや否いなや、もともと評価の割れていたディラ・ロゴス勢よりも多数の支持を集めるにいたり、大勢の若者が、われもわれもと王城へ押おしかけてくるようになった。

　するとロゥラ派の僧そうたちは居場所を失って王都から姿を消し、支持者たちの勢いも自然と落ちた。

　ただし、そのときには、すでにダスケス軍が間近に迫せまっている。

　ロゥラ派は、街かい道どう脇わきで本格的に布ふ陣じんを開始。

　そしてこれを討うつべく、王城に集まった一千以上の兵たちも準備に取りかかった。

　いわば、三みつ巴どもえの戦いだ。いまのところ、王家と、ゴードン王子率いる軍勢はともに、邪じや神しんを奉ほうずる一派を敵だと断じているが、だからといって共きよう闘とうする流れとなるかどうかは不ふ明めい瞭りよう。むしろ最初にぶつかりあうであろう王家とディラ・ロゴス陣じん営えい、どちらが勝つにせよ、ゴードンは疲ひ弊へいしきったこの勝者に襲おそいかかって漁夫の利を得るのではないか。

　最終的な勝者は誰だれか。そして何者が勝つのがバン＝シィに、ひいては国家にとってもっとも益となるのか。──誰だれも正確な『答え』などはわからない。

　日々、暴動騒さわぎが起こっていたバン＝シィからは狂きよう奔ほん的な熱がひとまず引いて、夜ともなると、むしろ水を打ったような静けさに満ちた。それぞれの家々では、誰だれもが自分と、身近な人々の安全を願っているだろう。だが、神に祈いのろうにも、いまのランドールにおける『神』の定義は複雑であるからして、一時的な安らぎを求めることすら困難な状じよう況きよう下にある。

　そんな、静せい謐ひつのなかにあっても悶もん々もんとした人々の不安や苛いら立だちが風に乗って伝わってきそうな、とある真夜中。

　ギュネイはバン＝シィを離はなれ、さらに街かい道どうから外れて、ロゥラ一派が陣じんを張る場所へふたたび戻もどろうとしていた。甲かつ冑ちゆう姿の後ろにはリーリンが乗っている。ギュネイにこき使われてさすがに疲つかれているのか、うつらうつらと頭が前後に揺ゆれていた。

　今宵こよい、月が煌こう々こうとして、松明たいまつを掲かかげずとも進めるほどの明るさがある。と、その月下に人ひと影かげが忽こつ然ぜんとあらわれて、ギュネイのいく手を阻はばんだ。果たして敵か味方か。姿がはっきり見えてもギュネイにはその判断が難しかった。ディドーだ。

「おまえ」と出だし抜ぬけに彼かの女じよはいった。「あのとき、わたしに気づいていたんじゃないのか」

「またいきなり、なんの話だ？」

「貴き様さま──、いや、いい」

　ディドーは深く息を吸ってから、かぶりを振ふった。

「それより、これからの話だ。どうせ姫ひめさまを炊たきつけたのはおまえだろう。勝算はあるのか」

「なかったなら、尻尾しつぽを巻いて逃にげているところだ」

「おまえがか？」

　せせら笑うようにいったディドーの心境も複雑なところだろう。ギュネイは頷うなずいた。

「おれに、ランドールのためにたったひとつしかない命を懸かける理由はない。勝てるいくさだからやるんだ」

「そうか。なら、その『勝てる』相手というのはディラ・ロゴス軍か、ダスケス軍か」

　ディドーは弓を構えた。もちろん狙ねらいはギュネイの首。ここで前者だと答えるようならすぐさま矢が飛んでくるだろう、と誰だれにも思える場面なのに、

「当面の相手はディラ・ロゴス」ギュネイも腰こしの剣けんに手を置きざま答えた。「そののち、もしダスケスであれ、フォーゼであれ、軍旗をたなびかせて領内に押おし入いってくるなら、おれも『勝てる』ために全力を尽つくす」

　ディドーは矢をつがえている。指を軽く放しさえすればその瞬しゆん間かんにも両者の戦いは幕を開けるだろう。もはやギュネイもためらわない、といった態度が、馬上で低くした姿勢からあらわれている。

「そうか」ディドーはいっそう表情を険しくさせた。「わたしと同じだ。わたしも、何者であれ、わが祖国を蹂じゆう躙りんしようとする者とは、全力をつくして戦う。たとえ〈竜りゆう戦士〉であれ」

「ああ」

「たとえ──、実の父であれ」

「なに？」

　ギュネイが真実、驚おどろきの声をあげる前で、ディドーは弓をおろした。

「敗戦後、祖国の置かれている状じよう況きようはわかっているつもりだった。わかっていたからこそ復ふく讐しゆうを遂とげねばならないと思っていたのに、おまえを監かん視しする傍かたわら、領内のあちこちをこの目でじかに見てきて──、結局のところ、わたしにはなにもわかっていなかった、ということがわかった。いままでのわたしは、父や、その周囲の世界しか知らなかったということも。……おまえと同じだよ。ザッハを旅立って以来、おまえが見たものをわたしも見て、おまえが感じたことをわたしも感じ、おまえが決意したような決意をわたしもしたんだ。……そう自覚したからこそ、はっきりといえる。ランドールは、いま国内で争っているときではない。ましてや外国とのいくさなどは論外だ。……わたしは、父にそれを伝えねばならない」

　それが、ギュネイに暗殺の矢を放って以来、ずっとギュネイの行動を追ってきた女戦士の出した結論らしかった。

「なら、おれといっしょに来るか？」

「そういうと思った」ディドーは小さく鼻で笑った。「おまえはおまえで、考えていることがあるのだろう。今回だけは邪じや魔まはしない。わたしはいくさばで父に相対してみるつもりだ」

　ディドーはそういうと弓を背に負い、踵きびすを返かえした。ギュネイに背を向けながら、

「〈竜りゆう戦士〉よ」と声だけを投げかけた。「『勝てる』いくさだから戦うだと？　わたしをあまり馬ば鹿かにするな。そんな噓うそが通用すると思うか。おまえは」

「おれは？」

「愚おろか者ものだよ。神を降ろそうとした伯お父じ上うえや、その遺志を継ついだ父上に負けず劣おとらずな」

　ディドーの姿が遠ざかっていく。

　ギュネイは手た綱づなを絞しぼると、ふたたび馬を進ませた。

　もう、ディドーの矢に狙ねらわれることもないのだろう。兜かぶとの下で笑え顔がおになりながら、しかしほんの少し、ギュネイは寂さびしげでもあった。




　　　　　　　２




　ディラ・ロゴス勢としても、ミネルバの動きは意外だったろう。

　ダスケス軍を迎むかえ撃うつ前に、まずはミネルバが募つのった兵たち、いわば王国軍が陣じんに迫せまってきたのだ。

　数は千近い。その日、黒い雲が空のあちこちにかかっていたが、ディラ・ロゴス陣じん営えいから見おろす先では、時折洩もれる陽光に槍やりのきらめきが上下に波打っていた。

　先頭で部隊を率いるのはクルス・アイン。不死騎き士し団のひとりで、彼かれが王家に味方しているという報は、当然、陣じん営えいにも伝わっている。その華はな々ばなしき武ぶ勲くんもまた。

　しかし、ディラ・ロゴス側にさしたる動どう揺ようはない。

　数日前、陣じんに一台の馬車が到とう着ちやくしていた。双そう蛇じや兵団たちに護衛されながらやってきたのは、コンラット司教だ。相変わらず人前に姿を見せることはなかったが、馬車の窓越ごしにまちがいなく司教その人の声が聞こえると、信者たちはいっせいに十字の印を切った。

「相手が王家の兵とて、ためらうことはない。神の加護を受けしわれらの力を存分に見せつければ、王女とてわれらに槍やりを向けたことを悔くい、必ずやこちらの味方についてくださるだろう」

　コンラット自身に言葉をたまわれば、士気はいや増すばかり。

　いくさになるであろうこの日も、コンラットは陣じんの後方に馬車を進ませると、そのなかに鎮ちん座ざしたまま、兵からの報告をひっきりなしに受けていた。川向こうに布ふ陣じんした敵の軍容が矢や継つぎ早ばやに伝えられるなか、敵の先頭にいるのがクルスという若者だと知ると、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらの姿はないのか」いぶかしげな声を発した。「別働隊を指揮して、川を迂う回かいしてくるつもりか？」

　しかし、あちこちに斥せつ候こうの兵を放っても、噂うわさの、黒光りする甲かつ冑ちゆう姿はどこにも見えないという。彼かれに関してはいまだ謎なぞが多い。さしものコンラットにも正体はわからなかった。

　腕うでは恐おそろしいほどに立つ。カノンに派は遣けんした双そう蛇じや兵団はおそらく殺されただろう。ブルートの身み柄がらを拉ら致ちするはずの場面においても邪じや魔まをされた。それに加えて、

（〈黒こく狼ろう〉などと思いあがりおって）

　黒こく狼ろう王を信しん仰こうの象しよう徴ちようとしてきたコンラットにはそういった腹立ちもある。

　が、コンラットは一度その存在を忘れることにした。どうせ、いくさとなれば、わざわざ捜さがすまでもなく向こうから飛とび込こんできてくれる。コンラットは大きく構えていた。予期せぬ戦いになったとはいえ、どうせこうした場面はこれから先も多々あるだろうと踏ふんではいた。いや、むしろ多々あってもらわねば困るのだ。

「神しん託たくに歯向かう者ことごとくに勝利する。であればこそ、ランドールの民たみも団結し、神のご降臨を心底から望むようになろう」

　そしてそれが可能だとコンラットは本気で考えていた。覚かく悟ごのうえならばとうに命は捨てている。無論、先を考えれば、コンラットが命をも覚かく悟ごして力を振ふるうのは『いま』ではない。もっとふさわしい場面があるだろう。勝利を重ねた先で、ロゥラや信者たちに道筋さえ示すことさえできれば、この目で神のお姿、そして理想郷の到とう来らいを見ることができなくても構わない。

　ただ、

「千を揃そろえてきたか」

　いくさの直前、ふと、コンラットは馬車のなかでひとり言を口にした。あのミネルバが。神の依より代しろとして聖堂に招いたときは十四歳さいの、無む垢くそのものといった少女だった。兄ハーディンも、神をこの世に降ろすための方法はミルド人の遺い跡せきから手に入れた秘術で心得ていたものの、当然、実行に移すのははじめてだった。ミネルバを中心におこなった儀ぎ式しきは半年で百を超こえよう。その都度心身に大きな負担を抱かかえながらも、王女は泣き言ひとつあげず、敬けい虔けんな心をもって、彼かの女じよのみに神が与あたえたもうた試練に耐たえていた。当時のコンラットが感かん嘆たんするほどだ。

　そのミネルバが、いま、千の槍やりを揃そろえて、コンラット率いる部隊と──言いい換かえるなら、かつて共有したはずの神の理想と──戦おうとしている。

「いまの王宮に、強力な後うしろ盾だてがいるとも思えんが。ふん、ダスケス王子の入いれ知ぢ恵えに惑まどわされたか。王女、そなたほどの人間が、現世うつつのつまらぬ欲と利益に左右される輩やからの味方入りするとは、嘆なげかわしいことぞ──」




　クルス・アインはまず、単身、馬を進めた。

　川の浅あさ瀬せを渡わたっていくと、コンラット陣じん地ちの兵たちがいっせいに矢をつがえる。見あげる先、視野いっぱいに矢を向けられながらも、クルスは臆おくすることなく、

「王家の命を受けてまかりこした。ランドール王位継けい承しよう者の言こと伝づてがある。よく聞いて、いますぐ陣じんを引きはらうがいい、方々！」

　と、よく通る声で叫さけぶ。王家の意に反し、こうして武装して陣じん地ちを築いているだけでいかほどの罪を負っているか、ダスケスといくさをすることがどれほど愚おろかしいかをとうとうと説くのだが、返ってきたのは嘲ちよう笑しようの群れ。ばかりか、

「帰ってお姫ひめさまのおしめでも替かえていろ！」

「不死騎き士し団も、威いを失った娘むすめっ子の使い走りとは堕おちたものだ」

　怒ど声せいとともに矢を放ってくる。クルスは馬を右に左にと移動させて巧たくみにこの矢をかわすのだが、それで苛いら立だった敵がいっせいに矢を射かけてきたのだからたまらない。

（ちっ）

　クルスが、馬を失う覚かく悟ごで後ろに飛とび降りようとした刹せつ那なのこと、視野を羽虫のごとく埋うめた矢の群れが、忽こつ然ぜんと消きえ失うせた。

「なにっ」

　叫さけびは、クルスも、ディラ・ロゴス陣じんの兵たちと共通している。

　クルスの傍かたわらに馬を進めてきたのは、鎖くさりかたびらを着き込こんだ武者だった。ただし武器は帯びていない。右手を宙に差しのべているきりだ。その右手で鎖くさりかたびらの頭ず巾きん部分をあげると、長い黒くろ髪かみが露あらわになった。

「き、貴き様さまは」

「世話を焼かせないでいただきたい。この力も無限ではないのですよ」

　馬上で軽く微ほほ笑えんだのはジル・オ・ルーンだ。

「なぜここに」

「なぜ、とは心外な。邪じや教きようの徒がいるところにこのわたしがいるのはむしろ必然。お力を貸す、とはいいません。わたしはわたしの意志で、邪じや神しんを崇すう拝はいするおぞましき敵を討うち滅ほろぼします」

「好きにせいっ。どうせ、おまえの身み柄がらは騎き士しどののお預かりだ。おれがどうこういうことではない」

「ほっ、意外とものわかりのよい」

「貴き様さまこそ、以前は『ひとりでも城を落とせる』と豪ごう語ごしていたようだが、いまは『この力も無限ではない』と来た。随ずい分ぶんとしおらしくなったものだ」

　二人、目には見えない火花をカッと散らしつつも、馬首を揃そろえる。瞬しゆん間かん、眼前に飛来した矢をクルスは剣けんで打うち払はらった。

「このような輩やからは口で説いても無む駄だなようだな」

「時と場合によりましょうが、いまはそのようです」

　クルスが片手を振ふりあげると、後方から馬のいななきが多量に迫せまった。まずは正規兵による騎き馬ば集団の到とう来らいだ。

「矢はわたしが可能な限り引き受けます」

「承知」

　これでも互たがいの力量に信は置いているらしい。射かけられる矢の群れをジルが炎ほのおで払はらい、その隙すきにクルスを先頭とした騎き馬ばが突とつ撃げき。歩兵たちがつづいて、仲間が敵と斬きり結ぶその傍かたわらで、柵さくを地面から引ひき抜ぬいたり、土ど塁るい、櫓やぐらの打うち壊こわしにかかったりする。

　いくさのはじまりだ。

　クルスやジルが必死で力を振ふるうなか、しかし、なぜかこの集団に〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の姿はない。

　それもそのはず、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉たるギュネイは、あろうことか、

「来たぞっ」

「神にあだなすとは畏おそれを知らぬ者どもだ。踏ふん張ばれ、われらには大司教のご息女と、六人の神敵すら苦しめたコンラットさまがついている！」

　剣けんや槍やりを掲かかげて、王家の軍を迎むかえ撃うつ『邪じや教きよう徒と』の群れに加わっているのだ。陣じんを構築する土木作業に従事していた素す顔がおのギュネイを味方と疑わない者はなかった。

　怒ど号ごうと鋼はがねがあちこちでぶつかりあいはじめると、ギュネイは自分の隊からそっと離はなれた。

　高台へ足を進めて、陣じんの南、木立が密集している箇か所しよに屈かがみ込こんだ。ここから先は峻しゆん険けんな坂道になっていて、まず敵が空を飛ばぬ限りはやってくる恐おそれはなく、したがって人手も薄うすい。ここなら、いくさばを広く見わたせた。

　陣じんの要所要所において、黒い服の司祭たちがそれぞれ祈いのりを唱えている。ほどなくして、彼かれらの頭上数クラットの位置に、まるでナイフで空を切りつけた跡あとのような、黒い亀き裂れつがあらわれはじめた。『亀き裂れつ』は怪あやしげに脈打ち、内部からなにかを吐はき出だそうとしている。

　あれぞ異界への門。ハーディンが遺い跡せきから見み出いだした秘術のひとつだ。いまにも、翼つばさあるもの、馬の姿に似たもの、〈インダルフの猟りよう犬けん〉、そして〈赤目〉にも引けを取らない巨きよ体たいの鬼おになどが、黒々とした門からあらわれ出いでようとしている。

　ギュネイは鋭するどく口笛を吹ふいた。と、木々のあいだを縫ぬうように、一匹ぴきの犬が坂道を駆かけあがってきた。リーリンだ。長い布ぬの袋ぶくろを背中にくくりつけており、また、口には腕うで輪わを咥くわえている。

「ありがとう」

　舌を出して喘ぐリーリンから腕うで輪わを受け取るや、ギュネイはすぐさま〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の鎧よろい兜かぶとを身にまとった。一方、布ぬの袋ぶくろから取り出したのは、ミネルバ王女から預かった宝ほう剣けんシィ・ク・ハート。

「じゃあ、いくか」

　リーリンのお尻しりをひとつ叩たたいて坂道の向こうへ押おしやると、ギュネイは腰こしをあげた。

　息を細く吸すい込こんで、一気に吐はく。それを二、三回繰くりかえしたのち、今度は深く深く息を吸すい込こむと──、

（さあ、『勝つ』ぞ）

　駆かけ出だした。

　工事に毎日従事していた以上、ギュネイは周辺の地形を知りつくしている。司祭たちの配置も頭に入れていた。このスタート地点は、念入りな調査を尽つくし、彼かれなりの検証を重ねたうえで決めたものだ。

　駆かけるギュネイはすでに風を追おい抜ぬいて、その姿は霞かすんですらいる。初速がすべてだ。停てい滞たいは許されない。高台から飛とび降りて、まずは張り出した岩いわ棚だなに密集している司祭らのもとへ。

　五、六人で固まっていた彼かれらも、彼かれらを護衛して槍やりを掲かかげていた兵たちも、

（おや、風が）

　といった具合に横あいに目を向けたが、その『風』が吹ふきすぎたときには、司祭たちは血を吐はいて倒たおれていた。

「な、なにっ」

　兵たちのあげたその声は、すでにギュネイには届かない。

　彼かれはさらに駆かけている。『風』のいくところに高い櫓やぐらがあったが、そこにぶち当たりざま、ギュネイは櫓やぐらを段々状に蹴けって、その頂上へと一気に舞まいあがった。

　てっぺんで矢を放っている兵たちは『風』に気づきもしなかった。ギュネイはさらに頂上の縁ふちを蹴けりつけて、急降下。躍おどりかかる猛もう禽きんにも似た動きと速度とで、次の目標地点へと。柵さくに前面を守られながら祈いのりを唱えていた司祭四名が、やはり『風』に気づきもせず、剣けんで急所を一いち撃げきされて倒たおれていった。

　司祭が倒たおれれば、その頭上にあらわれていた『亀き裂れつ』も消えて、魔ま獣じゆうたちも消しよう滅めつする。

　ギュネイは止まらない。止まるわけにはいかない。止まればその時点で、彼かれは敵軍にひとり取り残されてしまう。だからこそ『止まらずに済む』ルートを戦前に模も索さくしていた。

　目の前にあらわれた──というより、たまたまいく手に居あわせてしまった──不運な兵士の胴どう体たいを一いち撃げきしざま、ふたたび櫓やぐらを駆かけあがる。

（あと二箇か所しよ）

　六英えい雄ゆうとして誉ほまれの高いギュネイではあるが、当然、こうした戦い方を生まれながらに会え得とくしていたはずもない。邪じや神しん討とう伐ばつを目指した旅の途と中ちゆう、必要に駆かられて次々身につけたものだ。櫓やぐらを蹴けりあがっていった体術は、空を飛ぶ魔ま獣じゆうに対たい抗こうするために、崖がけに向かって日夜修練を重ねてものにした。敵の群れに飛とび込こんでいきざま、立ち止まらずに次々相手を斬きり伏ふせていく技術もそうだ。敵兵士に見立てた無数の甲かつ冑ちゆうをケイオロスの魔ま力りよくで操あやつってもらい、そこに飛とび込こんでいっては剣けんを振ふりまわす──という訓練を何日つづけたかわからない。生傷は絶えず、骨を折ること数度、訓練だというのに命の危機に陥おちいることもたびたびあった。それでもやらねばならなかった。やらねば、どのみち実戦で息絶えるからだ。

（あと一箇か所しよ！）

　ギュネイは息つく間もなく駆かけては、跳ちよう躍やくし、剣けんを振ふりたくる。目の前で割れた風がごうごうという咆ほう哮こうを発しては耳の後ろへ流れ飛んでいった。あるいはそれはギュネイの体内の血液が酸素を求めて駆かけまわる音であったか。ついに、最後となる司祭の胸を貫つらぬいた直後、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった。足もとがふらついて、急激に重くなった身体が前のめりになる。

（駄だ目めだ！）

　ここで倒たおれては死ぬばかり。

（敵に殺されるな、せめておれに殺されろ）

　肉体に活を入れつつ、最後の一いち撃げきを見み舞まうと、ギュネイは『風』の勢いそのままに、やはり木立の密集していた箇か所しよへと身を投じた。

　ごろごろと坂道を転がっていったギュネイの身体は、やがて大木の幹にぶつかって停止した。

　しばらく、ギュネイは動けなかった。目の前は真っ暗なまま。さらには耳も遠くなってか、戦場の喧けん騒そうどころか、荒あら々あらしいはずの呼吸や、脈打っている心臓の音さえ聞こえない。

（しまった、ついに）

　死んだかな、とギュネイは戦せん慄りつした。

「無理をしすぎだぜ、青二才」

　ケイオロスがこちらの顔を覗のぞき込こんで笑う。

「おぬしは、おのれの命をあまりに安く見てはいまいか」難しい顔をしたのはジューザだ。「局所での勝利欲ほしさに命を削けずっても、大局に影えい響きようはない。戦士ならば、命の懸かけどころも見み極きわめばならん」

「ギュネイ、ギュネイ──」頰ほおに涙なみだを散らしているのは──エリシスだ。「聞こえますか、わたしの声が？　見えますか、わたしの顔が？　ああ、馬ば鹿かね！　あなたって本当に……いつになったらわかってくれるの？　神が皆みなに等しくお与あたえになった命はひとつしかないのよ。馬ば鹿か、本当に……」

（馬ば鹿かだな、おれ）

　エリシスは散々こちらを罵ののしった挙げ句、最後にはか細い手を伸のばして、ギュネイの身体を引きあげてくれる。ギュネイは無意識のうちに手を伸のばした。その手が虚こ空くうを摑つかんだ瞬しゆん間かん、ギュネイは息を吹ふきかえした。

「死んでる場合じゃなかった」

　五感も戻もどってきた。目にうるさいほどの色しき彩さい、むせかえるような汗あせと血の臭におい、鋼はがねの音に絶ぜつ叫きようの数々、そして遅おくればせながら聞こえてきた自身の鼓こ動どう──現実の世界が舞まい戻もどってくるのと引ひき換かえに、ケイオロス、ジューザ、エリシスの幻まぼろしは消えていく。それを惜おしむ間とてない。ギュネイはいったん兜かぶとを『解いて』、多量の汗あせを拭ぬぐった。

　手にしたままだった剣けんを見やる。大勢の人間を斬きりつけたが、血一滴てき、脂あぶらひとつついておらず、新品同様の輝かがやきだ。シィ・ク・ハート、王家の宝ほう剣けんにふさわしい逸いつ品ぴんではある。

　その後、木立からそっと顔を出してうかがうと、予想どおり、ディラ・ロゴス勢は大混乱に陥おちいっていた。

　司祭たちが謎なぞの死を遂とげるや、空を舞まい、地を駆かける魔ま獣じゆうたちの群れが忽こつ然ぜんと失われたのだ。

「な、何事だ！」

　無敵の援えん軍ぐんになるはずの魔ま獣じゆうが消えてしまって、青ざめた顔を見あわせる兵たちは動どう揺よういちじるしく、攻せめあがってくるクルスたちの勢いに押おされてしまう。

　ギュネイはさらに仕上げとばかり、力を振ふり絞しぼって甲かつ冑ちゆうの姿を変えた。ディラ・ロゴス勢における伝令兵の扮ふん装そうだ。機動性を重視した薄うす手での甲かつ冑ちゆうであり、手にした長い槍やりに白い布をくくりつけている。槍やりのほうはあらかじめ地面の下に隠かくしておいたものだった。

　彼かれは木立のなかから、なに食わぬ顔をして出てきて、陣じん地ちを駆かけながら大声を張りあげた。

「ロンカー隊が敵と通じていた模様、司祭さまたちを急きゆう襲しゆうしました！」

　だの、

「南方の崖がけから敵部隊が接近。コルムさまをはじめとするそちらの司祭さまたちも全ぜん滅めつ！」

　だのと、偽にせの情報をわめき散らす。これが思ったとおりの効果をあげた。

　確かに、これほど同時に陣じん地ちのあちこちを襲おそわれては、味方の裏切りがあったか、敵が意外な方向から奇き襲しゆうをしかけてきたと思おもい込こんでも仕方がない。ギュネイは地形ばかりか、ディラ・ロゴス勢の主だった将兵の名前も、また彼かれらの配置も記き憶おくしている。情報としては大きい。「どこそこの隊が裏切ったから司祭が襲おそわれた」「なにがしが勝手に持ち場から逃にげたから奇き襲しゆうを防げなかった」というまやかしの報告にも現実味がある。

　ディラ・ロゴス勢はにわかに崩くずれた。

「ま、待て、踏ふみとどまれ、雄お々おしく戦えば必ずや神のご加護はわれらに──」

　部隊の指揮官がなんとか混乱を押おしとどめようとするのだが、神どころか、味方すらも信じられないのでは加護もなにもない。槍やりを突つき立たてられて、矢を射かえされ、馬に踏ふみつぶされて、次々と陣じん地ちを乗のり越こえられてしまう。

「こ、これは、どうしたことだ？」

　陣じん地ちを築いた丘おかの頂上地点、コンラットと同じく馬車で赴おもむいていたロゥラは、勝ちいくさの見物と決きめ込こんでいたのだが、兵たちが雪崩なだれを打って引きかえしてくる現場を目の当たりにして青ざめている。

「なんだ、このありさまは！　くそっ、わたしが出るぞ。わたしのミスラで敵の群れなんか引ひき裂さいてやる！　そうすれば兵どもも……」

「おやめください、お嬢じようさま。本当に、それはもう真しん剣けんに」

　イシスがロゥラを羽は交がい絞しめにしているあいだにも、いくさの趨すう勢せいは決まりつつあった。

「諸君！」クルス・アインが剣けんを振ふりあげながら叫さけぶ。「正義と勝利はわれらにあり。敵はすでにもろくも崩くずれ去さっている。なぜか？　無論、英えい雄ゆうのご活かつ躍やくがあったからにほかならない。各おの々おの、剣けんを掲かかげよ、声を揃そろえて英えい雄ゆうを迎むかえるのだ！」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が登場したのはようやくこの時点になってからだ。

　伝令兵としての役割を終えたギュネイは、またも人目のつかない場所に駆かけ込こんで甲かつ冑ちゆうの姿を戻もどしていた。

（あちこちで着き替かえて、まあ、大変なこと）

　子供時代、祭りの日にやらされた芝しば居いの経験を思い出す。あのときも、ひとりで何役も押おしつけられていたから、舞ぶ台たいの袖そでに引ひっ込こんではしょっちゅう着き替かえさせられていた。

（ガキの芝しば居いか。本当にそうだ）

　手を振ふって兵たちの声に応じながら、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はちらりと思う。芝しば居いというなら、これまでも、そしていまだってそうなのだ。

（いいさ、実におれらしい戦い方じゃないか）

　ちらりとこのとき、ギュネイは兵たちの集団の片かた隅すみにディドーの姿を見つけた。弓を手にしている。兵たちを激げき励れいするように歩いていきながら、小声で、

「戦ってくれたのか」

　という。ディドーは険しすぎる表情を見せた。

「そのつもりで弓を取った。しかし……矢が当たらん。一本も、まったく、これっぽっちも。かつての味方に、気が引けるものがあるのか……いや、馬ば鹿かな、わたしとて、戦士の端はしくれ。覚かく悟ごを決めた以上は、引きかえしはしない……なのに、ええい、くそ。おまえのせいだ」

「おれのせいか」

「おまえが、わたしの放つ矢をことごとく斬きり落としたりするからだ。それで……、もういい。こっちの問題だ。さあ、まだいくさは終わってないのだろう！」

　ディドーに背中を押おされて、ギュネイはそのとおりだと思った。

　その後、兵たちが引いてきた馬に跨またがり、敵てき陣じんへと進む。敵兵は憐あわれなほどに右往左往していた。それでも、こちらにかかってこようとする気き概がいを見せる者もいるにはいたが、

「ここまでだ！」

　ギュネイはこれも芝しば居いの台本を読みあげるかのように、いささか大おお仰ぎように声を張った。

　このまま兵を進めれば、陣じんを落とせるには落とせるだろう。だが、剣けんのみでこの事態を片づけてはならない、とギュネイは決めていた。それでは王家とロゥラ派に禍か根こんを残すのみだ。だから言葉で呼びかける。

「これ以上の戦いは双そう方ほうにとっても無益だ。各おの々おの、剣けんを、槍やりをおさめよ。われらが主、ミネルバ王女殿でん下かは決して方々との戦いを望んではいない。諸国との融ゆう和わをなす前に、まずはわれらが兜かぶとを脱ぬぎあって、互たがいを理解すべきであろう。すべてはランドールのためだ」

「なにをいうか！」

　丘おかのてっぺんから叫さけぶのはロゥラだ。イシスに身動きを封ふうじられながらも、駄だ々だっ子このように足を踏ふみ鳴ならしながら、

「仕し掛かけてきたのはそっちじゃないか！　こ、こんなにたくさんの兵をつれて……融ゆう和わだと？　最初からおまえたちが『兜かぶとを脱ぬいで』、神のご意志に従っていれば、互たがいの兵をもって、ダスケスなどはたやすく打ち破れたのだ！」

「神のご意志、とそれこそたやすくいうものではない。われらに神への信しん仰こう心はあっても、あなた方が都合よく解かい釈しやくした命令に従う義務はない」

「ふざけるな！　わたしたちが……わたしの父が、叔お父じ上うえが、みんなが、神のご降臨のためにどれだけ血を流して戦ってきたと思っている！　そのわたしたちの命令に背そむいて、なにが信しん仰こう心だっ」

「あなた方だけではない！」

　ギュネイはここぞとばかりに叫さけんだ。これまでのものと異なり、あきらかに怒いかりの感情を乗せたその声に、ロゥラばかりか、クルスや、ディドーまでもがはっとなる。

「戦ってきたのは、あなた方だけではない。あるものか！　王家も、兵も、民たみも戦った。血を流して傷ついた。誰だれもが親兄弟や、昨日までの隣りん人じんを失って悲しみに暮れたのだ。戦いが終わったあとも、領土は荒こう廃はいした。人々はさらなる苦境に落とされた。それがようやくミネルバ王女のもと、国が再興しようとしているいま、神がなんでこれをお喜びになられぬはずがあるか。なんでいままたこれ以上の争いをお望みになられるや。考えよ。神はあなた方だけのもとにあるはずはないということを！」
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　その叫さけびに、ロゥラは返す言葉を失い、敗戦後の苦しみを知る人々は敵味方かかわらず胸を打たれた。ただひとり、遠くの木立からこれを聞いていたリーリンだけが呆あきれかえっていた。

（この方は、どういう立場でものをいってるんだろ？）

　一いつ瞬しゆん、戦場とは思えないほどの静せい寂じやくが舞まい降おりた。

　怪け我が人にんのあげるかすかな呻うめき。血と死し臭しゆうを運ぶ風。空には変わらず、暗い雲がかかっている。

　ロゥラがなにかいいかえそうと、必死に頭を振ふり絞しぼっていると、そのとき、傍かたわらに馬車が進み出てきた。ロゥラの乗っていたものではない。馬車の横っ腹には、太陽を抱だいて丸くなった黒い狼おおかみの絵が描えがかれている。

「あらわれたか、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉」

　近くにいたロゥラはおろか、陣じんを挟はさんで下方にいたギュネイさえ耳を塞ふさぎたくなるほどの大だい音おん声じようが轟とどろいた。

「いいたいことはそれでしまいか。わかるとも、おまえの言葉は。理解できるとも。そう、神はわれらのもとだけにあるのではない。おまえたちのもとにも、そして、本来は憎にくむべきエレィノア、ダスケス、フォーゼのもとにも神はある。ありつづける。だが、そうあってさえ、人は争いつづけて、奪うばい、奪うばわれて、殺し、殺されていく。だからこそだ。だからこそ、もはや信しん仰こうの形をも変えねばならぬ。見えぬ神のお姿を見ようと必死に目を凝こらし、聞こえぬ神のお声を聞こうと懸けん命めいに耳を傾かたむける──、そのていどの信しん仰こうすらままならぬ愚おろかな人々のために、いまこそ、真実の神のお姿が必要とされるのだ。わかるか？　わかるまいな、王家や国といった古い枷かせに縛しばられて、われらに弓引く者には」

　馬車のドアが開いた。

　そこから降り立ったコンラット。大司教ハーディンの弟にして、長らく近しい信者の前にも姿を見せなかった男が、いまようやくのことであらわれたとき。

　王家の兵も、ディラ・ロゴス勢の兵たちも、等しく驚きよう愕がくの声をあげた。

　それをひと言であらわすならば、〈異形〉だった。
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　アレフに斬きり飛ばされた右みぎ腕うではない。そしてこれも情報どおり、両りよう脚あしは揃そろって失われていた。というのに、コンラットは誰だれの介かい助じよもなしに馬車から降り立って、丘おかの上を進んでいる。失われた部分を別のものが補っているからだ。それは黒い霧きり状の物質にも、半透とう明めいの管のようにも、海洋生物の触しよく手しゆがいく千も寄り集まっているようにも見えた。いずれにせよこの世のものではなく、あえていいあらわすならば、〈異形〉。

「あ、あ、あ……」

　ギュネイの背後で、ディドーのあげる声が聞こえた。この場にいる誰だれがもっとも衝しよう撃げきを受けているかといえば、それは彼かの女じよにほかならなかったろう。

（なんて奴やつだ）

　ギュネイは息を吞のむ思いでディドーの父を──、かつて四天王といわれた男を見つめていた。『あれ』は、魔ま獣じゆうのものにちがいない。別次元の生物を、自分の身体に宿している。つまるところ、複数の魔ま獣じゆうを召しよう喚かんしたうえで、それを目には見えない鎖くさりでもってこの世につなぎとめつづけている。おそらくは日常的に。もし〈賢けん者じや〉ケイオロスがこの場にいたなら、

（あり得ん。魔ま獣じゆう一体を、一タルンこの世にとどめているだけで、どれほど魔ま力りよくを消費するものか。奴やつらの物質を現世で維い持じするのも、奴やつらの理解不能の精神を制せい御ぎよ下におくのも、文字どおり心身を削けずる思いがするはずだ。なのに、複数を常にとどめおいて、おのれの肉体代わりにするだと？　奴やつこそ人間じゃねえ、魔ま獣じゆうそのものだ！）

　驚おどろきを通とおり越こして笑い出してさえいたかもしれない。

　身体の半分以上が人間のものではないコンラットの姿を見た者たちは、皆みな、やはり驚おどろきに打たれたが、その後の反応は大きく割れた。信者たちが神こう々ごうしいものを仰あおぎ見みるような表情で十字の印を切ったのに対し、王家の兵たちは恐きよう怖ふに足がすくんだ。コンラットの姿はまさしく神と人間が一体になった信しん仰こうの極きよく致ちにも見えたし、同時に、人としてあり得ない、あってはならない領域へと心身を売うり渡わたした、恐おそろしくもおぞましい化け物のようにも見えたのだ。

　ギュネイもぞっとなっていた。異変の起こっている身体もそうだが、なによりギュネイが心底恐おそろしいと感じたのは、むしろ人間らしさをとどめているコンラットの、傷にまみれた顔。死相さえ浮うかびながらもなお勝利に執しゆう着ちやくするそのまがまがしい目つきが、人間ならではの凄すさまじい、そして浅ましいまでの感情を露あらわにしている。

「真実の神のお姿だと？」ギュネイは自身を奮い立たせて、ふたたび大きな声を発した。「それこそ信しん仰こうの否定にほかならないのではないか、コンラット司祭。神そのひとが降り立たねば救われぬ地平に、もはや人の居場所などないではないか」

「おまえと神学的な議論をしている時間などはない、騎き士しよ。ここで交かわす言葉になど、まこと、糞くそひとかけらほどの価値もない。浅ましき人々が欲ほつするのは、結局のところ、『力』であり、このうえもなくわかりやすい『結果』でしかないのだ」

「お、お待ちください、叔お父じ……叔お父じ上うえ」

　ロゥラが震ふるえながらも声をかけた。彼かの女じよにも、叔お父じの〈異形〉に満ちた姿は衝しよう撃げき的だったようだが、同時に、ある種の熱に憑つかれてか、赤く、のぼせあがったような顔になって、

「叔お父じ上うえが出られるまでもありません……、わ、わたくしが、ここは、わたくしに……」

「さがっておれ」コンラットは姪めいのほうを見ようともせずにいった。「わたしとて、いくさの潮目はわきまえている。いまは力の出だし惜おしみをすべきところではない。まずはこ奴やつらを退けぬことには、二度目、三度目のいくさもあり得ぬ。そなたの父と夢見た理想郷も二度と訪おとずれぬということだ」

　ロゥラが二の句を継つげなくなったのは、その言葉に納なつ得とくしたからではないだろう。

　コンラットの頭上に、例の『亀き裂れつ』があらわれていた。それも複数のナイフでいっぺんに、そしてでたらめに切りつけたかのように、長さも幅はばもばらばらの『亀き裂れつ』が見る間に増ぞう殖しよくしていく。

　はっとなったギュネイより、先に動いた者があった。

　視界の端はしで弓を構えたのはディドーだ。矢をつがえている。鋭するどいその先せん端たんはしかし震ふるえていた。

（父上、もう、もうそれ以上は……）

　そんな思いが、泣き出す寸前の幼子のような横顔からも痛いほど伝わってくる。

　矢は放たれない。放たれるはずもない。ギュネイは宝ほう剣けんを構えた。馬の脇わき腹ばらを蹴けりつけるや、疾しつ走そうを開始。柵さくをひとつ、二つと飛とび越こえて、丘おかを一気に駆かけあがる。十字を切る兵らの姿を左右にしたあと、岸がん壁ぺきにしぶきをあげる波のようにせりあがった人馬の姿が、そのとき空中で二つに割れた。

「覚かく悟ご」

　馬から飛び降りたギュネイは、コンラットの頭部を眼下にしていた。剣けんを振ふりあげる。自分はこれで、ディドーにとっても父の仇かたきになる。構うまい。王女ミネルバもいく多の感情を吞のんで覚かく悟ごをした。その『剣けん』だと自じ認にんするギュネイが、いまさらためらってはならない。

　シィ・ク・ハートの一いち撃げきはコンラットの頭を一いつ瞬しゆんにして粉ふん砕さいするはずだった。しかしその寸前に大きな力で弾はじかれた。空中でよろめいたギュネイがコンラットの傍かたわらに着地。なおも一いち撃げきを見み舞まおうとしたが、再度弾はじかれる。

　頭上にある『亀き裂れつ』から霧きりを色いろ濃こく凝ぎよう縮しゆくしたような物質があらわれては、コンラットの周囲に吸い寄せられている。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の剣けんを弾はじいたのも同じ物質だ。

（魔ま獣じゆうを盾たてにしているのか？）

　そう思いかけたギュネイだったが、瞬しゆん間かん、兜かぶとの下で目をひん剝むいた。

　本来、この世に召しよう喚かんされた時点でなんらかの姿を取るはずの魔ま獣じゆうが、空中で黒い絵の具を重ね塗ぬりしたようなべったりとした渦うずを巻くや、コンラットの身体に次々と吸収されているのだ。すると、まるであまりにも強いエネルギーの照射に耐たえがたくなったかのように、司教の身体が突とつ如じよ、二倍、三倍にも膨ふくれあがった。一いつ瞬しゆん、ギュネイは王城で戦った、ウー、ラーの兄弟を連想したが、膨ぼう張ちよう率はその比ではない。一気に、人間ではあり得ないサイズにまで膨ふくれあがるとともに、その姿かたちもまた人間のものからかけ離はなれていく。

「騎き士しどの、おさがりを！」

　背後から馬を進めてきたクルスが叫さけぶまでもなく、ギュネイはいったん後ろに跳とびさがった。左右に、クルスとやはり馬を進めてきたジルが並ぶ。三人が見あげる先、すでにコンラットは人間の面おも影かげをとどめてはいなかった。

　黒い稲いな光びかりで構成されたようなその四し肢しは、ひと目で獣けもののものだと知れる。地面についた四つの脚あしは太く長く、一本ずつが大樹の幹であるかのようだ。そして黒々といまだ不定形のエネルギーが渦うずを巻く胴どう体たい部を経たその上に、狼おおかみのものとよく似た頭部が口を搔かき開いていた。

「黒こく狼ろう王」

　叫さけんだのは、信者のひとりだったか、あるいは王国軍の兵士だったか。

　まさしくそれは神話に描えがかれる伝説の獣けもののようだった。小さな城ほどのサイズはあろうかという獣けものが前ぜん肢しをひと振ふりする。ギュネイたちはとっさに跳とび離はなれたが、黒い爪つめは空をも引ひき裂さくかのようであり、叩たたきおろされた地面は鳴動した。

　呆ぼう然ぜんとなっていたロゥラの肩かたを抱だいたイシスがすばやくその場を離はなれるあいだにも、信者たちは歓かん声せいを揃そろえ、王国軍の兵たちは悲鳴をあげた。なかには、王家に忠誠を誓ちかった兵であっても、急いでその場にひざまずいて十字を切る者もある。ランドール人にとっては、黒こく狼ろう王はまさしく神の遣つかいだ。ハーディン大司教が押おしつけた神の教えとはかかわりなく、古くからの神話に伝わっている。

　神話の具現化を前にして、さっきとは正反対に、王国軍のほうが士気をくじかれて、ディラ・ロゴス陣じん営えいのほうの意気があがった。その勢いの流る転てんと、彼ひ我がの差には目がくらむほどに凄すさまじいものがあったが、

（させるか）

　ただひとり、ギュネイは、勢いに屈くつすることなく剣けんを片手に打ちかかった。コンラットはここでの勝利を『絶対』とさだめているようだが、それはギュネイとて同じだ。王女ミネルバの名のもと集ったこの軍勢が初戦で敗れるようなことになれば、王家の権けん威いは失しつ墜ついする。コンラットの言ではないが、ギュネイとて戦いの勘かんどころはある。

「黒こく狼ろう王などではない！」ギュネイは腹の底から声を響ひびきわたらせた。「民たみのために太陽を喰くらう神の御み使つかいが、どうして民たみを苦しめるものか！　わが剣けんで斬きり伏ふせて、それを証明してやる」

　巨きよ獣じゆうの腕うでを斬きりつけるものの、一いち撃げき丸ごとがギュネイの身体に跳はねかえったかのようだった。かろうじて両足を踏ふんばってそれを耐たえつつ、次の一いち撃げきを送る。

「ご助勢つかまつる！」

　ひと声あげたクルスは、馬を飛ばして、巨きよ獣じゆうの側面から斬きりかかった。

　いずれも剣けんに関しては達人級の二人であるが、どちらの剣けんもあきれるほど効果をあげない。獣けものの皮ひ膚ふが硬かたい、というのではなく、その、黒光りする獣けものの輪りん郭かくに触ふれた端はしから鋼はがねが弾はじきかえされていくのだ。あたかも最初から物質を『受けつけない』というように。

　獣けものが前ぜん肢しをひと薙なぎした。ギュネイは後方に跳とびさがり、クルスは馬から飛び降りざるを得なかった。馬のほうはあわれ巨きよ大だい狼おおかみの爪つめにかかり、ただひと撫なでされただけで木こっ端ぱのように吹ふき飛とんだ。

「お二人とも、ここはわたしが」

　クルスにつづいて、ジルも駆かけ込こんできた。剣けんで駄だ目めなら魔ま術じゆつで、という考えか。ギュネイ、クルスはあらかじめ段取りを決めていたかのように、側面から獣けものの注意を引きつつ、ジルが巨きよ狼ろうの正面に立った瞬しゆん間かん、それぞれ左右に散った。

　振ふりあがったジルの腕うでが交差する。かつて『聖せい杯はい』から伸のび出いでていた青白い炎ほのおは、いまや彼かれの腕うでそのものにとぐろを巻きつつ現出した。左右一対ついの炎ほのおが巨きよ狼ろうに躍おどりかかる。兵百人あまりを一いつ瞬しゆんにしてこの世から消し去れるほどの炎ほのおだ。直ちよく撃げきすれば、いかに巨きよ大だいな魔ま獣じゆうといえど、さすがにひとたまりもない──かと思いきや、ジル・オ・ルーンは青い炎ほのおをその手に得て以来、はじめての経験をした。

　確かに炎ほのおは狼おおかみの首から上を包んだ。だというのに、魔ま獣じゆうは消えもせず、傷つきもせず、さらには微び動どうだにせず。

　愕がく然ぜんとなったジルに、魔ま獣じゆうは巨きよ体たいを跳ちよう躍やくさせて跳とびかかった。瞬しゆん間かん、

「こっちだ、コンラット！」

　ギュネイは魔ま獣じゆうの背後にあった櫓やぐらへと跳とびついていた。またも櫓やぐらを次々と蹴けりあがって頂上へ。そこから身を躍おどらせて、魔ま獣じゆうの額へと剣けんを打ちおろした。

　しかし急降下の勢いを得ても剣けんは通らない。咄とつ嗟さに魔ま獣じゆうの顔にしがみつこうとした。が、魔ま獣じゆうの『感かん触しよく』が甲かつ冑ちゆう越ごしに伝わった瞬しゆん間かん、ギュネイは総毛立った。それは柔やわらかくも硬かたくもなく、およそ、血肉の通った皮ひ膚ふの感かん触しよくとは異なっていた。

　反射的にギュネイは飛び離はなれて、ふたたび櫓やぐらに取りつく。が、そのときには姿勢を反転させた狼おおかみの前ぜん肢しが迫せまっていた。櫓やぐらが一いち撃げきで粉ふん砕さい。

　ギュネイは寸前に横っ飛びをして、地面に降り立っていた。が、しかし──。

　ギュネイ、クルス、ジル、生まれも経歴も異なれど、戦いの経験も実績も十分にあるという共通点を持った三人が、一いつ瞬しゆん、いくさばにあって呆ぼう然ぜんとなった。

　なにも通じない。

　ギュネイは信じがたい思いがした。たとえば、鋼はがねを弾はじきかえすほどの皮ひ膚ふを持った相手となら戦った経験がある。四天王のひとりといわれた〈竜りゆう人じん〉ゴドイだ。しかしゴドイといえど、〈竜りゆう戦士〉の尾おにして、聖せい槍そうエル・スリーンをも防ぎきることはできなかった。あれはガイフレイムと同じく、魔ま法ほうと神しん竜りゆうの産物だ。しかし、いまのコンラットはどうか。最高の鋼はがねも、恐おそるべき魔ま術じゆつも、まるで歯が立たない。エル・スリーンとておそらく同様ではないか。

「これぞ、奇き跡せきだ！」まるで狼おおかみが遠とお吠ぼえをするように顔を上向けると、そこからコンラット自身の声が轟とどろいた。「ようやく、ようやく見つけたぞ……、おまえらていどが振ふるう武器も魔ま術じゆつも通じぬ深い深い領域を……、そこから生み出される無む垢くなる魂たましいの群れを……、おお神よ、神はいずこにおわすか。いまのわたしであれば、さらなる領域へ『手』を伸のばすこともできるのではないか……わたし自らの『手』で、神をお導きすることも……」

　魔ま術じゆつに詳くわしくないギュネイには、コンラットの言葉など大半が意味不明だ。が、コンラットがいま、魔ま術じゆつであれ奇き跡せきであれ、ともかくそういう分野で兄のハーディン以上の才と力を発揮しているのではないか、とも思えた。とともに、

（ここで死ぬつもりか、コンラット）

　とも思った。馬車から降り立った、まだ人間らしい姿をとどめていたときでさえ、その顔には死相が色いろ濃こかった。ギュネイとて、ガイフレイムを装着しているいま、魔ま力りよくが──ケイオロスいうところの意識の力が──じわじわと奪うばわれているのだ。このうえ、さらに人にん間げん離ばなれした力を行使したのでは、もはやコンラットがコンラット自身に戻もどれるかどうかも怪あやしい。いや、もはや彼かれは正常な意識を保ってはいないのではないか？

　考えていられる時間などはなかった。

　コンラットの声を発する巨きよ狼ろうは、ギュネイめがけて跳とびついて、爪つめを振ふるい、尻尾しつぽを叩たたきつけてこようとする。ギュネイはそのたび身を躍おどらせてこれをかわすのだが、なにしろ相手が常じよう識しき離ばなれした巨きよ体たいであるのに加えて、信じがたいほどに敏びん捷しようだ。一いち撃げきをかわしても、体勢をととのえきれないうちにさらに次の一いち撃げきが来る。

　いたるところで櫓やぐらが壊こわれ、柵さくが踏ふみつぶされていって、地面が陥かん没ぼつするなか、クルス、ジルも、剣けんと魔ま術じゆつをもってなんとか一いつ矢し報むくいようとするのだが、巨きよ獣じゆうには傷ひとつつけられない。

「神よ、神よ！」

「われらに慈じ悲ひを、われらに力を、われらに勝利を！」

　信者たちが口々に叫さけんだ。彼かれらにとって、黒こく狼ろう王が神の敵を蹂じゆう躙りんするさまは、神そのひとが地平に降り立ったのと同じくらいの感動と感かん慨がいがあるのだろう。祈いのりに夢中になるあまりに、戦場に取り残されて巨きよ狼ろうに踏ふみつぶされる信者もいた。

（くそっ、まずいか──）

　ギュネイは苦い味が口に広がるのを感じた。何度か経験がある。敗色濃のう厚こうのとき、唾だ液えきに混じる味だ。手持ちにあるうちで、最強と目される剣けんも魔ま術じゆつも通じないとあっては、打開策を講じようもない。いや、唯ゆい一いつ、あるにはある。コンラットとて人間だ。ただでさえ深手を負っているコンラットがいつまでも常じよう識しき離ばなれした力を振ふるいつづけられるとは思えない。持久戦に持もち込こめばあるいは、という望みがないでもないが、ギュネイとて、先ほど死の淵ふちの入り口を覗のぞき込こみかけるほどに力を行使した身。いったいどちらの自じ滅めつが早いか──。

　とそのとき、ひょうっとギュネイの頭上を一本の矢が飛んだ。それは巨きよ狼ろうを狙ねらうにしても大きく逸それていたが、黒い魔ま獣じゆうはどうしてか、一いつ瞬しゆんぴたりと身動きを止めて、その矢が地面に突つき刺ささるまで、白はく濁だくとした目で追いかけた。

　おかげで体勢を取とり戻もどしたギュネイは、矢が放たれた方向を見た。果たして、そこには震ふるえながらも弓を構えるディドーの姿があった。あの一いつ矢しは、父への牽けん制せいのつもりだったか。しかし彼女の表情には早くも後こう悔かいの色が濃こい。

　瞬しゆん間かん、過去のいろいろな光景や言葉がギュネイの脳のう裏りをよぎった。それは死者の魂たましいを数々『見送って』きたギュネイ自身の姿であり、ディドーと交かわしたいくつかの会話であり、フォーゼの聖せい騎き士しジルが宿の部屋で語った言葉であり……、取りとめもないようでいて、しかし、それらはギュネイに、ある予感を抱いだかせるにいたった。

　ギュネイはすぐさまディドーのもとへと急いだ。

「ギュ、ギュネイ」ディドーはいままで見たこともないほど青白い顔をしていた。「あ、あれが、父か。黒こく狼ろう王……そうなのか。し、しかし、あれでは、父は、父はいったい……」

　あきらかに混乱している。無理もない。時間さえ許されれば言葉を尽つくして説得したいところだったが、

「ディドー、きみの力が必要だ」

　ギュネイは口早にいった。

「前にいったな。父に会って、話してみたいと。いくさばで説得する覚かく悟ごだとも」

「あ、ああ、ああ、いったとも。いったさ！　だけど、あの父に、わたしごときがなんといえばいいのだ？」ディドーは眉まゆを震ふるわせながらも、自じ虐ぎやくめいた笑いを覗のぞかせた。「あんなお身体になっているとは、娘むすめのわたしでさえ知らなかった、知らされていなかった……。ち、父は、あれほどの、お覚かく悟ごなのだ。わたしが、なにをいったところで……」

「伝わらない？　ここで伝わらなければ、この先、永遠にそうだろう。きみは父に口を利きけない振ふりをして、なにも見えない振ふりをして、なにも考えない馬ば鹿かの真ま似ねまでして、父についていくつもりか？　ランドールに忌いまわしい戦火を招きつづけながら」

「そ、それは、しかし……」

「もう一度矢を射てくれ」ギュネイはディドーの両りよう肩かたに手を置いて、突とつ然ぜん脈みやく絡らくもなくそういった。「今度は牽けん制せいじゃない。確実に当てるんだ」

　当然のことながら、ディドーはぎょっとしたように目をみはった。

「馬ば鹿かな。あ、あれは、父だ……どのようなお姿になろうとも、父に、矢を当てるなど」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「なにが大だい丈じよう夫ぶなものか！　そ、それに、おまえの剣けんでも、あの男の炎ほのおでも通じないのなら、わたしの矢がいったいなんの役に立つものか！」

「なら、当てても問題ない。そうじゃないか？」

　背後では、クルスとジルが絶えず移動をつづけながら、各おの々おのの攻こう撃げきを巨きよ狼ろうに見み舞まっている。しかし、相変わらず、黒光りするその身体には効果がまるでない。

　ディドーは自分の顔をおぼろに反射する兜かぶとにじっと目を凝こらした。

「お、おまえ……。なにを、いったいなにを考えている？」

「いっただろう。おれが常に考えているのは、『勝つ』ためにはどうしたらいいか、ってことだけだ」

　双そう蛇じや兵団の女刺し客かくは一いつ瞬しゆん唇くちびるを閉ざしてしまったが、

「おれを信じろ、ディドー」

　そういわれて、今度はぽかんと口を開けた。表情の変化が常にめまぐるしい彼かの女じよだが、今度ばかりはギュネイのせいだろう。

「し、信じろだと？　おまえを、わたしがか？」

　むしろこれまでギュネイのことを憎にくみ──与あたえられた任務のせいばかりではなく──殺意さえ抱だいて追いかけまわしていたのがディドーの立場だ。ランドール各地で、民たみのために剣けんを振ふるう彼かれを遠目にしているときも、常に疑いの念を持って見張っていた。

「おまえを信じる？」

　ディドーは笑おうとしたのだろう、口の両りよう端たんを吊つりあげながら息を吸おうとして──不意に、止めた。

「おれは、きみを信じる」ギュネイは肩かたにかけた手に力を込こめた。「きみは、おれとずっといっしょにいた。おれと同じものを見てきた。だからきみを信じる。任せたよ」

　あとは返事も聞かず、ギュネイは孤こ剣けんを携たずさえながら、ふたたび巨きよ狼ろうへと立ち向かっていった。




　取り残されたディドーは、しばし身動きが取れずにいた。

（まったくあの男は馬ば鹿かげている）

　率そつ直ちよくにそう思う。これまで出会ってきた者たちのなかで、あれほど馬ば鹿かげていて、あれほど理解不能な男がいたろうか？

（……いや）

　身近なところにもいたな、と思いなおす。

（父上）

　年に一、二度しか会えなくなっても、それ以前よりいっそう愛情のある笑え顔がおを向けてくれた父。ランドールの戦せん況きようが逼ひつ迫ぱくするなか、双そう蛇じや兵団として呼び寄せられたときに、その笑え顔がおは消えていた。ディドーに自分のことを『父』と呼ぶことも許さなかった。

　が、ディドーはそんな『父』を理解した。コンラット司教にとっては、もはや血のつながりは意味をなさないのだ。いまや父にとっては国民すべてが、守り、導くべき家族であって、そして神が降臨した暁あかつきには全世界の人々とて同じになる。

　……そんな風に理解をしてきた『父』であったのに、いまの『父』は、ディドーにもわからない。ランドールや世界を救うどころか、いまだ血の滲にじむランドールの傷口を刃やいばでさらに広げようとしているようにも思う。

「ディドー」

　数か月前、御山の礼拝堂にて、双そう蛇じや兵団の主だった面々を呼び集めたコンラットは、ぶ厚い緞どん帳ちようで姿を隠かくしつつ、ひとりひとりに命令を与あたえたのち、最後にディドーの名を呼んだ。

「おまえは〈竜りゆう戦士〉をやれ。最近、ザッハの田舎いなか村付近の盛さかり場ばに〈竜りゆう戦士〉が夜な夜なあらわれるという話がある。どこまで真実かはわからぬが、おまえは正体を隠かくして潜せん伏ぷくし、時間をかけてでも奴やつの居所を突つき止とめて、必ずやその命を奪うばうのだ」

　ディドーは身の引きしまる思いがした。が、まったく疑念がなかったかといえば噓うそになる。

（いま六英えい雄ゆうに刃やいばを向けては、態勢のととのわぬランドールは諸国から格好の餌え食じきにされるのではないか）

　と、そのときですら懸け念ねんを覚えた。が、『父』の命令に異を唱えるなどは当時のディドーにはあり得ないことだ。「はっ」と踵かかとを揃そろえて顎あごを引いたきり。

（話さなければいけなかった。姿を隠かくす緞どん帳ちようを引ひき剝はがしてでも）

　たとえ父娘むすめの関係でなくなっていたとはいえ、同じランドール人として、未来のランドールを憂うれえる立場として、コンラットと交かわさねばならぬ言葉は山ほどあったはずだ。

　悔くいても遅おそい。

　ただし遅おそすぎはしない。言葉はディドーのなかにある。あのときの何倍にも増えて。

「こっちへ来い、コンラット！」

　三十クルンほど前方では、ギュネイが剣けんを掲かかげて巨きよ大だいな魔ま獣じゆうを挑ちよう発はつしていた。ディドーの狙ねらいをつけやすくしようというのだ。ただでさえ危険な相手だというのに、自分から死の真まっ只ただ中なかへ飛とび込こもうとしている。

（馬ば鹿かめ）

　ありとあらゆるものに毒づきながら、ディドーは弓を構えた。矢をつがえる。

（馬ば鹿かのギュネイ、馬ば鹿かのディドー、馬ば鹿かのコンラット！）

　魔ま獣じゆうが突とつ進しんした。地じ響ひびきがする。足の裏から身体を突つきあげられながらも、矢の狙ねらいはぴたりと定まっている。本人の素養と、血を吐はくような修練の賜たま物ものだ。まさか、『父』の敵を討うつべく磨みがいてきた腕うでをもって、『父』を狙ねらい撃うつとは。

（いや、わたしていどの矢でどうなるものか。せいぜい、『娘むすめ』の恨うらみ言ごとと思って受け止めていただきたい）

　ギュネイに向かって魔ま獣じゆうの口が開いた。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は動かない。あとは丸飲みにされるばかり。

　同じ瞬しゆん間かんにディドーの手から矢が放たれた。風切る音。あやまたず魔ま獣じゆうの額へと突つき刺ささる。

「どうだっ」

　ディドーは声をあげたが、しかし、というべきか、やはり、というべきか、魔ま獣じゆうは石つぶてをぶつけられたほどにも感じなかったらしい。額から矢や尻じりを生やしたまま、ギュネイを喰くらうべく首を振ふった。双そう方ほうの姿が重なりあう。次の矢をつがえかけていたディドーは、

（間にあわない）

　思わず両目を閉じかけた。

　そのときだ。

　魔ま獣じゆうが突とつ然ぜん、耳を圧するような咆ほう哮こうをあげたかと思うと、首を上向けて、身体をよじらせて、四本の脚あしで地団太を踏ふみはじめた。激しい地鳴りを呼び起こしながら、巨きよ狼ろうはその身体を構成している黒い稲いな妻ずまを激しく膨ぼう張ちようさせた。

（これ以上、さらに巨きよ大だい化するのか）

　と信者、兵士問わず、ほとんどの者がそう考えたろう。が、膨ぼう張ちようの極きわみに達した稲いな妻ずまは、次の瞬しゆん間かんから、むしろ正反対に収縮をはじめた。まるで服の糸が急速にほどけていくかのように、巨きよ大だいな狼おおかみの輪りん郭かくが崩くずされては、見る見るうちに小型化していく。

　すべての人間が息を吞のんで見つめるその先で、黒い稲いな妻ずまは風に霞かすむかのように消えていった。あれほど圧あつ倒とう的てきだった巨きよ狼ろうの姿はもはやない。そこにはただ、瘦やせ衰おとろえた男が倒たおれた姿のみがある。コンラットだ。肉体の失われた部分を補完していた〈異形〉も、やはり消えかかっていた。

　突とつ然ぜんの、あまりに呆あつ気けない幕切れに、ディドーをはじめとして、皆みな、声もない。

　王国軍の兵士たちは、

（騎き士しどのだ、クルスどのだ。お二人がまたもやってくれたのだ）

　と思ったろうし、信者たちは、

（な、なにごとだ。われらの祈いのりが足りなかったのか？）

　と絶望したろう。

　が、もっともこの事態を理解できていなかったのは、余人にあらず、当のコンラットだったかもしれない。ぎょろりと天を仰あおいだその目が、驚おどろきと、受けた衝しよう撃げきの大きさをあらわしている。

「なにが起こった」

　しわがれた声でそうつぶやいたコンラットは、傍かたわらに黒い甲かつ冑ちゆう姿があらわれると、

「……なにを、した」

　そう言いい換かえた。




　　　　　　　４




　死相をさらに色いろ濃こくしながらそう問いかけるコンラットも、

「わからないのか」

　剣けんをおさめながらのギュネイの返事も、激戦ののちの態度としては相当におかしい。

「わかるはずがない」コンラットは唸うなった。「もう少しで、神そのひととさえ手をつなぎあわせる境地まで達しておきながら、いったいなにが、わたしを現世へ呼よび戻もどしたのだ。貴き様さまていどの剣けんでも、あの男の魔ま術じゆつでもあるまい。いったいなんだ、なにをした、いえ」

（ケイオロスに似ているな）

　ギュネイは思った。いついかなるときでも、知的好こう奇き心が旺おう盛せいで、それは時に戦いの勝敗や、自分の命よりも優先されることがある。

　クルスやジルがそろそろと近づいていたが、ギュネイは手て振ぶりだけで「コンラットと話がある」と二人に伝えた。二人は納なつ得とくしたらしい、やや距きよ離りを取りつつギュネイの前後に立って、息を吞のんで見つめる信者たちを牽けん制せいした。動こうとする者があれば、

「司教どのの死出の祈いのりぞ」ジルが機先を制して叫さけぶ。「勝者である〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのが、礼を捧ささげて聞き届けようというのだ。これも勝負のならい。邪じや魔まはならぬ」

「好きなことをいう」コンラットは仰あお向むけの体勢のまま嘆たん息そくした。「……が、やんぬるかな。もはや指一本自由にはならぬ。わたしも、兄のあとを追うしかないようだ。しかしこれで勝ったなどとはゆめゆめ思わぬことだ。わたしは黒こく狼ろう王をこの地に舞まい降おろした。今日、戦いに参加した者たちにはそれが真実だ。信者たちはいっそう信しん仰こう心を高めるだろうし、噂うわさを聞いた大勢のランドール人が、ロゥラの味方をしてもくれよう──」

「満足か」

「満足ではない。まだ答えを聞いていないのだ。いったい、わたしになにをした。そもそも、おまえは誰だれだ？　〈黒こく狼ろうの騎き士し〉などと不ふ遜そんな名をわたしの目の前で名乗るおまえは？」

　ギュネイは周囲を見やった。クルス、ジルともに十分な距きよ離りがある。ギュネイはコンラットの傍かたわらに膝ひざをついた。

「久方ぶりになる、コンラット司教。おれは、ギュネイ。世間では〈竜りゆう戦士〉と呼ばれている。ランドールでは〈邪じや竜りゆう〉などと呼ばれることもあるようだが」

　コンラットがふたたびぎょろっと目を剝むいた。

「なにっ、〈竜りゆう戦士〉？」

「信じられぬなら素す顔がおを見せてもよいのだが、いかんせん、司教はもともと、〈竜りゆう戦士〉の素す顔がおを知るまい」

「〈竜りゆう戦士〉──、まさか、いや……確かに、おまえほどの戦士、そうそういるとも思えぬが……」コンラットは何度か咳せき込こみながらも、受けた衝しよう撃げきは隠かくせない様子だった。「わが道を阻はばむほどの者となれば、確かに〈竜りゆう戦士〉はふさわしいが、しかしランドール王家の味方をする者としてはまったくふさわしくない。王女の味方をして信しん頼らいを得たのちに、その王女をも殺すなり、手なずけるなりして、国を乗っ取る気でいるのか？」

（こういうところは娘むすめに似ている）

　ギュネイはこみあげてくる笑いを押おし殺ころして、

「そんな面めん倒どうはごめんこうむる」

　とだけいった。コンラットは胸を弱々しく上下させながらも、険しい顔になった。

「信じられるものか、神の敵の言葉など。大体、〈竜りゆう戦士〉よ、おまえが生きてここにいる以上──」

「ああ、そちらからの贈おくり物ものは届いている。ディドーといったか。おまえの娘むすめらしいな」

「娘むすめ……娘むすめか」コンラットは青ざめた唇くちびるを嚙かんだ。「そう呼ぶことを、あれが許してくれるかどうか……。まったくわたしは兄にとっては不ふ甲が斐いない弟であったが、娘むすめにとっても同様の父であった。どちらも、貴き様さまのような賊ぞくの手にかかる運命を許してしまったのだから」

「おれに恨うらみ言ごとをいうのは筋ちがいというものだ、司教。なにかいいたいことがあるなら、直接娘むすめに伝えればいい」

「死ねばその魂たましいが天国にて巡めぐり会あう、か？　娘むすめに会えるよう、祈いのりを唱えながら死んでいけ、と？　はっはっ、そのような、平へい凡ぼんで、穏おだやかな最さい期ごなど、このわたしにふさわしいものか」

「死ぬのを待つまでもない。ここに呼んでやろう」

　ギュネイは立ちあがって、遠くからこちらを呆ぼう然ぜんと見つめいてたディドーの名を呼んだ。

　ディドーは驚おどろいた様子だったが、それ以上に驚きよう愕がくしたのは父のコンラットだ。

「なに、ディドーだと？　貴き様さま、ふざけるな……」

　急に感情を激化させたためか、コンラットはこれまで以上に強く咳せき込こんだ。すると、口から黒っぽい血があふれた。それを見てついにたまらなくなったらしい、ディドーが足早に駆かけ寄よってきて、

「父上……い、いや、し、司教さま。司教さまっ」

　声こわ高だかに叫さけんだものの、それから言葉がつづかなくなった。コンラットの命の灯ひが絶えつつあるのは誰だれの目にもあきらかだ。ディドーの声は詰つまり、目からは涙なみだが止まらなくなった。がくりと膝ひざを折って、コンラットの左手に触ふれようとした。

　が、なぜか──意地にでもなっているのか──コンラットは、娘むすめのほうを見ようとしない。娘むすめの手に応じる動きも見せない。

「どうした」とギュネイが聞いた。「わからないのか。そこにおまえの娘むすめがいる」

「なに？」

　コンラットは目だけを左右にさまよわせた。ディドーとも目があった。ただし一いつ瞬しゆん。すぐにふたたび表情を険しくさせて、

「おのれ……、自分で手にかけておいて、ここにいる、だと？　いるはずがなかろう！　はっ、家族を省かえりみなかったわたしにはふさわしい仕打ちであろうがな。神の敵に愚ぐ弄ろうされるいわれなどはない！」

　命の灯ひが費ついえかけたコンラットは、ついにはその視覚をも失ったのだろうか？　いや、そうではない。

　ディドーは父に触ふれた手を凝ぎよう視ししていた。恐おそろしいものを見るような目つきだったが、それはコンラットに対してではない。傍はた目めにしているギュネイにもわかった。それは、〈竜りゆう戦士〉が何度も何度も見てきた顔だった。ランドールへ来て間もないころ、あの焼け落ちた村のなかで、いっしょに水みず汲くみをした女の子があることに気づいたとき、同じ顔をしていた。

　ギュネイは立ったまま『二人』の姿を見おろしながら、いった。

「そうだ。本当なら、いるはずがないんだ。コンラット、おまえの──あなたの娘むすめディドーは、おれのところにやってきた時点で、すでに亡なくなっていたんだから」

　このとき──、

　空を憂ゆう鬱うつげに這はっていた黒い雲が、ただの偶ぐう然ぜんか、それとも神の奇き跡せきか、太陽の前からやはり物もの憂うげな仕草で遠のいた。さっと地表に降り注いだ光が、ギュネイ、コンラットの影かげを色いろ濃こく引ひき伸のばすなか、ディドーの影かげだけがいっこうにあらわれない。

　ディドー本人はそれに気づいたのかどうか、固まったように動かずにいた。「馬ば鹿かな」ともいわない。あのときの女の子と同じ目、同じ顔をしている。

「あなたにおれの殺害を命令されて、フォーゼに包囲された山を脱だつ出しゆつしようとしたときだろうか。おそらくは、そのとき、フォーゼ軍が放った矢に当たって命を落としたんだろう。だが、ディドーには、なんとしてでもあなたの、父の命令を遂すい行こうし、国を再興せねばならない、という強い想おもいがあった。自分の死すら受け止められず、あるいは気づきもしなかったほどの。そしてこれもおそらく、ディドー亡なきあとも任務を遂すい行こうしようとした仲間たちについていって、おれの前にあらわれて、矢を放った」

「な、なにをいっている、貴き様さま」

　コンラットが困こん惑わくの声をあげたのも無理からぬこと。ギュネイは、自分が出会い、声を交かわしてきて、矢を挟はさんでの応おう酬しゆうを繰くりかえしてきたディドーは、亡ぼう霊れいであった、というのだ。

「おれは最初、おかしいと思った。いままでランドールを恨うらむ亡もう者じやたちの姿を見たり、声を聞いたりしたことはいくらもあったけれど、ランドール人のそれははじめてだったから……、きっと、ランドールが、悪あしき魔ま術じゆつで死者の魂たましいをも利用して、刺し客かくにしているんじゃないかと誤解をした。だから、〈賢けん者じや〉とはちがう意味でランドールを怪あやしみ、この国でいまなにが起こっているのかを知りたいと思った。そう、そうだとも、おれは、だからここに来たんだ」

　ギュネイはランドールの地を巡めぐっていく途と中ちゆうで、ごく平へい凡ぼんな──といってはおかしいが──ランドール人の魂たましいとも出会った。故郷を守るため〈赤目〉になることを志願したピーターという若者がそうだったし、すでに滅ほろびた村で水みず汲くみをしていた女の子もそうだった。なぜ突とつ然ぜんランドール人の魂たましいさえも知覚できるようになったか、その理由はいまだ定さだかではないものの、ともかくも、ディドーが魔ま術じゆつで利用されているのではなく、地上に強い未練と執しゆう着ちやくを残して漂ただよう、『ただの死者』であることも知れた。

「まったく」ギュネイは肩かたを落とした。「普ふ通つうの人が死者の声を聞けないのはなぜだか知っているか？　決まっている、生きているほうが無限に背せ負おい込こむことになるからだよ」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はふたたび地面に膝ひざをついて、装そう甲こうされた右手にディドーの手を取り、左手にコンラットの手を取って、父娘むすめのそれを重ねあわせた。

　当初コンラットの顔は険しいままだったが、やがて当とう惑わくの表情へと移り変わり、それから大きな驚おどろきに歪ゆがんだ。

「この手……この手は、まさか、本当にディドーなのか」

　ディドーの目がはっと丸くなる。一いつ瞬しゆんためらうようだったが、ギュネイのほうを見たのも一いつ瞬しゆん、すぐに重ねた父の手にすがりついた。

「ち、父上、おわかりになりますか、父上っ」

「お、おお、聞こえる、ディドー。確かにおまえの声だ。確かに……」

　コンラットは一いつ瞬しゆん、喜びの声をあげかけたが、すぐにそれが萎しぼんだのは、〈竜りゆう戦士〉の言葉を思い出したからか。ディドーも、気づいたのだろう、実感したのだろう。ギュネイをにらむときも、ギュネイを怒おこるときも、ギュネイに呆あきれるときも──、活いき活いきと輝かがやいていた目はその光を失いつつあり、また、そのしなやかな肢し体たいも半ば霞かすみつつある。

「お許しを……わたしを、お許しください、父上」

「お、おまえが、わたしになにを謝あやまる？」

「わたしは、父の命令を果たすことができませんでした。どうしても〈竜りゆう戦士〉を討うち取とれず、それどころか、わたしは、父に、矢を放ちました──」

「矢を」

　そうつぶやいたコンラットは、カッと目をみはった。

「そうか、そうであったか、あれは……おまえの矢であったか。だからなのだな。この世に存在するどんな強力な武器も魔ま術じゆつも、わたしが呼び寄せたあの肉体は傷つかないはずだった。しかし、おまえの──すでに死したおまえの矢は、おまえの思念そのものだ。だからわたしの思念にも届いたのだ」

　口から黒い泡あわをこぼしつつ、コンラットは合点がいったようにつづける。

「ああ、思い出した。おまえに射られたとき、頭にいくつもの光景がひらめいては消えていったのを。あれは、おまえがじかに見てきた光景なのだね。民たみが苦しみに喘あえいでいる姿を、それでも立ちなおっていこうとする姿を、わたしに伝えたかったのだね。ああ、伝わったとも、思い知ったとも。ほかの誰だれに、言葉でそれを説明されたところで、おそらく、わたしは聞く耳を貸さなかったろうが……、わたしはあの瞬しゆん間かん、まさしく目が覚める思いがしたのだ。このままでは、わたしは、神の敵ではなく、愛する信者たちを喰くらうことになると。だからこうして、惨みじめな姿をさらしてでも──、自ら、力を解いたのだろう」

「お、お許しを」

「いわずともよい！」

　コンラットは怒ど声せいを放った。それは、いま彼かれが置かれている状じよう況きようからすると信じがたいほどに大きく、鋭するどい声だった。

「死してなお、わたしの与あたえた任をやり遂とげようとしたおまえは、いま、死してなお、父の頰ほおを引っぱたいたのだ。わたしはいったはずだな？　ランドールでは、生まれも性別もかかわりなく、好きな道を選ぶことができるのだと。父に盾たてついてでも、なにかをやり遂とげようとした、そんな、誰だれよりもランドール人らしい道をおまえが選んでくれたのが、わたしには嬉うれしいのだ」

「ち、父上……」

　コンラットがゆっくりと重たげに瞬またたきする。その目め尻じりからひと筋の涙なみだを伝わせながら、

「それに引ひき換かえ、わたしのほうは、檻おりのごとき古い因習に囚われていたのかもしれぬ」囁ささやくような声でいった。「わたしは多くのものを失った。兄も、神の理想も、かつてのランドールも、聖堂も、そして娘むすめさえも。取りかえすことはもはや不可能でも、次の人間に同じ理想を託たくすことはできる。そう思い、ロゥラに道筋を残すべく、この命を使い切る覚かく悟ごでいた。が、結局のところ、それは、自分や兄が生きた証あかしを残したい、われわれのしたことが無む駄だではなかったと思いたい、そんな、誰だれよりも浅ましい気持ちからだったのかも知れぬ。くそっ、なぜいまになってこうもむざむざと思い知る羽目になるのか……。わたしは、わたしに残されていたはずの、たったひとつのもの──真実の信しん仰こう心までも失うところだったのだ」

　コンラットは目を開き、またもぎょろりとした視線をギュネイによこした。

「〈竜りゆう戦士〉よ」

「ここに」

「よもや、兄の仇かたきに、わたしの不信心をたしなめられることになろうとは。ランドールは、この先、どうなる。また英えい雄ゆうを気取る者どもが攻せめてくるか」

「そうはさせないだろう」

「ほう、貴き様さまがか？」

「兵を集めたのも、司教に立ち向かうと決めたのも、王家の──ミネルバ王女のご意志によるもの。あなたとさえ戦ったのだ、王女は国を守るために必ずや力を尽つくすだろう」

「王女。あの、ミネルバがか」

　コンラットは半ば愕がく然ぜんとしてそういったが、ふと娘むすめと重ねあわせた手を見やって、

「誰だれもが子供のままではないということか」

　ひとり言のようにつぶやいた。それから、

「使いの者をここへ。カスパーという男を指名しろ」

　ギュネイがその言こと伝づてをクルス越ごしにディラ・ロゴス陣じん営えいへ伝えると、カスパーなる男が走ってきた。ギュネイが一いつ瞬しゆん驚おどろいたのは、その男が、ギュネイを面接した、あの『掌たなごころの目』の男だったからだ。ともかく、カスパーはやはり司教の伝言を携たずさえてふたたび陣じん営えいへ駆かけ戻もどり、その後、ロゥラが、複数の兵とイシスに護衛されながら、恐おそる恐おそるこちらへ近づいてきた。

　ロゥラは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を燃えるような眼まな差ざしでねめつけたが、コンラットの姿を見るなり、もはやそれどころではなくなって、その場に膝ひざをついて泣きじゃくった。

「コ、コンラット司教、叔お父じ上うえ──、おじさんっ。いなくならないで。もうわたしの前から誰だれもいなくならないで！」

「おお、あまり身体を揺ゆさぶるものではない。伝えねばならぬことがある。聞きなさい──」

「わたし、いますぐこいつらを皆みな殺ごろしにするわ！　邪じや教きよう徒とどもの血を捧ささげれば、神はきっとわたしの願いを叶かなえてくださる。だから……」

「大司教ハーディンの娘むすめロゥラ！　聞くのだ！」

　コンラットが力を振ふり絞しぼって大声をあげると、さしものロゥラも雷かみなりに打たれたようにかしこまった。

　その後、鼻を啜すすりあげるロゥラに、コンラットは、

「わたしのやり方はまちがっていたのだろう」と告げたうえで、「わたしはおまえの父が広めた信しん仰こうを、好きに利用して、この国をも操あやつって、復ふく讐しゆうをなそうとした。おまえは同じ道を辿たどってはならない。カスパー、わたしの手に触ふれておけ。わたしの言葉が真実かどうか、おまえにはわかるはずだ。誰だれに脅おどされたのでも、死に瀕ひんして弱気になっているのでもない。わたしは確かに悟さとったのだ。……ロゥラ、今後は王家と協力し、わたしとも……おまえの父ともちがうやり方で、神を讃たたえて、国を再興するのだ。よいか……わかったなら、わかったというのだ。おまえの声で、そういうのだ……」

　ロゥラが泣きながら発したひと言を、司教が聞き届けられたかどうかはわからない。

　大司教ハーディンの弟コンラットは、ここに永えい眠みんした。

　ロゥラがわっと発した泣き声で、遠く離はなれていたディラ・ロゴスの僧そうたち、信者たちも、司教の死を知ったのだろう、いっせいに祈いのりを唱え、また涙なみだながらに十字を切った。

　ギュネイは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の扮ふん装そうのままそれを見つめていたが、

「少しいいか、六英えい雄ゆうがひとり、〈竜りゆう戦士〉ギュネイどの」

　大声でそう呼ばれたので少なからず驚おどろいた。見ると、ディドーが手招いている。

「なにを焦あせる？　わたしの声はほかの者には聞こえないのだろう」

　くっくっと笑った。

　ギュネイは憮ぶ然ぜんとしながらもディドーのほうへ歩み寄った。

　いくつかの群れからなる雲が、ことごとく中天から遠ざかりつつある。青い、目に染しみるような空の下、ディドーの影かげだけがそこにはない。

「最初から気づいていたのか」

「……ああ」

「なんてことだ。おまえと会った時点で死んでいたなんて。自分のこととて気づかないものなんだな」ディドーは女性にしては広めの肩かたをすくめた。「だからわざと逃にがしたり、正体を明かしたりしたのか。くそっ、舐なめられたものだ。わたしが生きながらおまえの暗殺を計っていたなら、きっとおまえの剣けんは容よう赦しやなくわたしの首を刎はねていたはずだ」

「ええと、多分。余よ裕ゆうがないくらい追おい詰つめられたんなら──」

「おうとも。わたしの弓でおまえは追おい詰つめられ、だからこそわたしを殺していた。そうだな？」

　おかしな強要もあったものだ。ギュネイは仕方なしに頷うなずいた。

「そうなっていれば、おまえがランドールを見る目もいまとは随ずい分ぶん変わっていたはずだ。わたしが死んでいたからこそ、おまえは死者の思いを汲くみ取とって、戦っているときとはちがう目でランドールを見ていたのだから。結果、おまえは王家や民たみを救った。そうだな？」

「自分のことだとてそう詳くわしくはわからないけど、多分」

「なら、死んだ甲か斐いがあったというものだ」

　ディドーは笑った。

　背後に大きく広がる、青く澄すんだ空に似つかわしい、そんな晴れやかなディドーの笑えみを、ギュネイははじめて見た。とともに、胸が大きく高鳴った。

（可愛かわいい笑い方をするんだな）

　と、そう思ったのだ。そんな笑え顔がおで、

「おまえはどうやら、死者の願いを聞き届けずにはいられない性質のようだな」

　なにやら面おも白しろいことを思いついた、というような声を出す。

「そ、そんな厄やつ介かいな性質を背せ負おい込こんだ覚えはないぞ」

「いいや、おまえのことはずっと見てきた。わたしにもそれくらいのことはわかる。そうか、なら、せっかく死んでいるこの立場をもう少し利用してやるとしよう。おまえを縛しばりつけてやる」

「な、なにをする？」

　ギュネイが驚おどろいたのは、ディドーがその場にひざまずいて、さらに両手を組みあわせると、なにやら涙なみだに潤うるんだ目で見あげてきたからだ。

「〈竜りゆう戦士〉ギュネイさま、お願い申しあげます。どうかこれからもランドールのためにそのまたとない力をお貸しくださいませ」

「や、やめろ」

「苦境に喘あえぐ民たみのため、孤こ高こうかつお寂さびしい王女ミネルバ殿でん下かのため、ロゥラさまのため。あなたの剣けんが常に彼かれらの救いとなりますよう。それと、ストリゴイの森とデボラの川の狭はざ間まにわたしの生まれ故郷があります。いつかそこに赴おもむき、わたしの母に、父とわたしの最さい期ごをお伝えください。親不孝者の娘むすめをお許しください、ともお伝えください。あと、飼っている犬がいるのでぜひ頭を撫なでてあげてください。あと、ストリゴイの北に、祖父母が住んでおります。いつか、ハーディン大司教が都に招こうというのを拒こばんで、質素で平和な生活を営んでいる善良な方々です。彼かれらにも同じことを伝えてくださいませ。あと……」

「ま、まだなにかあるのか」

　ギュネイがうんざりして目を逸そらそうとした。

「おまえのままでいてくれ」

「えっ？」

　ギュネイがあわてて目線を戻もどしたときには、ディドーの姿は半透とう明めいになっていて、身体の向こうにあるはずの景色がうっすら透すけて見えていた。

「おれを信じろ、とおまえはいった。それはわたしとの『約束』だ。死者相手ゆえに、決して不ふ履り行こうのかなわぬ約束だ。わたしが信じられるおまえでいろ。ずっと、永遠に」

「──」

「ありがとう、ギュネイ。あなたは確かに英えい雄ゆうだった」ディドーは幼子のように、顔いっぱいで笑えみを表現した。「そうだ、母の家にいったなら、フルーメンティーをご馳ち走そうしてもらうといい。とっても美お味いしいよ。わたしもいっしょに……」

　雲を吹ふき散ちらした風がそのとき地上にも吹ふいて、ひとりの笑え顔がおを、はるか向こうへとつれさってしまった。




　その後。

　ゴードン王子率いる軍勢が王都間近まで迫せまったが、ダスケス第二王子ブルートと、いよいよ公おおやけに名乗りをあげたランドール王女ミネルバとが、ともにゴードン王子の陣じん営えいにまで足を運んだ。

　さしものゴードンも、この二人にじかに説得され、また、討うつべき相手として名指ししていたコンラットがすでに亡なくなったと聞かされては、隊を引きあげざるを得なくなった。

　が、去り際、

「どうにも貴国がきな臭くさいのは確かなようですな。もはや弟のみには任せてはおけない。というよりこれは、ランドールを取り巻く諸国全体の問題であります」

　王女にそういった。

　ミネルバも名乗りをあげた以上は、これですべてが片づいた、などとは考えていない。

　むしろこれからが、ランドールの生き残りと再興を賭かけた大勝負となろう。

（願わくは）

　王女は馬車に乗のり込こみながら、見えない目をランドールの荒あれ地ちに向けた。

（その勝負が、剣けんと魔ま術じゆつのぶつかりあいのたぐいにならぬことを。もう命のやり取りは懲こり懲ごりだ）

　その願いは〈竜りゆう戦士〉も等しく胸に抱いだいたものだったろう。が──、

　若き二人の願いは、数日後にもはかなく打ち破られる運命にあった。










　あとがき




　しょっぱなから、言い訳をひとこと。

　すうーっ（息を吸う）。

「原げん稿こうは、だいぶ前に書きあがっていたんだー！」

　ふう。

　まあ、諸事情ありまして、皆みなさんのお手もとに届いたのがこんなにも遅おくれた次し第だい。

　申しわけありません。

　お待たせしたぶん、いつもよりじっくり時間をかけて楽しんでいただけると、作者のみが喜びます。




『神を地上に降臨させるには、人間の器うつわが必要』

　というのはこの作品世界の設定で、まあ、ファンタジーとしてはそれほどに珍めずらしい設定でもないのだけど、シリーズの執しつ筆ぴつ途と中ちゆう、わたしは妙みようなことに頭を悩なやませていました。

「ほかの作品からの既き視し感かんというか、この設定、自分でも一度書いたことなかったっけな。それも、プロになる以前に」

　と頭をひねること数度。

「あ」

　と、あるとき突とつ然ぜん思いいたりました。

　それは昔の話。若い読者さんが「昔」と認にん識しきするよりもずっと前。いや、さらに前。

　かの国民機スーパーファミコンに一本のＲＰＧが誕生しました。

『グレイ・クエスト』

　ご存じでしょうか。

　高い評価を得ることはかなわず、ネット上に懐なつかしむ声や攻こう略りやく情報のたぐいが載のることもなく、有名でないどころか、発売リストの片かた隅すみにさえ掲けい載さいされていないこのタイトル。

　……それもそのはず、これは公式に発表されたものではなく、当時アスキーから発売されていた『ＲＰＧツクール ＳＵＰＥＲ ＤＡＮＴＥ』という、ユーザーがオリジナルＲＰＧを作製できるソフトを使って、若かりしころの杉すぎ原はら智とも則のりが作ったゲームだからです。

「破は壊かい神ソロンを信しん仰こうする教団が、神をこの世に降臨させるべく、ふさわしい器うつわを求めて世界各地を襲しゆう撃げきしはじめた。主人公グレイは、教団に生いけ贄にえとして連れ去られた妹を救おうと単身立ちあがるのだが……。総プレイ時間およそ九〇きゆうじゆつ分の超ちよう大作がきみを大冒ぼう険けんへいざなう！」

　というコピーで（ごく狭せまい世間に）発表された本作ですが、おそらくプレイした当時の友人たちの記き憶おくからもきれいさっぱり消え去っていることでしょう。覚えているのは作者本人だけです。

　それほどはるか昔にも、本作と同じ設定を使っていたのですね。業ごうには抗あらがえないというべきか、まったく進歩がないというべきか。




　──まあ、ともあれ、懐なつかしい思い出に浸ひたった自分は、出版までに空いたこの時間を利用して、次回作の構想を練るだとか、小説全ぜん般ぱんのスキルをあげるための勉強をするだとかはいっさいせずに、埃ほこりをかぶっていた『ＲＰＧツクール２０００』を十数年ぶりに引っぱり出してきて、短編ゲームを作ったり、十年前に途と中ちゆうで放ほう棄きしていたゲームを完成させたり、「よーし、ＦＣ時代のドラ●エによく似た素材を使って、ぼくのかんがえたさいこうにおもしろいドラ●エを作っちゃうぞ！」と意い気き込ごんですぐに挫ざ折せつしたり、ＰＣ用最新作『ＲＰＧツクールＭＶ』を買ったり。まるでおもちゃを買かい与あたえられた子供同然に夢中になって、そろそろこの原げん稿こうのことも本格的に失念しそうになったころ、

「出版の日時が決まりましたので、ゲラの校正お願いします」

　というお電話によって現実に帰き還かんしたのが、わずか三日前でしょうか。

　ふとわれに返ってみれば、目の前（ＨＤ）には、ゲームとも呼べない、ストーリーとキャラクターの出で来き損そこないの山、山、山。未完成のキャラクターたちが、「おれたちに陽の目を」と伸のばしてくる手をすべて振ふり払はらい、決死の思いでツクールを閉じて、やはり未完成の原げん稿こうに立ち向かう自分の背中は、きっと美しい。




　おわかりでしょうが、杉すぎ原はら智とも則のりは『どく』と『マヒ』でどうにかなっています。

　宿屋で一いつ泊ぱくすれば治ると思いますので、読者の皆みなさま、またお会いできる日までさようなら……。







（と言いつつネットを見ながら）そうかあ、頑がん張ばれば『２０００』でもアクションＲＰＧが作れるんだなあ。レトロなアクションＲＰＧはいちばん好きなジャンルだからなあ、やってみたいなあ、作りかけのゲームは一度中断してこっちに挑ちよう戦せんしてみようかなあ、いやでも、これ以前に中断したのが、三、四本……。





杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。そろそろか。まだまだか。幼きころ、振り向かないことが若さと教えられたが、振り向く過去すらない。ということで、予定は未定。
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イラスト／魔ま太た郎ろう

お久しぶりです、魔太郎です。

みなさまに楽しく読んでいただけますと幸いです。

宜しくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部
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「魔太郎先生」係
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